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FAX モア プ ム 専科 


多 機 能 画像 和 出 カ ンス テム の 製作 
台 種 ノ ロ ツ の の 誠 


Pa ーー EC9EE で 4 っ ーー - 沙 た 
YS4 た だ eees こ て ーー wao mr CPP この いさ 1 
= _- ーー テー マー 





ライ ン レ ベル ・ コ ン バ ー タ の 製作 

ディ ジタル オー ディ オ 最大 値 測定 装置 の 製作 
ILA ス ー パ ー ブ ロ ジ ェ ク タ 
電波 収 体 や GHF 放送 局 が 活 中 

NHK 放送 技術 研究 所 公開 か ら 


SCH 内 注 幅 語 叶 


写 真 の 文字 放送 画面 は 、 デ テレ モ 中 部 、 中 部 日 本 デー タビ ジョ ン 、 中 部 日 本 放送 の 画面 で す 。 
※ 放送 内 容 は 地域 に よっ て 異な り ま す 。 


パソ コン で 文字 放送 こえ る 


ーー トー 


圏 P じ - -9B シ リー ズ 対 応 
く 文字 放送 受信 ボー ド 付 > 標準 価格 49.800 円 < 税別 > 


例え ば こん な 使い 方 / 











カラ オケ 番組 な どの 音楽 デ 』 一 タ を 受信 し て 
ニュ - ヨ 郎 還 

ニュ ー ゴ 郎 還 で 自重 演奏 / 
無料 で 音 : 


1 に 


デー タ が 人 力 で さす 軸 議 3 


@ 文字 放送 の 応用 製品 と し て "株価 分 析 シ ステ ム TELECHAHT シ リー ズ " も あり ます 。 
@ 本 製品 は 全国 の 有名 パソ コン ショ ッ プ で お 求め くだ さい 。 
@ 詳し い 資 料 を 差し 上 げ ま す 。 下記 の FAX サー ビス 、 も し く は 弊社 へ 電話 か 人 ハガキ で お 申し 付け くだ さい 。 





※ ミ ュー ジ 郎 は 、 ロ ー ラ ンド 社 の 商標 で す 


〒476 愛知 県 東海 市 名 和 町 の ちどり CU-C 
FAX 05 ど -B01-5/G ヨ 


株 式 会 社 シス テッ ク 
TEL 05g-B0U1-411 











パソ コン の 拡張 スロ ッ ト に 文字 放送 受信 ポー ド を 差し 込ん で ビデ オ て 接続 すれ ば 、 
準備 完了 / バリ コン て 文字 放送 が 受信 で きま す 。 


バ ソ コン 





田 バ ソコ ン に 文字 放送 が 映り ます 。 

圏 文字 放送 を ディ スク に 記録 し た り 、 再 び 画 面 に 表示 し た 
り で きま す 。 

田 画 面 の ハー ドコ ピー も と る こと が で きま す 。 (モノ クロ ) 

田 予 約 受信 機能 に より 最大 14 番 組 を 同時 に 受信 、 記 録 で き 
ます 。 

田 カ ラオ ケ グ 等 の 音楽 デー タ を 標準 MIDI フ ァイル に 変換 し 
て ミュ ー ジ 人 郎 300/500 で 自動 演奏 ご せる こと が で きま す 。 
(但し 、 カ ラオ ケ 番 組 が 放送 され て いる 地域 に 限り ます 。) 

田 文 字 放送 の 文字 情報 を テキ スト ファ イル に 変換 し て ワー 
プロ や 表 計 算 ソ フト で 利用 する こと が で きま す 。 

文 字 放送 の グラ フィ ッ ク 画 面 を ファ イル 化 (HGB ベタ 
ファ イル ) し 、 グ ラフ ィ ッ クソ フト で 再び 加工 する こと が 
で きま す 。 
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PER' に INK 用 THIN ゲー ブル 


o ら LTOC-5M(5m) \4.o5UU 此 


SLTO-10MO0m) \5.00O 
娘 [)SGLINK ド ライ バ 娘 NetWare38B GLTD-15M(15m) \5.500 識 鹿 


CPMGH FUSION 他 … 
BLTO OM(80m) \B6.000 


ap ーー 


HUDDC テ - ブ で ルッ クア ッ プ / TUWNS の メモ リー カップ に / CPU の ピタ ミン 剤 / 


FM スト リー マ (⑤ 〇 8] 仕様 ) 1TWIO( 拡 張 HRAM モ ジュ ー ル ) コン 名 セッ サ 


スト リー マ 1B0M. HDD な し \198.00O TWIO-1000(1M) \14.800 TWIO-387 昌 (FM70-353 相 当 )\58.D0O 

スト リー マ 1B0M. HDD100M  \388.00D TWIO-8000(BM) 。\ ら 1.000 TWIO-387T(FMT-35 ど 相当 ) \58.000 

スト リー マ 160M.HDDEOOM  \378.00O TWIO-4000(4M) \35.00O TWIO-387S(FMT-353 相 当 ) \BO.QOO 
TWIO-8000(BM) \B5.000 rs 

e た は 生 衝 30 人 0 ※ 表 示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ませ ん 。 


※ 会 社名 、 
e お 買い 求め は 全国 の パソ コン ショ ッ プ 又は 下記 ディ ー ラ ー ま で 。 会 社名 、 商 品名 は 各社 の 登録 商標 で す 


いい 議 レル dl 
代理 店 レン の 


e 中 央 無線 電機 帳 @ ロッ クウ エル ツ ャ ルン 株 @ 称 若松 通商 @ 吉 喜 工 業 帳 東 京 支店 吉 喜 工 業 株 式 会 社 





回 路 図 ・ ア ー ト ワー ク 両 用 CAD 
高速 ・ 多 機能 ・ 低 価格 
PE9S031...。 
PC ノン AT 







トニ デデデ 7) 


8 の で ビ 昌 


性 能 U.S.A. Wintek 社 製 CAD を 
箇 単 に 探 作 で きる 日 本 語 説明 書 を 用 意 し まし た 。 


大 複数 の ウイ ンド オー プン ASCII・DXF・PCX フ ァイル も 出力 大 
シン ボル 定義 方 法 が 簡単 明解 、 作 図 中 に も シン ボル を 容易 に 製作 
他 CAD ソ フト に よる ネッ トリ スト も 取り 込み 使用 
ガー バー デー ター は アウ ト ・ イ ン ・ ビ ュー・ エ ディ ッ ト 迄 、 可 能 
ドリ ル デ ー タ 自動 生成 出力 ミル デー タ 出 力 
アパ ー チ ャ リス ト 、 ド リル ・ ミ ルツ ー ル リス ト も 自動 生成 出力 
シー ルド パタ ー ン 、 電 源 ・ グ ラン ド 層 パタ ー ン 自動 生成 
詳細 資料 は 、F AX に て 、 御 請求 下さ い 。 詳細 を F AX 送信 し ます 。 

式 填 FAX より 、 ポ ー リ ング パス ワー ド 1 1 1 1 1 1 1 1 の 8 桁 で 取り 出し も で きま す 。 

和広 概 要 書 ・ 英 文 カ タロ グ ゲ ・ デ モデ ィ ス ク を 所 望 さ れる 場合 は 、 
住所 ・ 電 話 ・F AX・5 ま た は 3 . 5 イン チ ・ 御 使用 環境 を F A X 送 信 下 さい 。 


エン と アバ 1 TEL 0O48-624-5881 


生地 寺地 寺 叩 
年 寺地 填 寺 聞 


〒331 埼玉 県 大 宮 市 三橋 3-245 島田 ビル IF 『FA 火 O48-622-8401 
木 ソフ ト に より 製作 され た デー ター に よる 、 プ リン ト 基 板 製 作 、 各種 電子 機器 設計 ・ 製 作 承 り ます 。 
手書き 回 路 図 ・PCB 図 の CAD デ ー タ ー 化 、 承り ます 。 お 問い 合わ せ 下 さい 。 








AU-31 さ う 2 
AU-32。 8 


借 耳 界 初 、 ア アナログ な が ら オ ー ト レン ジ を 実現 
久本 体 を 2 つ折 り に で き 表 示 部 の 角度 が 自由 自在 

候 高 精度 測定 を 可能 に する 高 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス 

@ レ ンジ ホー ルド が 可能 な マニ ュ ア ルレ ンジ 
@DCV/DCA レ ンジ に は オー ト ポ ラ リティ 機能 を 装備 
錯 測 定 を 効率 化す る O0Q ア ジャ スト 不要 設 

@DC/AC 自 動 で 判別 する オー ト セ レク ト 機 能 (AU-32) 
@DC/AC 電 流 フ ァ ン クシ ョ ン と も に 5 レン ジ 装 備 (AU-32) 本 体 は つ折 り に 


て 
フタ を し め る と 自動 的 に パ 
※ 表示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


ご 和 電 気 計器 株 式 会 社 本 社 = 東 京都 千代 田 区 外 神 田 2-4-4・ 電 波 ビ ル ・〒101・ 電 話 = (03) 3253-4871 人 0 大 阪 営業 所 = 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 西 2-7-2・〒556・ 電 話 = (06) 631-7361⑯ 





パイ ルル 7 イグ の 


ルウ 0 の 2 人 アァ 4 アン 0y 人 ポン に Ao 
マイ コン トレ ー ナ MT-z 
サウ ンド 機能 内 蔵 Z-Vision Remote 対 応 






マイ コン トレ ー ナ ー 本 体 33.800 円 
時 


[ンク Aa アグ タク 4,500 円 
3: 22 6,000 円 
っ 41,300 円 


マイ コン トレ ー ナ MT-Z は 、Z80 マ イコ ン シ ス テム の 入門 か ら 、 パ ソコ ン を 使用 し て の プロ グラ ム 作 成 、 
デバ ッ グ まで 一 綱 し て 出来 る よう に な っ て いま す 。 
シリ ー ズ に 各種 の イン タフ ェ ー ス が 用 意 さ れ 、 
マイ コン に よる 制御 、 計測 の 実験 が 行え 、 マ イコ ン 理 解 の トレ ー ニ ング だ け で な く 、 
実用 装置 の 評価 実験 な ども 十分 使用 出来 る 内 容 で す 。 


特長 27256(CMOS) トレ ー ニ ング : マ ニュ アル トレ ー ニ ング 編 
コン パク ト 、 電 池 動 作 可 55257(CMOS) トレ ー ニ ング 入門 通信 機能 を 利用 する プ 
I/0、 通 信 、 サ ウン ド 機 能 内 蔵 8255A(CMOS) 1/O ポ ボー ト の コン トロ ー ル サウ ンド 機能 ノ 
モニ タ 機 能 が 強力 YM3439(CMOS) アセ ンプ ブラ の 使用 プ パ ソコ ン と の 連携 動作 

※2Z-Vision Remote を サポ ー ト 対応 ソフ ト テキ スト 編 ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 
(※ は 者 シ ステ ムロ ー ド の 製品 で す 。) テウ ウ ゾン セ ンプ ラ モニ タグ ROM 組 み 込 み ル ー チ ング 通信 機 
イン タフ ェ ー ス が 完備 デバ ッ ガ 能 プ パソ コン の 仕様 ビア セン ブ プラグ サウンド 
豊富 な 応用 例 曲 制 作 プ ログ ラム ジェ ネ レ ー タ の コン トロ ー ル 
ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル の (ほか 、 ト レー ニン グマ トレ ー ニ ング ・ マ ニュ アル 解説 編 例題 内 容 の 一 部 
ニュ アル に よっ て 教習 を 行え ます 。 マイ コン と は 演算 プス テッ ピン グモ ー タ ADDA プ プリ ン 

マイ コン の 働き タプ パワー ング 割 り 込 み プ パソ コン と の 連携 
Z80(CMOS) マイ コン トレ ー ナ に つい て 音楽 演奏 プ そ の 他 


科学 実 通 で 夫 来 を 史 つめ る 二 語 : 〒80D 天上 新 
ur や ョ アウ 古 亡 本 社 : 和 〒202 東京 都 保谷 市 ひば り が 丘 北 2-5-18 工場 :〒352 埼玉 市 栗原 1-3-13 
株 式 会 社 Z 品 | [内 7 | ラ ヤ PT 営業 所 ショ ー ル ー ム : ケイ ボー ト 〒352 埼玉 県 新座 市 栗原 1-3-13 TEL.0424-75-2882 
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デジ タル 技術 者 待望 の 診断 器 ! 
オシ ロス コー プ で の 波形 観測 で は 判断 し に く か っ た 、 デ ジ タ 
ル 映 像 信号 回 路 の 良否 も 、 こ れ な ら カ ンタ ン 。 こ の デジ タル ・ 
スコ ー プ 「DS-B525」 が 、 デ ジタル 信号 を モノ クロ 映像 信号 
に 変換 。 テ レビ 画面 に 映し 出さ れる 映像 に よっ て 、 回 路 の 不 
良 画 所 を アナ ログ 感覚 で 簡単 に 発見 する こと が で きま す 。 
2 は まっ の 田 デ ジタル 映像 信号 を 画像 変換 し て 、 原 画 と 比較 し な が ら 
の 科 単 に 診断 可能 。 

咽 小 型 軽量 で 携帯 に 便利 。 

田 電 : 涼 は 9 一 12V の 各種 AC ア ダ プ ター に 対応 。 

オ シロ 用 測定 端子 も 装備 。 測定 入 力 端子 に は BNC 端 子 

を 採用 。 
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AC ア ダ プ ター 
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((((( 


ピン シグ ラグ ロード 


検査 する 機器 の 映像 出力 過 
端子 に 接続 。 - 


> 用 途 〉 
デジ タル ・ ス コー プ @ 修 理 サ ービス 商品 品質 検査 


@ 教育 ・ 研 修 @ 開発 設計 等 
杜 。 (仕様 〉 


デジ タル 入力 : C-M0S | ゲー ト (0 一 5V) (BNC) 


本 体 標準 価格 45.000 円 ( 科 別 ニン クス カ : 」 0Vo.p・750 (RCA ピ ンジ ャ ッ ク / コ ン ポ ジッ トピ デオ ) 
モニ ター 出力 : 1.0Vp-p・750 (RCA ビ ピン ジャ ッ ク / コ ン ポ ジッ ト ・ ビ デオ ) 
外形 寸法 : 幅 |33x 高 さ 44 x 奥 行 106mm 
重 量 : 約 250g 
オプ ショ ン : 検 査 用 シン クロ プロ ー プ / ピ ンプ ラグ コー ド / 

(別売 ) AC ア ダ プ ター (9V) 
販売 代理 店 @ お 問合せ は 下記 EL 係 ま で 
衣 造 ・ 先 元 。 0 トー ツー ハン 「EL.(0373255-105| 
ビ フ タ ダー サー ヒビ スエ フリ ニア リン フグ 株 式 容 社 、 FAX.(03)3253-3117 
株 式 傘 社 東 通販 


〒|3 東京 都 文京 区 本 郷 3-14-7 工 I0I 東京 都 千代 田 区 外 神 田 |-6-6 





FAX モ プ ム 専 科 

企画 / 構 成 : 谷沢 俊 旨 
1.FAX モ デム の 現状 と 近 未 来 は 
CYP て ETXPXPY2Y い ーー 浮田 一 郎 28 
C. FAX モテ ム の 概要 こ 動 作 原理 
1 は wa を 9062RVYGSSRNKSkA98Aiv84e2KOKMts も まあ res Kb 北 久 保 俊 32 
9. FAX モデ テム メー カー の コン セブ ト と は 
① アイ ワ Id cie 上 田 順 傘 37 
@⑥ オム ロン esa sa 関 健彦 44 
⑨③ メガ ソナ ト ooeoeeeeeeereeeer 内 海 徹 48 
④ ソニ ー 2 5 な 8 天 Ge 知 る を が ee ey を 岩瀬 純夫 52 
4.FAX 通 信 ミ ニセ ミナ ー い 心 ………… の の の 谷沢 信 昌 58 
5. 市 央 FAX モデ ム の テス ト …… ひ …… ひ (ドド ドド 谷沢 俊 昌 61 
MI 
パソ コン に TV 画面 が 取り 込め る 
フレ ー ム メモ リー を 使用 し た 


多 機能 画像 人 出力 ンス テム の 製作 mam 


企画 ・ 構 成 ・ 解 説 : 谷 和彦 / 土 屋 徹 


各種 プロ グラ ム の 解説 ee 72 
US に つい て ユー ティ リティ プロ グラ ム の 構成 

人 出力 プロ グラ ム ファ イル 変換 ブロ グラ ム 

16 色 カラ ー 表 示 と 最適 パレ ッ ト 設 定 ブ ログ ラム 

標準 表示 プロ グラ ム 拡大 縮小 表示 ブロ グラ ム 

テレ ビ 画 面 上 へ の 表示 フィ ル タ 処 理 と 輪郭 抽出 

癌 種 テス ト 信号 に つい て ハー ドウ ェ ア の 変更 点 に つい て 





EL フォ ト ア イ NEC 人 (ソコ ン フェ ァ ア 8 





る 種 の 間 潮 ラ イン に 対応 する 
ライ ン レ ベル ・ コ ン バ ー タ の 製作 
大 塚 


デイ ジタル オー ディ オ 
最大 値 測定 装置 の 製作 





8 リー ビス ・ ah 木村 千 旗 11 
な ん で や ね ん 

画 日 IO 探訪 記 ……… 送 瀬川 暗 一 期 14 
電子 立国 : 電 子 秘術 ……… 清水 隆雄 16 
不振 の オー ディ オ 業 界 を 

ナー タダ GO の の Ooutioo 出 原 真澄 18 
お 客 さ ま へ の アド バイ ス …… 宇 稀 有理 20 
エレ クト ロニ クス 豆 知識 …… 白 土 義男 22 
(5PG 情 報 6 吊 滋 24 
電波 に も "大 気 予報 か が …… 小 林 良夫 26 


表紙 構成 : 道 吉 デ ザイ ン 表紙 撮影 : 豊田 靖雄 青山 写真 スタ ジオ 
レイ アウ ト : 橋詰 尚 己 プ 帆 キャ ニン グン K's Labo 

図版 作成 : 新生 社 プ 山 ノ ム ラ イラ スト : 今 井 雅己 

⑥ 1993 日 本 放送 出版 協会 


RI 本 誌 の 無断 複写 (コピ ー) は , 
著作 権 法 上 の 例外 を 除き , 著作 権 侵害 と な り ま す 。 





高 輝 度 ・ 言 解像度 を 両立 させ る 
LA'" スー バー プロ ジェ クタ 
ed 三好 皿 議 11/ 


MWSW/FM ス テレ オ PLL シ ツン ツ セ サイ ザ レ シー バ 
ノニ ー ICF -SW33 の 使用 記 


ve re も eice sossedeoPttoasastesvewsies 小林 良夫 122 
言語 プロ グラ ム で 学ぶ ビ ピッ ト ・ リ ダク ショ ン 講座 
BIDGT に eo 大 富 志太 124 
実験 で 学ぶ エレ クト ロニ クス 回 路 

FN 稲葉 保 133 
これ で わか る DP アン プ マ スタ ー 講 座 

rr 窪田 登 司 140 
違い が わか る 98 VS マッ ク 

最終 回 デー タベース ソフ ト の 操作 性 
3 栄 原 信義 148 


テレ ビ の 受像 障害 対策 に 新 技術 
電流 吸収 体 や SHF 放 送 局 が 活 臣 
時 和 1Y202rcNYCR0SCZESNn 北 宮 秀直 152 


飛翔 放送 新 世紀 へ 
NHK 放 送 投 術 人 研 究 所 公開 か ら 


あか Se 華 名 保 茂 154 
スキ ッ プ バッ クレ コー ダ (SBHR) の 開発 (NHK) 
NHK テ クニ カル リポ ー ト 
呈 大 子 ご 結婚 中 継 放 送 制作 記 
人 租 之 下 清治 . 165 


細 集 後記 ii 170 





NE じ パソ コン フェ アリ 93 


日 本 の ワ ィ ンド ウズ 時 代 - 98 フ ァ ミ リー と ウィ ンド ワズ 対応 ソフ トー 


去る / 月 日 か ら Z4 日 まで の 特に 今回 は , 開催 期間 が 夏休み 
り 日 間 , 千葉 の 幕張 メッ セ で N 中 と あっ て , 日 ご ろ 参 加 で きず 
EC の 主催 で 」「NE 上 EC パソ コン に いた 人 た ち も 数 多く 見 られ 
フェ ア '"93」 が 開催 され た 。 同 フ た 

ェ ア は 今回 で 13 回 を 数 え , 回 を まだ 。 会 場 の 一 角 で ピロ エ シ 
重ね る た びに 来場 者 が 増え フ ジン ソフ ト の 展示 や デモ も あり ., 
ェ ア も 拡大 し つつ ある よう だ 。 家族 づれ で の 参加 も 多かっ た 。 


ーー 





CPU に [486] を 搭載 し た ペン パソ コン 「P ロ -9801P」。 7.6MB 
の ユー ザー ズ メ モリ ー や BUMB の 1 .8 イ ンチ HDD を 標準 内 蔵 。 人 
4 サイ ズ で , 重量 | .BKg。 最 長 で 約 B 時 間 の バッ テリ 駆動 が 可能 。 
あら か じ め 3 種 類 の DG を お の お の 組み 込ん だ モデ ル が あり , 用 
途 に 応じ 選択 が 可能 。 

CPU に [Pentium] を 搭載 し た 「 ピ ロー9821Af」。[9821Ap] に 
比べ 処理 速度 が 1 .5 倍 と 高速 化し 、 最 大 で 79.BMB ま で メモ リー の 
拡張 が 可能 。[WindOw3.1] [フル カラ ー ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラ レ 
ー タ ボー ドム ] 標 準 装備 に より 、 高 度 な グラ フィ ッ ク 処 理 に 対応 し 
て いる 。 











受 回 は , MiorOsoOft Win- 
HOwS3.1 発 表 に よる 「 ウ ィ ン 
ドウ ズ 時 代 」 に 焦点 を 合わ せ , ' ウ 
ィ イィ ンド ウズ 対応 」 の 新 製品 981AD 
を は じ め , ハー ド や ソフ ト が 多 
贅 公 開 ・ 展 示さ れ た 。 

協賛 メー カー も , 教育 ・ 通 信 





/ 衝 必 ト 2 クー ュ ピ ジネス ズ スッ 
AD や マル メディ イア ンダ ラフ 
ィ ッ ク ・ グ ゲー ム ・ 周 辺 機器 な ご ど 
の メー カー か ら , 98 社 の 出展 が 
あり , 盛況 で か つ 「 ウ ィ ン ド ウ 
対応 」 ソ フト は 人 気 で あっ た 。 
期間 中 , 併設 の セミ ナー 会 坦 


Te CAHD3' グ ラフ 


協力 : 徐 ア スキ ー 
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PC-P ロ 


SrDOS を に ラート 
ロビ - 紀 日 ロ 1 





上 [日 本 語 MS-D05] 環 境 に 適し た 普及 型 カ ラー ノー トバ パ ソコ 

ン 「P ロ ロー-98BUIN メ プ 」。 カー ドス ロッ トル を 標準 装備 し , 拡張 

カー ド に 対応 。F リ リモ デル と HDD モ デル が ある 。 

左 [ウィ ンド ウ 環 境 ] に 最適 な 機能 を 持つ 'P ロ -9821Ne」。 56 色 

表示 , 540X480400 ド ッ ト の TFT カラ ー 液 晶 搭載 。 小型 トラ ッ 
クボ ー ル 標準 装備 。' ピ じ -980INA プ ビ 」 に 比べ 約 1.6 倍 の 高速 化 

し て いる 。 アップグレード に も 対応 可能 。 


で は ,「9B レ ベル アッ ジ プ セ ミナ ー」 
や WindOwS 3.1 入 門 セ ミナ 
ー」 な ど が 開催 され , こち ら も 
多数 の 動 貞 を みた 。 


間 中 , 幕張 メッ セ は NE ファ 
ミリ ーー 色 と こなつ た 。 

な お , 同社 で は 今回 の 幕張 の 
ほか に , 1 月 に は 大 阪 ・ 名 古屋 


また , 隣接 する イベ ント ホー で も 「NEO パ ソコ ン フ ェ ア 」 の 
ル で は NEC 人 バ ソ コン アド 博 催 を 予定 し て いる と の こと 。 
フェ ステ ィ バ ル 」 が 催さ れ , 期 ( 須 藤 ) 


日 本 息 ペ ー ジ ブリ ンタ 


に 


林 作 栓 \116.600( 選 ) 


小型 ペー ジ 


紙 を ] 分 間 に B ペ ー ジ 
トラ イン フォ ント 標準 装備 。 


プリ ンタ ピロ ーP ロ 1000/4H」。 解像度 40UdDi と 
ET 機能 こ より , B500dpi 相 当 の 高 品位 印刷 が 可能 。A 4 用 
印刷 可能 。 明 朝 体 ・ ゴ チッ ク 体 の アウ 





It OU f 
と " ン * ズ 


0 77 人 KDD ECRg7ALCC 






上 携帯 型 フ ァ ク シミ リ 邊 300 
Image terminal。 3 電源 方 
式 。 携 帯電 話 対応 。M( 自 動 
誤り 再送 ) 機能 や ウメ モリ ー 機 能 
を 搭載 。 

左 テレ ター ミナ ル ア ダ プ タ 「 ロ 
ローOCM50U1」。 周波 単 信 廊 式 , 
出力 BW の パソ コン 用 無線 通信 
機 。 


ロビ - ヒ rm ら ロ 1 


珍 備 本 \59.000( 税 区 ) 


PE-m〒 宮 Oo ぶ ' 


低 価格 で 手軽 に 使え る 
昔 及 聖 友 気 テー プ ユ ニッ ト 。 





ンチ 光ディスク ユニ ッ ト 
己 ビ - 〇 ロ 〇 ) 
に - ロ ロロ 1 









3.5 イ ンチ 丈 ア ィ ス ク ユ ニッ ト 
ee] ao) に こ -D ロ ヨロ 1 


倫 バッ クア ッ プ 谷 量 : 約 155M バ イト / 巻 。 

参 バッ クア ッ プ ユー ティ リティ ソフ ト (5/3.5 
イン チ 名 ] 枚 ) を 標準 添付 。 

 】 コー ドア フタ ー ラ イト 機能 と EDO 訂 正 検 能 
に より テー タ の 高 信頼 性 を 追求 。 

ミニ カー トリ ッ ジ の ブリ フォ ー マ ッ ト 不 可 。 

欄 弄 価格 \S4.68 


小さ な 光ディスク の 大 き な 記憶 力 。 


傘 ハン ディ な カー トリ ッ ジ サイ ズ に 約 ]28M バ イト の 大 容 華 
デー タ が 保存 淫 。 

人 光 テー タス ルー プッ ト の 実 吉 。 
(平均 シー ク : 45m、 平 9 回 待ち 計 科 : |0mS、 避 本 数 : 


pm 
偽 |SO 現 価 浴 洪 の 3.5 イ ンチ テ 料 気体 を 採用 。 
@ エア フィ ル タ の 装 馬 ( 橋 溢 穫 備 ) に より 、 買 い 全般 性 を 会 持 。 
W BCS イ ンタ フェ ー ス ポー ド と MS-DOS フ ォ ー マ ッ ト 洪 
み の 光 ディ スク カー トリ ッ ジ を 電 付 (PO-OD301HB の み )。 


糧 江 健 結 PC・ oh \18、660( 尊 暫 ) 
PD 日 \6、60( 放 和 ) 







pEHmTiso 


の 





cw 


生 @ 。 Yo eee 
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尾 奉 竹 感 yi.X: 畑 交 4 り 





イレ チャ スク ユニ っ に 1 に 電 到 デ テディ スク ユニ ッ > ト 
ロビ - ロ ロ ヨ ロ 1 ロ ヨロ ) 只 戸 の 病 98 ウロ ビ - ロ ロミ ロロ] 量 1 


本 再 絡 wt5.3N 綴 伯 : ょ り 


9.5 イ ンチ デイ スク ユニ ッ ト 「P ロ =- ロ D901』 と 5 イン チ 光 ディ スク ユニ ッ ト ミニ カー ドリ ッ ジ チー フ ユ ニッ ト "PO-MT 
「P ロ ー-DD501」。 IS 規格 の 3.5 イ ンチ 版 は 198M バ イト , エア フィ ル タ 標 準 装 I50」 こ カセ ッ ト 人 磁気 テー プ ユ ニッ ト 「PO-M 
備 。 ら イン チ 版 は 片面 300M バ イト の 両面 で 600M バ イト で 平均 シー ク 時 間 3Pm 征 5OOB」 

8 の 高速 アク セス タイ プ 。 





2 < で トモ キィ ゴイ Si まれ 人 人 れい ささ ま 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 
装備 「 ト ー キ ング パー ト 
ナー」j。 ス イツ チ で 文章 や 
語 ・ 文 字 を 選択 し , 発 
声 ざ せる 選 ど で コミ ュ ニ 
ケー ショ ン を は か る 。 ゲ ) 同 還 
イッ チ に は フッ トス イッ 議 軒 
チ や 吸気 スイ ッ チ な ご が 
ある 。 


oe 










キー ボー ド 入 力 支援 装置 「 ソ フト パー トナ ー」。 
タッ チ パ ネル や さま ざま な スイ ッ チ を 使い 利 
用 者 の 環境 に 適応 する シス テム 。「 ト ー キ ング 
バー トナ ー」 や 「 ソ フト パー トナ ー」 は 社会 福 
祉 の 面 で コンピ ュー タ を うま く 取 り 入 れ 活 


用 する 工夫 が され て いる 。 
会 場 風 景 


| 0pg723 の 7 ガル | 
間 
_ 議 SRD OverDrive サ "プロ セッ サ 
ミュ ー ジ 郎 


NEW \69.800( 税 別 ) 取 り 付 け 方 法 


GS 対応 音源 を 1 ボー ド に 第 
リー ズ ナ フル な 価格 を 実現 し た 


シス テム : PC9821Ap (CPU: i486 !WDX2-66) 
ベー シッ ク ・ モ テル 


アプ リケーション : IndeoW ビデ テオ で 作成 し た 映像 デー タ の 再生 





好評 の CM-3G00 と 同等 の 表現 力 を 持つ ボー ド 音 源 GPPC-N を 採用 。 

fBallade3』 と 7SINGER SONG WRITER( エ ント リー・ セ ッ ト )」 を 付属 
し た エン トリ ー・ モ デル で す 。 代表 的 な MIDI イ ンタ ー フ ェ イ ス で ある MPU 
シリ ー ズ て 同 等 の 概 能 を 持ち ます の で 、 対 応 す る ソフ トウ ェ ア が 則 富 に 揃っ て 
いる の も 大 き な 魅 力 。 お 求め や すい 価格 な が ら 本 栓 的 な DTM が 楽し め ま す 。 


Roland = 


Indeo'\ 技術 を 用 いて 取り 込み / 圧 縮 さ れ た OverDrivoW プ ロ セ ッ サ 
の 取り 付け の 手順 の 映像 デー タ を 再生 し て いま す 。 
OverDriveW プ ロ セ ッ サ の は 、 ど な た で も 簡単 に 取り 付け で きる の で 、 
手軽 に パソ コン の 性 能 向上 を 図る こと が で きま す 。 











4 は 、 素 同 イ ン テ ル が の 高 層 で す 。 
* で の 他 の 井 品 、 ン ステ ム る な どけ 、 一般 に 各 メ テー カ の 全 紛 棒 、 ま た は 蔽 人 ほ で す 。 


ロー ラン ド の ミュ ユー ジッ クボ ー ド ミミ 
ュー ジ 郎 300UBODAHD V3」 

右 イン テル の 画像 用 オー バー ドラ イ 
回生 ウサ 5 








カノ ー ブ プス の 画像 処理 用 ボー ド 「Uu- 
De「 VI l」。 貧 衣 像 度 ・ 高 画質 ピ 
デオ ディ ジ タ イ ズ ・ ビ デオ 出力 ゲイ ン 
ロッ ク な ご どの 機能 を 持つ 。 





PT ーー 総 3 SR 、 4 
の 1 語 2 
377r で 

MLAUAG に: 


NN まま さま す あ た も きす * 了 すく > 


% 
ーー ee 


きす で NYA や す 寿 mw 


NO NODANP くう て 


プレ イ 。 


ダ プ タタ 。 





巡 34 


アイ シー エム の 17 イ ンチ フラ ッ ト デ ィ ス ププ 7 
ご -617FNj。 マル チレ ゾ リ ュー ショ ン 対 応 で , ノン 
グレ ア 処 理 。 最 大 解像度 1P8UX10P04 ド ッ ト の 高 品位 
低 価 格 デ ィ ス プレ イ 。 


右 ビジ ネス 関連 ソフ ト を 数 多く 出し 
患い る ,。 オー ピッ クビ ジネス コッ ザル 
タン ト の 販売 管理 シス テム 「 商 人 」・ 仕 
入管 理 シ ステ ム ' 蔵 人 」・ 給 与 計算 ソフ 
ト 「 給 与 奉 行 」 の パッ ケー ジ の ディ ス 


を CONTED の ノイ に Mk 







会 場 風景 * 


7777 


pt が 





イン タフ ェ ー ス 社 の マル チ 


CHT デ ィ ス プレ イシ ステ ム 。 
メッ ツ の ノー トバ ン ョ 用 人 ーー ド ジイ スク アダ 2 め の "NTE 
HOUSE/n」。 目 動 G じ | 認識 ・ 両 方 向 フ ォ ー マ ッ ト / ノ 高速 
フォ ー マ ッ ト 機 能 な ご を 持つ 。 





2 
| 弥生 見 積 宮上 
の 1 7 | 


| に e レ AE 


2 D-12 
ジル 7 Ag 


し 十 り 。 


NE 

カリ ウジ プリ 人 6 

時 和 9 ゆり 店 み ゼ ル 5g/・ 
. 語 (に 治 避 和 

4sI7D て こみ MAXFAX 

し いや て ピー エス ピー 薬 
人 半 」 が に 還 の 7 


上 左 ディ アイエス の 「Wired for 
SOUTnd Il」" ビーLIDTary」・「ADD- 
「0aCh」 の ブー ス 。 



















上 話 スタ ー フ ァ ッ クス 対応 ソフ ト 「 ナ 
イル 」・「 ア イリ ス 」・「 弥 生 」 な ど 。 


電 『 誠 NZ 左 マイ クロ ソフ ト の デモ 風景 。 


Py っ だ ゃ 





石 ロー タス の ビジ ネス 表 計 算 ソ フト 「] 
ed ビジ ネス ワー プロ ソフ ト FAM 
PFHO』・ デ スク トッ ププ レビ ジテ ー シ 
ョ ン ゾ フト 'FRHEELANOEj。 

















左 「 一 太郎 」・「 花 子 」 で お な じみ の ジ 
ャ スト シス テム の ブー ス 。 今秋 登場 の 
「 三 四郎 」 を 解説 。 

オート デス ク の プー スズ 。 オー ドス 
ゲ ウ 芝 が ば き D ズ スタ ディ イ 素 ) 直 だ ど 。 


下 左 ボー ラン ド の ソフ ト 群 。 TorhoO 
填 十 な ど 。 

下 右 住友 金属 の 「 ワ ー ド スタ ー」 と 近 を 
日 発売 予定 の 「 日 本 語 ス ペル バイ ザー」。 還 則 
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BOran 
HBASE 肛 Borland 
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だ に (エン ジ シ ッッ の グー 


ム ソ フ ト と イベ ント 風 
の 


右 ゲー ム ソ フト 学習 
9 ト で 遊ぶ 子供 達 。 


(ps 4 」 に 間 朗 io 








EOLUMN 


エレ クト ロニ クス 壁 知識 
GPS 情報 


RADIO JAPAN_NEVW'S 


BuSI6SS Informatl0n 


て - Ca se 4 上 り 


ーー 
て 広がる ホー ム セ ヤキ ュ リ テ (ー 
不 村 千 旗 





「 番 象 」 と いう TV コマ ー シ ャ ル が 話題 に な っ た 
こと が ある 。 長嶋 茂雄 さん が 散歩 か ら 帰 っ て くる 
と , 隣 の 家 に は 普通 の 番犬 が いる だ け だ が , 長嶋 
舟 に は な ん と 「 番 象 」 が いる と いう も の 。 警備 サ 
ービス 会 社 の セ モコ ム が , 昨年 5 月 か ら 1 年間 に わ 
た っ て 放映 し た コマ ー シ ャ ル だ 。 

「 象 な ら 安 心 」 と 思っ た 人 が いた か どう か は と も 
か く , ここ 数 年 , 一 般 家 庭 向け の 機械 警備 シス テ 
ム 「 ホ ー ム セキ ュ リ ティ 」 の 契約 が 急増 し て いる 。 
業界 最大 手 の セ コム に よれ ば, 3 年 前 に は 2 万 5 
千 件 だ っ た 契約 件 数 が , 今年 3 月 に は 4 万 7 千 件 。 
世 を あげ て 不況 と いう の に , 年 率 23% と いう 高い 
伸び を 続け て いる 。 セ コム, 合 警備 保障 ,、 セン 
トラ ル 警 備 保障 の 大 手 3 社 を 合わ せる と, 契約 件 
数 は 優 に 6 万 件 を 超え る 。 

セコ ム が 日 本 で 初め て この シス テム を 売り 出し 
だ た の は 12 年 前 。 当 時 の 契約 者 は 特定 の お 金持ち か 
有名 人 に 限ら ちら れ て いた が , いま や 一 般 家庭 に も 広 
が はじ め な た な 。「 こ れ ほ ど と 売れ る よう に な ろう と 
は , 当時 は と て も 想像 で きま せん で し た 」 と は は , 
セコ ム の 加藤 善治 郎 広報 室長 の 話 だ 。 


住ま い の 安全 を オンライン で 管理 
ホー ム セ も セキュリ ティ と は , 家 の 中 の あちこち に 
取り つけ て ある セン サ が 異常 を キャ ッ チ する と , 


秩 報 ブザー が 鳴る と 同時 に ,。 警備 会 社 の コン トロ 
ー ル セン ター に 暴 常 を 通報 する 仕組 み 。 要 する に , 


! 』 


オン ライ ン 化 され た 家庭 用 警報 シス テム だ 。 セン 
サ の 設置 場所 は , 火事 , ガス 漏れ , 侵入 者 な ど , 
監視 の 対象 に よっ て 違う 。 各種 の セン サ が 感知 し 
だ データ は , 室内 の コン トロ ー ラ と いう 装置 に 無 
線 で 送ら れ , そこ か ら 電 話 回 線 で 警備 会 社 の コン 
トロ ー ル セン ター に 情報 が 流れ る 。 

コン トロ ー ル セン ター は 地域 ご と の 拠点 と な る 
デポ (待機 所 ) を 呼び 出し て , 緊急 要員 を 現場 に 急 
行 さ せる 。 必要 に 応じ て , 警察 , 消防 , ガス 会 社 
や , あら か じ め 登 録 し て ある 緊急 連絡 先 に も 通報 
を 入れ る 。 セコ ム の 場合 、。 コ ント ロー ル セ ン ター 
は 各 都 道府県 ご と に 全国 で 47 か 所 , デポ は 800 か 所 
を 超え , 警報 を 受け て か ら 25 分 以内 に 緊急 要員 が 
現場 に 到着 で きる と いう 。 コ ント ロー ル セ ン ター 
も デ ボ も 24 時 間 の 待機 体制 を と っ て いる こと は い 
うま で や な W。 

ホー ム セ キ ュ リ ティ の 効用 が フル に 発揮 され る 
の は ,。 寝 て いる と き と , 留守 の と きだ 。 し か し , 
留守 中 に 上 繁 急 要員 が 駆け つけ て も , 家 の 中 に 入れ 
な けれ ば 用 が 足り な い ケ ー ス が 多い 。 そこで, デ 
ポ に は 契約 家庭 の 合い 鍵 が 全部 保管 し て ある 。 
非常 の 場合 と は いえ , 他人 の 家庭 に 踏み 込む わ 
け だ か ら , プラ イバシー の 確保 と 悪用 を 防ぐ 手 だ 
て が 肝要 。 預 か っ た 鍵 は 袋 に 入れ て , 相手 の 目 の 
前 で 封印 し , 必要 が 生じ て 袋 を 破っ た と き は , そ 
の 都度 。 封印 を や り 直 し て も ら う と いう 。 
外出 時 や 就 中 で な く て も , コン トロ ー ラ の ス 
イッ チ を 切ら な いか ぎり セン サ が 常時 稼働 し て , 
異常 が あれ ば ブザー を 鳴ら す 。 な か で も 多い の は , 
天ぷら 鍋 に 火 が 入る ケー ス だ 。 天 ぷら を 揚げ て い 
る 最 中 に 電話 が か か っ て きた り , 夕立 で 洗濯 物 の 
取り 込み に 出 た りす る と , 鍋 の 中 の 油 は 平均 13 分 
で 発火 点 に 達し て し まう 。 も う も うと 立ち 昇る 煙 
を セン サ が キャ ッ チ し て , 消防 車 を 呼ば ず に すん 
だ こ を も 少く 補い そう だ 。 


押し 売り 撃退 に は 購 号 会 話 る 


火事 や ガス 漏れ の 警報 装置 は 24 時 間 フ ル 稼 働 さ 
せ て いる 家庭 が 多い が , 泣き どこ ろ は 侵入 者 を 感 





番 旬 ・ 番 犬 

知 す る シス テム だ 。 窓 を 開け 閉め する た びに セン 
サ が 作動 し て , プ ブザー が 鳴る の は わずらわし い の 
で , 家 に 人 が いる と き は 和 警報 装置 を オフ に し て あ 
る 家 が 多い 。 扉 や 窓 の 開閉 , 廊下 の 人 影 な ど , 用 
途 に 合わ せ て いろ いろ な 監視 装置 を 取り つけ て も 。, 
スイ ッ チ が 切っ て あれ ば 役 に は 立た な い 。 

今年 6 月 , 元 歌手 の 三浦 百恵 さん 宅 に 国税 庁 職 
員 を 名 乗る 男 が 侵入 する と いう 事件 が あっ た 。 玄 
関 か ら 追い 出さ れ た 男 は , 2 階 の 窓 が カラス を 破っ 
て 家 の 中 に 押し 入っ た が , 警報 装置 は 作動 し な か 
っ た 。 家 に 人 が いる の で , 警報 装置 が オフ に な っ 
て い だ た も の と み ら れ る 。 

セン サ が 切っ て ある 場合 で も , コン トロ ー ル セ 
ンタ ー に 急 を 知ら せる 方 法 は ある 。 押 し 売り や 強 
盗 が 家 の 中 に 入り 込ん だ と き , ポケ ッ ト に 入れ て 
持ち 運び が で きる 非常 警報 装置 の ボタ ン を そっ と 
押せ ば , セン ター へ の 連絡 と 同時 に 外壁 の 赤 ラ ン 
プ が 点 減 を は じ め る 。 近 所 の 人 が 気づい て くれ れ 
ば 理想 的 だ が , そう で な く て も , 25 分 以内 に は 警 
備 会 社 の 緊急 要員 が 駆け つけ て くる 。 

通報 を 受け た コン トロ ー ル セン ター が 状況 確認 
の 電話 を 入れ る 場合 も , 侵入 し た 相手 に 気づか れ 
な いよ うに , さり げ な いや り と り で 緊急 事態 を 知 
ら せ る 暗号 の 会 話 が 取り 決め て ある 。 強盗 が 電話 
に 出 て も , 暗号 を 知ら な いか ら セ ンタ ー で 異常 を 
祭 知 で きる が , 本 人 が 動転 し て 暗号 を 忘れ て し ま 
っ た ら ど うに も な ら な い 。 押し 売り や 強盗 が 目 の 
前 に いて も , あわ て な いこ と が 肝心 だ 。 


| ^ 安 全 / の 次 ば ^ 安 心 ? を 売 2 


住ま い の 安 全 保 障 と 並ん で , 最近 は 病気 や けが 
を し た と き の 救 急 サ ービス に 対す る ニー ズ が 高 ま 
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ホー ムコ ント ロー ラ or 
セコ ム ホー ム セ キ ュ リ ティ 

っ て いる 。 社会 の 高齢 化 が 進み , 一 人 暮らし の お 
年 寄り が 増え て いる た め だ 。 家族 が 一 緒 に いれ ば 
救急 車 を 呼ぶ こと も で きる が , 一 人 暮らし で 激 し 
い 発作 を 起こ し た り , 大 けが を し た りす る と , 電 
話 口 ま で た どり 着け な いこ と も 考え られ る 。 

そう し た 事態 に 備え を て, セコ ム の 場合 は 「 マ イ 
ドク ター」 と いう 救急 呼び 出し シス テム を , 基本 
サー ビス の オプ ショ ン と し て 組み 込ん で ぃ いる 。\ 安 
全 ” が 売り 物 に な る な ら , “安心 ” も 商売 の タネ に 
な る と いう 発想 だ 。 

この サー ビ 生 は 。 当り ッ グ レス ・ み オグ の ペッ グ 
ント を 首 に 掛け て お き , いざ と いう と き に ペン ダ 
ント を 握る だ け で , 緊急 信号 を 発信 で きる と いう 
仕組 み 。 確 認 の 電話 を 入れ て も 返事 が な けれ ば , 
すぐ さま 紫 急 要員 が 出動 する 一 方 . か か りつ け の 
ー ム ドク ター や 家族 の 連絡 先 に 知ら せ て , 必要 
が あれ ば 救急 車 の 手配 も する 。 

駆け つけ た と き に 先方 が 意識 不明 と いっ た 事態 
に 対処 する た め , 緊急 出動 要員 に は 人 工 呼吸 や 心 
臓 マ ッ サ ー ジ と いっ た 紫 急 蘇生 法 の 講習 を 義務 づ 
け て いる 。 また, 風呂 の 中 で 倒れ る お 年 寄り が 多 
いこ と か ら , ペン ダン ト に は 防水 タイ プ も 用 意 し 
て ある と いう 。 

緊急 時 ば か り で な く , “日 常 の 安心 ? を 売る サー 
ビス も 登場 し た 。「 マ イケ アー」 と いう 在宅 健康 管 
理 の シス テム だ 。 血 圧計 と 心 電 計 を 内 蔵 し た 特製 
の 椅子 と , 砂 検 査 の 装置 を 自宅 や 職場 に 備 を つけ 
て お く と , 警備 会 社 の 契約 医 に 日 ご ど と の デー タ が 
オン ライ ン で 送信 きれ る よう に な っ て いる 。 
胡 朝 5 分 間 こ の 椅子 に 座り , 両手 両足 と 左手 の 
人 差し 指 を 5 か 所 の 金属 部 分 に 密着 させ て お くだ 
け で , 通常 の 健康 診断 項目 の 70% 程 度 を カバ ー で 
きる と いう 。 検査 結果 に 異常 が あれ ば , その 場 で 





セコ ム コン トロ ー ル セン ター 


医師 か ら 連 絡 が ある し , 正常 な 場合 は , 健康 状態 
の リポ ボ ポート が 毎月 1 回 送ら れ て くる 。 

こう し た 在宅 管理 の シス テム は , ほか の 分 野 に 
も 応用 が きく 。 例え ば セコ ム で は 。 コン ピュ ー タ 
を 使う 在宅 学習 シス テム の 開発 と 取り 組ん で いる 。 
学校 教育 へ の コン ピュ ー タ 導入 に 対応 し て , 新 し 


い ぃ 学習 シス テム 売り 込 も うと いう わけ だ 。 


アメ リカ で は 全 世 帯 の 1 割 に 普及 


ホー ム セ キ ュ リ ティ の 契約 が 増え て きた と いっ 
て も, 日 本 で は まだ 全 世 帯 の 0.2%。 アメ リカ の 場 
合 は 800 万 世帯 と , 全 世 帯 の 1 割 に 普及 し て いる 
アメ リカ で は , 区 備 会 社 が 地元 の 警察 や 消防 と 提 
携 し て , 警報 が 流れ る と 警官 や 消防 隊 が 出動 する 
ケー ス が 多い 。 サ ービス 要員 の 人 件 費 が 節約 で き 
る の で , 料金 を 安く 抑 を られ る と いう メリ ッ ト は 
ある が , 誤報 や いた ずら で 出動 を 求め る と 凡人 金 を 
取ら れる 。 

アメ リカ と 比べ れ ば 治安 の 良い 日 本 で も , 最近 
は 夫婦 共働き で 留守 が ちの 家庭 が 多く な っ て きた 。 
お 年 寄り の 一 人 暮らし も 増え て いる 。 郊外 の 新興 
住宅 地 に 引っ 越せ ば , 隣 近所 と の つき あい も 希薄 
に な る 。 い っ た ん 装置 を 設置 すれ ば , 月 々 の 料金 
は 1 万 円 前 後 だ か ら , 一 般 家 庭 が 契約 し て も それ 
ほど の 負 舞 に は な ら な い 。 

アメ リカ な み の 普 及 率 は と も か く , 21 世 紀 に は 
現在 の 10 倍 の 60 万 世帯 に 普及 する と いう の が 警備 
業界 の 見 通し 。 日 本 で も ヾ 安全? や ヾ 安心 を カ 
ネ で 買う 時 代 が 近づい て いる 。 

(経済 ジャ ー ナ リス ト ) 
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趣味 で 電子 工作 を や っ て いる と , 性 分 な の か , 
ノーツ シ ョ ッ プ へ 寄っ た つい で に , つい つい 面白 
そう な IC な ど を 物色 し て し まい ます 。 

それ で 珍し い パ ー ツ で も 見 つけ よう も の な ら , 
「 い いも の 見 つけ た だ た.// いずれ 役に立つ か も し れ な 
ぃ い 」 と 思っ て 買い 込む ん で す 。 そ れ も 「 ひ ょ っ と 
し た ら , こん な の は 二度と 手 に 入ら な い 」 と 思い 
予備 の 分 まで 買っ て し まい ます か ら , 困っ た も の 
で す 。 筆 者 の パー ツボ ックス は (あと に な っ て みる 
と ) い つも 訳 の わか ら な い ガ ラク タ で 盛り だ くさ ん 
に な っ て いま す 。 

し か し , いろ いろ 買い 置い て も , だ いた い は 使 
わな いま ま 忘 れ て し まい , 数 年 た つと クズ 同然 に 
な り ま す 。 そ ぞ それで も まあ, パー ツボ ックス に 大 提 
の モノ が ある と (思う と )。 い ざと いう と き に 何と 
な く 安 心 で , 実際 これ で 助かっ た こと も ある の で , 
や め ら れ ま せん 。 

こん な 性 分 ? っ て 難 者 だ け か と 思っ て いた ら 。 
EELEX の CPU.BACH さ ん も そう な ん だ ぞう で す 。 
似 た よう な 趣味 を も っ て いる と , 性 格 も 似 て くる 
ん な た 笠 る 。 


| モノ 持ち は いい が … 


これ は と 思う も の を 大 事 に と っ て お く の は ,\ 物 ? 
だ け で は あり ませ ん 。 パ 情報? も そう で す 。 例 えば 
新聞 や 雑誌 の 切り 抜き と か , メー カー の カタ ログ 
と か 。 そ の た め 革 者 の 本 箱 は , IC メ ー カ ー の マニ 


ュ ア ル や スク ラッ プ 記 事 で 溢れ て いま す 。 

筆者 に は 情報 整理 学 な ん て の は な く て , 類似 の 
情報 ご と に 集め て 紙 フ ァイル に 挟ん で お くだ け で 
すか ら , 雑然 と し て いる ん で す 。 で すか ら 綴 じ た 
ら 最後 , 安心 し て 忘れ て し まい , 次 に 開い た と き 
は 資 色 く 変 色 し た 紙 が 出 て 来る … と いう 始末 で す 。 
ふた だ た を 開け て 再び 見 た と き は , ポン コツ 同然 (まる 
で 浦島 太郎 ? ) の 情報 と いう わけ で す 。 

それ で も 余裕 が ある と き に は ,「 こ の IC を こう 使 
えば , こん な モノ が で きる 」 な ど と 考え を 巡ら す 
こと も あり ます 。 鉄道 マニ ア や 旅行 マニ ア が 列車 
の 時 刻 表 を 見 て 「 旅 の シミ ュ レ ーション 」 を する 
の を 同じ よう に 。 


| こん な パー ツ は いか が ? 


過 日 の 引越 し で 荷物 を 整理 し て いた ら , 案の定 , 
むか し 役に立つ と 思っ て いた 情報 が 出 て くる わ , 
出 て くる わ 。「 整 理 す る こと は 捨て る こと な り 」 と 
は いう も の の , 全部 捨て る と も っ た いな い の で , 
園生 そう な の だ ける を ビッ タデ ッ ダ し て な まし か た 。 

婦 者 の 独断 と 偏見 に な り ま す が , 何 か の お 役 に 
立て れ ば と 思い , アナ ログ 系 の IC を 中 心 に し て 紹 
人 し て 才 き まず 。 
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【 図 1 】 USH5156 の 内 部 
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@ 高 電 庄 キッ トバ パーツ 

N チ ャ ネル ププ P チ ャ ネル の D-MOS FET, サイ 
リス タ ノ 絶 線 ゲ ー ト サイ リス タ (GT), ある い は 
NPN バ ヾ バイポーラ トラ ンジ スタ が 独立 に 組み 込ま れ 
だ キッ トペ パー ツ で ,500V に 耐え る と ころ に 選択 価 
値 が あり ます 。 

USH5155 と USH5156( 図 1 参照 ) が あり (代理 店 
は イン ター ニッ クス ), エ レク トロ ニク ス の 高 電 圧 
応用 に 重宝 し そう で す 。 

@ 三角 波 サ イン 変換 IC 

カス タム IC で す が , サイ ン 変 換 マ クロ を 使い , 
三角 波 を 正弦 波 に 変換 する も の で す 。 安 定 な 振幅 ・ 
微分 ひずみ な し ・ 低 い 波 形 ひ ずみ 率 ・10MHz ま で 
の 応答 な ど が 特徴 の よう で , イン ター ニッ クス が 
取り 扱っ て いま す 。 

@ 力 率 改善 用 コン トロ ー ル |IC 

マイ クロ リニア の ML4821 (代理 店 は 日 本 アイ シ 
ー) です 。 電源 回 路 に 使う 1C で , 電源 電流 の 高調 波 
ひずみ 率 を 最小 に コン トロ ー ル し レ し, 力 率 を 99% 以 
上 に 改善 で きま す 。 

@ 逝 低 消 費 電 力 の OP ア ンプ 

マキ シム の MAX406/MAX407 で , 自己 消費 電流 
が 1zA の 単 一 電源 動作 の OP ア ンプ で す 。 3 V の 乾 
電池 で も 平気 で 使え る の が 助かり ます 。 

@ 正 低 消費 電力 3 端子 レギ ュ レ ー タ 

ナシ ョ セミ の LM2936 で す 。 人 負荷 が わずか な と き 

は 15zA の 自己 消費 電流 で 動作 し , 入出 力 間 ド ロッ 


プア ウト 電圧 も わずか な 3 端子 レギ ュ レ ー タ で す 。 


まあ いまどき, そう 珍し くも な いか も 知れ ませ 
ん が 。 
@ 8 サン プル ホー ルド IC 

1 つの 入力 に 8 つの サン プル ホー ルド 回 路 が ぶ 
ら 下 が っ て いる 1IC( ア ナ ロ グ デバ イセ ズ の SMP-08/ 
SMB448) で す 。 3 ピット の ディ ジタル ル 太 や ど 
の サン プル ホー ルド 回 路 を ドラ イブ する か が 指定 
で きき 事 ず 。 、 


ぶ ぐ ep. 7992 





ダイ ヤル 設定 例 
【 図 2 】0V シ リー ズ ( 電 圧 分 割 型 ) 


@ 2 入力 切り 替え OP ア ンプ 

バー ブラ ウン の OPA675/OPA676 で , 2 系統 の 
入力 ( 十 IN/ 一 IN) を ディ ジタル で 切り 替え 選択 で 
きる 広帯域 OP ア ンプ で す 。REF や ビデ オ 分 野 で 面 日 
そう な 応用 が で きそう で す 。 

@ バー チャ ルグラン ド 

TI 社 の TLE2425 で , 5 V 単 一 電源 の 中 点 (2.5V) 
を 仮想 グラ ンド に する た め の IC で す 。 特に 珍し い ぃ い 
も の で は あり ませ ん が , 5 V 単 一 電源 で 2 電源 の 
OP ア ンプ を 使い た いと き に 重宝 し そう で す 。 

@ ロー タリ バル ス ゼ ネ レ ー タ 

YHP の HRPG-A シ リー ズ 品 で , 超 小型 の 光学 式 
ワー ダリ ショ ッッ グ で すず 、。 つま みる 回す も 。 その 
回 転 方 向 に よっ て 位相 の ずれ 方 が 異な る 2 つの パ 
ルス が 出 て きま す 。 その 動作 形式 は マウ ス と 同じ 
よう な の で , マウ ス ま が い の 応 用 に も 役立つ か も 
知れ ませ ん 。 
@ ディ ジタル ボ ポテンショメータ 

抵抗 値 を 256 段 階 に ディ ジタル デー タタ (シリアル 
入力 ) で 設定 で きる IC で す 。 フィル タ 補 発振器 な 
ど , 抵抗 値 を プロ グラ マブ ル に し た い 応 用 に 向い 
て いま す 。 

ダラ ス セ ミコ ンダ クタ の DS1267S( 代 理 店 は マイ 
クロ テッ ク ) で す が , Xicor の X9MME( 代 理 店 は イ 
ンタ ー ニ ックス ) も 類似 品 の よう で す 。 

な お , 10 進 ロー タリ スイ ッ チ の 形状 を し て いて , 
手動 で 6 杵 ま で の 抵抗 値 が 設定 で きる ポテ ン シ ョ 
メー タ も あり ます 。 株 式 会 社 メ ルソー の QV/QR シ 
リー ズ ( 図 2 参照 ) が そう で , これ を 使う と D-A コ 
ン バ パー タ な し で 可変 基準 電源 が で きそう で す 。 
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清水 隊 





る フェ ル マ の 最終 定理 が 証明 され た !? 

1621 年 刊 」。 パ シェ に よる と 3 世紀 か ら 4 世紀 に 
書か れ た ディ オフ ァ ン トス の 「 算 術 (Arithmetica) 」 
の ギリ シャ ・ ラ テン 語 対 訳 本 の 余白 に , 「 立 方 を 2 
つの 立方 に する 場合 , また , 4 乗 を 2 つの 4 乗 に 
分 ける よう を な, 平方 より 大 き な 任 意 の べき (指数 ) 
を それ と 同じ べき の 2 つの も の に 分 ける こと は で 
き な い 。 私 は その 驚 くべ き 証 明 を 見 つけ た が それ 
を 書く の に この 余白 は 格 す ぎる 」 と フェ ル マ (1601 
-1665 年 , フラ ンス ) が 書い た と ある そう で す 。 

すなわち , 9 十 Y? ニ 2 と か 。 双 * キ マニ の (、 。. 、 と 
な る よう な 整数 は 存在 し な い , と 書い た と いう の 
で すす (それにしても, フェ ル マ は ずい ぶん 古い 本 を 
愛読 し て いた よう で す )。 

直角 三角 形 で お 馴染 み の ピ タゴ ラス の 定理 の よ 
う に , 32 十 42 三 52 と か 52 十 122 三 132 い う よう な 関係 
は 平方 で は いく ら で も ある の に , な ぜ か 3 乗 以上 
で は 存在 し な いと いう の は , 350 年 間 も の 間 「 フ ェ 
ル マ の 最終 定理 」 と 呼ば れ , 数 学界 で も 最大 の 難 
間 と 言わ れ , 数 に 関す る 本 に は た び た び 将 問 と し 
て 登 得 し で きま し た 。 

これ は 指数 n 三 3 (1770 年 , スイ ス の オイ ラー)), 
1h 三 51825 年 。 ララ ンス の ルジャンドル )。 ゃ = 
7 (1839 年 , フラ ンス の ラメ ), n = 正則 素数 (1850 
年 ,。 ド イツ の クン マー), n を 決め れ ば 解 は あっ た 
と し て も 有限 個 (1983 年 , 西ドイツ の ファ ル テ ィ ン 
グ ス ), 1988 年 に 都立 大 学 の 宮岡 洋一 助教 授 が 「 完 
全 で は な い が 証 明 で きた 」 と いう 双 ぎ が 日 本 で も 


あり まし だ た 。 

6 /26 日 の 新聞 に 「 ア メリ カ の プリ ンス トン 大 
学 の ワイ ルズ 教授 が これ を 証明 し た 」 と いう 報道 
が あり まし た 。 こ の 区 問 に 詳し い 数 学者 か ら の コ 
メン ト は (この 原稿 を 書い て いる 時 点 で は 。 まだ ) 
あり ませ ん が , こう や っ て みる と 「 ま た , あれ か 」 
と 思う 人 も 多い 人 騒が せな 将 問 で す 。 

し か も (今日 で は イン フレ が 進み 金額 的 に は あま 
り 価値 が あり ませ ん が ), 1908 年 に は 「 証 明 し た 人 
に は 10 有 カマ ルク の 賞金 を 与え を る 」 と ドイ ツ の ウオ 
ルス ケー ル 氏 が 遺 言 し た そう で す 。 

祭 談 で す が , 筆者 は も と も と 数 学 は 苦手 (どちら 
か と いう と 茹 者 の 専門 は 英語 な ん で す ) で 正確 な こ 
と は わか り ま せん が , フ ラン ス 人 に 言わ せる と 「 フ 
ェ ル マ こ そ 微 積分 の 発見 者 」 と 言い 。 ドイ ツ 人 は 
「 ラ イブ ニッ ツ が 発見 者 イギリス 人 は 「 ニ ュー 
トン が 発見 者 」 と 言い は り ま す 。 

日 本 の 学校 の 教科 書 に は 微積分 の 発見 者 は ライ 
プ ニ ッ ツ と ニュ ー ト ン は 同格 に 扱っ て お り 「 別 々 
に 微積分 学 を 作り 上 げ て いっ た 」 と され て お り , 
コン ピュ ー ク タ の プロ グラ ミン グ 教 科 春 に も ニュ 
ー ト ン ・ ラ イブ ニッ ツ 法 」 と いう 微分 方 程 式 を 解 
く 方 法 が 書か ん て いま す 。 

実際 に は フェ ル マ は 著書 を 出し て いな いそ う で 
す が , 彼 は ニュ ー ト ン や ライ プ ニ ッ ツ よ り 10 年 ほ 
ど 前 の 人 で す 。 

ライ ブ ニ ッ ツ の 晩年 は 失意 の うち に 世 を 去っ た 
よう で すし , ニュ ー ト ン も 多忙 の た め に 婚 期 を 逃 
し , 一 生 独 身 で 通し た と いう 話 は 有名 で す が , コ 
ンピュータ の 本 に は さま ざま な 数 学者 が 残し て く 
れれ た 方法 を 使っ た ブロ グラ ミ シ グ が 怒 き れ で り 。 
その 理解 に は 高度 な 専門 知識 が 必要 で す が 実 に 興 
味 を そそ る も の が あり ます (実は 筆者 も 詳し く は わ 
か ら な いま ま 公 式 を 利用 きせ て いた だ いて いる と 
き が 多い の で す )。 

今回 は そん な 数 学 的 に 興味 を ひく 電子 秘術 を ご 
紹介 し まし ょ う 。 ' 





】 6 
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人 @ 電 子 秘 術 : コン ピュ ー タ に は 競馬 の 予想 も で き 

る ? 

以下 の グロ ログ ラム は 。 か の 有名 な 「 ラ グラ シ ジ 
ュ の 補間 」 と 呼ば れる 過去 , 未来 や 途中 経過 を 了 予 
側 す る ツラ フトウェア で すず す 。 

ラグ ラン ジュ (1736-1813 年 , フラ ンス ) は 解析 力 
学 で 有名 で , この 頃 は ラプ ラス (1749-1827 年 , フ 
ラン XX)。 ラー リル (1768-1830 年 。 ララ ンス )。 ュ 
ー シ ー (1789-1857 年 , フラ ンス ) の 解析 数 学 や 微 積 
分 学 の 確立 の 時 期 で , 約 200 年 前 に た われ われ エレ ク 
トロ ニク ス 屋 が 日 頃 お 世話 に な っ て いる 高度 な ソ 
フト ウェ ア の 基礎 が , この 時 代 の 先輩 達 が 築い て 
くれ た も の で ある こと に 驚嘆 さき せら れ ま す 。 

日 本 で は 「 白 河 の 清き 流れ に 魚住 まず , 滴 れ る 
田沼 の いま ぞ 恋 し き 」 な ん て いう 世評 が 流行 っ た , 
松平 定信 の ケチ ケチ 借金 棒 引 き 令 が 出 て いた 天明 
の 時 代 の プロ グラ ム で す 。 

プロ グラ ム 言 語 は N88BASIC で 書い て あり ます 
か ら , ほとん どの パソ コン に 付属 の BASIC で 走ら 
甘 和 を 補導 同 す 。 


10 SAVE “LAGRANGE.BAST AA 

2 に LLS 

30 PRINT “"*LAGRANGE の 補間 “ 

40 PRINT 

50 INPUT “質問 : 曲線 の 通過 点 の 数 を キー イン 
し て くだ さい …… "IN 

60 PRINT 

70 DIM X(N) ,Y(N): メ モリ の 確保 

80 FOR !=1 TO N 

90 PRINT “通過 点 “L の 座標 ", 

100 INPUT “(人 X,Y)=“",XXU), YU) 

110 NEX」 I 

2 

130 PRINT:PRINT 

140 PRINT “予測 し た い 点 の XX 座標 を 入力 し て く 
だ さい (0 を 入力 すれ ば , 終了 し ます .) 


ぐ Se の . 799? 


150 *※HOKAN 

160 INPUT” 失 三 "U 

170 IF U り =0 THEN END 

180 V=0 

190 FOR 」= テ 0 TO N 

200 P ニ 1 

210 FOR J」= ニ 1 TO N 

215 IF(XU)- 駐 )) 0 THE N 230 

220 IF ]<〉> TI THEN P=P*(U-X 休 ))/(X U) - 
え け )) 

230 NEXT 

240 V ニ V 十 ア *Y 人 U) 

250 NEXT I 

260 PRINT “の 時 の 予測 " “YY ニ V:PRINT 
270 GOTO *HOKAN 

280 END 


この ソフ ト は , ある 関数 で 表す こと の で きる XX 
と \ の サシ ンダ デル デー タタ を いく ぐつ か き キー イシ す あ と , 
過去 ・ 未 来 や 途中 経過 を 良い 精度 で 予測 する た め , 
平 測 プ ログ ラム と し て 重 宣 し ます 。 

特に 測定 デー タ を 測定 器 か ら (GPIB で ) 取 り 込 
み , この ソフ ト で 計算 予測 する 方 法 は あま り 表 だ 
っ て 使わ れ て いま せん が , 有効 に 利用 すれ ば 数 点 
の 測定 サン プル で 処理 が 済む 場合 も あっ て , 処理 
時 間 を 飛躍 的 に 縮め られ る 場合 も あり ます 。 

人 談 で す が , 例え ば 競馬 の 調子 で ある 周回 所 要 
タイ ム を 過去 の レー ス で の 温度 ・ 湿 度 ・ 飼 い 葉 の 
量 ・ 体 重 な む ど の デー タ と , 過去 の タイ ム と の 関係 
を パソ コン で 打ち 込ん で いけ ば 予測 が 可能 か も し 
れ ま せん 。 し か し , 実際 に は これ ら を 数 値 化 し て 
も 高 の 調子 を 表す と は 思え ませ ん か ら , や っ ぱり 
剖 馬 の 予想 は 無理 と いう も の で す が , 真剣 に な っ 
て いろ いろ 予測 を し よう と 思う よう に な る ほど 興 
味 の あ る プロ グラ ム で す 。 

バブ ル の 時 代 に は 株 屋 き ん も 注目 し た プロ グラ 
ム を 仙人 お 析 て ゆい す 。 


Al0 VISual TODicS 


きり 


オー ティオ 業界 を 
プー ツ で の る 


、 出 原 真 尊 





オー ディ オ 業 界 は ホー ム オ ー デ ィ オ が 低迷 し , 
構造 不況 だ と 言わ れ て いる 。 今月 は 。 その 辺 の 事 
情 を 探っ て みよ も 


| 出荷 高 の 推移 


業界 で は 用 途 や 形態 に よっ て , 単体 コン ポー ネ 
ント や セッ トス テレ オ の よう な 置き 場所 を 固定 し 
て 使用 する ホー ム オ ー デ ィ オ と , 移動 型 で ある ラ 
ジ カ セ ,。 ヘッ ド ホ ンス テレ オ な どの ゼネ ラル オー 
ディ オ ,。 それ に 車 用 の カー オー ディ オ の 3 分 野 に 
大 分 類 し て いる 。 今回 は , この 中 の ホー ム オ ー デ 
ィ オ の 状況 を 見 て みよ う 。 





1 が 1973 年 か ら の , ホー ム オ ー デ ィ オ の 販売 
動向 で ある 。 こ の 中 で 特に 大 きく 変化 し て いる の 
が 一 体型 の ステ レオ (セパレート, シス コン , ミニ 
コン 等 ) で , その 時 代 に よっ て 形態 を 変化 させ 売り 
上 ば げ 金額 も 大 きく 変動 し て いる 。 

単品 コン ボ は , 自分 の 好み に 合わ せ て アン プ や 
スピ ー カ , CD プレ ー ヤ な ど を 選ん で 組み 合わ せ 
る , いわ ゆる マニ ア の 世界 だ 。1983 年 か ら 集計 さ 
れ て いる CD プレ ー ヤ は 単品 コン ポ の 範 ち ゅ うに 入 
る も の で , これ を 入れ る と この 分 野 は 安定 し て い 
る 。 結局 CD 出現 後 ., ミニ コン の 販売 動向 が ホー ム 
オー ディ オ 全 体 を 支配 し て いる こと が , この グラ 
フ で も よく 理解 で きよ う 。 

それ で は , キー を 握る 一 体型 の セッ ト の 動向 を 
見 て みよ う 。1970 年 代 中 ご ろ ま で は ,「 セ パレ ー ト 
ステ レオ 」 と 称す る 大 型 の シス テム が 主流 だ っ た 
が その 後 。 も っ と デザ イン が 良く て 小型 高 性 能 な 
ンジ シスコン ( ジ シス テム コン ボー ネン ト ) が 主流 に な る 。 
し か し , この 時 代 は 短命 で , さら に 小型 で パー ソ 
ナル な ミニ コン が CD の 出現 (1982 年 ) と と も に 本 格 
的 に 普及 し だ し た 。 

そし て 約 10 年 間 , 業界 は ミニ コン と と も に 発展 
に 発展 を 遂げ た 。 こ れ ほ ど ま で に ミニ コン が 普及 
し た 背景 は , 当時 すでに ステ レオ の 世帯 普及 率 が 
50% を 突破 し て いて , 「 一 家 に 1 台 時 代 」 か ら 「 一 
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] 吾 時 代 」 へ と 突入 し た こと に ある 。 ・ 中 学 
PoyirPOO 宙 
ナル 化 に 拍車 が か か っ た 。 

し た が っ て 小型 化 , 高 性 能 化 が 条件 。 ソリッド 
ステ ー ト 全盛 時 代 と な っ て , シス テム は どん どん 
小型 化 さ れ て いっ た 。 そ し て 1982 年 , 待望 の CD が 
出現 。 こ れ が ミヨシ ボ と ドッ キン グ し て 1984 年 
か ら の 5 年 間 。 ミニ コン は 史上 まれ に みる 和弥 異 的 
な 勢い で 成長 し た 。 ピー ク の 1988 年 に は ミニ コン 
(さら に 小型 な ミニ ミニ コン も 含む ) だ け で , 2,635 
億 円 の 出荷 実績 を 達成 し た 。 

を 札 が どう し た こと か 平成 世 な っ だ と だ ん 。 まま 
る で 断崖 を 転げ 落ち る よう に 下降 が 始ま っ た 。 来 
年 は 持ち 直す だ ろう , いや , 再来 年 だ と いわ れ な 
が ら バ ブル が 弾け た の も 手伝っ て , 昨年 は 全盛 期 
の 1/3 授 くま で に 下がっ て し まっ だ た の で ある 。 


ラジ カセ や ヘッ ド ホ ンス テレ オ の 技術 草 新 が 
ホー ム オ ー デ イオ の 衣 退 を 招い た 


大 衆 は 再生 音楽 に を っ ぽ ぱ を むい て し まっ た の で 
は な い だ ろ うか 。 音 楽 ソ フト の 出荷 動向 ( 来 月 の こ 
の 欄 で 説明 する 予定 ) を 見 る か ぎり は , きわ め て 好 
調 に 販売 され て いる か ら , 音楽 離れ は し て いな い 。 

界 関係 者 は ,「 今 の 若者 は 音楽 の 好み が 変わ 
り , 音質 に こだわ る 音楽 を 聴か な い 」, 「 オ ー デ ィ 
オ は ネ ク ラ だ か ら 人 気 が 無 い 」 と , 流行 に 敏感 な 
若者 は 「 レ ジャ ー や スポ ー ツ , 車 に 移っ て いる 」 
な ど と いわ れる が , いずれ も 説得 力 に 欠け る 。 真 
の 原因 を 探る の は 困 難 だ が , 私 は 次 の よう に 考え 
て VS る 。 

それ は , CD の 出現 で 移動 型 の 再生 機 が 革命 的 に 
進歩 し た こと に 関わ りり が ある よう に 思う 。 移動 弄 
は 自分 と と も に 移動 で きる 。 そ し て , ヘッ ド ホ ン 
ステ レオ は 直接 ヘッ ド ホ ン で 音楽 を 聞く が , 耳 に 
直接 入る 音 の 細やか さ , 左右 の 広がり , 件 
惑 を か けず に 大 音量 再生 が で きる etc.. . ミ ニコ ン ポ 
の 音 は 色あせ て し まう 。 






さら に , 歩き な が ら , ベッ ド で , 電車 の な か で , 


正 に TPO な の で ある 。 機 能 的 に も CD は ラン ダム ア 
クセ ス を 可能 に し , 便利 さ は 極限 に 達し た 。 つま 
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り , 現代 人 に と っ て , ヘッ ド ホ ンス テレ オ で 音楽 
の エッ セン ス は 十分 に 聞け る 。 

そし て ラジ カセ 。 CD が 出現 し て か ら の , いわ め ゆめ 
る CD ラジ カセ は 驚異 的 に 内 容 が 良く な り , その 音 
質 は ミニ コン ポ を し の ぐに いた っ た 。 さらに 価格 
は 年 々 歳 々 安く な る 。 こ こ に 至っ て , 高価 で 移動 
不能 , そし て 場所 を 取る ミニ コン ポ の 存在 理由 は 
な く な っ た 。 当然 , 販売 実績 は 下降 する 。 

この こと は , CD ラジ カセ が 本 格 的 に 普及 し だ し 
だ 時期 と ,。 ミニ コン ポ が 下降 を 始め た それ と が 符 
号 す る こと か ら も , 間違い な いと 思う 。 


空間 音 場 の 素晴らし を 
体験 で き 6 シ ステ ナム の 誠 生 


先月 の この 欄 で 「 レ コー ド 演 奏 家 論 」 に つい て 
書い た 。BGM 的 に 音楽 を 流し 聞き する 向き に は , 
2 みみ ド ホ 多 入 テレ サオ キラ ジン カセ で の だ 。 し か し 。 
も っ と こだわ っ て 音楽 の 内 面 に 入り 込み 演奏 家 や 
その 楽器 , 演奏 し て いる ホー ル 録 音 の 差 ま で も 
探り 出 そ も うと する と , これ ら で は 了 不 十 分 な の で あ 
る っ 

ある 程度 広い 空間 に 再生 音 場 を 創出 し , そこ に 
再現 きれ る 音楽 の イメ ー ジ を 体験 する と き , 深い 
感動 で 精神 が 高ぶる 。 こ の 体験 は ラジ カセ や ヘッ 
ド ホ ンス テレ オ で は どう し て も 再現 で き な い 。 

今 わ れ わ れ が 積極 的 に 実行 し な けれ ば な ら な い 
こと は , ヘ ツ ド ホ ン や 小型 の ラジ カセ で は 再現 で 
き な い , 次 元 を 異 に する 素晴らし い 音 の 世界 を 創 
り だ す シ ステ ム の 誕生 で あろ う 。 そ の 意味 で 単品 
コン ポー ネン ト の 世界 は , ユー ザー を か な り 満 足 
させ て くれ る 。 

ラジ カセ を し の ぎ 十 分 に 満足 させ 得る , 一 体型 
シス テム が 誕生 する こと が 解決 の 最短 距離 と な る 
が , ラジ カセ を 追い 越す こと は 容易 で は な い 。 む 
し ろ そ れ は あき ら め て , 単品 コン ポー ネン ト と し 
て 内 容 が 充実 し た , 新しい 時 代 の 息吹 を 感じ し させ 
る , 「 ニ ュー ウェ ー ブ プ ・ オ ー デ ィ オ 」 の 出現 が 待た 
れる の で ある 。 そ れ が 具体 的 に どん な も の か は 私 
に も 答え を 持ち 合わ せ て いな い が , 今 , 業界 全体 
が 真剣 に 考え を る こと で は な い だ ろ うか 。 
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私 は マイ コン シス テム 開発 の 技術 コン サル タン 
ト を 行っ て いま す 。 世間 で は バブ ル が は じ け た と 
叉 いで いる よう で す が , 相談 は 順調 に 増え て いま 
まぁ 

今回 , その 中 か らい くつ か 紹介 し まし ょ う 。 


X 月 X 日 

業務 用 プロ グラ ム が 組め る くら い に BASIC 言 語 
を 学び た い が , どの よう に する の が よい か ? (産業 
用 機器 製造 業 , 従業 員 300 人 , 資本 金 1 億 円 , 相談 
者 ・ 技術 主任 ) 
【 ア ドバイ ス 】 

結論 か ら 先 に 言っ て し まう と , 本 当 に やる気 が 
ある の な ら BASIC 言 語 で は な く て , COBOL 言語 カ 
FORTRAN 言 語 に し な さい 。BASIC 言 語 で も 悪く 
は あり ませ ん が , 教育 機関 が 無い の で す 。 BASIC 
言語 は , そ の 名 の と お り 初 心 者 向け (BASIC の B は 
Biginer's) の 教育 言語 で すか ら , 入門 用 と し て は う 
う て で て つけ 0 寺本 さる 全 を る で し ょ う 。 し か し 。 その 
反面 , 入門 用 を 教え る 機関 は いく ら で も あり ます 
が , 業務 用 を 本 気 で 教え て いる と ころ は , ? ? ? あ 
es 必 R ダ 

に 比べ , COBOL 言 語 は 事務 処理 用 。 FOR 

af 外用 計算 機 用 の 
2 大 言語 と な っ て 君臨 し て いま す 。 これら の 言語 
に つい て は , 入門 用 か ら 業 務 用 まで , SN 
機関 が 存在 し て いま す 。 これら の 言語 は , 既に 
ソコ ン で も 利用 で きる 状況 と な っ て いま す 。 


X 月 X 日 

世の中 は 32 ビ ッ ト で CC 言語 と 騒い で いま す が , 
私 は Z80CPU の 能力 で 十分 だ と 思っ て いま す 。 そ こ 
で 。 280CFUD の アデ セン シブ プリ 時 本 を 孝 た で くだ きい 。 
(ベン チャ ー, 従業 員 2 人 , 資本 金 50 万 円 , 相談 者 : 
代表 ) 

【 ア ドバイ ス 】 

これ か ら Z80CPU の アセ ン ブ リ の 勉 強 を 始め る な 
4 て で > サン と 到 シス で や すず す 。 8 ビッ ト CRU あ も か 
く , 既に 化石 化し て いる Z80CPU の アセ ンプ ブリ 言語 
を 覚え て みた と ころ で , 誰 も 驚き ませ ん 。 

『 人 を 稀 か す た め に や る の で は な い /』」 と 反論 す 
る か も し れ ま せん が 。 マイ コン と か パパ ツ コジ と か 
は , 目新し い だ け で 評価 が 替わる の が 実情 な の で 
す 。 だ れ に で も 知れ 渡っ て いる Z80CPU で , し か も 
アセ ンプ ブリ 言語 を 用 いて , さん ざん 苦労 し て 何 か 
を 作り 上 げた と し て も , そし て それ が 素晴らし い 
も の で あっ た と し て も , 32 ビ ッ ト CPU と C 言 語 で 
チョ ロッ と 作っ て し まっ た も の の ほう が , 世間 で 
は 高く 評価 され る の で す 。 残念 な が ら , そう いう 
も の な の で す 。 

『「32 ビ ッ ト で や る 必要 性 な ど な い , 8 ビッ ト の 能 
力 で 二分 /』 と 力説 し で みた と ころ る で, 返っ て あ 
な た の 技術 力 の 低 さ を 証明 し て いる と し か 受け 止 
め ら れ な いで し ょ う 。 製品 の 良い 悪い は , 所 診 
は マイ コン 技術 に ドド 素 人 な ユー ザー 達 が 決め る の 
で す 。 い か に 高級 な 技術 が 採用 きれ て いよ う が , 
彼ら に は 見 えな い の で す 。 ま た , 力 ん で 説明 し て 
みた と ころ で , と う て い わか っ て も ら え る 代物 で 
は な い の で す 。 

と な れ ば , 技術 者 も 技術 の 向上 に ば か り エ ネル 
ギー を 費やし て いて は ダメ な の で す 。 も っ と 。 投 
術 の 見 せ 方 を 研究 すべ き で す 。 誇張 する 必要 は あ 
り ま せん し 。 し て は いけ か いこ と か の で す が , ら 
ー ザ ー に わか ら せ る 努力 も する べき で は な いで し 
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ょ うか 7? 『 ど う せ わか っ て も ら え な い の だ か ら 』 
と 仲間 内 の マス ター ベー ショ ン で , 有 憂さ 晴らし や 
自己 満足 を し て いる の で は ,。 前 向き で は な いで し 
人 


X 月 X 日 

外部 モミ ナー の 効果 的 な 利用 法 に つい て アド バ 
イス し て くだ さい 。 (システム ハ ウス , 従業 員 50 
人 , 資本 金 3000 万 円 , 相談 者 : 人 事 課 主査 ) 

【 ア ドバイ ス 】 

講習 会 や セミ ナー と 言え ば , 知識 を 収集 する た 
め に 参加 する と いう の が 一 般 的 で す 。 と ころ が , 
私 は , ほか の 目的 に も 利用 し て いま す 。 

を の 1 よ つ 目 は 。 セミナー の カリ キュ ラテ 4 ム 構成 生 
講師 陣 , 使用 し て いる テキ スト な ど を 参考 に する 
た めで す 。 実際 に セミ ナー の 主催 を 行っ て みる と 
わか る こと で す が , 何 の セ ミナ ー を 行う に し て も 。, 
一 番 骨 の 折れ る の が 企画 段階 な の で す 。 カ リキ ュ 
ラム と テキ スト さえ 良い も の が 揃っ て し まえ る ば, 
誰が 担当 し て も 一 応 は 成功 する で し ょ う 。 もし, 
その 後に 講師 と の 経 ま で が つなげ る こと が で きた 
と すれ ば , 目的 は 200% 達 成 し た よう な も の で す 。 

2 つ 目 は , 教え 方 の 手法 ・ 話 法 を 学ぶ こと で す 。 
自分 は 理解 し て いて も , 上 手 に 説明 で き な い こと 
は 誰 も が 経験 し て いる で し ょ う 。 し か し これ は , 
天性 の セン ス が 90% と 本 人 の 勢力 が 10% ぐ らい だ 
と 実感 し て いま す 。 受験 予備 校 の 人 気 講師 が タレ 
ント 並 の 忙し き は と いわ れ て いま す が , うなずけ る 
話 で す 。 


X 月 X 日 

ノイ ズ 対 策 は な ぜ 難 し い の で すか ? (シス テム ハ 
ウス , 従業 員 12 人 , 資本 金 300 万 円 , 相談 者 : 技術 
池 作 ) 
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【 ア ドバイ ス 】 

「 ノ イズ 対策 は 難し い 」 と よく 言わ れ ま す 。 私 
も ,。 を う 軸 いま す 。 でも, 難し いと 言う 前 に 。 ち 
ょ っ と 考え て みた いこ と が あり ます 。 そ れ は , ノ 
イズ 対策 の た め の ツ ー ル と し て , 貴社 で は 何 を お 
DC しょ よ うか? まさ か 。 テ デス タ と オオ シロ な を な ん で 
こも を 往 店 お を ない で し ょ うお ね? 

電気 を 知ら な い 人 か ら ,「 よ く 見 えな い 電 気 が わ 
か り ま すね ェ /」 な ど と 言わ れ て 気がつい た の で 
す が , 私 た ち 電 気 屋 ( ? ) は , 一 般 人 に は 見 えな い 
は ず の 電気 を 。 ツー ル を 使っ て 間接 的 に 見 て いる 
の で す 。 テ スタ で 電圧 や 電流 の 大 き さ を 見 , オシ 
ロ で 波形 を 見 て いる の で す 。 だからこそ , 電気 の 
状態 が わか り , 素人 さん が 不思議 が る 対策 を 行う 
こと が で きる の で す 。 

ノイ ズ 対 人 策 が 難し いと いう の は , ノイ ズ が 見 え 
な いか ら で は な いで し ょ うか 7? も し ノイ ズ を 見 る 
こと が で きれ ば ぱ 。 し か る べき 対処 を 行う こと が 可 
能 で し ょ う 。 フ イズ は 上 難し いと 言う 人 は ,、 ノ イズ 
が 見 えて いな い 人 で , ノイ ズ 屋 に な りき れ て いな 
い の で す 。 

で は , どん な ツー ル が あれ ば , ノイ ズ を 見 る こ 
と 2 が で きる の で し ょ うか ?7 敵 全 で も 。 スペ チチ は 
必要 で す 。 ノ イズ は , テス タ で 電圧 を 測る よう に , 
単なる 大 きき だ け で は あり ませ ん 。 また, オシロ 
の 渡 形 観測 の よう に , 時 間 軸 上 で の 変化 を 見 る の 
で も あり ませ ん 。 周波 数 軸 上 で の 分 布 状 況 が 大 切 
な の で す 。 な ぜ な ら , テレ ビ や ラジ オ な どの 放送 
電波 と 同じ 周波 数 の 成分 を 多く 含む ノイ ズ が 発生 
し て いる と , 電 濾 障害 と な る か ら で す 。 そ の だ ため, 
各種 の 発生 ノイ ズ に 対す る 強度 規制 値 は , 周波 数 
帯域 ご と に 決め られ て いま す 。 


2』 





電気 と 単位 


今月 は , . 単 位 の お 話 を し まし ょ う 。 単位 と は , 物 
理 的 な 存在 , 状態 , 現象 な ど を 定量 的 に 表現 する た 
め , 物差し と し て 使う 尺度 の こと で す 。 

昔 は , セン チ メ ー ト ル , グラ ム , 秒 を 基本 単位 と 
する 「CGS 単 位 系 」 が 使わ れ て いま し た が , 1948 年 
以降 , メー トル , キロ グラ ム , 秒 , アン ペア を 基本 
単位 と し た 「MKS 単 位 系 」 に 切り 替え られ , その 後 
1975 年 か ら は , 国際 標準 化 機構 (ISO) の 勧告 に し た が 
っ て 「 国 際 単 位 系 (SI) 」 に 順次 切り 替え て いく こと 
に な り ま し た 。 この SI 単位 系 は , MKS 基 本 単位 の ほ 
が に グル ビジ 各 ル 。 み シ デラ を 胃 た た 7 程 類 の 
基本 単位 で 成り 立ち , これ を 「SI 基 本 単位 」 と 呼ん 
で いま す 。 ほ か に 「SI 補 助 単位 」 と し て , ラジ アン 
(平面 角 ), ステ ラジ アン ( 体 角 ) が 追加 され て いま 
す が , これ を 見 る と , 電気 に 関係 の ある 基本 単位 は 
「『 ア ン ペ ア 」 だ け と いう こと に な り ま す 。 こ れ 以 外 の 
ボ C ま 。 で mAK。 アナ ジッ ド ) < トッ タリ リー の 全 。 
れ ら の 基本 単位 を 組み 合わ せ た も の と し て 表現 され , 
「SI 組 立 単 位 」 と 呼ば れ ま す 。 例え ば, 「 電 圧 : V」 
を 基本 単位 で 表す と , 「mm・kg・s-38・A-」 と いう こ 
と ? に な り ま す 。 何 と も や や こし い 話 で す が , 日 常 
的 に は 。 WV。 SQ E。 肝 な ど を 使う こと に な っ て いま 
ず 。 地 交 ぎ “ 


ポルト (V) 


物体 に 電流 を 流 を そう と し て 働く 
電気 的 な カカ が 「 電 圧 」 で す 。 そ し 
て , 電圧 の 単位 を 「 ボ ルト 」 と 言 
いま す 。 電圧 は , 物体 内 部 の 自由 
電子 を 一 側 か ら 十 側 に 向け て 移動 
させ る , 方 向 性 を 持っ た 力 と し て 
働き ほ ま す 。 

基本 単位 で ある 「 ア ン ペ ア 」 は, 
電流 が 流れ て いる 導線 間 に 働く カ 
で 定義 され まし た が , 組立 単位 で 
ある 電圧 (ボル ト ) は , ほか の 基 
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本 単位 , 組 立 単位 な ど を 使っ て 「 1 
2 の 抵抗 を 持つ 導体 に 1 A の 電流 . 
を 流す 電圧 が 1 V で ある 」, と 定義 
され ます 。 この 場合 , V と Q は , 鶏 
と 卵 の 関係 で .、 どちら か 一 方 が 既 
知 で な けれ ば な り ま せん 。 基準 電 
圧 と し て は , 国際 度量 衡 委 員 会 の 
ジョ セ フ ソ ン 電 圧 標準 を 用 いる 方 
法 が あり ます 。 し か し 実際 的 に は , 
標準 電池 , また は 最近 使わ れ 始 め 
だ な ツェ ナー グイ オー ド に よる 基準 
電圧 が 一 般 的 で す 。 標 準 電池 の 例 
と し て は , 1892 年 に ウェ スト シッ が 


アン ペア (A) 


も ちろ ん 電流 の 単位 で す 。 電 流 と は , 物体 の 内 部 
に 電気 の 運び 手 で ある 自由 電子 が 存在 し , それ が 継 
統 H り に 移動 する 状態 を 言い ます 。 こ の 電子 は , 一 か ら 十 
に 向け て 移動 し ます が , 電流 は 十 か ら ー に 流れ る の 
で , 正反対 で す 。 こ れ は , まだ 電流 の 正体 が わか ら 
な か っ た 頃 , 十 か ら 一 の 向 き を 正方 向 と 約束 し て し ま 
っ た か ら で , 今 な ら , 電子 の 移動 と 電流 の 向き を 同 
じ 方 向 に 決め て いた で し ょ う 。SI の 定義 に よれ ば ぱ , 
真空 中 に tm の 間隔 で 平行 に 置か れ た , 無限 に 小さ 
な 円 形 断面 積 を 有する 無限 に 長い 2 本 の 直線 状 導体 
の それ ぞ れ を 流れ , これ ら の 導体 の 長き 1 m ご と に 
2 X10-~7 ニ ュー トン の 力 を 及ぼ し あう 一 定 の 電流 」 が 
1 人 で ある 。 と いう る な っ で いま きす が 。 これ 富 
は な ん の こと や ら さ っ ぱり わか り ま せん 。 し か し 実 
際 は , この 基本 定義 に 基づき , 国際 度量 衡 委員 会 と 
いう 組織 で 定め た 方 法 に よっ て , 1 A と いう 電流 が 
測定 され る こと に な っ て いま す 。 こ れ を わか りや す 
く , 電子 の 移動 と いう 観点 か ら 説明 する と , 電子 は 
ご くわ ず か な 一 電荷 を 持っ た 粒子 な の で , これ が 毎 
秒 6.25X10*『 個 の 割合 で 移動 する とき, それ が 1 A の 
電流 で ある , と いう こと に な り ま す 。 こ の ほう が 直 
感 的 に は わか りや すい の で す が , 電子 の 数 を 数 える 
こと は 不可 能 な の で , 測定 方 法 と し て は 落第 で す ネ 。 


発明 し た カド ミウ ム 標 準 電池 が あ 
り ま す 。 硫酸 カド ミウ ム 電 解 液 の 
中 に 日 金 電極 を 2 個 , 互い に 離し 
客 びー な は 委 ド ミウ ふ ャ アマ 
ル が ガム を 形成 し て 一 極 と し , 他方 
は 水銀 減 極 剤 に 包ん で 十 極 と し た 
も の で す 。 こ の 電池 の 電圧 は, 

1.018620 一 1.018630V 土 30, V で 
す 。 ツ ェ ナ ー グ ダイ オー ド と 順 方 向 
ダイ オー ド を 組み 合わ せ た , 半 導 
体 素 子 に よる 標準 電圧 で も , 再現 
性 は 悪い も の の , 標準 電池 以上 の 
精度 の も の が で き て いる そう で す 。 


エレ ング トロニクス ラプ フ 








ェクト ロ - グ クス 豆 知 識 





| オー ム (⑯) 


抵抗 値 の 単位 で す 。 抵抗 と は , 物体 に 電流 を 流 そ 
うと する 力 が 働い た (電圧 が 加え られ た だ) と き , そ 
の 力 に 抗 し , 電流 を 流す まい と する , その 物体 固有 
の 電気 的 特性 の こと で す 。 こ れ を 微 視 的 に 言え ば , 
その 物体 の 単位 体積 中 に 存在 する , 自由 電子 の 密度 


高けれ ば 抵抗 は 小さ く , 密度 が 低けれ ば 抵抗 が 大 
きい と 言 す こ ど に り ます 。 この 「 オ ー ム 」 や 南 
単位 の ひと つ で ,「 1 V の 電圧 を 加え た と き 1A の 電 
流 を 流す 抵抗 値 が 10 で ある 」 と 定義 きれ ます 。 か つ 
て 1908 年 頃 に は , 1 mW の 断面 積 を 持つ 水銀 柱 の , 長 
さ 1m の 抵抗 値 が 1Q で ある , と 定義 され て いた こと 
も あり まし た 。 イ メー ジ と し て は この ほう が ね わかり 
や すい と 思い ます 。 一 般 的 な 標準 抵抗 益 と し て は , 
巻き 線型 抵抗 器 を よく 見 か け ま す 。 中 ・ 低 抵抗 値 の 


も の は マン ガニ ン 線 , 高 抵抗 の も の は Ni-Cr-A1 線 が 


使 も ね れ て いる よう で す 。 こ こ で ちょ っ と ! SI 接頭 本 』 
の 話 を し まし ょ う 。 こ れ は , 単位 の 頭 に 付け て , そ 
の 数 値 の 「 桁 」 を 示す 補助 的 な 記号 で す 。 例 えば 1200 
0 を 1.2kD と いう よう に ,「1000 倍 」 を 「k : キロ 」 と 
いう 接頭 語 に 置き 換え て 表現 する の で す 。 こ れ は 「SI 
単位 系 」 の 中 で , 正式 に 「 接 頭 語 」 と し て 示さ れ て 
ゅ ます 。 竹 近 な 例 で は ,M( メ が ), m( ミ リ ), p( ビ 
コ ) な ど が あり ます 。 


| ファラ ッ ド (F) 


受動 電気 回 路 は , 基本 的 に (誘導 )/C (容量 )/ 
R (抵抗 ) の 3 要素 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 こ の うち 
抵抗 は , 直流 か ら 超 高周波 まで , 純粋 に 抵抗 と し て 
の 働き を 示し , ーー 
で 変化 し ます 。 「 容 量 」 は , 具体 的 な 部 品 と し て は 「 コ 
ン デ ン サ 」 の 持つ 電気 的 な 働き の こと で , 2 枚 の 電 
極 を 絶縁 体 を 介 し て 向かい 合わ せ た と き , 電極 間 に 

電 条 を 蓄積 する 働き が 「 容 量 」 で す 。 そ し て , この 
蓄積 する 能力 の 大 き さ を 示す 単位 が 「 フ ァ ラ ッ ド 」 
で す 。 コ ン デ ン サ に 直流 電圧 を 加え る と , 電極 間 が 
その 電圧 に 達する まで 充電 電流 が 流れ , 充電 が 終わ 
る と 電流 は 流れ な く な り ま す 。 1 ファ ラッ ド と は , 

1 V の 電圧 で 充電 し た と き , 1 A の 電流 を 1 秒間 流 
し 続け る こと の で きる 量 の 電荷 を 蓄積 する 大 き さ の 
窒 の と と で す 。 コ ヨン デン サ に 加え ぁ られ て いる 介 克 
が 増加 する と , その 電圧 に 達する まで 充電 電流 が 流 
れ , 減少 すれ ば , 電 有 基 が 放電 され て 電極 間 電 圧 は 減 
少し ます 。 ですから, コン デシ ン サ 信 現 流入 護 を 加え 
る と , 電圧 の 増加 率 に 比例 し て 充 ・ 放 電電 流 が 流れ 
る こと に な り ま す 。 例 えば 電圧 が サイ ン 濾 な ら , こ 
の 波形 の 変化 率 , すなわち コサイン 波形 が 電流 波形 
と な り ま す 。 こ れ を 別 の 言葉 で 言え ば , 電圧 より 電 
流 の 位相 が 90' 進む 」。 と いう こと で す 。 


ヘン リー(H) 


抵抗 に 電流 を 流す と エネ ルギー 
を 消費 (発熱 ) し ます 。 コ ン デ ン サ 
は , 電荷 と いう 形 で エネ ルギー を 
蓄積 し ます 。 そ し て , 磁束 と いう 
形 で エネ ルギー を 革 積 する の が 謎 
導 ( イ ンダ クタ ) で す 。 具体 的 な 部 

品 と し て は , 空 計 の まま , まだ は 
弦 選 に 導線 を ぐる ぐる 巻い た , コ 
Py ジ シダ ク グ クダ が あり ます 。 こ 
の 誘導 の 持つ 基本 的 な 働き は , 電 
流 の 変化 を 妨げ よう と する 作用 で 
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す 。 で すか ら , 誘導 に 電圧 を 加え 
る と , その 電圧 の 変化 を 打ち 消す 
方 向 に 逆 電 圧 を 発生 し ます 。 直流 
な ら , 電圧 を 加え た 瞬間 と , 切っ 
た 瞬間 に 逆 電 圧 を 発生 し ます が , 
あと は コイ ル の わずか な 抵抗 で 直 
流 を ショ ー ト する 形 に な り ま す 。 
し か し この と き , コイ ル の 巻き 数 
と 電流 の 積 に 比例 し た 量 の 磁束 と 
いう 形 で , 内 部 に エネ ルギー が 薔 
を ち 札 る の で す 。 < と リー と は , 
この 誘導 の 作用 の 大 き さ を 表す 単 
位 で , 1 秒間 に 1 A の 割合 で 変化 


する 電流 を 流し た と き , それ を 妨 
げ る 方 向 に 1 V の 電圧 を 発生 する 
大 き さ の 誘導 が 1 です 。 誘導 に 
交流 電流 を 流す と , その 変化 を 妨 
げ る 方 向 の 電圧 が , 流れ る 電流 の 
変化 率 に 比例 し た 大 き さ で 発生 し 
ます か ら , 例え ば サイ ン 波 電流 が 
流れ て いる 場合 , この 電流 の 変化 
率 で ある コサイン 波形 で , か つ 極 
性 を 反転 し た 電圧 が 誘導 に 発生 し 
ます 。 言い換え れ ば , 誘導 の 端子 
間 電 圧 より 90' 位相 の 遅れ た 電流 が 
流れ る と 言う こと に な り ま す 。 
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WHEHE AM ION THE EARTH? 





山 滋 


| 今月 の トピ ックス 


7 月 1 日 。 わた し た ちの 生活 で 
使用 し て いる 時 間 に 1 秒 が 加え ら 
れ ま し た 。 この 日 は 1 日 が 24 時 間 
と 1 秒 あ り ま し た 。 こ の 1 秒 を 問 
秒 と いっ て いま す 。 時 間 は セ シ ウ 
ム 原 子 の 振動 の 周期 を 利用 し た 協 
定 世 界 時 (UTC: Universal 
Time Coordinate) で 定義 され て い 
ます 。 こ の 原子 時 計 の 1 秒 と , 地 
球 の 自転 の 変動 に よる ずれ を 補正 
する た だ た め に , この 半 秒 を 使用 し て 
いま す 。 地球 の 自転 が 遅く な っ て 
いる の が この 原因 の よう で す 。 こ 
の 問 秒 の 補正 は , ほぼ 毎年 行わ れ 
て My 表す ず 。 

GPS の 世界 で は , GPS 時 が 使わ 
れ て いま す 。 こ の GPS 時 は , 閉 秒 
に よる 補正 が 行わ れ て お り ま せん 。 

し た が っ て , 年 々 , 協定 世界 時 
と の 差 が 大 きく な っ て いき ます 。 
し か し , 協定 世界 時 と GPS 時 と の 
半 は , GPS 受信 機 か ら 放送 され て 
いま す 。 受信 機 で は 自動 的 に この 
半 を GPS 時 に 加え て いる の で , GPS 
受信 機 で 表示 され て いる 時 刻 は , 


世界 時 また は 現地 時 間 と 同じ も の 
が 表示 され て いま す 。 

現在 で は この 差 は 9 秒 あ っ て , 
GPS 時 の ほう が 協定 世界 時 より 短 
で か っ ら る て Vsw ま ず すず 。 


| 4omM 


ノー トバ パソ コン と GPS 

GPS 受信 機 を 使用 し た 特定 の 応 
用 製品 を 開発 し た い 場 合 , GPS 受 
信 機 と アン テ ナ の ほか に 電源 , 表 
示 装 置 そ し て 操作 キー が 必要 に な 
り ま す 。 表 示 装 置 や 操作 キー は パ 
ジコ ゴア, 柚 間 で は 。 グー トペ ツ ほ 
ン が よく 使わ れ て いま す 。 あ る い 
は , 最終 的 な 製品 化 の 場合 に は 専 
用 の も の を 開発 する で し ょ う 。 

通常 。 GPS 受信 機 は RS-232C や 
RS-422 の イン タフ ェ ー ス を も っ て 
いま す 。 適当 な ケー ブル を 用 意 す 
れ ば 接続 する こと が で きま す 。 そ 
し て 。 お よそ ウッド ト か ぁ ら 3 ウ 
ッ ト の 直流 電源 と 接続 コー ド が 必 
妥 で す 。 ま だ た, パソ ツ ュ コン 用 の 電 泊 
も 必要 で す 。 こ う 書 く と , 科 単 そ 
う で す が , 実際 に は な か な か 大 変 
な も の で す 。 

米国 の トリ ンプ ブル 社 は , パパ ソコ 
ン の IC カ ー ド ソケット に 接続 で き 
る GPS 受信 機 を 発売 し て いま す 。 
パウ アテ, 特に ノー トペ ボツ ダシ だ 





は PCMCIA (Personal Computer 
IMemory Card International 

Association) 規格 の 1IC カ ー ド の ス 

ロッ ト が 用 意 き れ て いる も の が あ 

り 束 すら 

この PCMCIA 規格 は , 日 本 の 
JEIDA(H 本 電子 工業 振興 協会 ) 
の 規格 を も と に 作ら れ た も の で , 
世界 的 な 規格 と な っ て いま す 。 現 
在 使 われ て いる の は , PCMCIA 
Type 2 まだ た は JEIDA 4.1 と いう 規 
格 で す 。 こ の 規格 の カー ド で あれ 
ば , 同じ 規格 の カー ドス ロッ ト に 
発し 込 補 こと が で きま す 。 

日 本 国内 で 発売 され て いる ノー 
トバ パソ コン で PCMCIA Type2 規 
格 の カー ドス ロッ ト を 持つ の は , 
日 本 IBM か ら 最 近 発 売 さ れ た 
ThinkPad550BJ や 220 が あり ます 。 
日 本 IBM で は この 規格 の カー ド 製 
品 と し て , 2,400bps の モデ ム , LAN 
用 の イー サー ネッ ト , ある い は ト 
ー グ アリ シグ ッッ チゲ アツ タウ 女 ど を る 発 
売 し て いま す 。 

PCMCIA カ ー ド を 通じ て , デー 
タ の 送受 と 電源 の 供給 が 行わ れ ま 
す 。 し だ た が っ て , 多く の 場合 カー 
ド を 入れ る だ け で 使用 で きる よう 
に な り ま す 。 写真 1 の 右側 の 部 分 
が PCMCIA 規 格 の カー ド で , これ 
を ノー ト 2 ツ ヨン に 入れ まず 。 売 
側 の 部 分 が GPS 受信 機 で , この 右 
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下 の 部 分 に アン テ ナ コ ネ ク タ が あ 
り ま す 。 GPS 受信 機 の 大 き さ は 約 
5 X9.6X2.5cm。 140 g で す 。 アン 
テ ナ は 直径 6 cm の 平板 型 で す 。 
GPS 受信 機 は 6 チャ ネル で す 
が , 8 衛星 まで を ほそ くす る こと 
が で きま す 。 電源 は PCMCIA カ ー 
ド か ら 供 給 き れ , 必要 な 容量 は ア 
ン テ ナ の 電源 も 含め て 約 2 ワッ ト 


。 
これ か ら 発 売 さ れる ペン コン ピ 
ュー グ や 、 電子 手帳 。 パソ コン な 


ど で は , 特に 通信 イン タフ ェ ー ス 
の た め に , カー ドス ロッ ト を も つ 
こと が 予想 され ます 。 各種 の パー 
ソナ ル 情 報 処理 シス テム に お いて , 
GPS は 野外 や 自動 車 , 船舶 な どの 
移動 体 の 位置 セン サ と し て 各種 の 
アプ リケーション が 開発 され て い 


Number SVs and PDOP 


Point: Tokyo Lat 35:40.0N Lon139:40.0E 
Dale: Tucsday、 August 10, Thrcshold Elcvation 10 (dcg) Time 
23 Satellites considered : 1 237 12 13 14 15S 1617 18 19 20 21 22 23 24 23 26 27 28 29 31 


12 


Nsats 


PDOP 


0:00 邊 00 8:00 12:00 16:00 


Time: Major tick marks= 4 Hours. (Sampling 10 Minutes) 





【 図 1 】 東京 に お ける 受信 可能 な 衛星 数 と PDOP 


(仰角 10 度 以上 ) 


Ephemeris: Pe EPH 7/693 








(写真 1> GPS と PCMCIA イ ンタ フェ ー ス 


た 本 し よ ょ う 。 
今月 の GPS 


今月 は 23 個 の 衛星 が 運用 きれ て 
いま す 。 新しい 衛星 PRN9(SV39) 
は 6 月 26 日 に 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 
これ は 24 個 目 の 衛星 と な る は ず で 
す が , 実際 に は 現在 運用 され て い 
る 3 個 の ブロ ッ ク 1 衛星 が ブロ ッ 


Point- T 


okyo 
apan Standard Time' 9 Date: Tuesday, August 10.1993 





18 ] 


16 - 


| 22 
に 


Satellites 





20:00 24:00 0:00 4 邊 00 


Elevation 10 (deg) Time 
23 Satellites considered 12371213141S1617 18 1920 21 22 23 24 25 26 27 28 29 31 


ク II 衛星 に 置き 換 わ っ た と き が 完 
全 運 用 と な る で し ょ う 。 今年 中 に 
は すべ て の 衛星 が ブロ ッ ク II 衛星 
に な る も の と 予想 され ます 。 
図 1, 2 に 東京 に お ける GPS 箱 
星 の 飛来 予測 を 示し て いま す 。 
(トリ ン ブ ル ジ ャ パン 株 式 会 社 ) 


Satellites 


Lat 35:400N Lon 139:40.0E Ephemerns: 70001870.EPH 7/693 
Zone Japan Standard Time' 9 








8:00 12:00 16:00 20:00 24:00 
Time: Major tick marks = 4 Hours. (Sampling 10 Minutes) 





【 図 2 】 東 京 に お ける 受信 可能 な 衛星 (仰角 10 度 以上 ) 





ぶ ぐ e の . 7 の 9 の 9 
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HAUIO JAPAN NEWS 


電流 に も 


レク 45 4950 55 0 分 


外 田 必 衝 旋 和久 


ah、 ボ 人 2 
1000H て 委員 の 出し 符号 ・ 日 本 標準 


予告 な ど 」 て 変調 





2 ym 


小林 良夫 





0 





【 図 1 】 1 時 間 の 送信 内 容 


警報 の N が 天気 予報 の 『 晴 れ 』」, U は 『 曇 り 』, 


短波 の 放送 は , どこ まで が 近 距 離 で 、 どこ か ら 
を 未 距 離 と する か , か な り 微 妙 で す 。 ラ ジオ 日 本 
(NHK 国 際 放 送 ) を 東 ア ジア で 聞く の は 近 距 離 と 考 
えて よい で し ょ う 。 直接 , 日 本 か ら の 送信 を , 中 
末 。 ヨー ロッ パパ 、 アア リカ 。 南北 デメ リ な ど で 
受信 する の は , 完全 に 遠 距離 で す 。 外 国 か ら の 電 
波 を 日 本 で 聞く と きも , ほぼ 同じ わけ で す 。 

婦 日 , 同じ 時 間 淀 に 受信 し て みる と , 近 距 離 の 
電波 は , か な り 安 定 し て お り , 距離 が 遠く な る と 
受信 状態 の 変化 も 大 きい こと が わか り ま す 。 

し か し , いわ ゆる 『 空 中 状態 が 悪い 』 ときには 


W が 『 雨 (ある い は テ 茸 風 雨 )」 に 相当 し ます 。 

空中 状態 は , 全 方 向 の 電波 が 揃っ て 変化 する と 
は 限り ませ ん 。 方 向 に よっ て 違う こと も あり , 悪 
く な り 方 も , で き 人 大 よっ で きま ざま で すず 。 

それ を , N, U, W の 3 段階 で 表示 する の で す 

ら , 大 づか みな 傾向 し か わか り ま せん 。 

し か し , 電流 警報 を 聞い て いれ ば , 空中 状態 が 


悪い と き に , 自分 の 受信 機 宅 。 アン テ ナ の 故障 と 
誤解 し て , 大 騒ぎ し た り し な いで すみ ます 。 


標準 電波 の 周波 数 は , 国際 的 に 定め て あっ て , 
外国 の 標準 電波 も , 同じ 周波 数 を 使っ て いま す 。 


送信 所 か ら 100km 以 内 の 『 親 近 距 離 の 電波 」 も , ほ 
と ん ど 受 信 で き な く な り , 受信 機 か ら 出 る の は 雑 
音 ば か り と いう こと さえ あり ます 。 

地上 の 天気 の 場合 に は , 天気 予報 や 気象 警報 が 
日 常 の 生活 に 必要 な 情報 の 1 つ に な っ て いま す 。 

電波 の 伝播 状態 (いわ ゆる 空中 状態 ) に つい て も , 
これ と よく 似 た 『 電 波 警 報 」 が あり ます 。 

日 本 で は , 40 年 以上 も 前 か ら , 『 標 準 電波 』 の 1 
項目 と し て , 『 電 波 警 報 」 が 出 て いま す 。 

前 号 に 書き まし た が , 標準 電波 JJY は 茨城 県 に あ 
る 送信 所 か ら , 正確 な 2.5,。5, 8, 10, 15MHz の 周 


日 本 国内 で 受信 し て いて も , 時 間 に よ り , 外国 の 
標準 電波 な どの 混信 が 激しい こと が あり ます 。 

JJY は , 昔 は 4 MHz, 8 MHz の 2 波 で 日 本 全国 
を カバ ー し て いま し た 。 4 MHz は 30 年 以上 前 に 無 
く な り ま し た が , 8 MHz は 現在 も 残っ て いま す 。 

つま り , 標準 電波 の 8 MHz は , 日 本 独自 の も の 
で すか ら , 混信 を 人 放 け て ]JY を 受信 する 目的 に , 海 
人 外 は も ちろ ん , 日 本 国内 で も 利用 し や すい 場合 が 
多い は ず で す 。 


文字 | 敬 報 の 意味 | 








波数 で , 正確 な 日 本 標準 時 の 時 刻 を 年 中 無休 で 放 電波 の 伝播 状態 が 
ee や PA 電波 の 伝 RG 
10 分 ご と に , 毎時 9 分 30 秒 , 19 分 30 秒 な どか ら ーー っ 


不安 定 が 子 想 され る 
電波 の 伝播 状態 に 
異常 現象 が ある 
【 表 1 】 電 波 警 報 の 意味 と モー ルス 符号 


コー ル サ イ ン JJY と , 時 刻 ( 炊 の 0 秒 に 対応 する 日 
本 標準 時 の 子 告 ) に 続き , 5 回 繰り 返し て , モー ル 
ス で 電波 警報 を 打ち ます ( 表 1 参照 ) 。 
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企画 ・ 構 成 谷沢 俊 昌 


情報 化 時 代 を 反映 し て , わた し た ちの 身 の 周 
り に は ぐさ ざま ざま な 情報 伝達 手段 が 乱舞 し て いま 
す 。 

パソ コン 通信 も その 1] つ で す が , パソ コン 通 
信 て と 同様 に 電話 回 線 を 利用 する FAX 機 に , パ 
ソコ ン か ら デ ー タ を 送る こと は で き な い も の か や 
その よう な 意図 で 開発 され た の が ビビ AX モ デム 
で あり , パソ コン と FAX モデ ム を 結び 付け る 
役目 を 果たし て いる の が , FAX 通信 ソフ ト と こと 
いつ ごと に な り ま す 。 FAX モデ ム は 従来 パソ 
コン 通信 用 と し て デー タ 送 受信 に 使用 され て い 
る モデ ム に , FAX 送受 信 に 必要 な 機能 を 付加 
し た も の で , 日 本 で も 会 社 や オフ ィ ス 等 の 限ら 
れ た 男 囲 で は 利用 され て いま し た 。 し か し , そ 
れ ら の FAX モデ ム は 汎用 性 に 乏しく , 一 般 の 


パソ コン ユー ザー に は 遠い 存在 で し た 。 

ところが, 開発 国 ア メリ カ で は 既に ら 一 年 
も 前 か ら 一 般 の パソ コン ユー ザー の 間 で 普及 し 
て お り , FAX モデ ム の 機種 も 多く FAX 通信 ソ 
フト も た くさ ん 発売 され て いま す 。 

アメ リカ の 通信 事情 か らら ーー3 年 は 遅れ て い 
る と 言わ れる 日 本 で も , 今年 春 大 手 の モ デム メ 
ー カ ー が FAX 付き の 14.40UUDDDS モ デム を 発売 
し た の を 期 に , FAX 機能 を 搭載 し た 14.40UDpS 
モデ ム が モデ ム メ ー カ ー 各 社 か ら 発 売 さ れ , 
14.400UDDS 時 代 に , FAX 通信 時 代 に 突入 し ま 
レッ 

そこ で , 飼 回 は 「 今 が 旬 」 の FAX モデ ム に 
スポ ッ ト を 当て , 日 本 の FAX メモ デム の 現状 を 
探る 特集 を 企画 し て み ま し た 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー テテ OO 





日 本 の パソ コン 事情 


一 般 に テレ ビ や 新聞 の 記事 で は , 


日 本 は 世界 最 先 端 を 行く コン ピュ 
ー タ 立国 と 言わ れ て いる 。 マ スコ 
ミ の 発表 を も と に ほとん どの 日 本 
人 が そう 信じ し て いる の で ある 。 

確か に メモ リー の 生産 技術 や カ 
ラー 液 品 を 始め と する 精密 加工 技 
術 な ど は 世界 一 だ し, ほか に も 多 
く の コ ンピュータ 周辺 機器 の 技 
術 / 生 産 の 分 野 で 世界 の 最 先端 を 
走っ て いる の は 事実 で ある 。 

と ころ が ソフ トウ ェ ア の 生産 技 
術 , ネッ トワ ー ク 通信 , 業務 用 ア 
プリ ケー ショ ン な ど 。 これ か ら の 
パソ コン 利用 に 関す る 核 と な る 分 
野 に お いて , 日 本 の 現在 の 状況 は 
非常 に お 寒い 状況 と 言わ ざる を 得 
な い 。 

まず 。 パント が み ェ アア 関し て は ほ , 
パパ ソコ ン を 始め と する あら め ゆる コ 
ジ ピ ュー クタ の OS の ほとん ど を アメ 
リカ に 握ら れ て お り , 日 本 は それ 
を 供給 し て も ら っ て 日 本 語 化す る 
の み で ある 。 ま だ た 。 パッ ケー ジ ソ ゾ 
フト な どの 分 野 に お いて も 世界 に 
通用 する の は ゲー ム の み で , ビジ 
ネス ソフ ト に お いて 世界 に 通用 す 
る パッ ケー ジ ソ フ ト な ど は , 皆無 
と いう 惨 々 だ た る 状況 で ある 。 

同様 に ネッ トワ ー ク 通信 , 特に 
LAN の 利用 状況 も 非常 に 低く , 全 
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オフ ィ ス の わずか 数 パー セン ト と 
いう の が 現実 で ある 。 ア メリ カ の 
よう に ほぼ 半数 の パソ コン が LAN 
で 接続 きれ , ほとん どの 仕事 が パ 
ソコ ン 上 に 行わ れ て いる 状況 と は 
比較 に な ら な い 。 

数 カ月 前 , 幕張 で 「 ダ ウン サイ 
ジン グ ジ ャ パ ン 」 が 開催 され だ た が , 
その 席 上 で イン テル 会 長 の アン ド 
リュ ー グ ロー プ 氏 が いみ じ く も 日 
本 の オフ ィ ス に お ける 生産 性 の 低 
さ を 指 摘 し て いた が , LAN を 核 と 
し た トー タル な パソ コン 利用 が 普 
及 し な い ぃ 限り, この 指摘 の と お り 
の 状況 が 続く だ ろう 。 

この よう な 悲惨 な 状況 と な っ た 
原因 と し て は , いろ いろ な も の が 
考え られ る が , お お むね , 以下 の 
よう な 日 本 独自 の 事情 が 大 い に 影 
好 し て いる と 思わ れる 。 


乱立 する ハー ドウ ェ ア ア ー キ テク 
チャ と , 日 本 語 入力 方 式 

日 本 の 場合 , 欧米 な どの 26 文 字 
の 世界 と 違い , 日 本 語 DOS は 膨大 
な 漢字 を 扱わ な けれ ば な ら な い の 
で , 初期 の パソ コン の ハー ドウ ェ 
ア で は アメ リカ か ら 数 年 遅れ て ユ 
ー ザ ー 記 供給 され て きだ た 。 ま た 。, 
漢字 フォ ント の 格納 場所 に つい て 
ゃ も, CPU 性 能 の 制約 な どか ら 現 在 
の DOS/V の よう に ファ イル で 持て 
る わけ で は な か っ だ の で , ほとん 
ど が 漢字 ROM を 搭載 し た パソ コン 


を 空 つ 門 。 

これ が 世界 の パソ コン の 基本 ア 
ー キ テク チャ (つま り , IBM-PC/ 
AT 標準 機 ) を 無視 し た 独自 の アー 
キテ クチ ャ の 乱立 に つなが り , 日 
本 の 各 パ ソコ ン メ ー カ ー の ハー ド 
ウェ ア は , すず べ て 時 な る と いう 世 
界 で も 類 を みな い 悲 惨 な 状況 に 陥 
っ て も っ な の 人 ちあ る 。 

それ に 加え て , パー ソナ ル ワ ー 
プロ と いう 日 本 語 タ イプ ライ タ の 
普及 が さら に 混乱 に 拍車 を か け , 
現在 の 日 本 の 一 般 オ フィ ス で は 三 
換 性 の まっ た く な い フ ァイル が 今 
も 毎日 , 累 々 と 生み 出さ れ て いる 
と いう 時 状 な 状況 に な っ て いる 。 

また , 日 本 語 に お ける 入力 方 式 
も 標準 的 な も の が な く , この 事 も 
ハー ドウ ェ ア の 乱立 と と も に 欧米 
の コン ピュ ー タ 利用 に 比較 し て , 
大 き な 足 か せ に な っ て いる 。 

これ は 日 本 に 限っ た 話 で は な く , 
中 国 や 台 滴 な どの 漢字 文化 圏 諸国 
に も 共通 の 悩み で ある が , 少な く 
と も 中 国 , 台湾 で は コン ピュ ー タ 
と 言え を ば すべ て PC/ AT 互換 機 な の 
で , 日 本 より プロ グラ ム 開 発 な ど 
の 技術 修得 な ど が 速く , 入力 方 式 
の 統一 も 日 本 より 早期 に 標準 が 決 
まる 可能 性 も 高い 。 

乱立 する ハー ドウ ェ ア と 日 本 語 
入力 方 式 は , 確実 に 日 本 の パソ コ 
ン 利 用 レベ ル を 世界 か ら 大 きく 眉 
ら の て し ま ゃ が 。 


エレ ググ トロ ニク スラ イプ フ ブフ 


世界 か ら 孤 立 し た 最大 の 原因 
PC-98 の 普及 

DOS で の ビジ ネス ソフ ト で 世界 
に 通用 する ソフ ト は 皆無 で ある 。 
また , Windows の ソフ ト に 至っ て 
は , 開発 で きる プロ グラ マ さ え 々 数 
える ほど で ある 。 

いま さら 誰 を 貢 め る わけ に も い 
か な い が , これ ほど まで に 日 本 の 
ビジ ネス ソフ トウ ェ ア が 世界 の レ 
ベル か ら 大 きく 遅れ た 最大 の 原因 
は , PC-98 の 普及 に ある 。 

これ まで 日 本 の ソフ ト ハ ウス の 
は ほとんど は , 開発 の ター ゲッ ト を 
PC-98 に 置い て お り (確か に 当然 で 
あろ う が ), 日 本 語 の 使え な い 世 界 
標準 アー キテ クチ ャ で ある IBM- 
PC/AT を 無視 し 続け て きた 。 日 本 
IBM の だ らし な さも 一 因 で ある 。 

すべ て は 移植 , 移植 に 明け 暮れ , 
同じ intel の CPU を 使い な が ら も 海 
外 製 ソフ トウ ェ ア 移 植 と サポ ー ト 
に エネ ルギー の ほとん ど を 吸収 き 
れ 続 けた の で ある 。 

これ は 日 本 語 Windows3 .1] が 登 
場 し た 今 も 続い て お り , DOS よ り 
は 楽に な っ た と は いえ , ハー ドウ 
ェ ア 固 有 の 問題 の 悩み は まだ 続い 
て いる 。 

DOS/V の 登場 は , 日 本 人 が その 
まま の 形 で PC/AT 互 換 機 を 利用 で 
きる 初 の 環境 で あり , これ で や っ 
と 世界 の 仲間 入り を 果たし た こと 
に な る が , あま り に も 遅 き に 失 し 
た 登場 で あっ た 。 と は いる , 今後 
の 10 年 間 を 考え る と き , 今 は まだ 
小さ な DOS/V の 芽 だ が , 根 は 世界 
標準 の 大 き な 根 に 直系 な の で , 今 
後 は 大 き な 森 林 に 育つ 可能 性 は 十 
分 に ある 。 

世界 に 通用 する レベ ル の 開発 者 
を , 日 本 だ け の 狭い 世界 で 衰弱 さ 
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せ て は な ら な い の だ 。 

さて , 冒頭 か ら 日 本 の パソ コン 
事情 と 題し て , PC-98 ユ ー ザ ー に は 
失礼 な こと を 言っ て し まっ た が , 
今後 は ぜひ 英語 な どの 修得 を 心 が 
け , 広く 世界 を 見 る こと を お 薦め 
する 次 第 で ある 。 

この 特集 で ある 「FAX モ デム 専 
科 」 で 登場 する FAX モデ ム ひ と つ 
と っ て も , 今後 は 日 本 の 製品 は 弱 
体 化し , 世界 レベ ル の 安価 で 優れ 
だ ハード ウェ アノ ソフ トウ ェ ア が 
続々 と 登場 する こと に な る 。 

その と き , PC-98 シ リー ズ で は 使 
えな い 製 品 が か な り の 比率 に な る 
だ ろう 。 

FAX モデ ム 購 入 を 期 に , 広く 世 
錯 の コン ピュ ー タ 市 場 に 目 を 向け 
て みよ う 。 地球 に は 日 本 人 だ けが 
住ん を で いる の で は な いこ と を し っ 
か り 認 識 で きる は ず で ある 。 


「 FAX モデ ム の メリ ッ ト ( 


モデ ム と FAX 機能 が 合体 し た 
FAX モデ ム の メリ ッ ト 
FAX モデ ム と は 従来 , 別々 の 機 
E と し て 存在 し た パパ ソコ ン FAX と 
パソ コン 通信 の 機能 を 一 つの ハー 
ドウ ェ ア で 実現 し た も の で ある 。 
共に パソ コン の 拡張 スロ ッ ト 。, 
も し く は RS-232C と いう 1I/O ポ ー ト 


FAX モテ % ぬ 購入 の 











を 使い , 共 に 相手 の デバ イス と 通 | 
信 を する と いう 意味 で は , ラジ カ 工 
セ の 場合 の 合体 の 必然 性 と 同じ で 
ある 。 違う の は パソ コン 通信 が 全 
一 重 と いう 同時 治 方 向 通信 方 式 な 
の に 対し , FAX の それ は 半 二 重 と 
いう 通信 方 式 で ある こと の 違い く 
らい で ある 。 

それ な ら は ば 拡張 スロ ッ ト や RS- 
232C を 共有 化し て 使 お うと いう の 
は 極め て 自然 発生 的 な 考え 方 で あ 
り , これ が FAX モデ ム の 基本 的 発 
想 と な っ て いる 。 パ ソコ ン 通 信 も 
FAX も それ 自体 , 同じ モデ ム で あ 
り , 拡張 スロ ッ ト や RS-232C を 共 
有 し て 1 人 台 に し た メリ ッ ト は 非常 
に 大 きい 。 


G3FAX 機 は 1 課 に 1 台 。, 
FAX モデ ム は 1 人 に 1 人 台 

FAX モデ ム の 価格 下落 は 恐ろし 
い ほ どの スピ ー ド で 現在 も 下降 中 
で ある 。 これ は FAX モデ ム が 個人 
の パソ コン で 利用 する ため, 複数 
の 人 間 で 利用 する G3FAX 機 の 台 
数 より 多く 普及 する か ら で あ る 。 

FAX 機能 を 搭載 し た FAX モデ ム 
チッ プ セ ッ ト は , 急激 に 低廉 化し 
て いる 。EIA/TIA と いう 機関 で 
CLASS1, CLASS2 の FAX 機能 の 
標準 化 が 決ま っ た お か げ で , モデ 
ムチ ッ プ を 生産 し て いる 各 メ ー カ 
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宰 度 の 思 U き WU な 
ED 字 で FAX が 送 中 る 











シク 


ー と る 通常 の モデ ムチ ッ プ と 変わ 
ら な い 値 段 で , FAX モデ ム 用 チッ 
プ セ ッ ト を 供給 で きる よう に な っ 
だ た の で ある 。 

今後 , われ われ は 14,400bps/14., 
400bps の FAX モデ ム を 3 万 円 前 後 
で 購入 で きる よう に な る は ず で あ 
佑 。 


目 に 見 える 形 で オフ ィ ス の 
ペー パー レス 化 が 可能 

現在 の オフ ィ ス で は , パソ コン 
や ワ ャ プロ で デー タ を 作成 する と 
と は 当たり 前 に な りつ つ あ る が , 
作成 し た デー タ を FAX で 送る 場 
谷 , ほとん ど が ブリ ンタ で 紙 に 印 
刷 し て か ら FAX で 送っ て いる 。 

これ で は 時 間 の 無駄 で も あり , 
FAX が 終わ っ て か ら 紙 を 捨て る こ 
と に も な る の で , 資源 の 無駄 使い 
で も ある 。 

FAX モデ ム を 使え ば 紙 に 印刷 せ 
ず , その まま 相手 の FAX に 送れ る 
の で 作業 時 間 も 短 く , 紙 も 無駄 に 
な ら な い 。 ま た だ , 個人 で 使用 で き 
る の で FAX の 順番 待ち か ら も 解放 
され る 。 


鮮明 な FAX 出力 が 可能 
普通 の FAX で は , 紙 に 書か れ た 

文字 や 図形 な ど を 光学 的 に 読み 取 

り , それ を 電気 信号 に 変え て 電話 


回 線 に 送り 出す た め , 読み 取り 時 
に ニ ジ ミ や カス レ が 発生 し , 地図 
な どの 細か い 文 字 な ど は つぶ れ て 
読め な い 場 合 が 多い 。 

し か し , パソ コン EAX で は , 原 
稿 は 最初 か ら パ ソコ ン の デー タ と 
し て 光学 的 読み 取り を 必要 と せ ず , 
グイ レク ト に 画像 を 送る こと が で 
きる の で , 非常 に 鮮明 な FAX 出力 
が 可能 で ある 。 特に , Windows や 
Macintosh な どの GUI 環 境 で FAX 
モデ ム を 使え ば 表現 力も 倍加 し , 
極め て 鮮明 か つ 説 得 力 ある FAX を 
送れ る 。 


ほとん どの アプ リケーション か ら 
ダイ レク ト に FAX で きる メリ ッ ト 

DOS 上 で パソ コン か ら FAX を 送 
る 場合 , 必ず FAX ソフ ト を 起動 し 
て ファ イル を 指定 する 必要 が あっ 
た が , Windows な ど で は 印刷 機能 
を 装備 し た アプ リケーション で あ 
れ ば ワー プロ 表 計 算 ソ フト , グ 
ラフ ィ ッ クソ フト な ど 。 す べ て の 
アプ リケーション か ら ダ イレ クト 
FAX 送信 が 可能 で ある 。 

操作 も は る か に 簡単 で あり , 画 
面 イ メー ジ を 相手 の FAX に その ま 
ま 送 れる メリ ッ ト も 非常 に 大 きい 。 


マル チ ( 疑 似 ) 動 作 で , 
バッ ク グ ラウ ンド FAX が 可能 


さら に , これ も DOS の 制限 で あ 
る が , パソ コン か ら FAX を 送っ て 
いる 間 は , ほか の 仕事 は 何 も で き 
な か っ た 。 送信 し て いる 間 は 黙っ 
て 待つ し か な か っ だ た の で ある 。 

し か し , Windows な どの 疑似 マ 
ル チ タ スク 環境 下 で は , マシ ン 環 
境 が 許す 限り , 複数 の タス ク を 動 
作 さ せる こと が 可能 と な り , バッ 
ク グ ラウ ンド で FAX を 送信 し な が 
ら 同 時 に ほか の 作業 を いく ら で も 
こなす こと が 可能 に な っ た 。 

実際 に 使っ て みる と , 非常 に 便 
利 で あり , 仕事 の 効率 化 と いう 点 
で も DOS 環 境 で の 作業 と は 比較 に 
な ら な い は ほど の 差 が ある 。 





FAX モデ ム の 
デメ リッ ト 
ダイ レク ト に 紙 を 
ハン ドリ ング で き な い も どか し さ 
この よう に パソ コン を 使う 場合 
に 非常 に 便利 な FAX モデ ム だ が , 
それ で は デメ リッ ト は な いか と い 
うと, 確か に ある 。 
まず , ダイ レク ト に 紙 を 扱え な 
いた め に 紙 の 情報 の ハン ドリ ング 
が 苦手 で ある と いう 点 で ある 。 
この 間 題 の 克服 は FAX モデ ム が 
持っ て いな い 機 能 . つま り ス キャ 
ナ と の 併用 で 実現 で きる が , まだ 
まだ 操作 や 実装 な どの 面 で あま り 
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一 般 的 で は な いよ うだ 。 

し か し , いずれ LAN が 普及 すれ 
ば カラ ー ス キャ ナ な ど を 多く の 人 
が 共有 し , 念 の FAX で は で き な い 
カラーFAX な ど が 実現 で きる の 
で , 今後 に 期待 し た い 。 


操作 の 難し さ 

紙 を ダイ レク ト に ハン ドリ ング 
で き な い も どか し さと 共に , FAX 
モデ ム の デメ リッ ト と し て は ,。 パ 
ソコ ン 操 作 の 知識 が 必要 だ と いう 
らら お 洒 あ すう 。 

まず , キー ボー ド を 操作 で き な 
けれ ば ダメ だ し , ファ イル の 概念 
を 知っ て いな けれ ば FAX を 送る こ 
と は で き な い 。 

それ で も いずれ LAN が 普及 し て 
くれ ば , オフ ィ ス ワー カー の 世界 
は パソ コン な し で は 仕事 な ど で き 
な く な る で あろ うか ら , いずれ は 
解決 する だ ろう 。 





FAX モデ ム 時 代 は 
到来 する か や 

これ は 必ず 到来 する 。 す で に ア 
メリ カ で は 高速 モデ ム に 限っ て は , 
すでに FAX モデ ム が 従来 の モデ ム 
より 多く な っ て いる し , 価格 も ほ 
ば 同じ くら い に な っ て き て いる 。 

も し, 片方 に テレ ビ が 5 万 円 で 
売ら れ て お り , その 横 に 同じ 5 万 
円 で ビデ オ 付 き の テ レビ デオ が 売 
られ て いた だ たら , 普通 の 人 は どちら 
を 購入 する だ ろう か ? それ と 同じ 
で ある 。 

な お , 今後 FAX モデ ム が 主流 と 
な る と 思わ れる 原因 を いく つか あ 
げ て みた が , すでに 日 本 で も NIFTY 
-Serve「 モ デム 錠 移 動体 通信 フォ 
ー ラ ム 」(FMODEM) な どの 書き 込 
み を 見 て も 以下 の よう な 傾向 が 顕 
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著 に な りつ つ あ る 。 


Windows や Macintosh な ど 
GUI 環 境 へ の 移行 

Windows の 爆発 的 普及 に 伴い , 
Windows ア プリ ケー ショ ン か ら ダ ダ 
イレ クト に FAX が 送れ る FAX モデ 
ム は , ビジ ネス 利用 を 中 心 に 世界 
中 で 非常 に 注目 を 集め て いる 。 

DOS が 主流 の 時 代 に は , これ ほ 
ど FAX モ デム が 普及 する と は 考え 
られ な か っ た だ た 。DOS 上 で は FAX モ 
デム 側 の ハー ドウ ェ ア 。 も し く は 
ソフ トウ ェ ア 側 で フォ ント を 積む 
必要 が あり , 文字 数 , 画数 と も に 
膨大 な 日 本 語 や 中 国語 な ど で は , 
ハー ドウ ェ ア に フォ ント を 搭載 す 
る こと が 困難 だ っ た た め , ほとん 
と が ファ イル の 形 で 漢字 フォ ント 
を 1 種類 , FAX ソフ ト か ら 呼 ん で 
いた だ た の で ある 。 

と ころ が , Windows や Macinto 
sh の よう に 最初 か ら ス ケー ラブ ル 
な アウ トラ イン フォ ント を 搭載 し 
た 環境 下 で は , FAX ソフ ト は 自前 
で フォ ント を 持つ 必要 が な く , プ 
リン タ ド ライ バ の よう な 構造 だ け 
で 非常 に 表現 力 の ある FAX 出力 が 
可能 に な っ た 。 こ の た め 現 在 ,FAX 
モデ ム の 市 場 は 非常 な 勢い で 拡大 
し て で ゆる 。 


FAX モデ ム の 標準 API の 普及 

数 年 前 の パソ コン FAX で は , ハ 
ー ド ウェ ア と ソフ トウ ェ ア の API に 
標準 的 規格 が 存在 し な か っ た た め , 
ほとん どの 製品 が 個々 の ハー ドウ 
ェ ア に 依存 し た 形 で 専用 の FAX ソ 
フト ウェ ア を 添付 し て いた 。 

これ ら の 製品 に は ソフ トウ ェ ア 
相互 の 互換 性 が な か っ た た だ ため, 市 
場 規 模 も 非常 に 小さ く , マニ ア だ 





け の 世界 の 様相 を 星 し て いた 。 選 

この 状況 を 打破 し た の が , EIA/ 紅 
TIA で 決め られ た CLASS1, 
CLASS2 と 呼ば れる FAX モデ ム の 
標準 規格 で あり , デー タモ デム の 
AT コマ ンド で FAX 送信 が 可能 な 
よう に 拡張 され , ハー ドウ ェ ア と 
FAX ソフ ト と の 間 の API が 規定 さ 
CE だ の で 、 半 な つん た 世 EX ツメ ツ フ トト で 
異な っ た FAX モデ ム が 動作 する よ 
う に な っ た の で ある 。 


FAX サー バー の 普及 

LAN が 普及 し て いな いら 日 本 で 
も , パソ コン を 使っ て 仕事 を する 
以上 , これ か ら は 必ず 普及 する だ 
ろう 。 そこ で は , 多く の 社員 が 情 
報 や 周辺 機器 を 共有 し , より 高い 
生産 性 を 追求 し て いく こと だ ろう 。 
FAX サー バー は 共有 プリ ンタ と 
同様 の 考え 方 で , 多く の 人 間 で 
FAX モデ ム を 共有 する シス テム で 
ある 。 

ユー ザー は 自分 の パソ コン か ら 
印刷 する の と 同じ 方 法 で , 世界 中 
の FAX マシ ン へ FAX を 送る こと が 
で きる 。 しかも, 自分 の パソ コン 
に FAX モデ ム を 装着 する 必要 は な 
い 。 プ ブリ ンタ と 同様 に 共有 し て い ぃ 
る か ら で あ る 。 

すでに Microsoft Mail3.0 や 
Lotus cc:Mail な ど で は , 電子 メー 
ル と FAX サー バー の ドッ キン グ シ 
ステ ム が あり , 非常 に 便利 な 使い 
方 が で きる よう に な っ て いる 。 
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モデ ム の FAX 化 


7 年 前 300 ボ ー の デー タモ デム が 
登場 し て か ら 1,200bps へ , そし て 
2,400bps を 経て 14.4Kbps へ と , も 
っ ぱら 通信 速度 を 上 げ る の が 専売 
特許 の よう だ っ た デー タモ デム に, 
変革 の 兆し が 見 えた の は 3 年 前 の 
人 を だ っ た 

きっ か け を 作っ た の は 「FAX ア 
ダブ プ タ 」 と 呼ば れる も の で , デー 
タモ デム か ら 派 生 し た 品種 で ある 。 
これ は パソ コン で FA 双 を 送受 信 で 
きる よう に する た め の モ デム 装置 
で , それ な り の 需要 が あっ た 。 こ 
れ を 使え ば 普通 の FAX 装置 で は 送 
る こと の で き な い 密度 の 濃い 原稿 
が パソ コン か ら ダ イレ クト に 送受 
信 で きる 。 

いく つか の リサ ー チ 会 社 の 調査 
や 雑誌 の テー ザー アン ケー ト に よ 
る と , これ ら FAX ア ダブ プ タ の 購入 
理由 は , 





北 久 保 俊 
① プ リン タ で 紙 に 印刷 し て か ら , 

それ を FAX の 原稿 台 に の せ て 送 

る 2 度 手間 は 面倒 。 FAX アダ プ 

タ を 使え ば 直接 送れ る の で 便利 。 
② 密 度 の 濃い きれ いな 印字 で FAX 

が 送れ る 。 

と いう 2 点 に 集約 され る 。 そ の 
ほか ,「 イ メー ジス キャ ナ の 代わ り 
に 使え る 」 な ど 。 メ リッ トト と し て 
あげ る 項目 は 多い が , 特殊 な 例 を 
除き 実際 に は 使わ れ て いな い 。 

この FAX アダ ブタ は , モデ ム 装 
中 に は 違い な い が , パパ ソコ ン 通 信 
な ど デ ー タ 通信 に は 利用 で き な い 
違和感 が あっ た 。 こ の 「 違 和 感 」 
が 後 の FAX モ デム 登場 の 下地 を 作 
る こと に な る 。 

FAX アダ ブタ の メー カー も OEM 
を 含め 最盛 期 に は 5 社 ほ ど に な っ 
だ が シェ テラ や ロッ グ クウ ェ ル な ど 
モデ ムチ ッ プ (デバ イス ) 提 供 者 が 
その 市 場 性 に 着目 し , 一 般 の デー 
タモ デム チッ プ に FAX 通信 機能 を 
追加 し た こと で 状況 は 一 変 し た 。 
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こ 動 作 原理 


PC 用 の メモ リー ボー ド な ど を 提 
供する 中 小 の 周辺 機器 メー カー が 
さら な る ベン チャ ー ビ ジ ネス と し 
て FAX アダ プ ブタ を 手がけ た こと も 
あり , 投資 体力 に 逐 し く 迎 撃 を 模 
索 す る 動き も な くく (FAX 専用 で あ 
る ), FAX アダ プ タ は この 時 点 で 事 
実 上 消 減 し た 。 


' FAX モデ ム 登 場 " 


いわ ゆる モデ ム じ パ ソコ ン 通 信 で 
利用 する モデ ム 装 置 ) は, オム ロン 
や アイ ワ , マイ クロ コア な ど 中 規 
模 企 業 が 開発 し た ビジ ネス 分 野 だ 
っ た だ た 。 少な が $ ち もち も る ガー み グモ デム で 
ある 限り は , 今後 も その 地図 は 塗 
り 変 わら な い だ ろ う 。 

し か し 初め て の FAX, デー タ 兼 
用 モデ ム (FAX モ デム ) は , メガ ソ 
フト や エプソン が 発売 し た が , そ 
の 後 の 機種 で は 家電 大 手 の 松 下 が 
FAX モデ ム を も っ て モデ ム 市 場 に 
参入 し , ソニ ー も 独自 の ホス ト 機 
能 を 持つ メモ リー 機能 内 蔵 モ デム 
を 相次い で 発売 し た 。 

現在 は アイ ワ , オム ロン , マイ 
クロ コア と も 価格 戦略 に 打っ て 出 
て 14.4Kbps の 高速 FAX モデ ム を 
安価 で 販売 し て いる 。 そ れ に 海外 
メー カー の 参入 も 予想 され , デー 
交換 だ け の FAX モデ ム な ら メ ー 
カー を 問わ ず , 安い も の が 買い 得 
と いう 見 方 が 支配 的 に な っ て きた 。 


エレ クト ロニ クス ラテ イプ フ ブ 


今後 は 「 価 格 指向 の FAX モデ ム 」 

と (メモ リー 搭載 な ど ) 「 イ ン テ リ 
ジェ ント な モデ ム 」 と に 2 局 分 化 
し て ゆい 《 だ ろう 。 


FAX モデ ム の 種類 


発売 し て いる メー カー の 数 の 割 
に は FAX モデ ム の 種類 は 少な い 。 
も し, この よう な 特集 で 全 モ デル 
の 機能 一 覧 表 を 作っ た と すれ ぱ , 
どの 機種 も 同じ 機能 に 丸 が 付き ユ 
ー ザ ー は どれ を 選べ ば よい か わか 
ら な く な る 。 せいぜい デザ イン が 
違う くら いで , モデ ム デ バイ ス メ 
ー カ ー の 推奨 回 路 を その まま 作る 
例 が 多く , 性 能 も どれ も 同じ と 思 
っ て 大 違 は な い 。 

や は り ジ ャ ン ル 分 け を し な いと 
実態 は つか め な い ぃ ので, 機能 に よ 
る 分 類 を し て みる こと に する 。 や 
や 大 胆 だ が , FAX モデ ム は 以下 の 
3 種類 に 分 けら れる 。 
①SENDFAX モ デム 
②CLASS1, 2 対応 FAX モデ ム 
③ メ モリ ーFAX モ デム 


①SENDFAX モ デム 

FAX 機能 は 送信 専用 で 初期 の 機 
種 に 多い 。 代 表 的 に は シェ ラ の モ 
デム チッ プ フ ァ ミ リー て 機種 数 も 
多く , WinFax や BitFax な どの 
FAX ソフ ト も この SENDEFAX は サ 
ボー ト し て いる 。 


【 表 1 】 
機能 と CLASS 区 分 概念 









ぐ Se の . 799? 


画像 デー タ の HM 変 換 (T4) 
FAX 接続 まで の トル -- ッ ツケ” (TS30) 


時 間 指 


定 グ 同 報 送信 プ ェ ラー 管理 
マル チタ スク 処 


②CLASS1, 2 対応 FAX モデ ム 

日 本 の 電子 機会 工業 会 (EIAJ) 
に 相当 する 米国 の 団体 KEIA が 定め 
た 送受 信 FAX モ デム に 関す る 規格 
で 一 般 に CLASS 1 , 2 と いう 。 利 
用 者 に と っ て 「CLASS」 が どの よ 
う な 意味 を 持つ か の 観点 で 説明 す 
る と , は っ きり 言っ て CLASS 1 も 
2 る まっ だ く 斐 侍 な い 。 

FAX 送受 信 の 基本 構造 は , 
CCITT (ジュネーブ に ある 世界 の 標 
準 を 決め る 機関 ) の 規格 30 で 定め 
る 接続 する まで の 処理 ( 俗 に トレ ー 
ニン グ と 言い , FAX の 発着 信 時 に 
ピー ヒ ョ ロ ヒ ョ ロ ー と いう 音 が 聞 
こえ そる 部 分 ) と , T4 で 定め る 画 デ ー 
タ の MH 変 換 処理 か ら な っ て いる 。 

この 中 で T30 の 処理 を 「 ッ パソ コン 
側 で 実行 する 」 の か 「 モ デム 側 で 
実行 する 」 の か の 違い が CLASS 1 
と 2 の 違い に な る 。 つ まり , CLASS 
1 と は TT30 の 仕事 で ある 独自 モー ド 
が 有る か 無い か の 識別 , 相手 FAX 
の 許容 速度 , 回 線 状 態 を 考慮 し た 
適正 通信 速度 の 決定 , ファ イン ・ 
ノー マル の 識別 な ど を パソ コン 側 
の 0 ツア ャ で と を し や る 。 

これ に 対し , CLASS 2 は その 仕 
事 (T30) を モデ ム 側 で こなす こと が 
で きる 。 こ の 仕事 は 面倒 だ が , 決 
まり きっ た 内 容 な の で いっ た ん 作 
っ て し まえ ば モデ ム 側 ソフ ト に 組 
み 込 め る 。 モ デム デバ イス (モデ ム 
チッ プ 部 品 ) メ ー カ ー は , 初期 に は 


機 能 親 離 れ 度 


1 *+ 1 * | * 
1 x | es | oe 
に きっ 


理 





モデ ム 本 来 の 機能 で ある 変 復調 部 
分 し か 提供 し な か っ た 。 そのため, 
通信 ソフ ト 会 社 は 苦労 し て 30 を パパ 
ツ コ ン 側 で 実行 で きる よう に し た 
が , 現在 は 既に それ を モデ ム 側 に 
組み 込み CLASS 2 の モデ ムチ ッ プ 
を 出荷 し て いる 。 

この よう に 接続 まで の 部 分 は 決 
まり きっ た 仕事 な の で , パパ ソコ ン 
側 で 実行 し よう と モデ ム 側 に 任せ 
よう と 利用 者 に と っ て は 何 の 意味 
も ない 。 機能 が 増え る と か 使い や 
すく な る と いっ た 利用 環境 の 向上 
と は まっ た く 無 色 の も の で ある 。 
あえ て 言え ば ,CLASS1 よ り 2 の 
ほう が 信頼 性 が 高く な っ た こと だ 
ろう 。 事実 , バッ ク グ ラウ ンド 利 
用 で CLASS 1 に 設定 する と, ハン 
グ ア ッ プ す る な ど 間 題 の ある ソフ 
ト も ある よう だ 。 

この CLASS 概念 は , 「 親 (し (パソ コ 
ン ) 離れ の 程度 を いう 」 も の で , 次 
の よう な 家 1 に まとめ る こと が で 
きる だ ろう 。 


③ メ モリ ーFAX モ デム 

FAX モデ ム 先 進 国 の 米国 で は , 
いく つか の 混乱 を 経 な が ら メ モリ 
ーFAX の 方 向 に 進 6 も うと し て い ぃ い 
る 。FAX モ デム 登場 の 初期 に は , 
「FAX モ デム を 買え ば FAX は 不要 」 
と いう 誤解 が あっ た 。 

し か し , 実際 に 普通 の FAX 装置 
の 代用 に 使 お うと する と , いつ 送 
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られ て くる か わか ら な い FAX の た 
め に , パパ ソコ ン を 常時 待機 きせ て 
いな けれ ば な ら な いと か , 所 診 , 
紙 に 打ち 出さ な いと 用 を な さ な い 
と いう こと が 理解 され は じ め , FAX 
モデ ム は (特殊 な 用 途 を 除い て は ), 
送信 専用 と いう 認識 が 定着 し つつ 
ある 。 

現在 , 米国 で は FAX モデ ム の 最 
も 有効 な 利用 法 も 理解 され , 電子 
メー ル ,。 普通 の FAX 装置 , そし て 
FAX モデ ム が 合理 的 に 使い 分 けら 
れ て いる 。 そ の 中 で も 特徴 的 な の 
が FAX メー ル で , 多数 の 人 に 安い 
コス ト で メッ セー ジ を 届け る の に 
最も 適し て いる の が 認め られ , デ 
ー タ ベー ス 型 の FAX メー ル ソ フ ト 
も 登場 し つつ ある 。 

FAX モデ ム を よく 利用 する 人 に 
は CLASS 1 , 2 の モデ ム で は 不 都 
合 が お き て き て いる 。 多く の 相手 
に FAX を 送っ て いる 間 。 パソ コン 
が 事実 上 使 を な く な る こと が 問題 
視 さ れ て いる 。 ま た , 国際 FAX な 
ど 時 間 指定 送信 する 場合 も パソ コ 
ン の 電源 が 落と せな か っ た り , 現 
在 送信 中 の 場合 は 別 の 場所 に 送る 
FAX 登録 が で き な い の が あわ せ て 
問題 と し て 認識 され だ し た 。 

この よう な 状況 下 で イン テル が 


IBM-PC の 拡張 スロ ッ ト に 挿入 す 
る メモ リーFAX モ デム を 登場 させ 
だ 。 いわ ば EAX ア クセ ラレー タ な 
の か も し れ な い が , パソ コン の 電 
源 を 落と せな い 点 や トー タル 的 な 
ネッ トウ ェ ア と し て 捉え る と , 高 
価 な メモ リー を た だ これ だ け の た 
め に 使う の は も っ た いな い 気 も す 
る 。 

話し が 少し 横道 に それ た が , 米 
国 の 状況 を よく 観察 する と 日 本 も 
同じ 道 を た どり そう だ 。 日 本 で は 
パパ ソコ ン の 電源 を 常時 入れ っ ぱな 
し に で きる 環境 は な く , また モデ 
ム 単 独 で FAX 送信 や 受信 を こなし 
て くれ る 機種 の 登場 が 期待 され て 
いる 。 

し か し , 実は 日 本 に は メモ リー 
を 持っ た FAX モデ ム が 2 つの メー 
カー か ら 発 売 さ れ て お り , この 点 
で は 米国 の 3 歩 後 を 追い か け て い 
る と 言わ れ 続け た モデ ム 業 界 も , 
や っ と 追い つき 追い 越 を うと し て 
いる と ころ が 出 て き て いる 。HAL 
研究 所 と ソニ ー の 製品 が それ だ が , 
モデ ム に 内 蔵 さ れ た メモ リー に FAX 
デー タ を 書き 込み , それ を 指定 さ 
れ た 複数 の 宛先 に 同 報 送信 する こ 
と が で きる 。 

これ か ら の こと を 考え る と , メ 


モリ ー 送 信 が も だ た ら す メリ ッ ト は 
大 きく ,FAX モ デム で CLASS 1 や 
2 の 違い が 利用 者 側 に は 何 の メ リ 
ッ ト を も た ら さ な い の と 異な り , 

5 ペー ジ 程 度 の FAX を 10 か 所 に 送 
る と 1 時間 以上 パソ コン が 使え な 
(凍ら て し まう こと も な か なくなり 、 

また 遠方 へ の FAX 送信 な ら 時 間 指 
定 す る こと に より 通信 費 も 安く で 
きる 。 

日 本 に は こう し た イ テ リ ジェ ン 
ト な FAX モデ ム が ある の で 将来 は 
楽し み で ある 。 や や ハー ド 先 行 の 
感 は ある が これ ら の メモ リーFAX 
モデ ム を サポ ー ト し た 良い ソフ ト 
が 数 多く 出る こと を 期待 し た い 。 


FAX モデ ム の 動作 


前 述 の よう に FAX モデ ム が 処理 
する 内 容 は 大 きく 分 け て 2 つ あ る 。 
ー つ が T30 の 処理 で FAX を 送り た 
い 相手 を 呼び 出し た 後 ,300 ボ ー の 
速度 で お 互い に 名 乗り 合い 相互 の 
FAX の 素性 を 調べ る 。 

次 に お 互い が 認識 で きる 最高 束 
度 か ら 試 験 送信 を 開始 し 回 線 の 品 
質 を 確認 する 。 も し 品質 が 悪く デ 
ー タ を 取り こぼす よう な ら 少 し ず 
つ 速 度 を 下げ な が ら 通 信 に 障害 の 


SF/SNDFAX 等 n バイ ト ( 主 に 製品 ID) | 
0(30h)/1(31h) エバ イト (DE077 人 2 
0(30h)/1(31h)/2(32h) ユエ ク 407 無 着 限 5584) 1 

1 ページ 目 ア デー タ EOL/LINE DATA/EOL………・! 【 表 2】 
RTC 0hX4/EOL/EOL/EOL/0hX4。 ! 「AX フ ァイル 


PMP が 一 写 本 
NN mn の 日 デュ 


・ 移 司 き 


最終 ペー ジジ データ 





RTC 


34 エレ と レグ トロ ニク スラ イフ 


無い 最高 速度 を 判断 する 。 こ れ を 
俗 に トレ ー ニ ング と 言い , その 結 
未 に より 速度 を 落と し て いく こと 
を フォ ー ル バッ ク す る と 言う 。 

CLASS 1 で は NSF, DIS な どい 
ちい ち ス テッ プ ご と に タイ ミン グ 
を 取り な が ら パ ソコ ン 側 で 画 デ ー 
タ を 送っ て よい と ころ まで お 騰 立 
て し な けれ ば な ら な い 。「CLASS 
1, 2 対応 モデ ム 」 の 項目 で も 触 
4 た が CLASS 1 で 人 は この よう な 
重い 処理 を パソ コン 側 で や ら な け 
れ ば な ら な い の で , バッ ク グ ラウ 
ンド 操作 を させ る FAX ソフ ト で は 
負荷 の 大 きい 中 で の 作業 と な り 技 
術 的 に も 難し く , また バグ の 要因 
に も な っ て くる 。 Windows で 動く 
FAX ソフ ト で も 機種 互換 性 は 無い 
と 思っ た ほう が よく , IBM 三 換 機 
以外 で は 海外 ソフ ト の 移植 版 は 使 
えな い 。 

こう し た 面 で は CLASS 2 の ほう 
が 楽 で , A エ コマ ンド の 拡張 (AT 二 
F の 実行 ) で モデ ム の モー ド を FAX 
に 切り 替え ATD で ダイ ヤル し , 
FAX の CONNECT が 戻っ た ら 
HM 加 工 さ れ た FAX デー タ を モデ 
ム に アッ プロ ー ド すれ ば 簡単 に FAX 
を 送る こと が で きる 。 





FAX ファ イル の 
フォ ー マ ッ ト 

FAX モデ ム で は パソ コン を 操作 
し プリ ンタ で 打ち 出す イメ ー ジ そ 
の まま 相手 の FAX に 出力 する よう 
な 使い 方 に な る 。 い わ ゆ る プリ ン 
タタ エミュレーション で A4 の 場合 横 
1 ライ ン に 1728 ド ッ ト , 縦 1 mm に 
ファ イン で 7.7 本 の 解像度 を 持つ 
200dpi の プリ ンタ と し て 扱う 。 

この 範囲 に 画像 デー タ 展開 し , 
1 行 ご ど と に HM( モ デフ ァ イ ド ・ ホ 
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フフ マン) 圧縮 し て いく 。 こ の 圧縮 形 
式 は 次 に 詳し く 説 明 す る が , FAX 
ファ イル の 頭 に は いく つか の 制御 
デー タ も 埋め 込ま れ て いる 。 

FAX ソフ ト で 画 デ ー タ を FAX フ 
ァイル に 変換 し , その 中 身 を 調べ 
て みる と , 一 般 に は 表 2 の よう に 
な っ て いる 。 


①ID 識 別 

ファ イル の 先頭 バイ ト に アス 
キー で FAX ソフ ト の ID な ど が 書き 
込ま れ て いる 。 ほ か の ソフ ト で 変 
換 し た FAX ファ イル を 送る こと が 
で き な い の は , その ID が 異な る た 
めで ある 。STARFAX の 場合 は , 
SF と 記述 され て いる 。 


② リ ゾル ーション 

n バイ ト 目 の コー ド が リゾ リュ 
ーション (解像度 ) を 規定 する 。 ア 
スキ ー の 1 が ファ イン で ゼロ は ノ 
ー マ ル を 選択 する 。 パ パソ コン FAX 
で は ほとん どの 場合 , 
ン を 使う 。 


1 の アァ イオ 


③ 最 大 記録 長 

綻 方 向 の 記録 長 で , アス キー の 
ゼロ が A4, 1 が 無制限 ,。 2 が B4 を 
示す 。 通常 , ほ と ん どの 場合 A4 を 
指定 する 。B4 は 正確 な B4 サ イズ を 
意味 せ ず , 単に 縦 方 向 が B4 と 同じ 
長 さ に な る 。 


(《⑯FAX デ ー タ 

A4 サ イズ の FAX デー タ は, 1 ラ 
イン ( 横 方 向 ) が 1728 ド ッ ト で, 縦 
メー マル 生 王 まで さり 23.25 林 、 
ファ イン で 7.7 本 の 解像度 を 持つ 。 

FAX デー タ に は 1 ライ ン の 先頭 
に EOL( ラ イン 終端 符号 ) を 付加 
し 炎 に AX デー み 。 そし て FAX 
デー タ の 1 ライ ン の 終わ り に は EOL 
を 付加 する 。 つ まり , 1 ライ ン の 
デー タ の 前 後 は EOL が な けれ ば な 
ら な い ( 表 3)。 

FAX デー タ は ビッ ト 単 位 だ が , 
パソ コン で 扱う 場合 は バイ ト 単 位 
が 便利 な の で バイ ト 単 位 で 扱う 。 
そ て そのため, EOL や RTC な どの 符号 
は バイ ト 単 位 の 切れ 目 か ら 始 ま ら 










バイ ト 単 位 リ 





00000000 


な けれ ば な ら な い 。 ま た だ た 。 バ イト 
単位 な の で 余っ た ビッ ト は ゼロ で 
埋め な けれ ば な ら な い 。 


次 に 例 と し て , 
合 を 示す ( 表 4)。 


1 ライ ン 白 の 場 


⑤ 改 ペー ジ デ ー タ 

ライ ン 終 端 符号 で ある EOL を 2 
個 以上 連続 で 送出 し た 場合 は , 改 
ペー ジ の た め の 制 御 復帰 信号 
(RTC) と 見なす 。 た だ し , RTC の 
前 後に は 0 h が 連続 4 バイ ト 以 上 な 
けれ ば な ら な い 場 合 も ある 。 


FAX メソ フト の 種類 
と 現状 


FAX ソフ ト は 使用 する PC に よ 
り , DOS 版 , Windows 版 , MAC 版 
と 事実 上 3 つ に 大 別 で きる 。 


①DOS 版 

現状 入手 で きる の は PC-98 用 が 
は ほとんど で ある 。 ク ラス 1 機種 汎 
用 の STARFAX や ソニ ー の SMD 専 
用 の SMD-TALK が ある 。 DOS 版 
は , 実績 も あり 動作 が 安定 し て い 
る 。 


②Windows 版 

Windows 版 な ら IBM-PC で も 
PC-98 で も ある い は 他 機 種 で も 動作 
する は ず と 思う の だ が 残念 な が ら 
そう で は な い 。「MS-DOS が 初め て 
登場 し た と き に , これ で 16 ビ ッ ト 
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ビッ ト 分 解 |00000000:00010100 ! 11011001 ! 10101000 


9Bh : 







日 0 


パソ コン は , メー カー 問わ ず 同 一 
の ソフ ト を 動か せる 」 と いう 誤解 
が あっ た が Windows で も 同じ こと 
を 繰り 返 そ を うと し て いる 。 
MS-DOS で 外部 記録 フォ ー マ ッ 
ト (ディスク ) の 互換 . テキ スト ま 


で の 画面 互換 が 達成 され た 。 Win- 


dows で は グラ フィ ックス と プリ ン 
タ の 互換 が 達成 され た と 思っ て よ 
い 。 つまり, それ 以外 は 問題 の あ 
る 部 分 も ある 。 特に RS-232C に 対 
する 対応 は きわ め て お 粗末 で , MS 
-DOS と 同じ く 「Windows for PC 
98」 と か 「Windows for IBM」 と 
いう よう に な る だ ろう 。 

WinFax, BitFax, SUPER 
FAX な ど プ リン タ ド ライ バボ 形式 の 
海外 製 ( ほ と ん ど と 米国 )FAX ソ フト 
が よく 知ら れ て いる が , IBM で は 
動く が , PC-98 用 で な いと 完全 に は 
動か な い 。 多数 の 宛先 に 送る 同 報 
送信 や 時 間 指定 送信 な ど , バッ ク 
グラ ウン ド 動 作 さ せる 場合 は 表 の 
ププ リ ケ ー シ ジョ シン を ハシ ジグ アッ プ 
させ る 場合 も ある 。 


③MAC 版 

OS が 7 に な っ て か ら コ ミュ ニケ 
ツー ル ・ キ ッ ト の 提供 
も ゃ あり, 日 本 人 提供 の ソフ ト も 続々 
と 登場 する よう に な る だ ろう 。 現 
在 あ る の は FAX-STAFF な ど プ リ 
ンタ ドラ イ バ 型 の FAX ソフ ト で , 
CLASS1, 2 を サポ ー ト し て いる 。 


ーション ・ 


「 15h | で 7- タ は 下位 E" ッ ト か ら 使 用 


EOL( ぅ 1 ッ 終 端 符号 ) 


日 1728(MAKEUP 符 号 ) 


【 表 4 】 
1 ライ ン 白 の 場合 









(TERMINATE 符 号 ) 











0 で 埋め た 余り ビッ ト 





10 月 に は メモ リー モデ ム を サポ 
ー ト し た FAX ソフ ト の 登場 も 予想 
され , そう な れ ば 同 報 送 信 で も PC 
の 速度 を 落と すこ と も な く , また 
時 間 指定 送信 で も PC の 電源 を 切っ 
て 帰れ る 。 


ッ パパ ソコ ン 通 信 か ら ス ター ト し た 
デー タモ デム は , FAX の 変 復調 器 
を デー タ 通 信用 変 復調 器 と 一 体 化 
させ CLASS 1 規格 の FAX モデ ム 
を 登場 させ た 。 や が て その 動き は 
T30 の 処理 を パソ コン か ら 解 放 し, 
MH 圧 縮 し た 画 デ ー タ を 扱う だ け で 
FAX の 送受 信 が で きる CLASS 2 
に な っ た 。 次 の ステ ー ジ で は 。 フ パ 
ソコ ン が 完全 に 解放 され る メモ リ 
ーFAX モ デム が 業界 の 主流 に な 
る 。 し か し ハー ド 先 行 で ソフ ト の 
充実 が いま 最も 望ま れる と ころ で 
ある 。 

これ ら の 動き は , 一 種 の マル チ 
メデ ィ ア 化 で 将来 は さら に 別種 の 
イン ダフ ェ ー ス も 民 り 込 も うと し 
て いる 。 その 最 有力 候補 は 音声 録 
音 再 生 機 能 で , 電子 メー ル , FAX 
メー ル , ボイス メー ル へ と 発展 し 
を Mb を も まう 。 


エレ ング トロ ニク スラ イプ フ 








9 メー カー の 


コン セプト こと は 


① 
プイ ゾ ソ 


上 田 順 衝 


今年 の 春 か ら ア イワ は ファ ッ ク 
ス の 送信 , 受信 機能 が 付い た FAX 
モデ ム を 4 機種 発売 し まし た 。 ど 
の 機種 も た い へ ん 評判 が よく 多く 
の 方 々 に ご 愛用 いた だ いて お り , 
これ か ら ま すま す 普 及 す る 方 向 に 
あり ます 。 こ の ファ ックス 機能 に 
つい て 筒 単に 解説 を し て 内 容 を 知 
っ て い だ た だ き , アイ ワ の FAX モデ 
ム の 便利 な 機能 を より 多く の 皆 さ 
ま に 広 く ご 利用 いた だ きた いと 思 
いま すず 。 

電話 回 線 を 使用 し た 通信 に は , 
モデ ム を 使用 し た デー タ 通 信 の ほ 
か に , だ い へ ん ポピュラー で ある 
ファ ックス 通信 が あり ます 。 ファ 
ックス は , 紙 に 書か れ た 文字 や 画 
像 を 簡単 に 送る こと が で きる 大 変 
便利 な 通信 手段 で す 。 フ ァ ク シミ 
リマ シン どう し の 通信 と し て 全 世 
究 的 に 普及 し て お り , 今 で は 少な 
く 見 積 っ て も 2,000 万 台 以 上 が 設置 
され て いて , オフ ィ ス や ホテ ル な 
ど で は 100% に 近い 普及 率 で , これ 
か ら 家 庭 用 の 普及 が 見 込ま れ ま す 。 


| FAX モデ ム の 誕生 、 


パソ コン か ら の 情報 を 既存 の 
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FAX マシ ン に 直接 送り 出し , また 
受け 取る た め に FAX モデ ム が 誕生 

し 活 も し 人間 。 

FAX マシ ン の 中 に も モデ ム が あ 
り ま す 。 デ ー タ 通信 用 の モデ ム に 
ファ ックス 機能 を 追加 する こと は , 
構成 が た い へ ん 似通っ て いる こと 
か ら , は ほとんど コス ト が 掛か ら な 
いで 機能 追加 が で きる と い 3 特 徴 
が あり ます 。 

FAX モデ ム の 通信 は , 図 1 の よ 
う に デー タ 通 信 は も ちろ ん , 一 般 
の FAX マシ ン と 直接 通信 が で きま 
す 。 

パソ コン で 作っ た ワー プロ の デ 
ー タ や 図画 を プリ ンタ を 使っ て 紙 
に 打ち 出す 必要 が な く , 直接 FAX 
モデ ム を 通し て 相手 の ファ クシ ミ 
リマ シン に 送り 付け る こと が で き 
ま : が 。 

同様 に , 先方 か ら の ファ ックス 
を 受け 取る こと も 可能 で ディ スプ 
レー で 見 だ た り 。 プ リン タ に 打ち 出 
すこ と 名 な で きる の で ず 。 
携帯 用 の 小型 の FAX モデ ム を 持 
っ て 行け ば , 旅行 先 か ら ノ ー ト プ 
ッ ク パ ソコ ン で 作っ た ワー プロ の 
文 草 を ブリ ンタ 無し で 直接 本 社 な 
と ど に 送り 付け る こと が で きま す 。 
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だ たい へ ん 身軽 に 旅行 が で きま すし , 
プリ ンタ に 打ち 出し た 以上 に きれ 
いな 文字 を 相手 の ファ ックス に 送 
る こと が で きる の で , その 効果 も 
のせ 


ファ ックス の 長所 


ファ ックス の 良い と ころ は , FAX 

モデ ム 側 か ら み る と , 

① リ モー ト プ リ ンタ と し て 使え る 
( 全 世 界 の FAX2.000 万 台 と 接 
続 が 可能 ) 

② 時 間 を 選ば ずい つも 待機 状態 に 
な っ て いる 

③ 機 種 を 選ば な い の で どこ の ファ 
ックス と も 送受 で きる 

④ 鮮 明 な 文字 が 送れ る (ディ ジタル 
情報 が ドッ ト で 送れ る た め ) 
この よう な 点 が FAX モデ ム 側 か 

ら 見 た 通信 相手 と し て の 一 般 フ ァ 

ックス の 大 き な 利 点 で す 。 


EIA578 規 格 


1991 年 ご ろか ら USA で 急速 に フ 


ァ ッ クス 付き の モデ ム が 普及 し 始 
0 まし た 。 こ 札 は FAXX モ デム を ア 
メリ カ の EIA で 取り 上 げ 標 準 化 の 
方 向 を 目指 し ,EIA-578 と し て 統一 
規格 を 制定 し た か ら で す 。 

統一 化 さ れる こと に より 急速 に 
市 場 が 大 きく な っ た の で す 。 ア イ 
ワ の FAX モデ ム も , この EIA578 に 
准 拠 し て いま す 。 

EIA578 は , 次 の こと が 基本 に な 
ら 和 お り ま す 。 

* RS-232C と シリ アル ポー ト で ファ 
ックス データ を 送る 。 
*※ ド AX モデ ム の 制御 を AT コマ ンド 

の 拡張 で 定義 。 

* ま FAX モデ ム と ファ ックス 通信 ソ 
プア ャ ツウ ュ ア で 送受 を 行う 。 

だ い へ ん 当 だ り 前 の こと の よう 
で す が , 統一 し て 各社 が 同じ 規定 
を 守る こと は た い へ ん 重要 な こと 
な の で す 。 


NEC パ ソコ ン へ の 対応 





NEC の ある 機種 で は , FAX モデ 
ム が 使用 で き な い と いう 問題 が あ 






FAX 通信 ソノ フト 
DATA 通 信 ソ フト 





プア ツモ デカ 
【 図 1】 
FAX モデ ム の 
通信 相手 


ee 
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り まし た 。 EIA578 規 格 で , パパ ソコ 
ン と の イン タフ ェ エ ス は 。, RS-232 
C と 規定 され て お り ま す 。 フ ァ ッ ク 
ス 通 信 を 行う と き RS-232C の スピ 
ー ド は 19,200bps に 設定 する こと が 
必要 で す 。 

NEC の パソ コン は , クロ ッ ク 有 周 
波数 が 8MHz 系 と 10MHz 系 の 2 種 
類 が あり ます 。8MHz 系 で は , 分 周 
比 の 関係 か ら こ の 19,200bps に セッ 

ト す る こと が で き な い の で , この 
まま で は 通信 が 不可 能 で す 。 

対応 東 と し て , アイ ワ の モデ ム 
で は 8MHz 系 の パソ コン の 場合 , 分 
周 比 か ら 得 られ る 一 番 近 い 値 の 20, 
800bps を 使用 する 方 法 で 解決 し て 
いま す 。 
① 通 信 ソ フト ウェ ア で , パソ コン 

の クロ ッ ク 周 波数 を 調査 
②8MHz 系 の 場合 モデ ム に 状況 を 

知ら せる 
③RS-232C の スピ ー ド を 20,800bps 

に 設定 
〈④ フ ァ ッ クス 通信 開始 

上 記 の よう な 手順 に て 8MHz, 10 
MHz 変わ りな く 通 信 が で きる よう 
に な っ て いま す 。 


美しい ファ ックス 画像 


ファ ックス の 分 解 能 は , ノー マ 
ルモード で 3.85 本 / 1 mn で あり , 
ファ イン モー ド で さら に 2 倍 の 値 
を 持っ て いま す 。 FAX モデ ム で パ 
ソコ ン の ワー プロ な どの 情報 を 送 
る 場合 、 こ の ファ イン ピッ チ を 有 
効 に 利用 し て た い へ ん 美しい 画像 
を 相手 に 届け る こと が で きま す 。 

これ は , ファ ックス の ドッ ト に 
合わ せ て パソ コン 情報 を 割り 付け 
送り 出し て いる か ら で す 。 

通常 , FAX マシ ン で は 紙 に 書か 
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れ た 白黒 の 情報 を イメ ー ジ セン サ 
で 読み 取り , 信号 処理 を し て 電話 
回 線 に 送り 出し て いま す 。 イ メー 
ジ セ ン サ で 読み 取る 場合 に 画像 を 
ドッ ト 単 位 に 変換 する た め の 変 換 
誤差 が 発生 し , 特に 横 方 向 の 線 で 
ギザ ギザ に な りや すい 傾向 が あり 
ます 。 こ れ は 文字 な ど で も 同様 に 
品位 を 落と す 傾 向 に あり ます が , 
FAX モデ ム で は この 現象 は 発生 し 
ませ ん ( 図 2 参照 )。 





モデ ム と ファ ックス の 
切り 替え 

EIA の 規格 の 項 に ある よう に , フ 
ァ ッ クス 部 分 の 操作 は , ヘイ ズ 社 
の AT コマ ンド に ファ ックス 機能 設 
定 用 の 拡張 コマ ンド が 追加 され 使 
用 され て いま す 。 ファッ クス 用 の 
コマ ンド は , 大 きく 分 類する と 4 
つ あ り ま す 。 
①DATA と FAX の 切り 替え 
②FAX の 送信 デー タ 速度 設 定 
③FAX の 受信 デー タ 速度 設 定 
(《④⑥ フ レー ム 間 待機 時 間 の 設定 

これ ら の コマ ンド は , ファ ッ ク 
ス 通 信 ソ フト ウェ ア の 中 で 既に 組 
み 込 まれ 構成 され て いる の で , 直 
接 ユ ー ザ ー が 扱う 必要 は あり ませ 
ん 。 


特徴 の ある 
ファ ックス ソフ ト 


FAX モデ ム の 機能 を 有効 に 利用 
する た め に , ファ ックス ソフ トウ 
ェ ア が 用 意 き さき れ て いま す 。 

アイ ワ で は 7 月 より 高 機能 で 使 
いや すい メガ ソフ ト 社 の STAR 
FAX for AIWA の 添付 サー ビス 
を 始め て お り ま す 。 機能 表 は 図 3 
に 示し ます 。 こ の 中 か ら と 代表 的 な 
機能 を 説明 いた し ます 。 








@ プ リン タタ エミュレータ 機能 

一 太郎 , 松 な どの ワー ド プ ロ セ 
ッ サ で 作成 し た ファ イル を プリ ン 
タ エ ミ ュ レ ー ク を 通す こと に よっ 
て , 野 線 や 特殊 な 記号 な ど が ファ 
ックス 用 に 変換 され 送信 用 ファ イ 
ル が 作成 され ます 。 プ リン タ で 打 
ち 出 し た 場合 と 同等 の 画面 で ファ 


ックス に 送り 出す こと が で きま す 。 
@ 同 報 通信 機能 

会 議 の 開催 案内 な ど 同 じ 内 容 を 
復 数 の 指定 し た 宛先 に 自動 送信 が 
で きま すず す 。 

@ イ メー ジ デ ー タ 送信 機能 

イメ ー ジ スキ ャ ナ か ら 読 み 込ん 
だ デー タ を ファ ックス 信号 に 変換 


AIWA_ FAX MODEM & STARFAX FOR AIWA 


FAXMODEM: PV 一 AF144V5 ー ATWA 


ファ ックス モデ ム の 送受 信 テ スト で す 。 こ の 原稿 は 内 ジ ャ スト シス テム 
社 の 一 太郎 の ワー プロ に て 作成 し た も の を メガ ソフ ト 社 の スタ ー フ ァ ッ 
クス の プリ ンタ ー エ ミレ ー タ に て 処理 し て 送信 、NEC の ファ ックス マ 
ン ン SPEAX に て 受信 し た も の で す 。 


①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑮⑲⑳⑩ 1 I IMVMMWIKX 
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【 図 2 (4)】 FAX モデ ム の 送信 結果 


エレ クト ロニ グ クス ラプ イフ 


し て 送り 出す こと が で きま す 。 ま 
だ , 作画 ソフ トウ ェ ア な ど で 作 成 
し イメ ーー ザイ MM 吉 扱う こと が 
可能 で す 。 

@ 電話 帳 機能 

一 項目 の 電話 帳 の 内 容 は FAX 番 
写 , 名 称 , 氏名 。 な ど フ ァ ッ クス 
電話 番号 十 5 項目 の メモ で 構成 さ 


れ て いま す 。 トータル 1 万 件 の 記 


録 が 可能 で す 。 こ の 内 容 は , 表紙 
に 付け る 送付 案内 や 複数 の 送信 相 
手先 を 指定 する 場合 な ど に 利用 で 
きま す 。 

@ フ ァ ッ クス 受信 機能 

相手 か ら の ファ ックス を 受信 し 
た 場合 、 フ ロッ ピー や ハー ド デ ィ 








AIWA FAX MODEM & STARFAX FOR AIWA 


FAXMODEM: PV ソーAF144V5 - 一 一 AIiWA 

ファ ックス モテ ム の 送受 信 テ スト で すこ の 原稿 は 失 ジ ャ スト シス テム 
社 の 一 太 記 の ワー プロ に て 作成 し た も の を メガ ソフ ト 社 の スタ ー フ ァ ッ 
グ クス の プリ ンタ ー エ ミレ ー タ に て 処理 し て 送信 、NEC の ファ ックス マ 


シン ン SPEAX に て 受信 し た も の で す 。 


(①②⑤⑨② の ②@⑥②⑦⑧⑨⑩⑪⑩⑫⑤⑭⑮⑩⑯⑰⑱⑲⑳ I IMVMMWWX や 


テア 仙 し を 狗 入 補 介し 平 人 培 訪 ancnkmmgkgcomy 





【 図 2(b)】 従来 ファ ックス の 送受 結果 (ノー マル モー ド ) 横 方 向 の ライ ン で ギザ ギザ が 出る 


Sep. 7993? イ 』 


スク 上 に 受信 デー タ の ファ イル が 
作成 され ます 。 こ の ファ イル は 画 アイ ワ の FAX モデ ム 
面 に 表示 し た り , プリ ンタ に 打ち  ! 4 機種 の 概要 


出す こと が で きま す 。 1 ペー ジ の 現在 発売 中 の 機種 と 。 お の お の 
デー タ 量 は 約 50KB で す 。 の 特徴 は 下記 の と お り で す 。 


ソフ ト 名 : STARFAX for AIWA (メガ ソフ ト 線 ) 
NEC PC98 パ ソコ ン 用 FAX ソフ トウ ェ ア 


メガ ソフ ト 帆 


手書き 原稿 、 図 形 を スキ ャ ナー で 読み 取り 

填 送信 可能 

メニ ュー 画面 か ら 必要 な 操作 が 行え る 
ワー プロ 等 77 消 - 光 7 ト か ら 直 接 FAX 送 信 可 能 

"loosean 

oz 

- ファ ックス ファ イル 受信 し た ファ ックス の デー タフ ァイル 


同 報 通信 電話 帳 件 数 同じ 原稿 を 複数 の 宛先 に 送信 
時 刻 脂 定 送信 指定 し た 時 刻 に 相手 先 に 送信 


ファ イル 名 の 違う 複数 ファ イル を 同時 送信 
送付 案内 送信 時 に 内 容 を 編集 作成 可能 
ョ 先方 か ら の FAX を 自動 受信 ファ イル 作成 


手動 受信 電話 機 で 確認 後 切り 換え て FAX 受信 


表示 、 印 刷 機能 受信 原稿 を 表示 、 印 刷 が 可能 


登録 可能 件 数 10.000 件 | FAX 番号 、 名 前 、 メ モ 等 の 登録 が 出来 る 
複数 の 電話 帳 管理 目的 別に 電話 帳 を 作成 で きる 


一 太郎 Ver3 プリ ンタ ー エ ミュ レー ター の 機能 の 動作 を 
ご Ver4 ソフ トメ ー カ ー が 確認 済み の 市 販 ソ フト 
人 
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【 図 3 】 
ファ ックス 通信 
ソフ ト 機 能 一 覧 


エレ クト ロニ クス ライプ フ 


信 PV-AF144V5 

〒64,800 

V.32bis 14,400bps 超 高速 モデ 
ム と V.17 14,400bps 高 速 フ ァ ッ ク 
ス 機 能 搭載 , AT Hayes コ マン 
ド 十 V.25bis 同 期 非同期 モー ド 対 
応 , LCD 大 型 表 示 器 付き で , 動作 
状態 が 確認 で きる 小型 高速 モデ ム 
信じ V-AFZ4V5 

ぎ \29,800 

V.22bis 2,400bps モデ ム 部 十 
V.29bis 9,600bps フ ァ ッ クス 機能 
搭 載 , モデ ム の 動作 状態 が ひと 目 
で わか る LCD 大 型 表 示 器 付き , ス 
イッ チン グ 電 源 搭 載 小型 ボッ クス 
モ ゲ ム 







<《2,400bps モ デム 
PV-AF2Z4V5> 


、 WOaL ロ と OMM 
人 ン 1 の やこ あッ シッ 11 ン に 1 


〈2,.400bps モ デム 
PV-CNF24> 


ぐ ep. 7992? 


@V-AFZ4 

ぎ 26,800 

電池 動作 可能 な 小型 軽量 ポケ ッ 
ト サ イ ズ FAX モ デム , V .22bis モ デ 
ム 部 十 V.29 フ ァ ッ クス 機能 搭載 , 
MNP-10 移 動体 通信 用 プロ トコ ル 
採用 単 3 アル カリ 電池 に て 8 時 
間 動 作 可 能 , AC ア ダ プ タ 付 き 
@PV-CNF4 

ぎ 〒39,.800 

PC98 ノ ー ト 用 カー ド 型 FAX モデ 
ム , V.22bis モ デム 部 十 V.29bis 
9.600bps フ ァ ッ クス 部 搭載 ,8MHz 
系 クロ ッ ク に も ファ ックス 動作 対 
応 


<〈2.400bps ポ ケッ トモ デム 
PV-PF24〉 
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「 FAX モデ ム の 概要 ( 


FAX モデ ム と は 


FAX モデ ム と は , 従来 の モデ ム 
の デー タ 通 信 機 能 に 加え , PC 上 で 
作成 し た 文章 ・ グ ラフ ィ ッ クス な 
ど を 電話 回 線 を 通じ し て FAX へ 送信 
する 機能 を 持っ た モデ ム の こと で 
ある 。FAX 自 体 が 半 二 重 モ デム を 
搭載 し , デー タ 通 信 を 行っ て いる 
だ め , 通常 の モデ ム が FAX の 変 復 
調 機能 (V.29, V.27ter な ど ) を 搭 
載 し , FAX モデ ム へ と 進化 し た の 
は 当然 の 成り ゆき と いえ る 。 

EIA で PC と FAX を 接続 する た め 
の イン タフ ェ ー ス 標準 が 規格 化 さ 
れ た あと , 多数 の FAX モデ ム の 製 
品 化 が 行わ れ て いる 。 


サー ビス クラ ス 


EIA に よる PC と FAX モデ ム 間 の 
標準 に は , 現在 CLASS 1 と CLA 
SS 2 が あり , いずれ も AT コマ ンド 
を 拡張 し た AT 二 FE 〇 〇 と いう コマ ン 
ド を 使用 する 。CLASS 3 と いう 標 
準 も 検討 され て いる が , 現在 は 規 
格 化 に 至っ て いな い 。 

答 ク ラス の 違い は , G3FAX 機 能 
(CCITT 性 康 80) を PC 
(DTE), また は FAX モデ ム (DCE) 
の どちら で 実現 する か の 違い で あ 
り , クラ ス が 上 が る ほど FAX モデ 
ム 側 の 負担 が 大 きく な る 。 

CLASS 1 で は , PC 側が FAX 送 
受信 に 関し て ほとん どの 手順 を サ 


⑧ 
ゴ オペ ウロン 


関 健彦 


ボー ト す る 。 そ の た め , CPU 速度 
や OS の 影響 を 受け や すい と いう 問 
題 が ある 。 ま た だ , 当然 アプ リ ケ ー 
ショ ン 開 発 は , CLASS 2 対応 の ほ 
う が 負 術 が 少な い 。 将来 的 に は 
CLASS 2 , また は 3 が 一 般 的 に な 
る と 考え られ る が , 通常 の FAX 送 
受信 に 関し て は , CLASS 1 で も 同 
じ こ と が 実現 で きる 。 


リオ Ap の FAX モテ ム 
に 対す る 考え 方 


FAX 通信 アプ リケーション 


多く の FAX モデ ム が 発売 され は 
じ め た 今年 の 4 月 ご ろ ま で は , 市 
場 に 流通 し て いる FAX 通信 アプ リ 
ダー まめ が は と ん ど な か っ た 。 
その た めか 既存 の FAX モデ ム で 
は , FAX 通信 アプ リケーション を 
バン ドル し て 発売 し て いる 例 が 多 
い 。 

MD96XL10V で も 市 場 を 喚起 す 
る 必要 か ら FAX 通 信 ア プリ ケー シ 
ョ ン を バン ドル し て 発売 し て いる 
が , 基本 的 に は アプ リケーション 
は ,。 アプ リケーション メー カー に 
任せ ハー ドウ ェ ア を 市 場 に 供給 し 
て いき だ いと 考え て ぃ る 。 


FAX モデ ム に 関す る 考え 方 


当社 で は , 300bps か ら ス ター ト 
し た モデ ム も 現在 で は 9,600, 
14.400bps と な っ て いる 。 形 状 も 多 
様 化 し ,。 エラ ー 訂 正 や デー タ 圧縮 
ゃ 実現 きれ パー ソナ ル ユ ー ス に 関 
し て は 機能 的 に は ほぼ 十分 な レベ 


エレ クト ロニ クス ラプ フ 


ル に 達し て いる 。 モデ ム の ハー ド 
ウェ ア 単体 で の 機能 アッ プ は 限界 
に 達し つつ あり , ソフ トウ ェ ア オ 
リエ ン テ ッ ド な 商品 へ の 転換 も 一 
方 で は 必要 で ある と 認識 し て いる 
FAX モデ ム は , その 転換 を 示唆 
する 初め て の 商品 で あり , この 商 
品 を 通じ し て アプ リケーション メー 
みか 一 と 較 携 を と り 。 ソ ラフ ト ・ ハ ー 
ド を 合わ せ た ト ー タ ルツ ソリ ュー ニシ 
ョ ン と し て ユー ザー に 失 供 で きる 
体制 を 整え る こと が 必要 で ある 。 


FAX モデ ム 普 及 の た め の 炒 件 


現在 の 日 本 の FAX モデ ム 市 場 
は , まさ に 立ち 上 が り 期 に あり 普 
及 の た め に は , 以下 の よう な 条件 
が 考え られ る 。 
① ア プリ ケー ショ ン 
@FAX 機 に 勝る 簡単 な FAX 送受 

信 ア プリ ケー ショ ン ソ フト ウェ 

ア の 創造 
@ バ パック グラ ンド で FAX 送受 信 処 

理 を 行う こと が で きる 環境 の 整 

備 
② 低 価格 化 
@FAX モ デム の 低 価 格 化 
@ パソ コン の 低 価格 化 高 機能 化 
③ 標 準 化 
@ 標準 化 に よる ソフ ト プ ハ ー ド ウ 

ェ ア メ ー カ ー が 完全 に 分 業 で き 

る 環境 整備 (標準 化 が 一 層 進 む 

こと に より 多く の アプ リ ケ ー シ 


【 図 1】 
MD96XL10V 
ブロ ッ ク 図 


ヾ Sep. 799? 


ョ ン メ ー カ ー, ハー ド メ ー カ ー 

が 独立 し て 参入 で き 市場 が 活性 

化す る ) 

現在 の 状況 は (マル チタ スク を 実 
現 で きる) Windows の 普 及 , 
CLASS 2 の 規格 化 な ど が あり , 
FAX モデ ム の 普及 に 関し て は 追い 
風 が ふい て いる と いう こと が で き 
る 。 


FAX モデ ム の 錠 後 


FAX モデ ム 自 体 は V.17, V. 
FAST へ の 高速 化 ,ECM へ の 対 
応 , FAX 通信 アプ リケーション へ 
の OCR 機能 搭載 な ど に よる 高 機能 
化 が 考え られ る 。 

大 き な ト レン ド と し て は , DATA 
モデ ムーEFEAX モ デム に 続き 音声 
(VOICE) と いう 方 向 が 考え られ 
る 。 音声 を 扱う よう に な る と , 一 
層 ノ ソフ トウ ェ ア オ リエ ン テ ィ ド な 
対応 が 必要 と な る 。 す で に モデ ム 
LSI に は 音声 を ハン ドリ ング する 機 
能 が 盛り 込ま れ て いる も の も ある 
が , 今 ま で 音声 を 扱っ て きた 家電 
製品 に 対し , 音声 の 加工 な どの 点 
で 十分 な 魅力 を 持っ た アプ リ ケ ー 
ショ ン が 出現 する 必要 が ある 。 





MD96XL10V の 
技術 的 ポイ ント 
MD96XL10V は , 当社 が 6 月 25 
日 より 発売 し て いる デー タ 通信 
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9,600bps, FAX 通信 9.600bps の 小 
型 AX モ デム で ある 。 


員 


以下 の よう な 点 を 考慮 し , 設計 , 


商品 化 を 行 の 。 Co 


ブロ ッ ク 図 を 図 1 に 示し て お く 。 


① 携 帯 可能 モデ ム 
MD96XL10V は , 当社 で は 初め 

て の 携帯 可能 な 9.600bps モ デム で 

ある 。 携帯 可能 モデ ム は 1,200pbs 

か ら ス ター ト , 現在 で は 2,400bps 

まで 商品 化し て お り , 2,400bps パ 

ー ソ ナル モデ ム 市 場 の 半分 近く を 

占め て いる と 見 られ る 。 
携帯 可能 モデ ム は , 実際 に 多数 

の ユー ザー が 携帯 し て 使用 し て い 

る と は 考え て いな い 。 一 般 的 に は 

ノー ト 型 パソ コン 同様 , 机上 スペ 

ー ス の 有効 活用 の 意味 を 持っ て い 

る と 思わ れる 。 その 意味 で , MD96 

XL10V の 形状 は 小型 で あり な が ら 

据置 も 考慮 し , さら に 縦 置き , 横 

赴き いずれ で も LED の 視認 性 が 良 

い 形 状 と し た 。 
高速 化 と 合わ せ 小 型 化 ( 低 消費 

電力 化 ) も モデ ム の 向かう 1 つの 方 

向 で ある 。 小型 化 の た め に 以下 の 

よう な 実施 策 を 取っ た 。 

@ 9 ビン DTE コネ クタ の 採用 
(た だ し , 変換 コネ クタ を 同 梱 し 
MAC や DOS/V 機 も 対応 ) 

@ 小型 ライ ント ラン ス の 採用 

@ LED も 含め た チッ プ 部 品 の 多用 
9,600bps の 携帯 可能 な デー タモ 

デム , FAX プア デー タモ デム は 現在 

国内 で も いく つか の メー カー か ら 

発売 され て お り , 今後 2.400bps の 

モデ ム と 同様 に 市 場 を 得 て い くも 

の と 考え られ る 。 

② 低 消費 電力 化 
携帯 型 の モデ ム を 考え る と き 間 

題 と な る の は , 消費 電力 で ある 。 

当社 の 2,400bps の 携帯 可能 デー タ 


モデ ム が 発売 され た 当初 , 006P 型 
マン ガン 乾電池 で 公称 1 時 間 の 連 
続 使用 が 可能 で あっ た 。 

今回 9.600bps モ デム を 開発 する 
に あたり , マン ガン 電池 の 連続 使 
用 時 間 の MIN 値 と し て 同様 1 時 間 
の 連続 使用 を 設定 し た 。 

モデ ム の 消費 電力 の うち 大 半 を 
占め る の が モデ ム LSI で ある 。 
MD96XL10V で は , 新しい 低 消 
費 電 力 タ イプ の モデ ム LSI を 使用 す 
る こと に よっ て 消費 電力 を 下げ る 
こと が 可能 に な っ だ た 。 ほ か に も フ 
ォ ト モス リレー の 使用 , LED の 電 
流 値 低減 (ケー ス 形 状 を 含め た 輝度 
確保 ) ,IC す べ て の CMOS 化 な ど で 
低 消費 電力 化 を 行っ た 。 近 い 将 来 , 
3.3V 駆 動 の モデ ム LSI の 出現 に よ 
り , さら に 低 消費 電力 化 が 実現 さ 
れる 。 
③MNP10 

エラ ー 訂 正 の 手順 で ある MNP ク 
ラス 10 を 搭載 し た 。MNP ク ラス 10 
は , 移動 体 通信 の よう な 品質 の 悪 
い 回 線 で の 通信 を 目的 と し た エラ 
ー 訂 正 手 順 で あり , 回 線 の 切断 , 
パパ フォ ー マ ン ス の 低下 な ど を 防ぐ 
も の で ある 。 基 本 的 な 動作 は , MNP 
通信 中 の パケ ッ ト サ イズ の 変更 と 
通信 速度 の 変更 で ある 。 そ の た め 
多く の 通信 速度 に 対応 し た 高速 モ 
デム ほど 有効 な 機能 と いう こと が 
て で きる 。 

実際 に NTT7 リ ンク 相当 の 非常 
に 品質 の 悪い 状況 で の 回 線 保持 に 
つい て 有効 で あり , 携帯 し て 移動 
体 通 信 に 使用 する , し な い に か か 
わら ず メ リッ ト が ある も の と 判断 
し て で ゆる 。 
(〈④①FAX ク ラス 1 

1 項目 の FAX モデ ム の 概要 の と 
ころ で 述べ だ た とおり, 今後 CLASS 


エレ ング トロ ニク スラ イプ ブフ 


2 が 主流 に な る と 思わ れる が が, 
MD96XL10V は CLASS 1 対応 で 
ある 。 開 発 時 点 で CLASS 2 は 規格 
化 さ れ て お ら ず , また 暫定 的 な 
CLASS 2 を 採用 する こと も で きた 
が , CLASS 2 規格 の 行方 が 明確 で 
な か っ た こと, 暫定 の 規格 を 採用 
する こと に より , 最終 的 に 市 場 の 
文 持 を 得 ら れ な い 可 能 性 が ある と 
考え た か ら で あ る 。 

結局 。 現時 点 で は 市 場 に 多く の 
暫定 CLASS 2 FAX モデ ム が 存在 
し て いる が , 対応 する FAX 通信 ソ 
フト も 多く の 暫定 , また は 独自 規 
格 が 存在 する 米国 の も の を 日 本 語 
化し た も の が 多数 で あり , 大 き な 
問題 と は な っ て いな い 。 
⑤PC9800 シ リー ズ 対 応 

国内 で FAX モデ ム を 商品 化す る 
と き に 最大 の 間 題 点 と な っ た の が 
この 点 で ある 。EIA の 標準 で は , 
FAX 通信 を 行う 場合 の PC-FAX 
モデ ム 間 の スピ ー ド を 19,200bps と 
し て いる が , PC9800 シ リー ズ の CPU 
クロ ッ ク 8MHz 系 で は その 速度 を 実 
現 で き な い 。 こ の 件 に 関し て は 
Rockwell 社 (モデ ム LSI メ ー カ ー) 
か ら 示 され ただ, RS-232C と と し て は 
標準 的 で な い 20,800bps と いう 速度 
に 対応 する こと で 解決 が 図ら れ て 
いる 。 現在 の 国内 FAX モデ ム の 多 
く が , その 方 式 を 使用 し て いる と 
思わ れる 。 

MD96FL10V で は 使用 し て いる 
MPU に , ク ロッ クジ ェ ネ レー タ が 
な い 。 その だ め , VCCI 対 策 は きつ 
く な る が , G/A の 空き を 使用 し た 
分 周 で 20,800bps に 対応 し て い ぃ る 。 

な お , FAX 通信 ソフ ト も 98 シ リ 
ー ズ に 対応 で きる も の を 標準 添付 
し て お り , 一 太郎 の よう な 市 販 の 
アプ リケーション ソフ ト で 作成 し 
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た 文書 を 相手 の FAX へ 送信 で きる 
機能 も ある 。 

最後 に 参考 に 今 ま で 述べ た 内 
容 を 表 と 図 に 示し て お く 。 

以上 , 筒 単 で ある が 当社 の FAX 
モデ ム の 考え 方 と 技術 ポイ ント に 
つい て 誌 だ た 。 






CLASS PC (DTE) FAX モデ ム (DCE) 規格 番号 
CLASS1 は 作 57 6 
30 
CLASS3 芽 . 4 
T. 930 


4 :G3FAX の 端末 特性 , 符号 化 方 式 
. 9 0 : FAX の 伝送 制御 手順 


〈 各 クラ ス の 概要 > 









デー タ 通 信 F AX 通信 






AT 二 FF コ マン ド 
モデ ム L SI 制御 ソフ ト 








人 FAX モモ デム ファームウェア 概 交 > 








〈 く モデ ム か ら 見 た 機能 トレ ンド > 


4Z 











日 本 の パソ コン FAX 
の 代名詞 STAHFAX 
STARFAX は , 日 本 の FAX モデ 
ム の 代名詞 的 存在 で あり , 1987 年 
に 初め て リリ ー ス され て いる 。 

初期 の STAREAX は , 「STAR 
FAX, MODEL20」,、「STAREFEAX 
MODEL7」 と いう PC-98 シ リー ズ 
の 拡張 スロ ッ ト に 挿入 する ボー ド 
タイ プ の パソ コン FAXX( 全 二 重 モ デ 
ム は 搭載 し て いな い ) で あり , ハー 
ド ワ ソ ェ ア だ ディ ベ ペ シ ド し た STAR 
FAX ソフ ト が 標準 添付 され て い 
る 。 

現在 も STARFAX シ リー ズ と し 
て ノー ドウ ヴ ウェ アメ メル プ トウ ツウ ェ ア を 
も ゎ も , 多く の 製品 が 発売 され て お り , 
STARFAX フ ァ ミ リー と も 言え る 
製品 衝 と な っ て いる 。 


」 ら 「AHFA メ シリ ー ズ 
の 特徴 


(1)STARFAX MODEL20 
PC-98 シ リー ズ の デス クト ッ プ タ 

イプ の 拡張 スロ ッ ト を 利用 する 内 

成 ボ ー ド タイ プ で あり , 現在 の 
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③ 
メガ ソジン ント 


内 海 徹 


STARFAX の 基礎 を 築い た モデ ル 
で ある 。 

開発 時 期 が 古い た め 全 二 重 モ デ 
ム は 搭載 し て いな い が , FAX の 送 
受信 と いう 点 で 考え る と 安定 性 バ 
ツ グ ン の モデ ル で ある 。 

現在 の STAREAX MODEL20 
に 付属 し て いる ソフ ト は , STAR 
FAX MODEL25 や STAR 
FAX9624 マ ル チ パ ッ ク に 添付 され 
て いる ソフ ト と は 異な る 古い タイ 
プ の も の だ が , 新しい タイ プ の ソ 
フト を 利用 する 場合 は , STAR 
FAX Ver2.1 を 別途 購入 すれ ば 新 
し い STARFAX と し て 使用 で き 
る あふ 

利用 で きる フォ ント は , 16 ド ッ 
ト お よび 24 ド ッ ト フ ォ ン ト だ が , 
一 太郎 な どの ソフ ト か ら 直 接 FAX 
を 送る 場合 は , 一 太郎 で 利用 で き 
る フォ ント が 使用 可能 で ある 。 

1987 年 当時, STARFEAX MO 
DEL20 が 画 期 的 だ っ た の は , G3 
FAX に 直結 し て プリ ンタ スキ ャ 
ナ と し て 使え る 機能 , お よび の , 
STARFAX 間 で の 高速 ファ イル 転 
送 機能 で ある が , これ ら は 以降 の 


マ 


レス ASFC-25 
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< 写真 1 > STARFAX NOTE 


エレ ググ トロ ニク スラ イプ フ 


全 STARFAX シ リー ズ で も 継承 さ 
な て いる (だ だ し, メガ ソフ ト 製 の 
コー ドウ ェ ア の み )。 


(2)STARFAX NOTE 

STAREAX NOTE は , 98 
NOTE の 拡張 スロ ッ ト に 内 蔵 で き 
る 非常 に コン パク ト な FAX モデ ム 
(写真 1) で あり , 全 二 重 2,400bps 
モデ ム も 内 蔵 し て いる 。 こ の た め , 
98NOTE 1 双 で パソ コン FEA 双 も パパ 
ソコ ン 通 信 も 可能 と し て いる 。 

NOTE タ イプ の 場合 , 電源 や RS 
-232C が 不要 な 内 蔵 型 FAX モ デム 
は , 本 体 の 中 に 隠れ て し まう の で 
携帯 性 の 面 で 非常 に 便利 で ある 。 

STARFAX ソ フト が 標準 添付 さ 
れ て お り , MODEL20 同 様 , 16 ド ッ 
ト , 24 ド ッ ト の フォ ント が 使用 で 
きる 。 

一 太郎 な どの プリ ンタ エミ ュ レ 
ー タ 機能 も 同様 に 使え , 今後 この 
タイ プ は PCMCIA2.0/JEIDA4.1 
の カー ド 型 FAX モデ ム に 形 を 変 
え , いま まで 以上 に 普及 する こと 
が 予想 され て ぃ いる 。 


(3)STARFAX 9624 マ ル チ パ バッ ク 

STARFAX 9624 は , 携帯 型 の 
コン パク ト な 外観 を 持つ 外 付け タ 
イプ の FAX モデ ム ( 写 真 2) で あ 





< 写真 2> 
STARFAX 9624 
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る 。 内 部 的 に は 国際 規格 で ある 
CLASS 1 (EIA/TIA578) 仕 様 で 
あり , 標準 添付 ソフ ト も CLASS 1 
対応 ドラ イ バ を 使用 し て いる 。 国 
際 規 格 で ある の で , STAREAX 
9624 を ほか の Windows,。 も し く は 
Macintosh な どの FAX ソフ ト で 使 
うこ と も 可能 で ある (た だ し , メ ー 
カー の 保証 は な い )。 

STARFAX 9624 マ ル チ パ ッ ク 
に は , DOS で PC98 シ リー ズ 用 と 
DOS/V 用 の STAREAX ソ フト が 
標準 添付 され て お り , さら に , 話 
題 の Windows 対 応 の ドラ イ バ も 標 
準 添付 され て いる 。 

な お , 今後 の 子 定 と し て 全 二 重 
通信 14,400bps/FAX14,400bps に 
対応 し た 高速 バー ジョ ン の 発売 も 
予定 され て いる 。 


(4)STARFAX Ver2.1 
STAREAXX Ver2.1 は , CLASS 
1 対応 の STARFAX ソ フト ウェ ア 
で ある 。 PC98 シ リー ズ お よび 
EPSON シリ ー ズ 対応 で あり , サ ポ 
ー ト 対象 ハー ドウ ェ ア は EPSON 
MX-240 FAX モデ ム で ある 。 
機能 的 に は ほぼ STAREAX シ リ 
ー ズ と 同等 で ある が , 高速 ファ イ 
ル 転 送 や リモ ー ト FAX 機能 な ど , 
STAREAX 独 自 の 機能 は 使え な 





4 の 


S0 


了 。 

今後 は MX-240 だ け で な く , 続 々 
と 増え る 他社 製 FAX モ デム の サポ 
ー ト も 拡張 し て いく 予定 で ある 。 


(5)STARFAX SFC-30A 

SFC-30A( 写 真 3 ) は , STAR 
FAX シリ ー ズ の 豊富 な 経験 を も と 
に , 業務 用 FAX ボー ド と し て 開発 
され た 製品 で あり , SHOP 売 りな ど 
は 行っ て いな い 。 

音声 機能 と FAX 機能 を 標準 で 搭 
載 し て お り , この た め , 今後 大 き 
な 市 場 に な る と 予想 され て いる 音 
声 FAX サ ービス 市 場 を ター ゲッ ト 
と し て やめ る 。 

SFC-30A の 最大 の 特徴 は , マル 
ナチ 動作 が 可能 と いう 点 で あり , こ 
の た だ ため, 複数 回 線 対応 の 音声 FAX 
サー ビス 用 途 を は じ め , 今後 , オ 
フィ ス で 不可 欠 に な る と 了 予想 され 
て いる FAX サー バー 用 の FAX ボー 
ド と し て の 需要 が 見 込ま れ て い ぃ る 。 


(6)STARFAX EXPRESS 
STAREAX EXPRESS は , 
SFC-30A を ベー ス に 24 時 間 自 動 音 
声 FAX サ ービス シス テム と し て メ 
が ソフ ト 自 身 が 開発 し た シス テム 
で あり , 購入 し た その 日 か ら 24 時 
間 対 応 の 音声 FAX サー ビス が 運営 
で きる よう に な っ て いる 。 複数 回 





線 対 応 と な っ て お り , 必要 に 応じ 
て 1 回 線 ず つの 増設 が 可能 で ある 。 

な お , STARFAX EXPRESS 
は , 24 時 間 デ モ サ ービス が 行わ れ 
て いる の で , 典 味 ある 方 は 03-5213 
-6736 (東京), 06-337-1767 に FAX 
機 か ら 電 話し て みる と よい だ ろう 。 

すぐ に 弟 鮮 明 な FAX が 送ら れ て 
くる 。 


ご TAHFAX 独 自 の 
リノ モート FAX 出力 機能 


他社 に な い , STARFAX の 特徴 
の 一 つが , この リモ ー ト FAX 機能 
で ある 。 

この 機能 は STARFAX を G3 
FAX に 直結 し,G3FAX そ の も の を 
プリ ンタ と スキ ャ ナ と し て 使え る 
機能 で ある 。 ど こ に で も ある G3FAX 
を ブリ ンタ の 代わ り と し て 使え る 
だ め , 海外 な ど 日 本 語 プ リン タ の 
な い 環 境 で も 簡単 に 資料 を プリ ン 
ト ア ウト する こと が で き 。, 便利 で 
ある 。 

また だ た,。G3RAX を スキ ャ ナ と し て 
も 利用 で きる の で , 貴重 な 資料 を 
G3FAX か ら 画 像 ファ イル と し て ノ 
ー ト パソ コン に 入れ て 持ち 帰る こ 
と も で きる 。 


STAHFAX ど うし で 可能 な | 
高速 ファ イル 転送 機能 


(写真 3> 
STARFAX SFC-30A 


エレ ググ トロ ニク スラ イプ フ 


これ も また 他社 に は な い (INTEL 
SatisFAXtion を 除く ) 特 徴 で ある 
が ,。 メガ ソフ ト が ハー ドウ ェ ア と 
ソフトウェア と ペア で 発売 し て い 
る STARFAX シ リー ズ に は , すべ 
て 9,600bps で ファ イル 転送 が で き 
る 機能 が 装備 され て いる 。 
通常 の パソ コン 通信 用 モデ ム を 
使っ た ファ イル 転送 は か な り 面 倒 
で ある が , STARFAX の ファ イル 
転送 で は , 受信 側 は ソフ ト を 起動 
し て いる だ け で 自動 で 受信 で きる 
の で 非常 に 手軽 に ファ イル 転送 が 
可能 で ある 。 一度 の 送信 で 最大 50 
個 ま で の ファ イル を 転送 で きる 。 


STARHFAX の プリ ンタ 
エミ ュ レ ー タ 機能 


STARFAX で は SFEM, EXE と 
いう 小さ な 常 入 ソフ ト を アプ ブリ ケ 
ーション ソフ ト を 起動 前 に 常駐 さ 
せる こと に より , DOS 上 の ほとん 
どの アプ リケーション ソフ ト の 印 
吊 イメ ー ジ その まま を FAX 送信 で 
きる よう に な っ て いる 。 

例え ば 一 太郎 で あれ ば 倍角 や 袋 
文字 は も ちろ ん , 花子 か ら 取 り 込 
ん だ 図形 な ども 入れ て , FAX ファ 
イル を 作る こと が で きる し , メモ 
リー さえ 許せ ば 一 太郎 上 か ら で も 
FAX 送信 が 可能 で ある 。 


ら TAHFAX 
| fOTF WindOWS 


STARFAX9624 マ ル チ パ ッ ク に 
は , STARFAX の Windows 用 
FAX ドラ イ バ が 入っ て いる 。 

この ドラ イ バ を 使用 する こと で 
Windows の アプ リケーション ソフ 
ト か ら ダ イレ クト に FAX 送信 が 可 
能 で ある 。 

当然 , 漢字 TrueType の スケ ー ラ 
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ブル な アウ トラ イン フォ ント が か が 使 
える の で , DOS に 比べ て 非常 に 表 
現 力 ある FAX 送信 が 可能 と な っ て 
いる 。 

な お, 現在 の STARFAX for 
Windows は , まだ 単体 の FAX ソフ 
ト で は な く , STAREAX9624 マ ル 
チ パ ッ ク , そし て 今後 登場 する 予 
定 の STAREAX1414 マ ル チ パ ッ ク 
に 同 梱 さ れ て 出荷 され る 見 込み で 
ある 。 


安く な る 
ら TARHFA メ シリ ー ズ 


先日 の NEC マ マソ コン フェ ア で も 
紹介 され て いた だ た が, STAREAX シ 
リー ズ は , 8 月 末 あ た り に STAR 
FAX1414 が 発売 され , 既存 の 
STAREAX9624 な ども 値下げ を す 
冶 よう で ある 。 

FAX モデ ム の 価格 は , この 1 年 
間 に 急 激 に 降下 し て お り , 今後 も 
下がる こと が 予 想 さ れ て いる 。 

8 月 末 か ら 値下げ する 製品 と 価 
格 は 下記 の と お り で ある 。 

@ く TAREFAX]1414 

定価 79,800 円 
@STAREAX9624 

定価 59,800 円 
@STIAREFAX NOTE 

定価 49,800 円 
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岩瀬 純夫 


ソニ ーFAX モ デム の 
コン セプト 


当社 で は , 電子 メー ル ダ イ レク 
ト 送 受信 や 掲示 板 サ ービス が で き 
る 統合 型 ネ ッ ト ウ ェ ア に FAX 送信 
機能 を 盛り 込ん だ メモ リーFAX モ 
デム (SMD-50/70) を 販売 し て いま 
性 

FAX の 受信 は 実際 に 使わ れる こ 
と は 少な く , 使わ れ な い 機 能 に コ 
スト を か ける の は 不 合理 的 で ある 
と の 考え で , むし ろ 送 信 を より 便 
利 (快適 ) に 活用 で きる よう に 「 パ 
ソコ ン 不 要 の FAX 送信 」 を コン セ 
プ ト に 商品 化し まし た 。 


FAX モデ ム で 1 
問題 ご 思う こと 


FAX モデ ム は パパ ソコ ン で 操作 す 
る の で 「 大 き な 画 面 で で し か も マ 
ウス 操作 も 可能 」 で す 。 そ の た め 
か 一 般 の FAX より も 同 報 送信 や 時 
間 指 定 送信 が 楽に 設定 で きこ の 機 
能 を 利用 され る 方 も 多く , その た 
め に 人 逆 に クロ ー ズ アッ プ さ れる 大 
き な 問 題 が あり ます 。 

それ は , 次 の よう な も の で す 。 
@ 上 FAX 送信 中 は , パソ コン が 使え 
な い ( 特 に 同 報 送 信 時 は 長 時 間 使 
えな い ) 

@FAX を バッ ク グ ラウ ンド て で 送れ 


Ya rosa ne SENSE Rdeadueo 人 tscozdxovoitom EER 
| 資料 | 昼間 ゲイ 2 ト | 時 間 指 定 送信 | 時 間 指 定 で 
| 送信 モ - ト ' | 送信 (8-19) | 深夜 (23-7) 

時 。 に 内 国 | 国 沿 | 楽団 | 国内 | 楽 男 | 
| 通信 費 | 650 円 | 1828 円 | 350| 1,163 | 300 | 

1 3 


っ 2 


二 
| 年 間 (100 通 ) で | _- 
| 節約 で きる 金額 | 節約 で きる 金額 | 通信 料金 比較 


国内 | 


る が , その 間 メ イン の ソフ ト が 騰 
く な る 

e 時 間 指 定 送信 を する 場合 それ ま 
で の 間 , パソ コン の 電源 が 落と せ 
な い 

e 現在 送信 中 の 場合 は 、 別 の 場所 
に 別 の FAX を 送る 登録 が で き な い 


メモ リー を FAX モデ ム に 
搭載 すれ ば | 


これ ら の 間 題 解決 が 特に 重要 と 
の 認識 の も と に , メモ リーFAX モ 
デム を 開発 し まし た 。 送信 先 が 遠 
距離 の 場合 は , 時 間 指定 し な いと 
通信 費 が 大 き な 負 担 に な り ま す 。 
次 に 時 間 指定 し た 場合 と ,。 そう で 
な い 場 合 の 通信 費 を 比較 し て み ま 
し た ( 表 1 (A4 原 稿 12 ペ ー ジ の 
例 ) ) 。 

また , 一 か 所 に 直接 FAX 送信 す 
る 場合 で も メモ リー 機能 を 利用 す 
れ ば パソ コン の 拘束 時 間 は 短く て 
済み ます 。 A4 で 12 ペ ー ジ の 原稿 を 
送っ た 場合 を 実測 し て み ま し た ( 表 
2 )。 

この よう に パソ コン を 解放 し , 
SMD 単 独 で FAX 送信 が で きま す 。 
送信 登録 で きる FAX の 原稿 は , い 
わ め ゆる 標準 原稿 で SMD-50( 1 MB 
実装 ) の 場合 は A4 で 50 ペ ー ジ , SMD 
-70(4MB 実 装 ) の 場合 は 200 ペ ー ジ 
が 目安 に な り ま す 。 


」 表 1】 


明 
米国 | (93 年 5 月 10 日 


十 一 一 一 現在 : 国 内 は 最速 


9651 30,0001 66,500| 呈 離 320ka 以 遠 ) 


エレ クト ロニ クス ラプ ブフ 


ノ ソニ ーFAX モ デム の 
その 他 (FAX を 際 く 部 分 ) の 機能 


ソニ ー の FEA 区 モ デム SMD - 
50(39,800 円 ), SMD -70(59,800 
円 ) に は , FAX 以外 に も 魅力 的 な 機 
E を 満載 し て いま す 。 次 に , それ 
ら を ご 紹介 し まし ょ う 。 


(1) メ ー ル 着信 が 即座 に わか る 留 
守 番 モ デム ” 機能 

留守 中 に メー ル を 受信 する と , 
本 機 の メモ リー に 格納 され る と 同 
時 に イン ジ ケ ー タ が 点灯 し メー ル 
の 着信 を 知ら せま す 。 今 まで の よ 
うに パソ コン を 立ち 上 げ て ネッ ト 
に アク セス する まで , メー ル の 看 
信 が わか ら な いと いっ た 不便 さき が 
解消 され , 緊急 の 通信 を 受け 損 な 
う 恐れ が な く な り ま し た (FAX か ら 
の 直接 受信 は で きま せん )。 


(2) 1 本 の 電話 回 線 で 「 電 話 /FAX/ 
デー タ 通 信 」 を 自動 切り 替え 
1 本 の 電話 回 線 で 電話 (留守 番 

電話 を 含む ) プ FAX デー タ 通信 

を 自動 的 に 切り 替え ます 。 本 機 の 

た め に 専用 回 線 を 引く 必要 は あり 

ませ ん 。 

文 接 続 で きる FAX は 無 鳴動 着信 が 
で きる 機種 に 限ら ちら れ ま す 。 

(G3 機 1,300Hz 対 応 ) 

文 相手 FAX が 手動 発信 時 ,CNG 信 
号 を 出さ な い 機 種 は , この 機能 
を 利用 する こと は で きま せん 。 

文 留 寺 番 電 話 機 で 応答 メッ セー ジ 
が (音声 合成 な ど ) 録音 で き な い 
機種 は , この 機能 を 利用 する こ 


(3 通信 コス ト を 大 幅 に セー プ ブ す る 
「 自 動 対話 サー ビス 機能 」 

① 商 業 ネ ッ ト を 介する こと な く , 
ダイ レク ト に 個人 間 で メー ル の 
や り 取 り が 可能 で す 。 商 業 ネ ッ 
ト 加 入 の 場合 と 比べ て ネッ ト 加 
入 料 アク セス チャ ー ジ な ど が 
不要 で す 。 

② 世 界 最小 の パソ コン 通信 ホス ト 
局 が 開局 で きま す 。 低 消費 電力 
( 約 4W) で 。 し か も 。 パソ コン や や 
ワー プロ を 動作 させ て お く 必 要 
が な い の で , 電気 代 の 節約 に な 
り ます 

③ 自 前 の ネッ ト な の で メー ル の セ 
キュ リティ ー は 万 全 。 安 心して 
情報 の や り 取り が で きま す 。 

④BBS( 掲 示 板 ) 機 能 を 持っ て いる 
の で , アク セス し て くる 人 が 自 
由 に メッ セー ジ を 書き 込ん だ り 
読み 出し た りす る こと が で きま 
す .。 


ソニ ー モ アプ ム 用 の 
FA メ ソフト 最新 動向 


①PC-98 シ リー ズ 

SMD-Talk98 と いう SMD 専 用 
の 統合 型 の ソフ ト を ソニ ー か ら 8 
月 初旬 に 発売 する 予定 で す 。 価格 
は 1 万 円 強 に な る 見 込み で す 。 こ 
の ソフ ト を 使え ば , SMD の メモ リ 
ー 機 能 を フル サポ ー ト し た FAX 送 
信 が 可能 で す 。 

し る デー グ は 、 DO9 上 の ププ 
リケーション お よび Windows ア プ 
リケーション で 印刷 で きる も の の 
両 太 を サザ ポート し て いま す 。 ま が ただ, 
メモ リー 送信 時 も 宛先 別 の FAX カ 





と は で きま せん 。 バー (FAX 送付 表 ) を 付け る こと が 
本 lil 
【 表 2 】 | 資料 の 送信 時 間 | 直接 送信 1 2 モリー 送信 (登録 時 間 ) | 
人 A4 12 ページ | 9 分 45 秒 | 6 分 80 秒 | 
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の きま すら 

は か の FAX ソフ ト も あり ます 
が , メモ リー 機能 を サポ ー ト し て 
いな い の で , パソ コン か ら 完 全 に 
切り 放し た FAX 送信 は で きま せ 
ん 。 操作 性 な ど SMD を 前 提 に 作ら 
れ て いる ソフ ト で す の で , PC-98 お 
よび 互換 機 ユ スー ザー に は SMD- 
Talk98 を お 勧め し ます 。 

ま た , 12 月 に は SMD 用 プリ ンタ 
ドラ イ バ 形 式 の Windows 上 で 動作 
する FAX 専用 ソフ ト を 発売 する 了 予 
定 で す 。 


②⑦IBM-PC 

WindowsV3.1 環 境 で 動作 する 
WinFax PRO V3.0 や WinFax ラ 
イト を 利用 する こと が で きま す 。 
モデ ム の 設定 は , 米国 メー カー の 
い ぐ つ か の SEND FAX 機種 が 登録 
され て いま す の で , その 中 か ら 適 
当 な 機種 を 選べ ば 動作 し ます 。 

SIMD に は シェ ラ の FAX チッ プ が 
搭載 され て いま す 。 米国 製 の FAX 
ソノ ソフト に は シェ ラ 搭 載 機 種 が 多く 
号 錠 され て いま す の で , SUPER- 
FAX や BitFax な ども 未確認 で す 
が , FAX 速度 9.600bps の SEND 
FAX 機種 を 選べ ば 同じ よう に 使え 
る も の と 思い ます 。 

な お , ソニ ー 製 の SMD 専 用 の 
WindowsFAX ソ フト は 12 月 に 発 
売 す る 予定 で す 。 


③MAC 

10 月 に メモ リー 機能 を サポ ー ト 
し た FAX ソフ ト を 発売 する 子 定 で 
す 。 プ リン タ ド ライ バ 形 式 で , 科 
単 な 操作 で MAC の グラ フィ ックス 
アプ リケーション も 含め 。 FAX 送 
信 が 可能 で す 。 

送信 先 が 複 数 指定 され る と, 「 速 


達 」「 コ スト セー プ ( 自 動 タ イム シ 
フト )」, 「 マ ニュ アル (時 間 設 定 ) 」 
の スイ ッ チ が あら われ , 宛先 に 遠 
方 個所 も 含ま れる 場合 は .,「 コ スト 
セー ブ 」 を 選べ ば 自動 的 に 深夜 料 
金 で 相手 に 送れ ます 。 メ モリ ー 送 
信 で す の で , その 間 MAC に 人 負担 を 
与 そ る こと は 皆無 で ,。 パパ マソ コン の 
電源 を 完全 に 落と すこ と も で きま 
の 

また , 複数 人 至 の MAC で SMD を 共 
有 で きる ネッ トウ ェ ア の 開発 も 進 
め て いま す 。 


ノ ソニーFAX モ デム の 
技術 的 ポイ ント 


ソニ ー の FAX モデ ム は , メモ リ 
ー 機 能 を 評価 いた だ き 選 ば れる と 
思い ます の で , メモ リー 機能 を 利 
用 し た FAX 送信 の 具体 的 な テク ニ 
カル イン フォ メー ショ ン を 提供 さ 
せ て い だ た だ きま す 。 な お , 一 般 に 
利用 いた だ く 方 は それ ぞ れ の 機 
種 じ パソ コン ) に 対応 し た 便利 な ソ 
フト を 準備 し て いま す の で , それ 
を 利用 いた だ け ま す 。 


メモ リー 送信 を 実行 する に は 


(1)SMD 用 FAX ファ イル を 用 意 す る 

パパ ソコ ン で 画 デ ー タ を 作り , そ 
れ を FAX 特有 の MH 圧 縮 加 工 し た 
ファ イル を 用 意 し ます 。 そ の ファ 
イル の 先頭 に アス キー で 
SMDFAX10 の ヘッ ダー を 付け 加え 
まま 


(2)SMD の メモ リー に FAX ファ イル 
を 書き 込み ます 
SMD に は 3 つの ドラ イブ に 相当 
する RAM デ ィ ス ク を 装備 し て いま 
す 。 そ れ ら の ドラ イブ に は , 次 の 
3 つの 名 称 が 付与 され て いま す 。 


エ と クト ロニ クス ラプ フ 


その 中 で FAX 送信 用 の ファ イル を 
格納 する ドラ イブ と し て , ③ の 
ATSMAL を 推奨 し ます 。 

①ATBBS 

②ATRMAL 

③ATSMAL 

これ ら の ドラ イブ は ファ イル ハ 
ンド ラ で 管理 され , 書き 込み や 削 
除 を 繰り 返し て も ガベージ コレ ク 
ショ ン の よう な 問題 は 発生 し ませ 
ん 。 また 。 作成 きれ た タテ ァイル 層 。 
回 線 側 か ら も 232C 側 か ら も 同時 に 
アク セス 可能 な よう に SMD は マル 
チタ スク OS を 持っ て いま す 。 

DTE と の イン タフ ェ ー ス は 最大 
19.200bps を サポ ー ト し ます 。 用 意 
し た FEAX フ ァイル は , 次 の 方 法 ( コ 
マン ド 操 作 ) で SMD に 書き 込み ま 
ずっ ぁ 


ATSMAL/W filename(max 8 
bytes):BX1(OR BX2) 


DTE 側 か ら SMD に 上 記 コ マン ド 
文字 列 を 与え を る と , ファ イル の バ 
イナ リア ッ プ ロー ド が 可能 な 状態 
に な る の で , XMODEM ま た は 無 
手順 で FAX ファ イル を アッ プロ ー 
ド し まず 。 

ファ イル 名 の 次 の パラ メー タ が 
アッ プロ ー ド プロ トコ ルオ プシ ョ 
ン で, BX 1 を 指定 する と 128SUM 
の モー ド で , BX2 を 指定 する と 1024 
CRC の モー ド で 直ちに アッ プロ ー 
ド す る こと が で きま す 。 こ こ で , 
無 指定 CBX2E つ 当り は, バイ ナリ 
無 手順 の モー ド で の アッ プロ ー ド 
に な り ま す 。 

バイ ナリ 無 手順 の 場合 は , アッ 
プロ ー ド 終了 を タイ ム ア ウ ト で 見 
て いま す 。 そ の タイ ム ア ウ ト 時 間 
を 制御 する の は , 次 の コマ ンド 
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(ATSYS の 第 4 レジ スタ を 操作 ) に 
より ます 。 制 御 可能 時 間 範 囲 は 3 一 
15 秒 で あり , 初期 値 は 5 ( 秒 ) で す 。 


例 1 : バイ ナリ 無 手 順 ア ッ プ ロー 
ド タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 3 秒 に する 
場合 


ATSYS/S 4 :3 


FAX ファ イル を ATSMAL ド ラ 
イブ に 書き 込ん だ ら , ATSMAL/ ? 
で ドラ イブ 内 の ファ イル 一 覧 を 見 
て 正しく 書き 込ま れ た か どう か を 
確認 し ます 。ATSMAL/ ? は , MS 
-DOS の DIR と 同じ 機能 で あり , 1 


行 の 左 8 バイ ト が ファ イル 名 で す 。 


3) 送信 実 行 登録 を する 
SMD で は ヘイ ズ の ダイ ヤル コマ 
ンド ATD(P/ 本 ) を 大 幅 に 拡張 し た 
ATSEND コ マン ド で , 次 の 機能 を 
サポ ー ト し て いま すず 。 
① 送 信 先 FAX 番号 登録 (1 コマ ン 
ド 操作 当たり 最大 255 か 所 ) 
② 各 宛先 へ の 送信 時 間 指 定 
③ 送 信 フ ァイル の 指定 (最大 10 フ ァ 
イル 以内 ) 
まだ ただ, SMD の シス テム 管理 と し 
て ATSEND コ マン ド と は 別に , 
ATSCON コマ ンド で 「 話 中 
(BUSY)」 時 の 再送 回 数 , 再送 間 
隔 を 設定 する こと が で きま す 。 
図 1 に , 具体 例 で 説明 し ます 。 


(4) 再 送 間 隔 , 再送 回 数 を 設定 する 

SMD は シス テム 管理 コマ ンド 
ATSCON で, 再送 信 間 隔 と 再送 回 
数 を 設定 する こと が で きる 。 





へ 


例 1 : BUSY 時 , 再送 信 韻 隔 を 10 ラン 


分 に , 再送 信 回 数 を 5 回 に 設定 す 


S6 


る 。 
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(5) 送信 結 果 を 参照 する 

送信 結果 を SMD か ら 読 み 出す に 

次 の コマ ンド を 操作 し ます 。 

図 2 に, コマ ンド 操作 し た と き の 
画面 イメ ー ジ 例 を 示し ます 。 

ヘッ ダー 以降 の 各行 が FAX 送信 
宛先 情報 と 状況 を 現し ます 。 正 常 
終了 の 場合 は OK を 表示 し , 指定 さ 
れ た 再送 信 回 数 実行 し た 結果 も エ 
ラー の 場合 は , その エラ ー と な っ 
だ 原因 を エラ ラー メッセー ジ と し て 
帰し ます 。 









例 1 


ATSEND/W SENDO001::::FAXFILE:F0312345678 





の FAX を 送る 


ATSEND/W SENDO002::::FAXFILE:F0312345678/F065555555 





2 と いう 原稿 の F AX を 送る 





ATSEND/W SENDO002::E:FAXFILE1/FAXFILE2:F0312345678/F065555555 





2 と いう 原稿 の F AX を 送る 。 な お 、 鈴木 さん へ は 深夜 (23:30) に 送る 


ATSEND/W SENDO002:E: 





例 5: 





1000 カ 所 へ FAX 同 報 送信 を する 








255 















ATSEND/W SENDO002:E: 
o12 












ATSEND/W SENDO003::: 
768 









ATSEND/W SENDO004::: 
000 








北 


例 6 : 東 京 か ら 北 海道 の S 中 拉 電 中 継 し 、 
・ 80 に 送信 を 


東京 か ら 北 海道 へ は 深夜 2 
ち に 配信 を 開始 する 。 


ATSEND/W SENDOO01::: 
+F[tel number 1]+F[tel number n]+ ・・・・・・ +F[tel number 30] 


開 


衝 道 札幌 市 内 
し 、 札幌 市 内 


\ 


0 
況 浸 


こす 


0 ヵ カ 有 
は 東 





・ FAX 番号 03-1234-5678 の 山田 さん へ FAXFILE と いう 原稿 の F AX を 送る 


例 2: FAX 番号 03-1234-5678 の 山田 さん と 06-555-5555 の 鈴木 さん へ FAXFILE と いう 原稿 


例 3 : FAX 番号 03-1234-5678 の 山田 さん と 06-555-5555 の 鈴木 さん へ FAXFILE1 と FAXFILE 


例 4:FAX 番 号 03-1234-5678 の 山田 さん と 06-555-5555 の 鈴木 さん へ FAXFILE1 と FAXFILE 


:FAXFILE1/FAXFILE2:F0312345678/F065555555<T2330> 


ATSEND/W SENDO001::::FAXFILE:F[tel number0001]/F[tel number n]/・・・ 
:FAXFILE:F[tel number0256]/F[tel number n]/・・・・F[tel number0 
:FAXFILE:F[tel number0513]/F[tel number n]/・・・F[tel number0 


・FAXFILE:F[tel number0769]/F[tel number n]/・・・ 


:FAXFILE:O11-XXX-XXXX<Uxxxxxxxx><Lxxxxxxx><Pxxxxxxxx><T2330> 


主 な 仕様 


@ 使用 回 線 

一 般 電 話 回 線 、 PBX 内線 (使用 
で き な い 場合 が あり ます ) 
@ 市 御 コマ ンド 

へ イズ グマ イク ロコ ム AT 
コマ シド 

ソニ ー 拡 張 コ マン ド 

@ 通信 方 式 

全 一 重 CCITT V21/V22/V22 
bis 準 拠 

@ 通信 速度 
300/1,200/2,400bps 
(SMD 間 最大 スル ー プ ッ ト 






























【 図 1】 
実例 


・F[tel number0 









・F[tel number1l 





\ 





rf 


Pe お 
了 後 た だ 


al RY 
叶 誠 


X 
送 信 
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9,.600bps) 

@ 端末 速度 (PC 一 SMD 間 ) 
最大 19,200bps 

@ 通 信 ブ プロ トコ ル 
無 手順 /XMODEM 
128SUM/1024CRC 
MNP4/ 5 /V42/V42bis/ 専 用 モ 
5 ド 

@ 変調 方 式 
FSK (300bps) 
PSK (1,200bps) 
QAM (2,400bps) 

@ キャ リア 周波 数 300bps 
1.200/2,400Hz 


ORG 側 

スペ ー ス : 1180 十 / 一 6Hz 
1200 十 / 一 .5Hz 

デー ジグ ・ 980 十 / 一 6Hz 

ANS 側 

スペ ー ス : 1850 十 / 一 6Hz 
2400 十 / 一 .5Hz 

マー ク : 1650 十 / 一 6Hz 

@ グイ ヤル 信号 


パル ス (10/20PPS), トー ン 
@NCU MM 型 」 MA 型 」 AA 型 
@CPU 10MHz 64180 
@ 内 部 メモ リー 

SMD-50 約 1MB 
SMD-70 約 4MB 


発信 完了 時 刻 発信 先 電話 番号 
93/05/19 18:06 03-3375-7518 
93/05/19 19:06 03-3375-7518 


伝送 速度 : 
9,600/7,200/4,800/2,400bps 
伝送 時 間 : 
20 秒 (標準 モー ド , 標 準 原 
桐 ) 


伝送 手順 : バイ ナリ ー 手 順 
符号 化 方 式 : 1 次 元 MH 符 号 化 
主 走査 線 密度 : 8 ドット /mm 
副 走査 線 密度 : 
ノー マル : 3.85 本 /mm 
ファ イン : 7.7 本 /mm 
(コマ ンド に て 選択 可 ) 
@ 電 泊 
AC100V 50/60Hz 
(電源 アダ プ タ 使 用 ) 
メモ リー バッ クア ッ プ 用 DC 
6V(1.5VX 4 ) ア ルカ リ 乾 電池 
@ 消費 電力 
SIMD-50 
通信 中 4W, 待機 時 3W 
SIMD-70 
通信 中 6W, 待機 時 4W 
@ 主 な 付属 品 電源 アダ プ タ 
RS-232C ケ ゲー ジル 
PC-98 シ リー ズ 用 FAXX 送 信 ソ フト 
PC-98 シ リー ズ 用 フリ ー ソ フト 集 
@ 寸法 : 約 120 メ 152 x40mm 
( 幅 X 奥 行き X 高 さ ) 
@ 重 量 : 約 0.4kg 


発信 手続 
1- す "-ID 容 量 7 ァ 7 イ 人 M 状況 
STARTOOO 34816 19180259 OK 
STARTO00 562560 19180732 OK 


@FAX 機 能 
G3 送 信 機 能 

ATSSTS/? 
送信 メー ル 

7 ァイル 
19180259 
19180732 

TEST1IB 

【 図 2 】 TESTIB 

画面 イメ ー ジ 例 TEST1B 
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TEST1B 
TESTS3A 
TEST 
TEST 


UK 


93/05/25 
93/05/25 


93/05/25 
93/05/25 
93/05/25 
93/05/25 
93/05/25 


14: 
14 : 
14: 
14: 
16: 
17: 
17: 


09 
15 
18 
58 
20 
32 
49 


F3458-7160 
F3458-7160 
F3458-7160 
F03-3458-7160 
F03-3458-7160 
F3458-7160 
F03-3458-7160 


START000 
STARTO00 
STARTO00 
STARTO00 
STARTO00 
STARTO00 
STARTO00 


14336 
14336 
14336 
14336 
44032 
130048 
130048 


SEND OK 
SEND 
TEST 
SEND 
SEND 
TEST 
SEND 
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谷沢 俊介 





FAX モデ ム と FAX 機 、 
お よび リフ ヒエ の 互換 性 

よく 、「 家 の FAX 機 で は A 君 の 所 に は FAX が 送 
れる が 、B 君 の 所 に は 送れ な く て 困る 」 と いっ た 話 
を 聞き ます が 、 同じ G3 規 格 の FAX で も FAX 機 の 製 
造 時 期 の 違い や 製造 メー カー の 違い で FAX を 送 
れ な い 、 受 け 取 れ な いと いっ た 不具 合 が ある よう 
で す 。 

FAX モデ ム て で 送信 し た 場合 も 同じ し こと が 言え 、 
A メ ー カ ー の FAX モデ ム は 、g 君 の 所 の FAX 機 に は 
FAX 送信 で きる が 、/ 君 の 所 に は FAX が 送れ な い 。 

と ころ が 、B メ ー カ ー の FAX モデ ム は 、g 君 の 所 
に も / 君 の 所 に も FAX が 送れ る と いっ た 例 も あり 
ます 。FAX 機 も FAX モデ ム も 、 同 じ G3 規 格 に 準拠 
し て 作ら れ て いる の に 、 ど うし て …… ? 

G3 規 格 に 準拠 し て いる わけ で すか ら 、 手順 や コ 
マン ド な ど は 同じ と 言え ます が 、 タ イミ ング の 設 
定 な ど に は 製造 メー カー 独自 の 考え 方 が 反映 され 
て いる 場合 が あり ます か ら 、 完 全 に 合致 する と は 
考え られ ませ ん 。 し た が っ て B メ ー カ ー の FAX モ 
デム が 、g 君 の 所 に も / 君 の 所 に も FAX が 送れ た の 
は 、B メ ー カ ー の FAX モデ ム の タイ ミン グ の 設定 の 
ラチ ュー ド ( 和 寛容 度 ) が 広かっ た か ら 両 方 の FAX 機 
と タイ ミン グ が 合っ た も の と 考え ん た だ ほう が よい よ 
う で す 。 この こと は FAX 通信 ソフ ト に も 言え る こ 
と で 、FAX 通 信 ソ フト は 、 パ ソコ ン と FAX モデ ム 
を 結ん で 、 相 手 の FAX 機 や FEAX モ デム に FAX 機 
で 送る の と 同じ 感覚 で デー タ を 送る 役目 を し て お 
り ま すか ら 、 ノ パパ ソコ ン と FAX モデ ム を 相性 良く 結 
び 付け る も の で な く て は な り ま せん 。 

それ と 、 通 信 エ ラー も 起こ さ ず 正常 に 終了 し た 
場合 で も 、 相 手 側 で は ノイ ズ が 混入 し て 文字 化け 
や 文字 落ち が 生じ る 現象 も ありま す の で 、 送 信 後 
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に 連絡 を と り 正 常に 送ら れ て いる か を 確認 する 必 
要 が あり ます 。 相 性 が 良い か ら と いっ て も 、 回 線 
状態 の 変化 で いつ この よう な 現象 が 起き る か わか 
ら な い 不 安定 さも 考慮 し て お か な いと 、 と ん だ 失 
敗 を 招く 恐れ も あり ます 。 

條 用 FAX 通信 ソフ ト と し て 開発 され て いる 場合 
で も 、 開 発 側 は 特定 の 機器 を 対象 に 開発 し て い 
ます か ら 、 開 発 側 の 環境 と 合致 し て いな い 機 種 で 
使用 し た 場合 に は 、 CPU の パワ ー や 速度 の 違い か 
ら 互 換 性 を 保証 で き な い 場合 も 当然 起こ り ま す 。 

よく 言わ れる こと で す が 、 今 まで 使っ て いた ハ 
ー ド ディ スク で は 正常 に FAX が 送れ た の に 、 ハー 
ド デ ィ スク を 高速 な も の に 換え た ら FAX が 送れ 
な く な っ て し まっ た と か 、FEP を 変更 し た ら 駄 目 
に な っ た と か 、 ド ライ バ を 変更 し た ら エ ラー が 出 
だ な どの トラ ブル に 章 遇 する こと も あり ます 。 

特に 98 の 通信 環境 で FAX 通信 を 行う 場合 に は 、 
問題 点 が 多く あっ て 「98 で は FAX 通信 は 無理 だ 
ね 」 な ど と 言わ れる 方 も 多い よう で す 。 

Windows 用 の DOS/V 版 FAX 通信 ソフ トク の 日 本 
語 化 は 完成 し た も の の 、 そ の まま で は 98Windows 
上 で は 機能 を 発揮 で き な い と か 、 Windows 上 な ら 
DOS/V 版 で も 98 で 使え を る も の も ある と か …… 98 
ユー ザー か ら さ ま ざ ま な 声 が 聞か れ ま す 。 

し か し 、 駄 目 だ び か ら と いっ て 放っ て お いて は 、 
FAX モデ ム の 日 本 で の 普及 は 望め な いと 思い ま 
すし 、98 本 体 の 通信 環境 の 悪さ き を カバ ー し て 、 共 
存 共栄 を と いっ た 周辺 機器 メー カー の 動き も 盛ん 
に な っ て きま し た 。 

古い 言葉 で 言え ば 「 必 要 は 発明 の 母 」、 モ デム チ 
ッ プ メー カーROCKWELL が 、 8MHz 系 の CPU 拉 
載 機 で も FAX 通信 が で きる よう に 、 20,800bps に 
対応 し た チッ プ を 開発 し て 日 本 の モデ ム メ ー カ ー 
に 提供 し た こと に より 、 日 本 の FAX モデ ム は 今後 
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この チッ プ を 塔 載 し て 発売 され る も の が 多く な 
り 、 日 本 の FAX モデ ム 界 に も 活気 が 出 て 来る も の 
と 思わ れ ま す 。 ア メリ カ よ り 2-3 年 は 遅れ て いる 
と 言わ れる 日 本 の 通信 事情 で す が 、 今 年 後半 に な 
っ て FAX モデ ム や FAX 通信 ソフ ト の 発売 の 動き 
も 活発 に な り 、FAX 情 報 時 代 、FAX 通 信 時 代 の 本 
格 的 な 幕 明 けが 感じ し られ る よう に な り ま し た 。 

国産 の FAX モデ ム や FAX 通信 ソフ ト の 普及 に 
ょ より 、 そ れ ら 相互 の 対応 合戦 に より 、 日 本 の FAX 
通信 事情 も 好転 する も の と 思わ れ ま すし 、 日 本 の 
環境 に 合致 し た ニュ ー メ ディ ア と し て 、FAX モ デ 
ム や FAX 通信 ソフ ト の 互換 性 も 向上 し て 行く も 
の と 期待 し て いま す 。 





FAX モデ ム の 
選 け 方 使い 方 

従来 、 モ デム と いえ ば デー タ 通 信 に 使用 する 周 
辺 機 順 で し た が 、FAX 機 能 を 搭載 する に 及 ん で 、 
FAX モデ ム と 呼ば れる よう に な ら た だ め 、 デー タ 
通信 専用 の モデ ム は デー タモ デム と 呼ば れる よう 
に 光っ て きま し な 。 

と は いっ て も 、FAX 機 能 は あく まで も デー タモ 
デム の 付加 機能 で あり 、「FAX 付 き 」 と か 「FAX 
機能 搭載 、 と いっ た 形 で 扱わ れ て お り 、 徒 来 型 の 
デー タモ デム と 普 行 し て 発売 され ん てい ます 。 

2.400bps、9.600bps の デー タモ デム を 持っ て い 
る 人 が 、 さ ら に 高速 な 通信 環境 を 望ん で 14,400bps 
対応 の モデ ム に 買い 替え る 際 に 、「 ど う せ 買う の な 
ら 先行 きのこ と も 考え て FAX モデ ム を 買っ て お 
こう 」 と FAX モデ ム を 買う 場合 も あり ます 。 

また 、「FAX 通 信 を し た い だ け な ら 、 9,.600bps や 
14.400bps の FAX モデ ム で 十分 」 と いっ た 見 方 を 
する 人 も いま す 。 

高速 デー タ 通 信 を 行わ な い の な ら 、2,400bps 
FAX 機能 付き で も 14,400bpsFAX 機 能 付 き で も 
FAX 機能 に 変わ り は な い の で 、 そ うい っ た 選択 も 
考え を られ ます 。 また 、 G3 規 格 の FAX の 通信 速度 に 
も 9,600bps と 14,400bps が あっ て 、 こ れる も 選択 の 条 
件 に 入り ます が 、 会 社 と か オフ ィ ス な ど に 設置 き 
れ て いる 14.400bps 対 応 の FAX 機 を 対称 に FAX 送 
信 す る の で な けれ ば 、 現 在 使用 きれ て いる FAX 機 
の ほとん ど が 9,600bps 対 応 と な っ て いる の で 、9,600 
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bps で も 十分 役に立つ も の と 思わ れ ま す 。 こ の 通 
信 速 度 も 将来 の こと を 考慮 し て 、 14.400bps 対 応 の 
FAX モデ ム に と いっ だ た 人 も いま す が 、 そ の 時 代 が 
到来 する の は いつ な の か を 予測 する こと は 困難 な 
よう 紀明 ね われ ます 。 

また だ た 、 国 内 で 発売 され て いる FAX モデ ム に は 、 
CLASS1 対応 と CLASS2 対応 の も の が ほとん ど で 
す が 、 こ れ に も CLASS1 だ け 、CLASS2 だ け 、 そ 
れ に CLASS1 と CLASS2 両方 に 対応 し て いる も の 
が あり ます 。 

FAX 通信 ソフ ト 面 で も 対応 し て いる CLASS が 
分 か れ て いま す が 、FEAX モ デム に バン ドル され 
て いる 通信 ソフ ト は ほとん ど が CLASS1 対応 の 
DOS 用 と な っ て いま すし 、 国 産 の FAX 通信 ソフ ト 
ゃ DOS 用 Windows 用 いずれ も 現時 点 で は CLASS 
1 対応 と な っ て いま す 。 外 国産 の FAX 通信 ソフ 
ト に は 両 ク ラス に 対応 し て いる Windows 用 の も 
の も あり ます が 、 日 本 語 版 は 数 も 少な く 手 に 入っ 
た と し て も DOS/V 版 で す の で 、98Windows で は 
動作 し な いも の も あり ます の で 、 国産 の FAX 通信 
ソフ ト が CLASS2 に 対応 する の を 待っ た ほう が 良 
きそう で すず す 。 

FAX 機能 の 制御 を ソフ ト 的 に 処理 する CLASS 
1、 ハー ド 的 に 処理 する CLASS2、 そ れ に 両 
CLASS の 航 点 を カバ ー し た と 言わ れる CLASS 
3 と FAX の 規格 も 改変 され て くる も の と 思わ れ 
ます 。 

し だ た が っ て 、 現 時 点 で は 両 CLASS の FAX 機能 
を 塔 載 し た FAX モデ ム を 導入 し て お く ほ う が 、 
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FAX 通信 ソフ ト と の 対応 の 幅 は 広がる も の と 考 
X 歩 才 ま す 。 

パソ コン の 周辺 機器 や ソフ ト を 求め る 場合 に 
は 、 使 用 し て いる 環境 に 適合 し た も の を 求め る の 
が 最善 と 言わ れ て いま す が 、FAX モ デム や 
FAX 通信 ソフ ト の 場合 も 同様 な こと が 言え ます 
し 、 そ の 点 に 十分 留意 し て 購入 され る こと が 肝心 
と 言え まし ょ 革 


FAX 通信 リコ F は 、 
DOS 版 か WindOWS 版 か 


デー タモ デム に は 専用 の 通信 ソフ ト は 、 バ ンド 
ル さ れ て いな い の が 普通 で す が 、 外 国産 の モデ ム 
に は 付属 し て いる 場合 も あり ます 。 

特に FAX モデ ム の 場合 は 、 専用 ツ ソフ ト ま た は そ 
の モデ ム に 対応 し た FAX 通信 ソフ ト が 添付 され て い 
る の が 通例 に な っ て お り 、 国 産 の FAX モデ ム も そ 
の 例 に な ら っ て 対応 ソフ ト が 添付 され て いま す 。 

専用 の FAX 通信 ソフ ト の 場合 は 、 当 然 の こと な 
が ら 添 付 さ れ て いる FAX モデ ム で し か 使え ませ 
ん が 、FAX モ デム の ほう は 専用 以外 の FAX 通信 
ソフ ト で も 使え る よう に 設計 され て いま す 。 

「 汎 用 の FAX 通信 ソフ ト で 、 わが 社 の FAX モデ 
ム に 対応 し て いる も の が あれ ば 、 開 発 費 を か け て 
作ら な く て も 済む の で す が ……」 と メー カー サイ 
ド で は 言っ て いる も の の 、 ど この FAX モデ ム に も 
対応 で きる FAX 通信 ソフ ト が 無かっ た の も 事実 
で す 。 一 方 、 メーカー サイ ド と し て は 、 購 入 し た 
その 日 か ら 使用 で き 、 し か も 確実 に FAX 通信 が 
で きる も の で な いと メー カー の 信頼 を 失い か ね な 
いと の 理由 も あっ て 、 完 全 対応 の FAX 通信 ソフ ト 
を バン ドル し て いる も の と 思わ れ ま す 。 

そし て 、 現在 国産 の FAX モデ ム に バン ドル され 
て いる FAX 通信 ソフ ト は ほとんど が DOS 用 で 、 特 
に 98 用 で は Windows 用 の FAX 通信 ソフ ト は 
STARFAX9624 マ ル チ パ ペック だ け で す 。 国産 で は 
汎 用 で も Windows 用 の FAX 通信 ソフ ト は 少な い 
の と 、 開 発 が 遅 れ て いる 関係 上 DOS 用 で 対応 きせ 
だ た は ほう が 有利 と 見 る 向き も あり ます 。98 で 動作 す 
る Windows 用 FAX 通信 ソフ ト の 開発 が 遅れ て いる 
最大 の 理由 は 、 98 用 Windows の シリ アル の 通信 速 
度 が 9.600bps ま で し か 対応 し て いな いと いう 点 に 
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も 起因 し て いま す 。 

それ 故 、FAX 通 信 に 必要 な 19.200bps の 通信 速 
度 が 得 ら れず 、 Windows 3.0A や 3.0B の 場合 は 、 シ 
リア ル の 通信 速度 (COMM.DRV の 対応 速度 ) を 
変更 する 方 法 を 講じ な けれ ば な ら ず 、 NEC 側 で は 
対応 し て くれ な いた め 、 使 いた い ユ ー ザ ー は 通信 
の プロ グラ ム に 明る い 人 が 自作 し た フリ ー ウ ェ ア 
の 助け を 借り て 対応 する ほか あり ませ ん で し た 。 

し か し 、 時 代 の 有 要求 に 応じ て 98 用 Windows の シ 
リア ル 通 信 速 度 も Microsoft Windows 3.1(98 用 ) 
で は 19,200bps ま で 対応 で きる よう に な り 、 
Windows 用 FAX 通信 ソフ ト の 開発 に 拍車 が か か 
る も の と 思わ れ ま す 。 

DOS 用 の FAX 通信 ソフ ト も Windows 用 の 
FAX 通信 ソフ ト も 、 プ リン ト エ ミュ レー タ 機 能 で 
FAX 送信 用 の ファ イル を 作る 点 に 変わ り は あり 
ませ ん が 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 印刷 機能 か 
ら FAX ド ライ バ を 起動 する 場合 に 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン ソ フト と の 相性 と か FEP や ほか の ドラ イ バ 
類 と の 割り 込み な どの 不具 合 の 度合 い を 考 記 に 
入れ る と 、DOS 用 の FAX 通信 ソフ ト よ り も 
Windows 用 の FAX 通信 ソフ ト の ほう が 有利 な よ 
う に 思わ れ ま す 。 

長期 間 使 用 し た わけ で は あり ませ ん の で 、 暴 論 
も ある も の と 思わ れ ま す が 、 私 が 使用 し た 感じ で 
は Windows 用 の アプ リケーション ソフ ト (ワー プ 
ロ や 表 計 算 ソ フト ) に 送信 原稿 を 読み 込ん で 、 加 
工 し た り 編 集 し た り し て 印刷 機能 で FAX ドラ イ 
バ を 起動 し て 送信 し た ほう が 、DOS 用 の FAX 通信 
ソフ ト で 同じ 作業 を する と きよ り も 手軽 で 快適 に 
行え る よう に 思わ れ て な り ま せん 。 

Windows 自 体 の 環境 改善 や Windows 用 の アプ 
リケーション ソフ ト の 機能 改善 が 日 進 月 歩 で 行わ 
れる 時 代 が 到来 し た よう で すか ら 、FAX 通 信 ソ フ 
ト も 今後 ます ます 使い や すく な っ て いく も の と 思 
われ ます 。 そし て 、 国産 の Windows 用 FAX 通信 ソ 
フト も 国民 性 や 国内 の 通信 事情 を 加味 し て 、 よ り 
簡便 に 、 よ り 使 いや すく な っ て いく も の と 期待 し 
て いま す 。 


エレ と クト ロニ クス ラプ ブフ ブ 
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の テス ト 


谷沢 俊 昌 


デー タ 通信 を 行う に は 通信 ソフ ト が 必要 で す が , 
FAX 通信 の 場合 も FAX 通信 ソフ ト が 必要 に な り ま 
す 。「FAX モ デム は , バン ドル され て いる 専用 ソフ ト 
で な いと 駄目 だ 」, 「 1 真 だ け な ら 送れ る が , 複数 頁 
に わた る と 送れ な い 」, 「A 君 の 所 に は 送れ る が , B 
君 の 所 に は 送れ な い 」,「 ウ ィ ン ド ウズ 用 の FAX 通信 
ソフ ト を 買っ た ん だ けど , DOS/V 用 な の で , 98 で は 
FA 双 が 送れ な い 」 等 々 , FAX モデ ム を 使っ て いる 友 
達 か ら , よく こん な 話 を 聞き ます 。 

パソ コン 雑誌 や パソ コン 通信 ネッ ト の ボー ド を 岩 
わし て いる FAX モデ ム , 元 は と 言え を ば デー タ 通 信用 
の モデ ム と し て 開発 され た も の で す が , FAX の 普及 
に 伴い デー タ 通 信用 の モデ ム に 付加 価値 を 与え る 意 
味 で FAX 機能 を 搭載 し た も の で す 。 

それ 故 , FAX 通信 専用 の モデ ム は 存在 せ ず , デー 
クタ 通信 用 の モデ ム の 拡張 機能 と し て FAX 機能 が サポ 
ー ト され て いま す 。 

し か し , 今回 は FAX モデ ム の 特集 で す の で , FAX 
機能 だ け に ボイン ト を 絞っ て テス ト し まし た 。 

まず , テス ト に 使用 し た 環境 , FAX 通信 ソフ ト , 
テス ト し た モデ ム の 紹介 と いっ た 順序 で 進め て 行く 
と に まし ゃ う 。 
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残 箸 御 見 舞い 申し 上 げ ま 


去る 7 月 の 後半 か ら 、 国 産 の FA 
次 々 に 発売 され 、FAX 通 信 を 当 


残暑 御 見 舞い 申し 上 け 


パソ コン ,〆 他 の 
使用 環境 お よび テス ト 方 法 


NEC の PC-9801, DOS/V, MAC, 他 パ ソコ ン の 
機種 も 多く 使わ れ て いま す が , 今回 は PC-9801 用 に 発 
売 さ れ て いる FAX モデ ム と FEAX 通 信 ソ フト を 取り 上 
げ ま し た だ 。 使 用 し た パソ コン は 9801DA/U2 で , MS 
-DOS の バー ジョ ン は 3.3C, ウィ ンド ウズ は NEC の 
3.0A, お よび マイ クロ ソフ ト か ら 発 売 さ れ て いる 98 
用 の 3.1 を 使用 し まし た 。 

テス ト 用 の 原稿 は ワー プロ で 作っ た 3 頁 の も の を 
使用 し て , テキ スト ファ イル だ け の 送信 テス ト に 留 
め ま し た 。 また だ た , NTT の 電話 回 線 を 利用 し て テス ト 
を 行う の が 妥当 で す が , テス ト の た め に 沢山 の FAX 
を 送信 し な く て は な ら な いた め , 自宅 内 で 家庭 用 電 
話 交換 機 ( ニ ュー テク 製 NT-104) を 使い , 受信 側 は 留 
守 番 電話 兼 FAX 機 , シャ ー プ 製 の DA-7000 を 使用 し 
まま も 充 。 

また , 家庭 内 で 行っ て いて も 1 回 目 の テ スト で は 
NG だ っ た も の が , 2 回目 の テス ト で は OK に な る ケ 
ー ス も 生じ た た だめ , 1 つの テス ト 項 目 に 対し て 3 回 
の テス ト を 重ね まし た 。 


【 図 1 】 送信 例 
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使用 し た FAX モデ ム は 1 台 を 除い て テス ト 時 点 で 
市 販 さ れ て いる も の を 使用 し まし た が , FAX 通信 ソ 
フト の 場合 は 開発 中 で 機能 制限 付き の も の も あり ま 
し た の で , 受信 テス ト に つい て は 今回 は 割愛 する こ 
と に し また あ 

い ぃ いずれ, FAX モデ ム が 普及 し , FAX 通信 ソフ ト が 
完全 な 形 で テス ト で きる よう に な り ま し た ら , 受信 
機能 の テス ト も 交 じ し えて レポ ー ト し て みよ うと 思っ 
て いま す 。 送 信 例 を 図 1 に 示し て お きま す 。 


テス ト に 使用 し た 
FAX 通信 ソフ ト 


DOS 用 の 江 用 FAX 通信 ソフ ト 2 本 と Windows 用 
の 江 用 FAX 通信 ソフ ト 3 本 で す が , Windows 用 に つ 
いて は , 3 本 中 2 本 が DOS/V 用 に 開発 され た も の を 
使用 し て お り , 現時 点 で は 国産 の Windows 用 の 汎用 
FAX 通信 ソフ ト は EasyFax の み と な っ て いま す 。 


①STARFAX V2.1( メ ガ ソ フ ト ) \30,000 

メガ ソフ ト の FAX モデ ム 用 に 開発 され た DOS 用 の 
FAX 通信 ソフ ト で , 同社 の FAX モデ ム や エプソン の 
FAX モデ ム MX-240 用 に 対応 きせ て 発売 し た も の 
で , 正式 対応 は 歌っ て いな いも の の CLASS 1 の FAXX 
モデ ム で は 使用 で きる も の と し て , 評判 の 高い FAX 
通信 ソフ ト で す 。 

私 の 場合 は , DOS 用 FAX 通信 ソフ ト の リフ ァ レ ン 
ス と し て 愛用 し て お り , 新しい FAX モデ ム の テス ト 
に は 必ず 使用 し て いま す 。 

ブリ ンタ エミ ュ レ ー タ 機能 , 同 報 送信 機能 , 時 刻 
指定 送信 機能 な ど , 便利 な 機能 も 搭載 され て いま す 。 





< 写真 1> STARFAX V2.1 
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簡単 な 手順 で FAX が 送れ , し か も 通信 状況 が ビジ ュ 
アル に 確認 で きる の が 特徴 で , FAX 通信 が 楽し く な 
り ま す ( 写 真 1)。 

FAX 通信 ソフ ト の 老舗 的 な 存在 で , 最近 で は 
STAREAX for Panasonic, STAREAX for AIWA 
と いっ た だ OEM 供 給 も し て いま す 。 


②FAXPLUS( ラ ンド マー ク テ ク ノロ ジー) 

一 時 ., アイ ワ の PV-AF144V5 に 体験 版 と し て 添付 
され て いた も の で , CLASS 1 対応 DOS 用 の 汎用 FAX 
通信 ソフ ト で , 製品 版 の 発売 期日 , 価格 な ど は 未定 
で す 。 ファ イル 選択 画面 で ドラ イブ 切り 替え が で き 
たり, FAX 用 ファ イル 作成 の 模様 が ウィ ンド ウ で 表 
示さ れ だ た り , ユニ ー ク な 画面 づく り が な され て お り , 
製品 版 の 発売 が 楽し み と 言 えま し ょ う ( 写 真 2 )。 


EasyFax( エ ー・ ア イ ・ ソ フト ) \19,800 

Windows 用 の 江 用 FAX 通信 ソフ ト と し て は , 初 の 
国内 制作 版 で , Windows 人 気 の 上 昇 に タイ ミン グ を 
合わ せ て 発売 され まし た 。 

ユニ ー ク な の は Windows な ら で は の 電話 帳 機能 
で , ワー プロ や デー タベース で 培 っ た ノウ ハウ を FEA 双 
通信 ソフ ト に 取り 込み , ビジ ュ ア ル で 便利 な 電話 帳 
が 作成 で きま す 。 

また, Viewer 機 能 で 送受 信 内 容 の イメ ー ジ を リア 
ル タ イ ム に 画面 に 表示 させ た り , イメ ー ジ を 拡大 / 
縮小 回 転 表 示さ せる こと も で きま す 。 

ウィ ンド ウズ 上 の 各種 アプ リケーション で 作成 さ 
れ な た 文書 や 画像 が FAX 送信 で きる ほか に , Windows 
の DOS 王 換 BOX か ら 呼 び 出 され る MS-DOS の アプ リ 





< 写真 2 > FAXPLUS 


エレ ググ ムロ ニク スラ イプ ブフ 


ケー ショ ン か ら も , その 印刷 結果 を プリ ンタ エミ ュ 
レー ショ ン 機 能 に より 送信 する こと が で きま す 。 
CLASS 1 対応 の FAX 通信 ソフ ト で す ( 写 真 3 ) 。 


④ 日 本 語 BitFax for Windows \19,800 

Bit Software, Inc が DOS/V 用 に 開発 し た FAX 通 
信 ソ フト で , 威 高 テ クニ カル 株 式 会 社 に より 日 本 語 
版 が 作成 され , 兼松 セミ コン ダク ター 株 式 会 社 に よ 
り 輸入 され た も の で す 。 

今回 使用 し た の は , Panasonic の FAX モデ ム TO- 
700B に バン ドル され た だ DOS/V 版 で , 98Windows 用 で 
は あり ませ ん が , 使っ て み ま し た 。 

CLASS 1 , CLASS 2 , SENDFAX に も 対応 し て 
いる FAX 通信 ソフ ト で , イン スト ー ル の 際 に 使用 す 
る モデ ム を 認識 させ クラ ス を 判別 させ な く て も , 使 
用 時 に ソフ ト 側 が モデ ム の クラ ス を 判別 し て , その 
クラ ス に 適合 し た クラ ス 用 の エン ジン を ロー ド す る 
仕組 み に な っ て いま す 。 

し た が っ て , 使用 する モデ ム の クラ ス が 不明 で も 
使え る 利点 ちあ り ま す が , クラ ス が わか っ て いて も 
使用 者 側 で は 選択 で き な い 不便 きも あり ます 。 つ ま 
り , CLASS 1 , CLASS 2 両方 を 搭載 し て いる 場合 
に , CLASS 1 で 駄目 どっ た ら CLASS 2 に 変え た いと 
思っ て も , それ が で きま せん 。 FAX クラ ス の 自動 選 
択 に 加え て 手動 選択 び で きれ ば 最高 だ と 思わ れ ま す 。 

接続 時 に CONNECT と 表示 され れ ば , CLASS 2 で 
接続 きれ た こと に な り ま す 。CONNECT 9600/FAX 
と 表示 され れ ぱ ば , CLASS 1 で 接続 きれ た こと に な り 
ます 。 

アイ コン 操作 で 拡大 縮小 / 回 転 な どの 表示 で き 
る の も 便利 で , FAX 通信 ソフ ト と し て の ひと 通り の 
機能 が 搭載 され て いま す 。 

今回 使用 し た の は DOS/V 版 で す が , 98 版 も リリ ー 
ス さ れる そう で す ( 写 真 4 )。 


⑤WinFax LITE( 輸 入 品 ・ 英 語 版 ) 

DELRINA 社 が 開発 し た DOS/V 用 の Windows 版 
FAX 通信 ソフ ト WinFax PRO の OEM 用 バー ジョ ン 
で , カバ ー ペ ー ジ ほか を 外し た 機能 縮小 版 で す が , 
アメ リカ 製 の FAX モデ ム に バン ドル され て いる こと 
が 多い た め , 日 本 で も 沢山 の ファ ン を 持っ て いま す 
(写真 5 ) 。 
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| fe idttmttnt 


Co 1 29 et 1 
2 : ま 
、。 lr 二 Ipzorii 
5 洪 々 に 便 ま 51 wa 3 
| ーー て avr to fe 3 
RNN 2 AR や も 
人 


EE 画 還 | 





< 写真 5> WinFax LITE 


現時 点 で は 日 本 語 版 は 発売 され て お り ま せん が , 
私 も 愛用 し て いる ソフ ト で す の で , 今回 は Windows 
用 の リフ ァ レ ンス FAX 通信 ソフ ト と し て 新旧 2 つの 
メ ペ ニー ジョン を 起用 し まし た 。 

モデ ムチ ッ プ の 製造 時 期 に よる 違い や , プロ グラ 
ム の バー ジョ ン の 違い に よっ て , モデ ム と の 相性 の 
違い が 認め られ ます 。 

イン スト ー ル の 際 に COMM PORT と モデ ム の チェ 
ッ ク を 行い , 自動 認識 で 適合 し た クラ ス の プロ グラ 
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ム を ロー ド す る 方 式 を 採用 し て いま す が , 認識 で き 
な い モ デム 用 に 個別 の パラ メー タ も 用 意 き され て お り , 
モデ ム 別 の 細か い 設 定 も 可能 に な っ て いま す 。 

OEM 用 の 機能 縮小 版 で す が , View 機 能 や 電話 帳 機 
能 等 Windows 版 の FAX 通信 ソフ ト と し て の 標準 的 な 
機能 は すべ て 搭載 し て いま す 。 


今回 チケ スト し た 和 AX モデ ム 
プア デビ 


日 本 製 8 台 . アメリカ 製 で JATE の 認定 を 取っ た も 
の 2 吾 , 10 台 を 選び まし た 。 


川 マイ クロ コア MO4FA5-P y24.800 


小型 ・ 軽 量 で ハイ コス トペ パフ ォ ー マ ンス を 実現 し 
て いる 携帯 型 イ ン テ リ ジェ ント FAX モデ ム で (写真 
6 ), FAX 部 は CLASS 1 , CLASS 2 を サポ ー ト し て 






eu 


つつ 
つこ っ 
で に へ へ og 





(電源 スイ ッ チ と デー タス イッ チ > 


(写真 6> 
MC24FA5-P の 外観 と リア パネ ル 


dem+FAX AAC24FASD 





いま す 。 こ の FAX モデ ム に は 専用 FAX 通信 ソフ ト 
LiteFAX98 が バン ドル され て お り , この ソフ ト で も 
DOS 上 か ら FAX 通 信 は 可能 で す が , テス ト 結果 一 覧 
で も わか る よう に , ほか の 汎用 FAX 通信 ソフ ト に も 
対応 し て いま す 。 

電源 は 単 3 乾電池 4 本 , ま た は AC ア ダ プ タ 両 方 が 
使え る 仕様 に な っ て いま す 。 

SMHz 系 で も FAX が 送れ る Rockwell の 新 チ ッ プ が 
捨 載 され て お り ,20,800bps の 通信 速度 が 得 ち られ る の 
で , 98 の 8MHz 系 の パソ コン ユー ザー に は 喜ば れ て い 
ます 。 マイ クロ コア か ら は 144/1414FAX モ デム も 発 
表 さ れ て お り , この 雑誌 が 発売 され る 頃 に は 店 頭 を 
賑わせ て いる も の と 思わ れ ま す 。 


凡 エプソン MX-40 Sig 


エフ ソン 用 と し て , STAREAX V2.1 の 対応 FAX 





ザキ サー ゃ KR Pt ネ ィ vow < も 


220 2 の 7 0 の 


し 3 、 コ 


こう 








く LED 表示 > 《 底 面 に ある バッ テリ 収納 部 > 





2 
っ タイ K 





< 写真 7 > 
MX-240 の 外観 








く フ ロン ト パ ネ ル に ある LED 表 示 と デー タス イッ チ > 
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く リ アパ ネル > 





《 底 面 に ある ディ ッ プ スイ ッ チ > 


エ と クト ロニ クス ラテ イフ 





《 写 真 8 > 
TO-700B の 外観 


< く リ アパ ネル > 






《 底 面 に ある ディ ッ プ スイ ッ チ > 





(写真 9> 
SMD-70 の 外観 





〈 底 面 に ある バッ クア ッ プ 
バッ テリ 収納 部 > 


モデ ム と し て 開発 され た も の で , 98 環 境 で も 当然 使 
用 で きま す 。 CLASS 1 対応 で Windows 用 FAX 通信 
ソフ ト に も 対応 し て いま す ( 写 真 7 )。 


% バナ ソニ ッ ク TO-700B 





パナ ソニ ッ ク ブ ラン ド で 発売 され て いる ボッ クス 
型 FAX モ デム で , 仕様 も 大 き さ も エプソン と 同系 で 
す が , FAX 機能 は CLASS 1 と CLASS 2 を 搭載 し て 
いま す ( 写 真 8 )。 

FAX 通信 ソフ ト は バン ドル され て お り ま せん が , 
98 用 に STAREAX for Panasonic, Windows 用 に 
DOS/V 版 で す が BitFax for Windows が 用 意 さ れ て 
お り , 98 版 も 発売 され る よう で す 。 

テス ト 結 果 一 覧 で も わか る よう に , DOS 版 Windows 


ぐ Se の . 799? 








く < く リ アパ ネル > 


版 い ろ い ろ な FAX 通信 ソフ ト と の 相性 も 良く , アイ 
ワ と トッ プ を 委 う 結果 が 出 て いま す 。 


\39,600 
/59,600 


BBS 機 能 を 搭載 し た IT-V1200, 2400 を 土台 に FAX 
機能 と 着信 時 の 自動 切り 替え 機能 を 付加 し た イン テ 
リジェ ント モデ ム で (写真 9 ), 1 (4)MB の メモ リー 
を 内 蔵 し て FAX の メモ リー 送信 も 可能 に し て いま 
す 。FAX 通 信 ソ フト と し て は フリ ー ウ ェ ア の FTRAN 
3 が 添付 され て いま す が , SMD 用 に エト ナ 株 式 会 社 
に よっ て 開発 され た SMDtalk-98 も 発売 され て いま 
すら 

この モデ ム に は CLASS 3 ? (SENDFAX 系 ) が 搭載 
され て いる の で , CLASS 1 , CLASS 2 用 の FAX 通 


ノ ソニー SMD-50/70 
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写真 10> STARFAX9624 の 外観 





(左側 面 に ある 電源 スイ ッ チ > 


信 ソ フト で は テス ト で きま せん で し た が , WinFax 
LITE の SENDEAX コ マン ド で EAX 送 信 が で きる こ 
と を 確認 し て いま す 。 

SMD の 特徴 で ある 内 蔵 メ モリ ー を 利用 し て , FAX 
送信 用 の ファ イル を 別 の SMD 経 由 で 任意 の 宛先 に 
FAX 送信 する FAX 転送 機能 は , 新しい FAX 送信 の 方 
法 と し て 注目 きれ て いま す 。 

ぃ い ずれ は , Windows 上 か ら FAX 送 信 が で きる SMD 
対応 の FAX 通信 ソフ ト も 開発 され る も の と 期待 し て 
いま す 。 


有 メガ ソフ ト SgTAHFAX 
95P4 マ ル チ バ パック  \go.800 


日 本 を 代表 する FAX 通信 ソフ ト の 開発 元 に メガ ソ 
フト の FAX モデ ム で (写真 10), 98 用 に 開発 され た 9624 
に 98 用 , DOS/V 用 の STARFEAX, さら に Windows 
用 の FAX ドラ イ バ ー を セッ ト し た マル チ ベ ン ダー 
版 。 

この モデ ム は 浴 付 の FAX 通信 ソフ ト で な いと FAX 
通信 が で き な い の で , 汎用 FAX 通信 ソフ ト で の テス 
ト は 除外 し まし た 。 

この モデ ム に セッ ト さ れ て いる STAREAX 9624, 
お よび STARFAX for Windows を 使用 すれ ば , 通常 
の FAX 通信 の ほか , モ デム か ら ダ イレ クト に FAX 機 
に FAX を 送る こと も で きま すし ,EAX 機 を スキ ャ ナ 
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<〈LED 表 示 > 





く リ アパ ネル > 





く 旗 面 に ある バッ テリ 収納 部 > 


ー 代 わり に 使用 する こと も で きま す 。 

これ は た い へ ん 便利 な 機能 で , 電話 回 線 や 家庭 用 
の 電話 交換 機 を 使わ な く て も FAX 機 を プリ ンタ と し 
て 活用 する こと が で きま す 。 

9624 に 続く 新 製品 1414 も 発表 きれ て いま す の で , 
デー タ 通 信 に も 威力 を 発揮 する も の と 期待 し て いま 
だ 


| オム ロン MD96XL10V 46.B0 


マイ ルド セ プ ン 1 個 大 の コン パク ト サ イ ズ で , FAX/ 
DATA 通 信 を 実現 さき させ た ポケ ッ ト モ デム (写真 11) 
で , 単 3 乾電池 と AC ア ダ プ タ の 2 電源 方 式 が 採用 さ 
も て で て 半 す 。 

CLASS1 対 応 で , FAX 通信 ソフ ト と し て 「OMRON 
FAX ソフ トウ ェ ア 」 が バン ドル され て いま す 。 こ の 
ソフ ト は MD96XL10V 専 用 で す の で , ほか の FAX モ 
デム に は 流用 で きま せん が , モデ ム の ほう は CLASS 
1 対応 の FAX 通信 ソフ ト で あれ ば , 問題 な く 利 用 で 
き 本 すず 。 

現在 の と ころ DOS 用 も Windows 用 も 対応 し て いる 
FAX 通信 ソフ ト が 少な いよ う で す が , 14, 400bps 対 応 
の MD144XT10V も 発表 きれ て お り , FAX 通信 ソフ ト 
面 で の 対応 も 広がっ て 行く も の と 思わ れ ま す 。 


エレ ング トロ ニク スラ アプ フ 


IM イン テグ フラ ン 通信 ポコ FAX MP96 





\39,800 

ラッ ク 型 の 業務 用 モデ ム を 著名 な イン テグ ラン の 
丸 型 で 個性 的 な モデ ム 「 通 信 ポ コ 」 の FAX 機能 搭載 
機 で , CLASS 2 だ け に 対応 し て いま す ( 写 真 12) 。 バ 
ンド ル さ れ て いる FAX 通信 ソフ ト は , 日 本 語 SUPER 
FAX の DOS/V 版 で し た が , 98Windows 上 か ら も 送 
信 で きま し た 

今回 テス ト に 使用 し た FAX 通信 ソフ ト は , CLASS 
2 に 対応 し て いる も の が 少な か っ た た だ ため, 芳しく な 
い 結 末 と な り ま し た が , CLASS 2 対応 の ソフ ト が 開 








く < く リ アパ ネル > 


< 写真 11> MD96XL10V の 外観 


DA CD OH ER 





く LED 表 示 > 


FAX モデ テム バ 専 科 


発 さ れれ ば , 対応 する ソフ ト も 増え て 来る も の と 思 
お われ まき 。 

006P 乾 電池 と AC ア ダブ プ タ の 2 電源 方 式 が 採用 され 
て いま す 。 


8 アイ ワ PV-AF144V5 BA. 


国産 初 の 14 ,400bpsFAX モ デム と し て 発表 され る や 
注目 を 集め た 製品 で , 液晶 表示 機能 , CLASS 1 お よ 
び CLASS 2 対応 , 8MHz 系 の パソ コン か ら も FAX が 
送れ る と あっ て , 買え な い 人 も 多かっ た よう で す 。 
発売 当初 は ROM の 不具 合 で 悪評 も 飛び 交 い まし た 








右側 面 に ある スイ ッ チ 類 > 





底面 に ある バッ テリ 収納 部 > 





〈 写 真 12> 
MP96 の 外観 








(底面 に ある バッ テリ 収納 部 > 


ヾ ep. 799? 





左側 面 に ある RS-232C., モ ジュ ラー ジャ ッ ク 類 > 





く 右 側面 に ある AC ア ダ プ ブタ 入力 端子 > 


6Z 


が , 製品 も 安定 し て き て いま す 。 発売 当初 は FAX 
PLUS の 体験 版 を 添付 し て お り ま し た が , 現在 で は 
STAREFAX for AIWA が 添付 され て いま す ( 写 真 
13)。 

日 本 製 の FAX 通信 ソフ ト , ア メリ カ 製 の FAX 通信 
ソフ ト と も に 広い 対応 性 が 発揮 きれ て お り , 対応 の 
幅 の 広 さ は テス ト 機 中 トッ プ で し た 。 

FAX も 14,400bps に 対応 し て いま す が , 14,400bps 
で 通信 で きる FAX 機 が な か っ た の で , 9,600bps で の 
テス ト に 留め まし た 。 

機会 が あれ ば , ぜひ 14 ,400bps で の FAX 通信 も 味 わ 
っ て みた いと 思い ます 。 


= MultiTech MT1438BAI 





\128,000 

アメ リカ の 業務 用 通信 機器 メー カーIMultiTech の 
MultiModemII シ リー ズ の 製品 で , 日 本 で は オー ル ・ 
テク ノロ ジー・ グ ルー プ 株 式 会 社 が 輸入 し て JATE の 
認定 を 受け , 日 本 語 版 マ ニュ アル , 通信 ソフ ト , FAX 
通信 ソフ ト を バン ドル し て 発売 し て いま す ( 写 真 14) 。 

CLASS 2 に 対応 し て お り , 専用 ソフ ト Multi 
Express FAX の 98 版 も あり ます が , 今 回 は Windows 
用 の FAX 通信 ソフ ト で テス ト し て み ま し た 。 

CLASS 2 対応 の ソフ ト で は , すべ て 完璧 な FAX 通 





< 写真 13> PV-AF144V5 の 外観 





< フロ ント パネ ル に ある 液晶 表示 と スイ ッ チ 類 > 


< 右側 面 に ある 音量 調整 器 と ディ ッ プ スイ ッ チ > 





く リ アパ ネル と 電源 コー ド に 付い て いる ノイ ズ フ ィ ル タ > 





< 写真 14> MT1432BAI の 外観 





〈 く フロ ント パネ ル に ある LED 表 示 , デー タス イッ チ > 
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< 右 側面 に ある ディ ッ プ スイ ッ チ ( 左 ), 専用 線 切 り 替 え ス イッ チ > 





< く リ アパ ネル > 


エレ ング クト ロニ クス ラテ イプ フ 





< 写真 15> Scout PLUS の 外観 





信 が 確認 で きま し た 。 


DIgICOm SCOut PLUS 1 


ラッ ク 型 モデ ム の 製造 も 手掛け て いる アメ リカ の 
通信 機器 メー カーDigicom 社 の FAX モデ ム で, 日 本 
で は 人 岩谷 産業 が 輸入 し て 株 式 会 社 レ シー アン ド ピ ー か 
ら 発売 され て いる 14,400/14,400FAX モ デム で す ( 写 
真 15) 。JATE の 認定 を 受け , 日 本 語 マ ニュ アル , 
WinFax LITE( 英 語 版 ) を バン ドル し て 提供 し て いま 
生 ぁ 

CLASS 1 対応 で , WinFax LITE や 国産 の DOS 用 
FAX 通信 ソフ ト と は 相性 が 良い の で す が , 国産 の 
Windows 用 の FAX 通信 ソフ ト と は 相性 が 悪い よう で 
すっ 


テス ト 結果 


各社 の FAX モデ ム FAX 通 信 ソ フト 別 テ スト 結果 
を 表 1 に 示し ます 。 〇 印 は 3 真 の 原稿 を 3 頁 完 全 に 
送信 で きた も の で す 。 

へ 印 は 3 頁 の 原稿 中 1 貞 し か 送信 する こと が で き 
な か っ た だ もの, つま り 頁 切り 替え が うま く ゆ か ず , 
1 頁 送 信 し た と ころ で FA 双 機 が 通信 エラ ー を 起こ し 
て 止ま っ て し まっ た 場合 で , 1 頁 の 原稿 に 差し 替え 
て 1 頁 な ら 完 全 に 送れ る こと を 確認 し た も の に 付け 


ぐ Sep. 799? 





く < く フロ ント パネ ル に ある LED 表示 > 





く リ アパ ネル > 


て あり ます 。 

% 印 は 「 モ デム か ら の 応答 が 得 ら れず , 接続 さえ 
も で き な か っ た 」「 接 続 は で きた も の の , 頁 の 途中 で 
送信 が 止ま っ て し まい , FAX 機 側 で は 通信 エニ ラー を 
起こ し て し まっ た だ 」「 呼 び 出 し が で きず タイ ム ア ウ ト 
に 2 て で し まっ なび 補 す 。 

テス ト 方 法 の と ころ で 1 つの 項目 に 判定 を 下す の 
に 同じ テス ト を 3 回 ずつ 行っ た と 書き まし た が , 同 
室内 で し か も 近 距 離 で テス ト し て いて も , 3 回 と も 
同じ 結果 が 出 な い 場 合 も ある ほど デリ ケー ト な 状態 
に 陥る 場合 も あり まし た 。 

今回 の テス ト は, パパ ソコ ン も 1 吾 , FAX 機 も 自宅 
で 接続 で き な か っ た 場合 を 除い て は 1 友 の FAX 機 に 
接続 し て いま す の で , テス ト し た FAX モデ ム で 常時 
すべ て 同様 な 結果 が 出る と は 思わ れ ま せん 。 

私 が テス ト し た 時 に は 結果 が 悪く て も , この 雑誌 
が 発売 され た 時 点 で は 改良 され て いる か も 知れ ませ 
ん し , あく まで も 参考 資料 と し て 受け と っ て いた だ 
けれ ば と 考え て いま す 。 


FAX モデ デム の 

テス ト を 終え て 
短い 期間 で は あり まし た が , 現在 日 本 で 手 に 入る 
FAX モデ ム と FAX 通信 ソフ ト に 触れ る こと が で きま 
し だ た 。FAX モ デム は アメ リカ で 開発 され た だ け あ っ 
て , モデ ム 本 体 に し て も FAX 通信 ソフ ト に し て も 日 
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本 より 2 一 3 年 は 進ん で いる よう に 思わ れ ま す が , FAX モデ ム で FAX を 送っ た 場合 だ け で な く , FAX 


この と ころ 日 本 で の FAX モデ ム の 人 気 か ら す る と , 機 ど うし で も 製造 メー カー や 製造 時 期 の 違い で 通信 
その 距離 は 年 を 追う ご と に 狭まっ て 来 て いる よう に 不良 を 起こ すこ と も あり ます し , 電話 回 線 の 状態 に 
感じ られ ます 。 よっ て も 不具 合 を 起こ すこ と が あり ます 。 

特に 日 本 で 50% 以 上 の シェ ア を 占め て いる 98 の 通 モデ アム メー カー 條 ツラ フト か 衝 え の 埋 あ で , ビク ビ 
信 環 境 の 影響 で , 伸び 悩ん で いた FAX モデ ム の 普及 ク し な が ら FAX を 送る 状態 を 一 日 も 早く 解消 し て 欲 
が 今年 後半 に は 進む と いっ た 明る い 見 通し も 期待 で し いと 思っ て いま す 。 
きそう で す 。 DOS 用 の FAX 通信 ソフ ト も 結構 で す が , 98 環 境 で 


それ に し て も , 相手 の FAX 機 に 接続 で きた か ら と 使用 する 場合 を 考 應 する と , ハー ド 的 な 制約 に と ら 
いっ て 送信 が 終わ っ て 相手 か ら 受け 取っ た と いう 返 われ 難い Windows 用 の FAX 通信 ソフ ト の ほう が 良い 
事 が 来る まで 安心 で き な い 不安 な 気持 ちか ら は , 一 よう に 思わ れ , FAX の クラ ス も CLASS 2 に も 対応 し 
日 も 早く 解放 され た いも の で す 。 だ た ほう が 良い 結果 を 産む よう な 気 が し て な り ま せん 。 
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【 表 1 】 各社 FAX モ デム /FAX 通 信 ソ フト 別 テ スト 結果 一 覧 








企画 ・ 構 成 / 解 説 : 合 和彦 / 土 屋 徹 


B 月 号 ・7 月 号 と ら カ 月 に わた っ て , 多 機能 フレ ー ム メモ リー の 
製作 記 を 書い て きま し た 。 今 月 は , その 最終 回 と し て ソフ トウ ェ ア 
編 を お 届け し ます 。 プ ログ ラミ ング 言語 は 言語 を 使用 し て , フレ 
ー ム メモ リー の HHAM か ら パ ソコ ン の メモ リー へ の 転送 ソフ ト , パ 
ソコ ン の CHT 画 面 へ の 表示 ソフ ト , パソ コン の メモ リー か ら フ レ 
ー ム メモ リー の HHAM へ の 転送 ソフ ト の 3 つの ソー スプ ログ ラム に 
つい て 説明 し ます 。 ま た , ビデ オ の カラ ー 画 面 を パソ コン の 16 色 表 
示 画 面 に びき る だ け き れい に 表示 する た め の プ ログ ラム や , 拡大 表 
示 ・ 縮 小 表 示 プ ログ ラム に つい て は フロ ー チ ャ ー ト を 示し ます 。 さ 
ら に , ディ ジタル 画像 処理 の 基本 と な る 次 元 フ ィ ル タ に つい て も 
お 話し ます 。 


蔽 党 











6 月 号 ・7 月 号 で , 多 機能 フレ 
ー ム メモ リー の ハー ドウ ェ ア 製 作 
を 終了 し , いく つか の 表示 例 を 示 
し 事 た 。 

今回 は ,「 多 機能 フレ ー ム メモ リ 
ー の 製作 」 の 3 回目 と し て , 基本 
的 な 画像 入出 力 プ ログ ラム や , 拡 
大 縮小 ・ 輪 郭 抽出 プロ グラ ム な ど 


ソフ トウ ェ ア を 中 心 に 解説 し ます 。 
前 回 は , パソ コン に 取り 込ん だ 
画像 デー タ を CRT デ ィ ス プレ イ に 


表示 する 方 法 の み を 説明 し まし た 
が , 今回 は これ に 加え て , 処理 し 
た 画像 デー タ を 再び 多 機能 フレ ー 
ム メ モリ ー に 送り 返し , 通常 の テ 
レビ モニ タ 上 に 画像 を 表示 させ る 
方 法 も 説明 し ます 。 こ れ に より , 
本 格 的 な 画像 処理 の 世界 を 体験 で 
きま す 。 ま た , 最後 に ハー ドウ ェ 
ア の 若 士 の 変更 点 な ど に つい て 説 
明 し ます 。 

ソフ トウ ェ ア を 記述 する ブロ グ 


7 ログ ラム の 解説 


ラム 言語 は マイ クロ ソフ ト 社 の MS 
-C Ver5.1 を 使用 し ます 。 BASIC 
言語 の 中 に も 使用 で きる も の は あ 
り ま す が , 最近 で は , 筆者 は ほ と 
ん ど と て 言語 し か 使用 し て いな い の 
で , C 言 語 に 話 を 限定 し ます 。 
使用 する パソ コン は PC-9801 シ リ 
ー ズ で て 。 デス クト ッ プ デイ を 琵 
れ ば , ほとん ど 間 題 あ り ま せん 。 
だ ただし, 48 ビ ッ ト の 入出 力 を 持つ 
PIO 基 板 が 拡張 スロ ッ ト に 装着 で き 
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【 図 1】 ユー ティ リティ プロ グラ ム の 基本 構成 と 画像 ファ イル 
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な けれ ば な り ま せん 。PIO 基 板 は 前 
回 も 説明 し まし た が , 48 ビ ッ ト の 
入出 力 を 持つ も の で あれ ば , 安価 
な も の で か まい ませ ん 。 筆者 が 使 
用 し た PIO 基 板 は アド テッ クシ ステ 
ム の AB98-04A と いう 製品 で す 。 

1 フレ ー ム の RGB デ ー タ は 約 
1.4M バ イト も ある の で , ハー ド デ 
ィ ス ク は 不可 欠 で す 。 な お , RAM 
ディ スク が あれ ば 高速 で アク セス 
で きる の で , 非常 に 便利 で す 。 
後 で 説明 し ます が , 工夫 すれ ば 
も う 少 し 小さ い 容 量 の ファ イル に 
変換 で きま す 。 

パソ コン の ディ スプ レイ 機能 に 
つい て は , 4096 色 中 16 表 示 が 可能 
な 640X400 ド ッ ト の 高 解像度 タイ 
プ が 最も 一 般 的 な の で , 以下 の 話 
は この タイ プ の 表示 形式 に 話 を 限 
定 し ます 。 最近 , 普及 し て きた 256 
色 表 示 や , 640X480 ド ッ ト 構 成 の 
表示 形式 に つい て も お 話し し た か 
っ た の で す が , 紙面 の 関係 で 省略 


w 
h 


今回 使用 し た OS( オ ペレ ー テ ィ ン 
グ シ ステ ム ) は , MS-DOS Ver3.3 
C で す 。 また , MS-DOS Ver5.0 で 
も 基本 的 に は 問題 は な いよ う で す 。 

MS-DOS で は , 通常 の 使用 法 で 
は , 640K バ イト の メモ リー 空間 し 
か 使用 で きま せん 。 さ ら に DOS の 
ジス テム や , 各種 ドラ イ バ が 常駐 
し て いる た め , 実際 に 使用 で きる 
メモ リー 空間 は さら に 狭く な っ て 
いま す 。 

最近 の パソ コン で は XMS や EMS 
な どの 拡張 メモ リー に より 数 メガ 
バイ ト に 及ぶ メモ リー 空間 を 使用 
で きる よう に な っ て いま す が , あ 


に つい て 


ぐ Se の . 799? 


まり 一 般 的 で は な いよ う で す 。 

と ころ で , 一 般 ニ テー ザー が あま 
り 苦労 せ ず 1 M バ イト 以上 の メモ 
リー 空間 を 利用 で きる , DOS エ ク 
ステ ング ダ と いう 便利 な ソフ トウ ェ 
ア が あり ます 。 こ れ を 利用 する と 
非常 に スマ ヤー ト な プロ グラ ム が 書 
ける の で す が , 残念 な が ら 使用 で 
きる C 言 語 の コン パイ ラ が 限ら れ 
て いる よう で す 。 

し た が っ て , 今回 解説 する プロ 
グラ ム は すべ て , 640K バ イト の メ 
モリ ー 空 間 で 動作 する よう に 工夫 
し ま し だ た 。 し か し 、 封 来 は DOS エ 
クス テン ダ を 使用 し て , も っ と ス 
マー ト な プロ グラ ム に し た いと 思 
っ て いま す 。 

それ で は 個々 の プロ グラ ム を 説 
明 す る 前 に , 基本 プロ グラ ム の 全 
体 構成 と 中 間 フ ァイル に つい て 説 
明 し ます 。 


ユー ティ リティ ブロ グラ ム 
の 構成 


回 1 に ユー ティ リティ デ ロ グ ラ 
ム の 基本 構成 と , 画像 ファ イル の 
タイ プ に つい て 示し ます 。 ま た 画 
像 ファ イル に つい て は , 以下 に 示 
すす よう き つの あず イ オプ ちな し まし 。 






【 図 2 】 
フレ ー ム イメ ー ジ 
ファ イル の 形式 


480 






@ クイ プ 1 (238875BYTEX 6) 6 
つの フィ ー ル ド メ モ リー か ら の 
デー ク グ を その まま パイ ナリ ブナ 
イル に 変換 し た も の 。 


@ クイ ブ II(360960BYTEX 3 ) タ 
イプ 1 の 2 つの ファ イル か ら , 
有効 デー タ 期 間 の み を 取り 出し , 
フレ ー ム イメ ー ジ に 変換 し た バ 
イリ プア 2 


@ タイ プ I( フ ァイル サイ ズ は 切り 
取る 領域 の 大 き さ で 変化 ) 
VRAM に 転送 さき れ た デー タ を イ 
ー ジ カッ タ で 切り 取り 保存 する 
フ デ イル 。 


まだ た タイプ II の ファ イル に は , 
RGB 形 式 の も の と YIQ 形 式 の 2 種 
類 が あり ます 。 デ ー タ の 入出 力 は 
RGB 形 式 で す が , 各種 画像 処理 に 
は , 一 般 的 に YIQ 形 式 の ほう が 好 都 
合 で す 。 

タイ プ ブ I 皿 の ファ イル を 作成 する 
ツジ フト ウェ ア で よく 知れ て いる 
も の に , ジャ スト シス テム か ら 発 
売 さ れ て いる 「IMUT. COM」( イ 
メー ジ カ か カッ タ ) と いう デジ ログ ラム が 
あり , 難 者 も ちよ く 使 用 し て いま す 。 
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NM 入出 力 ブ ログ ラム 





入力 ブロ グラ ム に は , 6 個 の フ 
ィ ー ル ド メ モ リー か ら の デー タ を , 
その まま の 形式 で 6 個 の バイ ナリ 
ファ イル (タイ プ 1 ) に 変換 する 
「LOAD」 と いう プログ ラム と , 図 
2 に 示す フレ ー ム イメ ー ジ に 変換 
し て 3 個 の バイ ナリ ファ イル (タイ 
プ II ) に 変換 する ,「LOADR」 と い 
うり ダグ タム を 作成 じ ま し た 。 

リス ト 1 に プログラム LOAD の 
ツー スリ スト を 示し まず > ご こ で , 
関数 DATAGET( ) は 1 つの フィ 
ー ル ド メ モ リー か ら デ ー タ を 読み 
込む 機能 を 持っ て いま す 。 

図 3 に フィ ー ル ド メ モ リー より 9 
デー タ を 取得 する プロ グラ ム の 基 
本 的 な 流れ を 示し ます 。 

プロ グラ ム LOADR は , 単に デー 
タ を フレ ー ム イメ ー ジ に 変換 する 
だ け で は な く , 水平 ・ 垂 直 の ブラ 
ン キ ング 期間 を 除い た 有効 画面 領 
域 の データ の み を ファ イル に 変換 
する の で , ファ イル サイ ズ が 約 76 
% に 減少 する た め , ディ スク を 節 
約 す る こと が で きま す 。 ま た , こ 
の ファ イル 形式 な ら ば , 2HD の フ 
ロッ ピー ディ スク 1 枚 に RGB 1 フ 
レー ム み の デ ー タ を 記録 する こと が 
で きま ず 。 

次 に 出力 プロ グラ ム に つい て 説 
明 し ます 。 出力 ブロ グラ ム に も , 
タイ プ I の ファ イル を 読み 込ん で 
フィ ー ル ド メ モ リー に 転送 する 
人 NDJ いり 9 プロ グラ ある 、。 アダ 
イプ II の ファ イル を 読み 込ん で フ 
ィ ー ル ド メ モ リー に 転送 する 
「SENDR」 と いう プロ グラ ム の 2 
つが あり ます 。 
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ここ で は ブロ グラ ム SEND に つい 
て 説明 し ます 。 リ スト 2 に ブロ グ 
ラム SEND の ソー スリ スト を 示し ま 
す 。 

図 4 に .。 フィ ー ル ド メ モ リー に 
デー タ を 転送 する プロ グラ ム の 基 
本 的 な 流れ を 示し ます 。 


START 


け リン ドリ ゼット 
を H に する 


リー ドイ ネー ブル 
を H に する 


リー ドク ロッ ク を 
1 つ 送 出す る 


ドバイ だ ー ダ を 
読み 込む 


リー ドリ セッ ト 
を し に する 






ファ イル 変換 。 半 
島 、 ブログ ラム 


前 に 説明 し た よう に , ファ イル 
タイ プ に は 3 つの タイ プ が あり , 
さら に 有効 デー タ の 精度 に 劣化 が 
な い タ イプ 1 と タイ プ II は, 相 万 
に 変換 する こと が 可能 で す 。 


ルー プ カワ ンタ 
を 1 に する 


リー ドク ロッ ク を 
1 つ 送 出す る 









1 パイ ト デ ー タ を 
読み 込む 


ルー プ カ ウ ンダ 
に 1 を 加算 する 


1 ブ ィ ー ル ド 分 
読み 込ん 々 だか? 


YES 
リー ドイ ネー ブル 
を し に する 
| 





【 図 3】 1 つの フィ ー ル ド メ モ リ よ り デ ー タ を 取得 する プロ グラ ム の 基本 的 な 流れ 
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この 目的 の た め に 「CONV」, 
「INCONV」 と いう 2 つの プロ グラ 
な か 必 談 し まし か 。 

ブロ グラ ム CONV は タイ プ 1 か 
ら タ イプ II へ の 変換 で あり , プロ 
グラ フラム INCONV は タイ ププ II か ら タ 
イプ I へ の 変換 を 行い ます 。 


白黒 16 階 調 表示 


PC-9801 と その 互換 機種 の 大 部 
分 は , 4096 色 中 16 色 表示 が 標準 的 
な 表示 モー ド と な っ て いま す 。4096 


は 12 ビ ッ ト で すか ら RGB そ れ ぞ れ 
4 ビッ ト (16 階 調 ) で 割り 当て られ 
て いま す が , 同時 に 発色 で きる の 
は 16 色 すなわち 4 ビッ ト 分 し か な 
い の で , RGB そ れ ぞ れ 1.3 ビ ッ ト の 
割り 当て し か な いこ と に な り ま す 。 

し だ た が っ て カラ ー モ ー ド を 禁 準 
パパ レッ ト で 実現 する と , 原画 と は 
似 て も 付 つ か な いよ うな (特殊 効果 
の よう な) 表示 に な っ て し まい ま 
す 。 し か し 白黒 モー ド (RGB を 同じ 
値 に する ) に すれ ば , 4 ビッ ト (16 
階 調 ) が 割り 当て られ る の で , あ る 


START 











程度 の 表示 が で きま す 。 健 者 が 実 
際 に 試し た と ころ , 白黒 写真 に 近 


いも の が 得 ら ちら れ ま し た 。 も っ と も , | 


ビッ ト 数 が 少な い の で 擬似 輪 部 が 
生じ ます 。 


」 1B 色 カラ ー 表 示 と 
| 最適 バレ ッ ト 設 定 ブ ログ ラム 


前 に 説明 し た よう に , 標準 パレ 
ッ ト 設 定 で は カラ ー 表 示 を 行う と 
原画 と は か な り 異 な っ て し まい ま 
す 。 そこで, 一 枚 の 静止 画 中 に 存 
在 する 代表 的 な 色 ( 河 度 を 含む ) を 


1 バイ ト デ ー タ を ライ トク ロッ ク を 
0 送出 する 1 つ 送 出す る 
ライ トリ セッ ト イト クロ ッ ク を ライ トリ セッ ト 
を 日 に する つ 送 出す る を し に する 
ライ トイ ネー ブル ルー プ カ ウ ンタ ライ トク ロッ ク を 
を 日 に する 。 に 1 を 加算 する 1 つ 送 出す る 
【 図 4 】 
1 つの フィ ー ル ド メ モ リ に - 
ーッ ー、 o 1 1 バイ ー タ 
デー タ を 転送 する ブロ グラ か いす Jew み を 後 処 理 
ム の 基本 的 な 流れ 送出 する 
1 つ 送 出す る 
ライ トイ ネー ブル 
を し に する 。 
ライト リセ ッ ト 
を し に する 
ライ トリ セッ ト 
を 日 に する 


ルー プ カ ウ ンタ 


を 1 に する 
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16 色 選択 し. その 凶 を 使用 し て パ 
レッ ト 設 定 する 方 法 が 考え られ ま 
す 。 そ し て それ ぞ れ の 画 索 に , 一 
番 近 い 色 の パレ ッ ト 番 号 を 割り 当 
て て 表示 する こと で , 原画 に より 
近い 表示 を 得る こと が で きま す 。 

この よう な 処理 は , 1 枚 の 静止 


START 


ファ イル 名 の 入力 


パラ メー タ 設 定 


ファ イル 読み 込み 


白黒 1 6 隊 調 
モー ド に 設定 


ディス ブ レイ に 
表示 


パレ ッ ト 番 号 
1 16 







カー ソル を 移動 する 


カー ソル を 固定 し て 
座標 を 記録 する 


画 中 に 存在 する RGB の 値 の 分 布 を 
統計 的 に 分 析 し , 16 色 の パレ ッ ト 
を 設定 する こと で 理想 的 に 行う こ 
と が で きま す ( ベ クト ル 量 子 化 に お 
いて 。 下 レー ニン グ シ ー ケ ンス に 
より コー ドブ ッ ク を 作成 する 過程 
と 基本 的 に は 同じ で す )。 


ブ ァ イル 読み 込み 


設定 し た ポイ ント 
RGB デ ー タ を 


う 
き 
ぷ 


1 6 ポイ ント の 
パレ ッ ト デ ー タ を 
ブ ァ イル 出力 する 


END 


実際 に は 、 フ ァイル サイ ズ が 
大 きす ぎ て 主 記憶 に 一 度 に 全 
部 入ら な い の で 、 分 割 し て フ 
ァイル を アク セス し 、 処 理 す 
る よう に し て いる 。 


【 図 5】 ブロ グラ ム GETPLT の 処理 の 流れ 
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し か し , 人 間 が 絵 を 見 て 代表 的 
な 16 色 を 選択 し て も 意外 と うま く 
ゆく も の で す 。 ま た , 画素 に パレ 
ッ ト 番 号 を 振り 分 ける 過程 に お い 
て , パレ ッ ト の 16 色 と , 各 画 素 の 
色 ( 輝 度 を 含む ) と の 差 ベ クト ル の 
大 き さ を 比較 し ます が , この 差 べ 
クト ル の 大 き さ は RGB そ れ ぞ れ 同 
じ ス ケー ル で 定義 し て 計算 を 行い 
二 当 。 

より 良い 表示 を 行う た め に は , 
人 間 の 視覚 特性 を 考 應 する 必要 が 
あり , RGB 空 間 で は な く 別 の 座標 
系 に 変換 し て 比較 すべ き な の で す 
が , 話 が むず か し く な りす ぎる の 
で , 今回 は 筒 単 化 し て プロ グラ ム 
を 作成 し まし た 。 

さて , 1 枚 の 静止 画 に 存在 する 
代表 的 な 16 色 を 選択 し パレ ッ ト デ 
ー タ の ファ イル を 作成 する プロ グ 
ラム 「GETPLT」 の 処理 の 流れ を 
図 5 に 示し ます 。 

この プロ グラ ム は , 取得 し た デ 
ー タ を 日 黒 16 階 調 モ ー ド で CRT に 
表示 し , ディ スプ レイ 上 に 十文字 
有形 の カー ソル を 出し て , キー ボー 
ド で カー ソル を 移動 し て 代表 点 を 
選択 する 形式 に な っ て いま す ( 写 真 
1 参照 )。 

し た が っ て , テレ ビ モ ニ タ に 静 
止 画 を 表示 し て 色 を 確認 し な が ら 
操作 する 必要 が あり ます 。 RGB そ 
れ ぞ れ 1 フレ ー ム 分 の デー タ は , 
640K バ イト の メイ ン メ モリ ー に 入 
りき ら な い の で ,。 ブロ グラ ム を 工 
夫 し て , ファ イル か ら デ ー タ を 読 
み 込 ん で CRT に 表示 し , 代表 点 の 
水平 垂直 座標 を 決定 し て か ら , も 
う 一 度 フ ァイル か ら デ ー タ を 読み 
込み パレ ッ ト デ ー タ を 取得 し て い 
ます 。 

この 方 法 で CRT に カラ ー 表 示す 


エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


ia 

2 と よう に な りり まず 。 
標準 表示 
プロ グラ ム 

次 に ,。 フィ ー ル ド メ モ リー か ら 
取得 し た デー タ を CRT デ ィ ス プレ 
イ 上 に 標準 サイ ズ で 表示 する プロ 
グラ ム 「CRTDSP」 を 紹介 し ま 
す 。 この アデ ログ テム ある 柱 。 ア イザ エコ 

アイ ル を 入力 し CRT デ ィ ス プ 

RA 
り , 日 黒 16 階 調 表 示 と 16 色 カラ ー 
表示 を 選択 で きる よう に な っ て い 
ます 。 

また だ た, 16 色 カラ ー 表 示 の モー ド 
で は , プ ブログ ラム GETPLT で 作成 
し た だ た パレット デー タフ ァイル を 入 
力 し , 最適 な 表示 を 行う こと が で 
きま す 。 標準 サイ ズ で は CRT テ 
な 
ほう が サイ ズ が 大 きい (ドッ ト 数 が 
多い ) の で 全 画 面 を 表示 する こと が 
で き 来 芋 ん 。 し だ が っ ら て 。 CR 生 デ 
ィ ス プレ イ に 表示 する テレ ビ 画 面 
の 水平 ・ 垂 直 始 点 を 指定 で きる よ 

こし て ta ます 。 

リス ト 3 に ブロ グラ ム CRTDSP 
の ソー スリ スト を 示し ます 。 

京 準 表 示 プ ログ ラム に は , タイ 
ブ プ II の ファ イル を 入力 し て 表示 す 
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(写真 1> GETPLT の 画面 ( 〇 印 が カー ソル ) 


る ブロ グラ ム 「CRTDSPR」 が あ レッ ト を 使用 し た 場合 の 表示 例 を 


リ り ま す ( 説 明 省 略 )。 


示し ます 。 カ ラー 印刷 で な い の が 


写真 2 に 白黒 16 階 調 表示 を , 写 残念 で す 。 
真 3 に 標準 カラ ー パ レッ ト を 使用 


し が こ 16 色 カラ ー 表示 を 
さら に 写真 4 に , 最適 カラ ー パ 


ダイ アメ 
白黒 16 際 


写真 2> 
ファ イル 
自 調 表示 


< 写真 3> タイ プ 2 ファ イル 本 カ ラー ドレ LTGー 示 


ぐ e の . 799? 


拡大 縮小 表示 
Lt。 此 す 。 プロ グラ ム 








写真 4> タイ プ 2 ファ イル 標準 カラ ー パ レッ ト 16 色 表示 


//Z 


拡大 縮小 表示 に つい て は , 前 回 
ある 程度 お 話し し まし た の で , こ 
こ で は 人 簡単 に 説明 し ます 。 

最初 に 縮小 表示 に つい て 説明 し 
ます 。 図 6 は , 縮小 表示 プロ グラ 
ム 「CRTDSPS」 の 基本 的 な 流れ を 
示し ます 。 拡 大 縮小 表示 プロ グラ 
2 チオ オプ 信 の ファ イル を 入力 
する ほう が 話 が 簡単 で す 。 

プ ブログ ラム CRTDSPS は , 水平 ・ 


STAERT 


ファ イル 名 の 入力 
| earole| 
| 2 


ブフ ブレー ムイ メー ジ 
ファ イル を 入力 する 


2 次 元 ブ フィ ル タ 
特性 ファ イル 入力 


Py 
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洒 
園 


垂直 と も に 1/2 倍 と し た 4 画面 表示 
を CRT デ ィ ス プレ イ 上 で 実現 し ま 
す 。 こ の プロ グラ ム で 使用 し た 2 
次 元 プ リフ ィ ル タ の 特性 を 図 7 に 
示し ます 。 写 真 5 に 縮小 表示 の 例 
を 示 姜 す 。 

た だ し 通常 の 自然 画 で あれ ば , 
1/2 倍 程度 の 縮小 率 の 場合 に は プリ 
フィ ル タ 処 理 を 省略 し て し まっ て 
も , さほど 折り 返し ひずみ は 目 立 


2 
水平 牌 直 問 9 


DO 


日 


上 
上 


1 


END 


RGB の 3 つの ブ ァ イル を 入力 する 
た だ ため 、 一 度 に 主 記憶 に 入ら な い の で 
分 割 し て 処理 する 。 


ーーーーーーーーー ツ * 


ち ま せ ん 。1/4・1/8 倍 に つい て は , 
読者 の みな さん で 考え て くだ さい 。 

1/4 倍 表示 で 使用 する プリ フィ ル 
タ の タッ プ 人 係数 と , フィ ル タ 特 性 
を 図 8 に 示し ます 。 

次 は , 拡大 表示 に つい て 説明 し 
ます 。 図 9 に 拡大 表示 プ ログ ラム 
「CRTDSPL」 の 基本 的 な 流れ を 示 
し ます 。 前回, 拡大 表示 を 行う 場 
合 に , 同じ 画素 を 複数 並べ て 実現 


【 図 6 】 
縮小 表示 プロ グラ ム の 
処理 の 流れ 


縮小 画面 


es 


エレ ング ク ムロ ニク スラ イフ 


する と プ ブロッ ク ひ ずみ が 生じ る こ 

と を お 話し ま も し も な 。 そ を そし て 、 この 

ひずみ は フィ ル タ 処 理 で 除去 で き 

@ ぢ こ を る も 雪 話し まし た 。 も か し 。 

フィ ル タ 処 理 を 使用 し て 拡大 表示 < 写真 5 > 
を 行 う 場合 , 同じ 画素 を 複数 並べ 縮小 表示 例 
る 方 法 よ り も , 図 10 に 示す よう に 

ゼロ 内 挿 に よっ て 表示 画素 数 を 増 ao/( 
や し , その 後 , 2 次 元 補間 フィ ル ・ 
タ 処 理 で ゼロ 内 挿 点 に 値 を 生じ き し 162) 
せる 方 法 の ほう が フィ ル タ の 設 






益 黄 ら ビ J り JSMEE 光 味 居 


【 図 7 】 
水平 垂直 1/2 の ( 2 次 元 周波 数 特性 ) 
縮小 表示 に 使用 する ーー 
2 次 元 プ リフ ィ ル タ の 特性 この 2 次 元 フ ィ ル タ 特 性 は 水平 周波 数 と 垂直 周波 数 で 変数 分 離 で きる た め 、 


同じ タッ プ 係 数 の 水平 フィ ル タ と 垂直 フィ ル タ を 縦 続 接続 する こと で 得 ら れる 


タッ プ 係 数 [垂直 フィ ル タ : 3 1 タップ, 水平 フィ ル タ : 3 1 タップ] 


am 
| sa 
CE 


12, 20 -0.0413377455 -0.0061474890 
11,21 0.0356675822 


-0.0021422958 


10,22 0.0317604045 


0.0012420080 
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9 ク - 
や 


マム マ 、 マ 

0 0 ハバ 大 On 
kd 

| え X) へ ヘ 人 メメ エフ の で 

いい の い ハハ ヘ 人 人 メメ メメ スマ 








に 
て つの で で 
9.5 SS の SS ので 
こつ こう つぐ うー て ユマ て の こう で くつ くさ の 
トマ の パ PE3 ご) ご っ ー ど マ ご 3 ご ュ っ デー で っ 
と ーー で っ に うー て に そこ うこ こう ご ー コ 
こつ の ー で > う ご で こつ で うー ぐう で で ンー で ーー うー て レッ ンー ベ 
ト 3 






















水平 
〈 2 次 元 周波 数 特性 ) 
この 2 次 元 フ ィ ル タ 特 性 は 水平 周波 数 と 垂直 周波 数 で 変数 分 離 で きる た め 、 
同じ タッ プ 係 数 の 水平 フィ ル タ と 垂直 フィ ル タ を 縦 続 接続 する こと で 得 ら れる 。 


タッ プ 係 数 [垂直 フィ ル タ : 3 1 タップ, 水平 フィ ル タ : 3 1 タップ] 


1,.31 





11,21 0.0006296656 
10, 22 -0.0223475210 
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が 容易 で す 。 

この よう な 目的 で 使用 する フィ 
ル タ は , 総じて 補間 フィ ル タ と 呼 
ば れ ま す 。 図 11 に , 2 倍 表 示 に 使 
用 する 補間 フィ ル タ の タッ プ 人 係数 
と フィ ル タ 特 性 を 示し ます 。 写真 
6 に 拡大 表示 の 例 を 示し ます 。 


テレ ビ 画 面 上 
へ の 表示 


さて , 前 節 で 説明 し た 各 ブ ログ 





【 図 8 】 

水平 垂直 1/4 の 

縮小 表示 に 使用 する 

2 次元 プリ フィ ル タ の 特性 


エレ と レグ トロ ニク スラ イプ ブ 


ラム は CRT デ ィ ス プレ イ 上 へ の 表 
志 を 行い ます が , 処理 し た デー タ 
を も う 一 度 タ イプ II の ファ イル に 
変換 し , フィ ー ル ド メ モ リー 上 に 
転送 すれ ば , テレ ビ 画 面 上 に 
16777216 色 の フル カラ ー 表 示 を す 
る の こま が で きま す 。 

取得 し た 画像 デー タ に 各種 画像 
処理 を 行い , その 結果 を テレ ビ 画 
面 上 に 表示 する 場合 の 処理 の 流れ 
と , 使用 する プロ グラ ム に つい て 
図 12 に 示し ます 。 

各種 画像 処理 は フレ ー ム イメ 
ー ジ に 変換 し て 行い ます 。 拡 大 縮 
小 表 示 の た め に 「4DIV」 (縮小 4 画 
面 表示 ), 「ZOOM」( 拡 大 表示 ) と 
いう 2 つの プロ グラ ム を 作成 し ま 
し に 。 

プロ グラ ム の 説明 は 省略 し ます 
が , 写真 7 に 縮小 4 画面 表示 , 写 
真 8 に 2 倍 拡大 表示 の 例 を 示し , 
写真 9 に その 原画 を 示し ます 。 写 


真 5・6 と 比較 し て みて くだ さい 。 


フィ ル タ タ 処理 こ 
輸 郭 抽出 


前 に 少し フィ ル タ 処 理 の お 話 を 
し まし た が , ここ で は も う 少 し 詳 
し く 説明 し , 輪郭 抽出 を 応用 例 と 
し て 記し まず 。 

画像 処理 で は , 非常 に さま ざま 
な フィ ル タ を 使用 し ます 。 フ ィ ル 
処理 と いっ て も , 広い 分 野 の 話 
に な っ て し まう の で , ここ で は 線 
有形 の FIR( 有 限 長 イン パル ス 応 答 ) 
フィ ル タ に より , 周波 数 軸 上 で の 


信号 成分 の 分 離 に 話 を 限定 し ます 。 


画像 処理 で は , 1 次 元 フ ィ ル タ 
だ け で は な く 2 次元 フィ ル タ 処 理 
や 3 次 元 フ ィ ル タ 処 理 も よく 使用 
され ます 。 特 に 動画 の 処理 で は , 
3 次元 フ ィ ル タ 処 理 が 色々 な 目的 


Se の . 799? 


で 使用 され て いま す 。 しかし, リ 
アル タイ ム 処 理 を 行う 機器 で 3 次 
フ ィ ル タ を 構成 する と , どう し 
て も 時 間 軸 方 向 ( テ ン ポ ラル 方 向 と 
も 言う ) の タッ プ 長 が 長く 取れ ませ 
ん 。 

それ は , 3 次元 フィ ル タ に お い 
て 時 間 方 向 の 単位 遅延 素子 は フレ 


START 


ファ イル 名 の 入力 


表示 モー ド の 設定 


パラ メタ の 設定 


レー ムイ メー ジ 
入力 する 


\J 
さ 

SM 
ご 
RY 


2 次 元 フ ィ ル タ 
特性 ファ イル 入力 


水平 ・ 垂 直 始 点 
の 設定 





ー ム メモ リー や フィ ー ル ド メ モ リ 
ー に な る た だ ため , タッ プ 長 を 大 きく 
取る と 大 容量 の メモ リー が 必要 と 
な る か ら で す 。 ま た , 垂直 方 向 の 
単位 遅延 素子 は ライ ン メ モリ ー で 
あり , 水平 方 向 の 単位 遅延 素子 は 
D フ リッ プ フ ロ ッ プ と いう こと に な 
り ま す 。 し た が っ て 。 2 炊 到 ティ 


藻 難 GS ヒ MIMJNNEE ツ 往 較 器 藻 W 





END 


RGB の 3 つの ブフ ァイル を 入力 する 
だ め 、 一 度 に 主 記憶 に 入ら な い の で 
ブ ァ イル を 分 割 し て 吉 理 する 。 





く < 原画 > 


ゼロ 内 振 


く 拡 大 表示 画 > 


【 図 9 】 拡 大 表示 プロ グラ ム CRTDSPL の 処理 の 流れ 
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ル タ 処 理 ま で な ら 比 較 的 タッ プ 数 
を 大 きく で きま す 。 ま た , 静止 画 
で は 2 次 元 フ ィ ル タ 処 理 まで を 考 
慮 すれ ば 十分 で す (時 間 軸 方 向 に 変 
化 が な いた め )。 

さて 2 次元 フ ィ ル タ 処 理 は ,。 フ 





ィ ル タ 特 性 を 反映 し て いる 2 次 元 
イン パル ス 応 答 ( 図 13 参 照 ) と 式 (1) 
に 示す 2 次 元 の 辿 み 込み 演算 (コン 
ポリ ュー ショ ン ) を 行う こと で 実現 
で 頒 否 。 


( a ) 原信 号 を サン プリ ング ゲ し た 信号 


振 司 
振 凡 ( b ) ゼロ 内 挿 に より 時 間 軸 を 2 僅 に 引き 延ばし た 信号 
振 司 ( c ) 補間 フィ ル タ 才 理 後 の 信号 


(A) 原信 号 の スペ クト ルル 


(La mh・ re。 k。)・ 
ki ニー k。=ー 


Km 一 や (1) 
x (ni,ns) : 入力 数 列 
y(n」,ns) : 出力 数 列 
h(n」,n。) : 2 次 元 イ ン パ ルス 応答 


【 図 !0】 

ゼロ 内 挿 十 補 間 フ ィ ル 
タ 処 理 に よる 

2 倍 拡 大 表示 





(D ) 補間 フィ ル タ に より 折り 返し 成分 を 除去 し た 信号 の スペ クト ル 


エレ ング トロ ニク スラ イプ フ 


図 14・15・16 に フィ ル タ 特 性 と 
タッ プ 係 数 の 例 を 示し ます 。 ま ん た:, 
写真 10 に 示す ゾー ンプ レー ト 信 号 
に 対し て , それ ぞ れ の 特性 の フィ 
ル タ 処 理 を 行っ た 結果 を 写真 11・ 
12・13 に 示し ます 。 

さて , フィ ル タ 処 理 の 応用 例 と 
し て 輪郭 抽出 に つい て 説明 し ます 。 
画 は 画像 の エッ ジ 部 分 を 抽出 す 
る こと で 得 ら れ ま す 。 エ ッ ジ 部 は 


【 図 11】 

水平 垂直 2 倍 の 

拡大 表示 に 使用 する 

2 次 元 補間 フィ ル タ の 特性 


ぐ Se の . 799? 


(写真 6> 
拡大 表示 例 


《 2 次 元 周波 数 特性 〉 
この 2 次 元 フ ィ ル タ 特 性 は 水平 周波 数 と 垂直 周波 数 で 変数 分 離 で きる た め 、 
同じ タッ プ 係 数 の 水平 フィ ル タ て 垂直 フィ ル タ を 縦 続 接続 する こと で 得 ら れる 。 


タッ パプ 係数 [垂直 フィ ル タ : 3 1 タッ プ , 水平 フィ ル タ : 3 1 タッ プ ] 


| ry | eee 


ma | emewe 
| ia Yemes 





二 
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全 競 G ヒ MIJMINTEE ツ > 壮 國 誤 共 





高 域 成分 を 含ん で いる た め , 図 17 
に 示す 2 次 元 ハ イマ パス フ ィ ル タ を 
通し , 絶対 値 に 変換 し た 後 。 2 値 
化す れ ば 得 ら れ ま す 。 こ の 処理 の 
様子 を 図 18 に 示し ます 。 

また 実際 に 輪郭 を 抽出 し た 例 と 
し て 写真 14 に 原画 を , 写真 15 に 輪 
郭 抽出 後 の 画像 を 志 し ます 。 


他 に も フィ ル タ 処 理 の 応用 と し て , 


ソフ ト フ ォ ー カ ス 処 理 や , 輪郭 強 








写真 8> 2 倍 拡大 表示 例 
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ハー ドウ エア メモ リ 
フィ ー ル ド メ モ リフ ァイル た め の 流 れ 


3 
NN 


【 図 12】 
テレ ビ ヒ 画面 を 取 
み 処 理 し た 
後 , 再び テレ ビ 
画面 に 表示 する 


SS フレ ー ム イメ ー ジ ファ イル 


調 処理 な ど が あり ます 。 


各 種 テ スト 信号 
に つい て 


コン ゼ だ ュー タダ で デー タ を 作成 し 
フィ ーー ルド メ りー に 転送 する こ 
史 凍 人 
なこ と が で きま す 。 以下 に いく つ 
か の 例 を 示し ます 。 


(写真 7 > 
縮小 4 画面 表示 例 


① ゾ ー ン プレ ー ト 信号 

ゾー ンプ レー ト 信 号 は 2 次 元 周 
波数 特性 を 観察 する た め に , 広く 
用 いら れ て いる 信号 で す 。 こ の 信 
ら を 使用 する と , NTSC デ コー ダ 
(テレ ビ 受 像 機 ) の Y/C 分 離 特性 が 
よく わか り ま す 。 ゾー ンプ レー ト 
信号 は , (2) 式 で 表現 され ます 。 


Ax, y) ニ A。cos| デ 2] 十 B 


648* 280? 


x ニ デー376 一 376 : 
(ドッ ト 数 ) 

y ニ デー240 一 240 : 
(ライ ン 数 ) 

o・ 信号 の 振幅 , B : 中 間 レ ベル 
② 氏 歯 状 波 信号 (SAWTOOTH) 

が ンマ 特性 や 非 直線 性 を 確認 

た り , ディ ジタル 映像 機器 の ラッ 
ナミ ス な どの 不具 合 を 見 つけ る の 
に 便利 で す 。 写 真 16 に 鑑 歯 状 波 信 


中 心から の 距離 


中 心から の 距離 


< 還 


> 写真 7・8 の 原画 


エレ ググ ク トロ ニク スラ テラ イプ フ ブフ 





【 図 13】 2 次 元 イ ン パ ルス 応答 の 例 


避 を 示し ます 。 


③ マ ル チ バ ー ス ト 信 号 

伝送 路 の F 特 を 確認 する の に 便 
利 な 信号 で す 。 写真 17 に マル チバ 
ー ス ト 信 号 の 写 真 を 示し ます 。 


その 他 に も , 非常 に 多く の テス 
ト 信号 や 標準 画像 が あり ます 。 基 
本 的 に , 静止 画 で あれ ば この 多 機 
能 フ レー ム メ モリ ー に よっ て 発生 
する こと が で きま す 。 

モノ スコ パタ ー ン や , 一 般 画 像 
は パソ コン で デー タ を 発生 きせ る 
こと は で きま せん が , 多 機能 フ レ 








< 写真 11> フィ ル タ リ ング 例 ① 
( 図 14 の フィ ル タ 使 用 ) 


Sep. 7 の 9 


( 2 次元 周波 数 特性 ) 


タッ プ 係 数 


15, 17 0.3111540776 
14,18 0.0482025056 


タッ プ 係 数 
-0.0215766796 
0.0022910309 
0.0126617534 
0.0016887067 
-0.0061474890 


-0.0021422958 


0.0012420080 


【 図 14】 2 次 元 フ ィ ル タ の 特性 -1 水平 フィ ル タ 





< 写真 122 フィ ル タ リ ング 例 ② 
( 図 15 の フィ ル タ 使 用 ) 


< 写真 13> フィ ル タ リ ング 例 ③ 


FIR フ ィ ル タ [垂直 1 タッ プ , 水平 3 1 タップ] 


水平 タッ プ 番 号 水平 タッ プ 番 号 





( 図 16 の フィ ル タ 使 用 ) 
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益 難 SG レヒ JI>JMEE ジ > 納 較 吉 藻 喘 








ー ム 和夫 り 一 に 大 話 L。 
に 転送 する こと で ファ イル 化し 。 
必要 な 時 に いつ で も 呼び 出す こと 
が 可能 で す 。 


ハー ドウ ェ ア の 変更 点 
に つい て 


か が 当 8 


前 回 まで で , ハー ドウ ェ ア の 説 
明 は 終了 し て いま す 。 しかし, パ 
ソコ ン と 多 機 能 フ レー ム メ モリ ー 
の 間 で 画像 デー タ の 転送 を 行う 場 
合 に , 何 点 か 問題 が な 生 し たため に , 





タッ プ 人 係数 


13,19 












水平 
《 2 次 元 周 波数 特性 ) 


FIR フ ィ ル タ [水平 1 タッ プ , 垂直 3 1 タッ プ ] 


| ee | veeee | sm | oo 


0.0022910309 
, の 6 


ハー ドウ ェ ア の 変更 を 行い まし た 。 
その 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


① フ ィ ー ル ドイ ン デ ックス 信号 発 
生 回 路 の 変更 
今回 製作 し た 多 機能 フレ ー ム メ 
モリ ー で は , フレ ー ム メモ リー 回 
路 の 制御 に 必要 な RE・WE・ 
RSTR・RSTW 信 号 を 発生 する た 
め に , フィ ー ル ドイ ン デ ックス 信 


(EVEN/ODD) を 使用 し て いま 
す 。 こ の EVEN/ODD は 当初 , 同期 
















-0.0215766796 





0.0016887067 






-0.0021422958 
0.0012420080 





【 図 15】 2 次 元 フ ィ ル タ の 特性 -II 垂直 フィ ル タ 
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分 離 用 IC(LM1881) か ら 出 力 さ れ 
る O/E 信 号 を LS244 で バッ ファ し 
て , その まま EVEN/ODD 信 号 と し 
て 合用 し て いま し た 。 

し か し , 同期 分 離 用 1IC(LM1881) 
が アナ ログ 1IC で ある た め , EVEN/ 
ODD 信 号 の デュ ー テ ィ が 完全 に 50 
26 で は な く , その た だ た め 第 一 フィ ー 
ルド の サン プル 数 と , 第 二 フ ィ ー 
ルド の サン プル 数 に 若干 の 相違 が 
生じ ます 。 試 作 し た 回 路 で は , 27 
サン プル の 差 が 生じ し まし た 。 こ の 
半 は ソフ トウ ェ ア で 対処 し て も よ 
い の で す が , 入力 する 映像 信号 の 
内 容 に より 多少 変動 する た め , 入 
カカ する 映像 信号 が 変わ る た びに , 
パラ メタ を 変更 する わずらわし さき 
が ある の で , 回 路 を 変更 し まし た 。 

図 19 に 回 路 変 更 の 内 容 を 示し ま 
す 。 主 な 変更 点 は ソニ ー 製 の 同期 
発生 用 IC(CX7930A) を 追加 し た こ 
と で す 。 図 20 に CX7930A の ブロ ッ 
グ 図 を 示し まず 。 ま た , 実装 し た 





(写真 14> 輪郭 抽出 例 の 原画 





(写真 15> 輪郭 抽出 例 


エレ グ クト ムロ ニク スラ イプ フ ブ 


CX7930A の 様子 を 写真 18 に 示し ま 
す 。 こ の IC も 秋葉 原 で 入手 する こ 
が で る 半 し ああ 。 

この IC の 5 番 ビ ピン (OFLD) より 
出力 され る 信号 を EVEN/ODD 信 
補 ど し だ 使用 し まし た 。 と の 1C を 
外部 同期 モー ド で 使用 し ,. クロ ッ 
ク 入力 (CLIN) に は 14 .3MHz の 再 
生 ク ロッ ク 信 号 を 供給 し , 水平 リ 
セッ ト 入 力 (HRI) に は , V7021 よ り 





ーーーーーーーーーーーーーー タッ プ 係 数 : 水 平 15 タ 


(垂直 、 水 平 ) 対称 フィ ル タ な の で 第 1 
( 0, 0) 0.493188 [モン タタ ッ プ ] 
( 0, 1) 0.194364 ( 2, 6) 
( 0, 2) -0.000056 C まあ 。 9 
( 0, 3) 0.019523 ( 3, 0) 
( 0, 4) -0.000048 ( 3, 1) 
( 0, 5) 0.005717 C 
( 0, 6) -0.000037 ( 3, 3) 
(0, 7) 0.002112 ( 3, 4) 
(1, 0) 0.194364 ( 3, 5) 
( 1, 1) -0.003643 ( 3, 6) 
( 1, 2) -0.061600 ( 3, 7) 
( 1, 3) 0.000052 ( 4, 0) 
( 1, 4) -0.010564 ( 4, 1) 
( 1, 5) 0.000043 ( 4, 2) 
( 1, 6) -0.003475 ( 4, 3) 
( 1, 7) 0.000031 ( 4, 4) 
( 2, 0) -0.000056 ( 4, 5) 
(2, 1) -0.061600 ( を 。 5) 
( 2, 2) 0.003377 ( 4, 7) 
( 2, 3) 0.033333 ( 5, 0) 
( 2, 4) -0.000046 C 5。 3) 
( 2, 5) 0.006421 ( 5, 2) 


出力 され る バー スト フラ グ (BFE) 信 
号 を LS244 で バッ ファ し て 供給 し ま 
し た 。 ま た 垂直 リセ ッ ト 入 力 (VRI) 
に は , LM1881 よ り 出 力 さ れる 垂直 
同期 (VSYNC) 信 号 を 供給 し まし 
に 。 

この 回 路 変 更に よっ て 第 一 フィ 
ー ル ド と 上 系 二 フ ィ ー ル ド の サン プ 
ル 数 の 相違 は な く な り ま し た 。 





ッ プ 、 垂 直 1 5 タッ プ -----------ー- | 
象 現 の み を 示す 。 | 
.000035 (5, 3) 0.000038 
.002149 ( 5, 4) 0.012528 | 
.019523 ( 5, 5) -0.001871 | 
.000052 ( 5, 6) -0.007477 
.033333 ( 5, 7) 0.000020 | 
.002964 ( 6, 0) -0.000037 
.020261 ( 6, 1) -0.003475 
.000038 ( 6, 2) -0.000035 
.003971 ( 6, 3) -0.003971 
.000027 ( 6, 4) -0.000029 
.000048 ( 6, 5) -0.007477 
.010564 ( 6, 6) 0.001295 
.000046 (6, 7) 0.004080 
.020261 ( 7, 0) 0.002112 
.002445 ( 7, 1) 0.000031 
.012528 ( 7, 2) 0.002149 
.000029 ( 7, 3) 0.000027 
.002370 ( 7, 4) 0.002370 
.005717 ( 7, 5) 0.000020 
.000043 ( 7, 6) 0.004080 
.006421 ( 7, 7) -0.000765 





【 図 16】 2 次 元 フ ィ ル タ の 特性 - 四 ダイ アゴ ナル フィ ル タ 


ぶ ぐ e の . 7 の 9 
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②⑦② パ ソコ ン イ ンタ フェ ー ス 回 路 の 

変更 

最初 , パソ コン と 信号 の 受け 渡 
し を する イン タフ ェ ー ス 回 路 は , 
LS244 の バッ ファ 層 ゲ ー ト 1IC を 使用 | 
し , 3.3KO の の ラダー 抵抗 で プル ア 
ッ プ する だ け の 人 簡単 な 構成 で し た 。 
し か し , 実際 に パソ コン と 接続 し 
デー タ の 転送 を 行う と いく つか の 
問題 が 生じ し まし た 。 | 

まず , 上 第 一 に 電源 ショ ッ ク に 思 
いこ と で す 。 静止 画 モー ド 中 で も , 
電源 ショ ッ ク で フレ ー ム メモ リー 
の 一 部 に 書き 込み が 行わ れる こと 
が 何 度 か あり まし た 。 第 二 に パソ 
コン か ら フ レー ム メ モリ ー に デー 
タ を 転送 する 場合 、 8 ビッ ト の ラ 








オト デー タダ を 変 作 き せる と 。 EXT 
-RD-CK 信 号 や EXT-WR-CK 信 
号 ,. また は , その 他 の 制御 信号 ラ 
イン に スパ イク 状 の ノイ ズ が 発生 
誤動作 し ます 。 


し 





< 写真 16> 銀 歯 状 波 信号 


人 


< 写真 17> マル チバ ー ス ト 信 号 


8Z 
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《 2 次 宛 周波 数 特性 ) 


これ ら の 間 題 を 解決 する た め , 
図 21 に 示す よう に スッパ イク 状 の ノ 
イズ を 吸収 する 回 路 を 追加 し まし 
た 。 今 回 使用 し た フィ ー ル ド メ モ 
リー 用 IC の TMS4C1050 は 非常 に 
高速 動作 を する た め に , ちょ っ と 
し だ ヒゲ に も 反 応 し て し まい ます 。 
追加 し た 回 路 は 一 種 の LPF で すか 
ら , 動作 クロ ッ ク 周 波数 が 非常 に 
高い パソ コン を 使用 し 誤動作 を 生 
じ た 場 合 に は , 追加 し た 回 路 の 定 
数 を 変更 し て みて くだ さい 。 
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< むす び 


ーーーーーーーーーーーーーー タッ プ 係 数 : 水平 7 タッ プ 、 垂 直 7 タッ プーー ニ ニー ニニ ーーーーー に 










, 0) -0.069393 (2 
1) -0.054067 





垂直 、 水 平 ) 対称 フィ ル タ な の で 第 1 象 現 の み を 示す 。 
0, 0) 0.910936[ モ ンタ タップ ] 

0, 1) -0.069393 ( 1, 2) -0.023673 ( 

0, 2) -0.030383 ( 1, 3) -0.003825 ( 
0, 3) -0.004910 (2, 0) -0.030383 ( 
( 
( 


(2, 2) -0.010365 






今回 で , 多 機 能 フ レー ム メ モリ 








2, 3) -0.001675 ー の 製作 は 一 応 終 了 で す 。 ハ ー ド 
の 0090 ウェ ア ・ ソ フト ウェ ア と も に 十分 
3, 1) -0.003825 ーー 

1) -0.023673 3, 2) -0.001675 に 説明 で き な か っ た 部 分 も 多々 あ 
っ 2 り ま し た が , な る べく 読者 の みな 





【 図 17】 輸 郭 抽出 に 使用 され る 2 次 元 ハ イ パ ス フィ ル タ の 特性 


2 次元 ハイ パス フィ ル タ 
また は 微分 フィ ル タ 処 理 
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ーー* 
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1 2 A 絶対 値 処理 後 


ハイ バス フィ ル タ 後 


【 図 18】 
輪郭 抽出 の 処理 の 流れ 


非線形 処理 後 


2 値 化 処理 後 


信号 波形 の 変化 


エレ クト ロニ クス ラテ ライフ 
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さん が 製作 きれ る と き の 助 け と な 
る こと を 考慮 し て , 執筆 し た つも 
り で す 。 

この 多 機 能 フ レー ム メ モリ ー は , 
パパ ソコ ン し か 持た な い 一 般 の アマ 
チュ ア の 方 が , 画像 処理 を 実際 に 
自分 の 手 で 行い どの よう な 処理 
を すれ ば , 画像 が どの よう に 変化 
する の か を 体験 し て も ら う た め に 
企画 し まし た 。 
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【 図 19】 回 路 の 変更 部 
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【 図 20】 CX-7930A の ブロ ッ ク 
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LS2445 
TO _ MEMORY BLOCK = 


PET 0 の の の 0 は 


TNTERF RCE BLOCK 


【 図 21】 スパ イク ノイ ズ 吸 収 回 路 


パパ ソコ ン で すか ら 計 算 時 間 は 長 
く な り ま す が , ソフ トウ ェ ア を 作 
成す れ ば , ベク トル 量子 化 ・DCT 
(離散 コサイン 変換 )・ ウ エー ブレ 
ッ ト 変 換 ・ 形 状 解 析 な どい ろ い ろ 
な 処理 が 可能 で す 。 難 者 も この 人 原 
稿 を 書き な が ら , 色々 な 画像 処理 
の 実験 を し て いま す 。 

今回 の 製作 で 一 番 苦 労 し た の は , 
や は り 部 品 の 調達 で す 。 規 格 表 や 
カタ ログ に 掲載 され て いて も , 入 
手 で き な い 部 品 が か な りあ り ま し 









プ ブ ャ 

*・ 映像 デー タ 取 得 プ ログ ラム LOAD, で ・ 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ ボキ キキ キキ ポキ ボキ ボキ キキ や 
* ノ 

Hinclude <stdio.h> 

Hinclude <oonio.h> 

Hinclude <time.h> 


Z* 使 用 P 1 〇 ボー ド .. ア ド テ ッ ク シ ステ ム AB98-04A*> 
idefine Pa gxffdS8 ノ *P ] の 〇 ボード..8255 No2 ポー ト A ッ ン 
Hdefine PB ffda /*P ] の 〇 ボード. .8255 No2 ポー ト B ッ > ン 
idefine PC 9xffdc Z*P ] の 〇 ボード..8255 No2 ポー トン 
idefine PD gxffd9 ン *P 1] 〇 の ボード..8255 No1 ポー トム A ッ ン 
define PE gyffd2 ン *P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 ポー ト B ッ > ン 
idefine PF @xffd4 /*P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 ポー トン 
idefine C1 g@xffd6 <*P 1 〇 ボー ド ..3255 No1 制御 ポー トッ ン 
Hdafine C2 gxffde Z*P ] 〇 ボー ド ..38255 No2 制御 ポー トッ ン 
1define CTL1 gx89 *P ] 〇 ボー ド ..38255 No1 制御 ワー ドッ ン 
idefine CTL2 99 <*P 1 の 〇 ボード..38255 Ne2 制御 ワー ドン 


1define FJELDLEN 24115g 
static unsigned char padat: ノ * ポ ー ト A デ ー タ ッ ン 
static unsigned char pbdat: ノ * ポ ー ト BB データ ャ マン 
statio unsigned char pcodat: ノ * ポ ー ト 〇 デー タッ マン 
static unsigned ohar pddat: ン >< ポ ー ト D リ データ ッ ン 
statio unsigned char pedat: ノ * ポ ボート デー タッ ン 
statio unsigned ohar pfdat: ノン * ポ ー ト F ド デー タッ ン 
m3in() 

{ 

void setbit(), ノ * 特定 ビッ ト セ ッ ト 関 数 

void rstbit(): ノ * 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 ン 

void dataget):/* デー タ 取 得 関 数 " ン 
static unsigned char huge field【FIELDLEN] : 
static char fname1〔29], /* 出力 ファ イル 名 1 ン 
statio char fname2〔29]: ノン * 出力 ファ イル 名 2 。 ン 
static char 『name3〔29], ン * 出力 ファ イル 名 3 。 
statioc ohar 『name4[29]: ノ * 出力 ファ イル 名 4 。 ン 
static ctar fname5〔29], ノ /* 出力 ファ イル 名 5 。 
static char 『name6【29]: /* 出力 ファ イル 名 6 。 * ン 
Un3igned ohar datai Z* 映像 デー タ 
unsigned ohar buffg: ノン * ポー ト デ ー タ 9 マン 
unsigned ohar buff1: ン * ポー ト デ ー タ 1 ャ ン 
unsigned ohar bufe9: ン * ポー ト デ ー タ 2 ャ * ノ 
unsigned char bufe1: ノン * ポー ト デ ー タ 3 * ン 
unsigned char bufe2,: 。 /* ポー ト デ ー タ 4 * ノ 
long 『igldleni 


long 1oop: Z* ルー プ 変 数 
int 1。j。ki ノ * ルー プ 変 数 
int ohi 

char ooi /* 制御 文字 


90 


< 1 フィー ルド デー タ ン 


Z* フィ ー ル ド デ ー タ 長 > ン 


バ * デー タチ ャ ン ネ ル 番 号 ン 


た 。 部 品 集め を し て いた の が スキ 
ーー シー ズン で 。 この 原稿 を 書い て 
いる 今 は , 梅雨 の 季節 で すか ら 時 
間 の 経つ の は 早い も の で す 。 そ れ 
で も な ん と か 完成 に こぎ つけ て , 
華 者 も ホッ と し て いま す 。 

紙面 の 都合 も あり , 少し し か プ 
ログ ラム リス ト を 載せ る こと が で 
きま せん で し た が , 基本 的 な C 言 
語 の ソー スプ ログ ラム 例 を ご 覧 に 
な っ て , 自分 で 考え て みて くだ さ 
し ヽ 。 


FILE *fopen(),*fp1i 













dot 


data=CTL1: 
outp (C1,CTL1): 
data=CTL2: 
out p (C2,CTL2) : 


pbdat=gxffi 
outp (PB, pbdat) : 
podat=gxff: 
outp (PC, pcdat) : 
pddat=gxff: 
outp (PD, pddat) : 
pedat=gxf「: 
outp (PE, pedat) : 
pfdat=gxff: 
outp (PF, pfdat) : 


還 ブ 
キ ブ 


トチ 
co=getoch() : 


【 リ スト 1 】LOAD.C 


Z*。 スタ ー ト メッ セー ジ ン 
printf("\n3CH_ フ レー ム デ ー タ 取得 プロ グラ ム LOaD.C"): 
printf("\nP ] 〇 ボー ド 基 本 アド レス ギ FD9") : 
fieldlen=F]JELDLEN: 
printf("\nFIELDLEN=%1d",F1ELDLEN) : 


Z* ファ イル も の 指定 * ン 
printf("\n 出 力 デ ー タ ファ イル の ファ イル 名 を 指定 し て 下さ い 。!! "の ): 


Z* 準備 OK の 表示 ン 
printf("\nxx デ ー タ 取得 の 準備 が で きま し た ・*"): 
printf("\n 本 体 の REHOTZLOCAL ス イッ チ を REIOTE に し て 伺か キー を 押し て くだ さい 。 "): 


だ た だ し 。 便 用 し て いる パソコ ョ コン 
環境 (機種 や メモ リー な どの 周辺 部 
な ど ) に よっ て は , 修正 が 必要 と な 
る こと も 考え られ ます 。 そ うい っ 
だ と ころ は それ ぞ れ の シス テム に 
よっ て 異な る の で , 注意 が 必要 で 
守 。 

部 品 の キッ ト 化 (ソー スリ スト を 
生む ) に つい て は , 希望 が 多けれ ば 
考え た いと 思い ます (お そら く 価 格 
は 10 数 万 円 と な る で し ょ う )。 編 集 
部 フレ ー ム メモ リー 係り へ , ハ ガ 
キ で 連絡 し て くだ さい 。 

な お , 本 製作 の プロ グラ ム に つ 
いて CC 言語 の ソー スリ スト を パソ 
コン 通信 PC-VAN の エレ クト ロニ 
クス ライ フ SIG(JELEX ) に 載せ る 
こと も 考え て いま す 。 


printf("\nR- フ ィ ー ル ド 1 ファ イル 名 ="): 
soanf ("%a",『name1) : 

printf( " 民 _ フ ィ ー ル ド 2 フ ァイル 名 ="): 
soanf ("%s", fname2) 

printf( "G_- フ ィ ー ル ド 1] ファ イル 名 ="): 
scanf ("%s", fname3) : 

printf( "G_- フ ィ ー ル ド の ファ イル 名 ="): 
soanf ("%s”, fname4) 

printf( "BB_- フ ィ ー ル ド 1 ファ イル 名 ="): 
3oanf ("%s”", fname5) : 

printf( "B_ フ ィ ー ル ド フ ァイル 名 ="): 
soanf ("%s", Fname6) 
printf("OK で すか ? (wn) "): 
oo=getohe () : 


)uhile((cc!=* り ")8&& (oo! = アヤ ) ) : 


ン < P 1 〇 ボー ド 初 期 調 定 ン 


2* 全 出 力 デ ー タ を 1 に セッ ト 


エレ ング クト ロニ クス ラプ ブフ 


< リモ ー ト ゲー ト を ON に する ン 
rstbit(&pfdat,3) : 

outp (PF, pfdat) : 

Z* リモ ー ト スチル を ON に する 。 > ン 
rstbit (&pddat ,7) : 


outp (PD, pddat) : 
/* 画像 静止 トリ ガ を 待つ ン 
dot 
setbit (&pddat,8) 
outp (PD, pddat) 
printf("\n 画 像 を 静止 さす ます 。 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 "): 
Co=getoh () : 


Z* リモ ー ト エフ ェクト を ON に する ン 

rstbit (&pddat,8) 

outp (PD, pddat) : 

printf("\nO つ OK です が ? (yzn) "): 

cc=getohe () 
Juhile((co!=" り "7)&& (oo! = ツリ) ) 


For (oh=1 : oh<=6: ch++) ( 
printf("\n デ ー タ 取得 中 ! ! "): 
dataget(field,fieldlen,oh〉 : 

Z* 映像 デー タ の ファ イル 出力 ン 

printf("\n フ ァイル 出力 中 !! の ): 

switoh (oh〉 { 
Case 1 : 『p1=fopen(Fnama1, "wb"): 
breaki 
CaSe 2 : 
break: 
CaS9 3 : 
breaki 
CgS6 4 : 
breaki 
Ca3@ 5 : 
breaki 
Ca36e 6 : 
break: 
de『fualt: breaki 


fp1=fopen(fname2, "ub”") : 
fp1=fopen(fname3, "wb"): 
『p1=fopen(fname4, "wb"): 
fp1=fopen(fname5, "ub"): 


fp1=fopen(fname6, "wb") 


) 
for (loop=gi 1oop<field1eni 1oop++) putc(field〔1oop],『p1) : 
folose(fp1): 

) 

printf("\n プ ログ ラム 終了 !! の): 


ノ キ * 

ギド キキ ギド ギド キキ キキ キキ キキ キキ キャ キキ キザ キキ キャ キキ ギャ キキ キャ キキ キキ ボキ や 
* 特定 ビッ ト セ ッ ト 関 数 * 
・ 指定 し た ビッ ト だ け 1 に セッ ト し ます ・ 
\ ブ 

statio unsigned char bit[9]={(9x99,gxg1 ,9x92,gx94,gx98,9x19,gx29,9x49,9xSg)〕 : 
void setbit(bute,bitn) 

unsigned ohar *butei 

int bitni 

{ 

unsigned ohar buffi 


bu『f=*bute: 
*bute=buffibit【bitn]: 
) 


プ ゃ 

* 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 * 
・ 指定 し た ビッ ト だ け 0 に リセ ッ ト し ます 。・ 
* ノ 

void rstbit(bute, bitn) 

unsigned ohar *bute: 

int bitni 

{ 

unsigned ohar buffi 


bu『ff=*bute: 
*bute=buff&(bit【bitn]^gxff): 
) 


プ ノ ャ 


キャ キキ キキ キャ キヤ キヤ キャ キ キキ や 


・ 時 間 待 ち 関数 ・ 


グ 
void delav() 
{ 
time_t time1,time2: /* 時 刻 変 数 > 
time (&t ime1) : 
dot 
time(&t ime2) 


)while(time2-t ime1 く 1): 
) 


Z* フ ィ ー ル ド デ ー タ 取得 関数 ン 

void dataget(field_dat,fieldlen, ch) 

unsigned char huge field_dat[]: ン * ] フィ ー ル ド デ ー タ マン 
1long fieldlen: ノ * フ ィ ー ル ド デ ー タ 長 * ノ 
int ohi ノ * 取 得 デ ー タ チャ ン ネ ルッ ン 


し ん 


ch=1:Roh_f ield1_data 

ch=2:Roh_f ie1d2_data 

ch=3:Goh_f ield1_data 

ch=4:Goh_f ield2_data 

ch=5:Boh_f ield1_data 

ch=6:Boch_field2_data 
トチ 
{ 
void setbitOj ノ * 特定 ビッ ト セ ッ ト 関 数 ン 
void rstbit0: ノ * 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 ン 
void delav(0: ノ * 時 間 待 ち レイ 
unsigned ohar data: Z* 映像 デー タ * ン 
unsigned char buffg: Z* ポー ト デ ー タ 9 
unsigned ohar buff1: 。 ン * ポー ト デ ー タ 1 マン 
unsigned char bufeg: ン * ポー ト デ ー タ 2 ン ン 
unsigned char bufe1: ノ * ポー ト デ ー タ 3 
unsigned ohar bufe2:  /* ポー ト デ ー タ 4 ン 


long loopi Z* ルー プ 変 数 ャ ン ノ 


バ * 初 期 状 態 の 作成 ・ 設 定 ン 
リモート リー ド ゲ ー ト を 開く ン 
=witoh (oh〉 { 
Case 1 :rstbit(&pfdat, 1 ) : break: 
oase 2 :rstbit (&pfdat, 1) : breaki 
case 3 :rstbit (&pfdat,2) : break: 
case 4 :rstbit(&pfdat,2) : break: 
case 5 :rstbit(&pfdat,3) : breaki 
case 6 :rstbit(&pfdat,3) : break: 
defua]t: break: 
) 
outp (PF, pfdat) 
<* メ モリ リー ド ・ ラ イト 制御 信号 を 初期 化す る ン 
rstbit (&pedat , 3) 
rstbit (&pedat, 4) : 
rstbit (&pedat ,7) : 
rstbit (&pedat, 8) 
rstbit (&pedat, 1 ) : 
rstbit (&pedat , の 2) 
rstbit (&pedat ,5) : 
rstbit (&pedat,6) : 
outp (PE , pedat) : 
bufeg=pedat : 
Z* 外 部 クロ ッ ク 信 号 を 初期 化す る ン 
rstbit (&pfdat, 4) : 
rstbit (&pfdat,5) : 
outp (PF, pfdat) : 
/* 制 御 ワ ー ド の 事前 作成 ン 
if((oh==1) (oh==3) !! (oh==5) ) { 
フィー ルド ] リー ドイ ネー ブル ッ ン ン 
setbit (&pedat, 3) : 
2 リード ポ イン タ 1 リセ ッ ト ア クティ ブン 
setbit (&pedat,7) 
< ライト ポイ ンタ 1 リセ ッ ト ア クティ ブン 
etbit (&pedat ,5) : 
bufe1=pedat 
リード ポイ ンタ 1 リセ ッ ト デ ィ ス アク ティ ブン 
rstbit (&pedat, 7): 
バラ イト ボイン タ 1] リセ ッ トディ ス ア クティ ブッ 
rstbit (&pedat,5) : 
bufe2=pedat: 


elset( 
Z* フ ィ ー ル ドジ リー ドイ ネー ブル ッ ン ン 
setbit (&pedat, 4) 
リー ド ポ イン タウ リセ ッ ト ア クティ ブン 
setbit (&pedat,8) 
バラ イト ポイ ンタ ウリ セッ ト ア クティ ブン 
setbit (&pedat, 6) : 
bufe1=pedat: 
リード ポ イン タウ リセット を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
rstbit (&pedat , 8) : 
バラ イト ポイ ンタ ウリ セッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
rstbit (&pedat ,6) : 
bufe2=pedat : 

) 

2 リー ドク ロッ ク H デ ー タ ッ ン 

setbit (&pFfdat, 4) : 

setbit(&pfdat,5) : 

buff1=pfdat: 

リー ドク ロッ クレ し デー タン 

rstbit (&pfdat, 4) : 

rstbit (&pfdat,5) : 


buffg=pfdat: 
と ネネ スネ ネネ ネト ネエ ミト ミネ ミミ よ よ すす よ すす よ すす よ よ ] デー タ の 取得 に も も も も に も も も スネ ネネ ネネ ミネ ネネ ミネ ミミ ミミ テア 
suitoh (oh) { 
case 1 :printf("\nRoh フ ィ ー ル ド 1 デ ー タ 取得 開始 ! ! "): 
breaki 
case 2 :printf("\nRch フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ 取得 開始 !! "): 
break: 
case 3 :printf("\nGch フ ィ ー ル ド 1 デ ー タ 取得 開始 !! "): 
breaki 
case 4 :printf("\nGoh フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ 取得 開始 !! "の 
breaki 
case 5 :printf("\nBch フ ィ ー ル ド 】 デ ー タ 取得 開始 ! ! "): 
breaki 
case 6 :printf("\nBoh フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ 取得 開始 ! ! "): 
breaki 


【 リ スト 1 】LOAD.C つ づき 


ぐ Se の /. 799? 


4 








多 
機 
能 
像 
入 
出 
カ 
プ 
ス 
プ 
ム 
の 
製 
作 


de『ault: breaki 


} 
< メモ リ 制 御 を 外部 に する * ン 
if((ch=1) (ch== の 2) ) { 
rstbit (&pddat, 1) 
rstbit (&pddat, の 2) 
) 
else if((oh=3) ! (ch= デ 4) ) { 
rstbit (&pddat,3) 
rstbit (&pddat, 4) 
0 
elset 
rstbit (&pddat ,5) : 
rstbit (&pddat,6) 
) 
outp (PD, pddat) 
時 間 待ち ン 
delay(): 
* メ モリ クロ ッ ク を 外部 に する ン 
if ( (ch==1) (ch ニ = の) ) rstbit (&pcdat, 4) : 
else if((ch=3) !! (ch==4) ) rstbit (&pcdat,5) : 
else rstbit (&podat,6) 
outp (PC, pcdat) 
loop=9: 
Z* リ ー ド イネ ー ブ ル & メモ リポ イン タリ セッ ト を アク ティ ブ に する * ン 
outp(PE, bufe1) 
リード ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する * ン 
outp (PF, buf『f1): 
Z* 映 像 デー タ を 読み 込む ン 
data= inp (PR) : 
field_dat [1oop]=datai: 
Z* リ ー ド ライ トク ロッ ク を 1L に する ッ ン 
outp (PF, buff9) 
Z* リ ー ド ・ ラ イト ポイ ンタ リセ ッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ッ ン ン 
outp (PE, bufe2) 
デー タ 取 得 ル ー プ ン 
for (1oop=1: loop<fieldleni 1oop++) { 
2* リ ー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を に する * ン 
outp(PF,buff1): 
Z* 映 像 デー タ を 読み 込む ン 
data= inp (PR) : 
field_dat [1oop]=datai 
2* リ ー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を し に する we ン 


outp(PF, buff9g) : 
HH 


ンプ ャ キキ キキ キャ キザ キキ で ず ず キ ず や ず ず すず 後 処理 キキ キャ キキ ギザ キキ ザキ キノ 
リー ドイ ネー ブル を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
outp (PE, bufeg) : 
2 リード ・ ラ イト クロ ッ ク を HH に する ン 
outp(PF,buff1): 
< リー ドラ イト クロ ッ ク を し に する 
outp (PF,buff9) 
メモ リク ロッ ク を 内 部 に する ン 
if ((ch==1) ji (ch== の ) ) setbit (&pcdat, 4) : 
else if((oh==3) !! (ch==4) ) setbit (&pcdat,5) : 
else setbit (&pcdat,6) : 
outp (PC, pcdat) 
メモ リ 制 御 を 内 部 に する ン 
if ( (ch==1) !! (ch== の ) 〉 { 
setbit (&pddat, 1 ) 
Setbit (&pddat ,2) : 
) 
else if((ch==3) ! ! (oh==4) ) { 
setbit (&pddat, 3) : 
setbit (&pddat, 4) 
) 


else( 
setbit (&pddat,5) 
setbit (&pddat,6) 
} 
outp (PD, pddat) : 
リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する ン 
outp (PF,buff1): 
バリ モー トリ ー ド ゲー ト を 閉じ る ン 
Sswitoh (oh) { 


case 1 :setbit (&pfdat, 1) : breaki 
Case 2 :setbit(&pfdat, 1): breaki 
case 3 :setbit (&pfdat,2) : breaki 
Case 4 :aetbit(&pfdat,2) 』 breaki 
case 5 :aetbit(&pfdat,3) : breaki 
Case 6 :setbit(&pfdat,3) : breaki 
default:break: 

) 

outp (PF, pfdat ) : 


ず 


【 リ スト 1 】 LOAD.C お わり 


ノ ャ 

* 映像 デー タ 転 送 プ ログ ラム SEND. で ゅ 
・ チャンネル 分 の バイ ナリ ファ イル デー タ を フレ ー ム メモ リ へ 転送 する ・ 
キノ 

Hinolude <stdio.h> 

Hinclude <conio.h> 

inolude <time.h> 

Z* 使用 P 1] 〇 ボー ド .. ア ド テ ッ ク シ ステ ム AB98--04A ン 

Hdefine PA ffd38 Z* P ] の 〇 ボード..8255 Noo ポー ト A 

Hdefine PB 9xffda Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 Noe2 ポー ト B ン 


Hdefine PC の xffdo Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 Noe ポー ト 〇 ン 
Hdefine PD gxffdg Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 ポー ト A ン 
Hdefine PE @xffd2 Z* P ] の 〇 ボード..8255 No1 ポー ト B ン 
Hdefine PF の xffd4 Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 ポー ト 〇 ン 
Hdefine C1 の xffd6 Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 制御 ポー ト ン 
define C2 ffde Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 Ne2 制御 ポー ト ン 
idefine CTL1 39 Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 No1 制御 ワー ド ン 
define CTL2 の x99 Z* P ] 〇 ボー ド ..8255 Ne2 制御 ワー ド . ン 
#define FIELDLEN 241159 ノン * 1 フィ ー ル ド 総 サン プル 数 ッ ン 


static unsigned ohar padat: Z* ポー ト A デ ー タ ン 
static unsigned char pbdat: Z* ポー トロ デー タ シン 
static unsigned char podat: Z* ポー ト 〇 デー タタ ン ン 
statio unsigned char pddat: Z* ポー ト D デ ー タ > ン 
statio unsigned ohar pedat: Z* ポー トピ デー タ ン 
Statio unsigned ohar pfdat: /。 ポー トド デー タ ン 
main() 

{ 

void setbit(): Z* 特定 ビッ リト セッ ト 関 数 ン 

void rstbit(): Z* 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 * ン 

void datasnd(): /* デー タ 転 送 関数 op 

statio unsigned char huge『ield【FIELDLEN]: Z* 1 フィ ー ル ド デ ー タ ン 


ノ 映像 デー タ ン 
< ポー ト デ ー タ 9 。 ン 
< ポー ト デ ー タ 1 ン 
< ポー ト デ ー タ 2 。 ン 
< ポー ト デ ー タ 3 。 ン 


statio unsigned ohar data: 
statio unsigned ohar buffg: 
statio unsigned char buff1: 
statio unsigned char bufeg: 
statio unsigned ohar bufe1: 


statio unsigned ohar bufe2: Z* ポー ト デ ー タ 4 ャ ノ 

statio int ohi Z* デー タチ ャ ン ネ ル 番 号 ン 
statio 1ong『ield1eni Z* フィ ー ル ド デ ー タ 長 

static int jki Z* ルー プ 変 数 ワ 
statio long loop: Z* ルー プ 変 数 * ノ 


Z* デー タ ポ イン タ ャ ン 
Z* 入力 ファ イル 名 1 。 
Z* 入力 ファ イル 名 2 ン 
Z* 入力 ファ イル 名 3 ン 


statio long pointeri 

static char 『name1 [29g] : 
statio ohar 『name2 〔29] : 
statio ohar 【name3 〔29] 
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Z* 入力 ファ イル 名 4 。 ン 

Z* 入力 ファ イル 名 5 ン 

Z* 入力 ファ イル 名 6 。 ン 
Z* 制御 文字 * ン 
< ファ イル ポイ ンタ ン 


static char 『name4 [29] : 
static char 『name5 [29] : 
statio ohar 『name6 〔2g] 
stat io ohar Coi 

FILE *fopen0,*fp1: 


Z* スタ ー ト メッ セー ジ 

printf("\n3CH_- フ レー ム デ ー タ 転送 プ ブログ ラム SEND.C"〉: 
printf("\nP ] の ボード 基 本 アド レス = キ FFD9"): 
fieldlen=F1ELDLEN: 
pFintf("\nF1ELDLEN=%1d",F1ELDLEN) : 


Z* ファ イル 名 の 指定 ン 


printf("\n 転 送 デ ー タ ファ イル の ファ イル 名 を 指定 し て 下さ い 。"): 


do( 
printf("\nR_- フ ィ ー ル ド 1 デー タフ ァイル 名 ="): 
soanf ("%s",『name1 ) : 
printf( "R_ フ ィ ー ル ドク 2 デー タフ ァイル 名 ="): 
soanf ("%s",『name の 2) : 
printf( "G_- フ ィ ー ル ド 1 デー タフ ァイル 名 ="): 
soan『 ("%a”,『name3) 
printf( "G- フ ィ ー ル ド の デー タフ ァイル を ="): 
soanf ("%s", fname4) 
printf( "B_ フ ィ ー ル ド 1 デー タフ ァイル 名 ="): 
scanf ("%a",『name5) : 
printf( "B_ フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ ファ イル 名 ="): 
=oanf ("%s",『name6) : 
printf(" 〇 OK で すか (wn) "): 
Co=getohe () : 

)while((oo!=* り ')8& (oo! ="Y") ): 


Z* P ] 〇 ボー ド 初 期 3 定 ン 
data=CTL1: 

outp (C1,CTL1) 

data=CTL2: 

outp (C2,CTL2) : 


Z* 全 出 力 デ ー タ を 1 に セッ ト ン 
pbdat=gxff: 

outp (PB, pbdat) : 

pcdat=gxff: 

outp (PC, pcdat) : 

pddat=Mxff: 

outp (PD, pddat) : 

pedat=Mxff: 

outp (PE, pedat) : 

pfdat=Mxff: 


ダ 
【 リ スト 2 】SEND.C 


エレ クト ロニ クス ラプ フ 


outp (PF, pfdat) 


Z* 準備 OK の 表示 * ン 
printf("\nws* デ ー タ 転送 の 準備 が で きま し た 。***") 


printf("\n 本 体 の REIOT ン LOCCAL ス イッ チ を REOTE に し て 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 ”"): 


ooc=getoh () 


2* リモ ー ト ゲー ト を ON に する ン 
printf("\n リ モー トゲ ー ト ON!! の ): 
rstbit (&pfdat,3): 

outp (PF, pfdat) : 


<* リモ ー ト スチ ル を ON に する 。 > ン 
printf("『n リ モー トス チル ON!! の ): 
rstbit (&pddat, 7): 

outp (PD, pddat) : 


Z* リモ ー ト エフ ェクト を ON に する ン 
printf("\n リ モー ト エ ッ フ ェクト ON!! の : 
rstbit (&pddat, 8): 

outp (PD, pddat) : 


for (ch=1:ch<=6:ch++) ( 

printf("\n フ ァイル 読み 込み 中 !!"): 

3witoch(ch) ( 
CaS@ 1 : 
breaki 
CaS@ 2 : 
breaki 
CaS@ 3 : 
breaki 
CaS6 4 : 
breaki 
Ca39 5 : 
breaki 
Case 6 : 
breaki 
defualt: breaki 


fp1=fopen(fname1, "rb"): 
fp1=fopen(fname2, "rb"): 
『p1=fopen(fname3, "rb"): 
fp1=fopen(fname4, "rb"): 
fp1=fopen(fname5, "rb"): 


fp1=ropen(fname6, "rb"): 


} 
Z* デー タ の ファ イル 読み 込み ン 
for(pointer=gipointer<fieldlenipointer++) field[pointer]=getc(fp1): 
fclose(Fp1): 
< デー タ の 転送 ン 
printf("\n デ ー タ 転送 中 ! ! "): 
datasnd(field,fieldlen,oh) : 

} 

printf("\n 転 送 を 終了 し まし た 。!! "の ): 

printf("\n プ ログ ラム 終了 !1"): 

) 


Z* 特定 ビッ ト セ ッ ト 関 数 ン 
Z* 指定 し た ビッ ト だ け 1 に セッ ト し ます 。 
statio unsigned ohar bit〔9]=(gxg, ゆ 91 ,gx92, の 94, の 8 の 19, ゆ 29, 9 の x49, の 99) : 
void setbit(bute,bitn) 

unSigned char *bute: 

int bitn: 

{ 

unSigned char buff: 


buff=*butej 
*bute=buffibit【bitn]: 
) 


Z* 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 ン 

Z* 指定 し た ビッ ト だ け 0 に リセ ッ ト し ます 。 ン 
void rstbit(bute, bitn) 

unsigned char *bute: 

int bitni 

{ 

unsigned char buff: 


buf『f=*bute: 


*bute=buff&(bit【bitn]^9xff): 
) 


ン 時 間 待ち 関数 ン 


void delav() 
( 
time_t time1,time2: /* 時 刻 変 数 ン 
time (&time1): 
do( 
time (&t ime2) : 


)uhile(t ime2-t ime1<1) : 
) 


2* フィ ー ル ド デ ー タ 転送 関数 ン 
void datasnd(field_dat,field1en,oh) 
unsigned char huge field_dat [] : 
]ong 『ieldlen: 

int ohj 


プ * 


<* ] フィ ー ル ド デ ー タ ン 
2* フィ ー ル ド デ ー タ 長 
Z* 取得 デー タチ ャ ン ネ ル ン 


oh=1:Roh_f ie1d1_data 
ch=2:Roh_field2_data 
oh=3:Goh_field1_data 
oh=4:Goh_f ield2_data 
oh=5S:Bch_f ield1_data 
ch=6:Bch_r ield2_data 


てん 


void setbit(): ノ * 特定 ビッ ト セ ッ ト 関 数 シン 

void rstbit0ji ン * 特定 ビッ トリ セッ ト 関 数 > ン 

void delavO: ノ * 時 間 待ち ッ ノ 

statio unsigned ohar data: Z* 映像 デー タ * ノ 
statioc unsigned char buffgi: 2* ポー ト デ ー タ 9 > ン 
static unsigned ohar buff1: Z* ポー ト デ ー タ 1 > ン 
statio unsigned ohar bufeg: Z* ポー ト デ ー タ 2 ン 
statio unsigned char bufe1: Z* ポー ト デ ー タ 3 
static unsigned char bufe2: Z* ポー ト デ ー タ 4 
statio long loop: Z* ループ 変数 。 ン 

Z* 初期 状態 の 作成 ・ 設 定 ン 





Z* 内 部 ライ トゲ ー ト を 閉じ る ン 
rstbit (&pcdat,7) 
outp (PC, pcdat ) : 


Z* 外部 ライ トゲ ー ト を 開く ン 

if((ch==1) (ch==2) ) rstbit (&pcdat, 1) : 
else if((ch 王 3) (oh==4) ) rstbit (&podat,2) : 
else rstbit (&pcdat,3) 

outp (PC, pcdat) : 


< メモ リリ ー ド ・ ラ イト 制御 信号 を 初期 化す る ン 
Z* 名 チャ ン ネ ル 名 フィ ー ル ド 共 通 ン 
rstbit (&pedat,3) : 

rstbit (&pedat, 4) : 

rstbit (&pedat,7) : 

rstbit (&pedat, 8) 

rstbit (&pedat, 1) 

rstbit (&pedat,2) 

rstbit (&pedat,5) 

ratbit (&pedat, 6) : 

outp (PE, pedat) : 

bufeg-pedat : 


Z* 外部 クロ ッ ク 信号 を 初期 化す る ン 
ノ Z* 名 チ ャ ン ネ ル 名 フィ ー ル ド 共 通 ン 
rstbit (&pfdat, 4) : 

rstbit (&pfdat,5) : 

outp (PF, pfdat) : 


<* 制御 ワー ド の 事前 作成 ン 


if((oh==1) ii (oh==3) !! (oh==5) ) ( 
バフィー ルド 1 ライ トイ ネー ブル ン 
setbit (&pedat, 1 ) 
Z* リー ド ポ イン タ 1 リセ ッ ト ア クティ ブ ン 
setbit (&pedat,7) 
ライ ト ポ イン タ 1 リセ ッ ト ア クティ ブ ン 
setbit (&pedat,5) : 
bufe1=pedat : 
Z* リー ド ポ イン タ 1] リセ ッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
rstbit (&pedat,7) : 
Z* ライ ト ポ イ ンタ 1] リセ ッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
rstbit (&pedat,5) : 
bufe2=pedat: 


放 
入 
軸 
カ 
プル 
ス 
プ 
ハ 
の 
製 
作 


elset 
< フィ ー ル ド ら ライ トイ ネー ブル ン 
setbit (&pedat,2) 
< リー ド ポ イン タリ セッ ト ア クティ ブ ン 
setbit (&pedat , 8) 
Z* ライ ト ポ イ ンタ 2 リセ ッ ト ア クティ ブ ン 
setbit (&pedat,6), 
bufe1=pedat : 
2* リー ド ポ イン タリ セッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
ratbit (&pedat, 8) : 
2。 ライ ト ポ イン タウ リセ ッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する ン 
rstbit (&pedat,6) : 
bufe2=pedat: 
) 


リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク H デ ー タ ン 
setbit (&pfdat, 4) 

setbit (&pfdat,5) : 

buff1=pfdat: 


2 リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク ル し データ ン 
rstbit (&pfdat, 4) 

rstbit(&pfdat,5): 

buff 叶 pfdat: 


Z* メモ リ 制 件 を 外部 に する 

if((oh==1) !! (oh の) ) { 
rstbit (&pddat , 1 ) : 
rstbit (&pddat ,2) : 

〕 

else if((och==3) !! (oh==4) 〉 ( 
rstbit (&pddat,3) 
rstbit (&pddat, 4) : 

} 

else( 
rstbit (&pddat,5) 
rstbit (&pddat,6) : 

) 

outp (PD, pddat) : 


Z* 時 間 待 ち > ン 


【 リ スト 2 】SEND.C つ づき 


Sep. 7999? 
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de lav()』 


/* メモ リク ロッ ク を 外部 に する 

if ( (oh==1) !! (oh==2) ) rstbit (&podat, 4) 

else if((oh==3) !! (ch==4) ) rstbit (&podat,5) 
else rstbit (&podat,6): 

outp (PC, podat) 


Z* ルー プ カ ウ ンタ リセ ッ ト 
1oop=9i 


へ ライ トイ ネー ブル & メモ リポ イン タリ セッ ト を アク ティ ブ に する ン 
outp (PE, bufe1): 


Z* 映像 デー タ を 出力 する 
data=f ie1ld_dat [1oop]: 
outp (PB, data) : 


<* リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を H に する 
outp(PF,buff15: 


2*。 リー ドラ イト クロ ッ ク を 上 し に する ン 
outp (PF。buff9) 


outp (PF,buff1): 

Z*< リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を L し に する ン 

outp (PF, buff9) : 

< リー ド ・ ラ イト リセ ッ ト を アク ティ ブ に する ン 
outp (PE, bufeg) : 

Z* リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する * ン 
outp(PF,buff1): 

2* リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 上 L に する 

outp (PF, buFf9) 


Z* メモ リク ロッ ク を 内 部 に する 

if((ch==1) (ch==2) ) setbit (&pcdat, 4) : 
else if((ch==3) 【i (ch==4) ) setbit (&pcdat,5) : 
else setbit (&pcdat,6) : 

outp (PC, pcdat) : 


<*・ メモ リ 制 御 を 内 部 に する > ン 

if((ch==1) (ch==2) ) ( 
setbit (&pddat,1): 
setbit (&pddat ,2) 

) 

else if((ch==3) !! (ch==4) ) ( 
setbit (&pddat,3) 


。 リー ド ・ ラ イト ポイ ンタ リセ ッ ト を ディ ス ア クティ ブ に する Setb1t pddat。30: 


outp (PE,bufe2) ) 


elset 

/。 デー タ 送出 ルー プ ン setbit(&pddat,5): 
for (1oop=1: 1oop<field1eni 1oop++〉 ( setbit (&pddat ,6) : 

Z* 映像 デー タ を 出力 する ) 

data=field_dat 【1oop]: outp (PD, pddat ) : 

outp (PB, data) ーー 

Z* リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する * ン Z* リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する 

outp(PF,buff1): outp(PF,buff1): 

/。 リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を し に する ン 

outp(PF,buff9): Z* リモ ー ト ライ トゲ ー ト を 閉じ る 
) switoh (ch) { 

case 1 :setbit (&pcdat, 1) : breakj 

< ライ トイ ネー ブル を ディ ス ア クティ ブ に する ン oase 2 :setbit(&podat,1)jbreaki 
ノ 。 リ ー ド ・ ラ イト リセ ッ ト を アク ティ ブ に する case 3 :setbit(&podat,2) ji br9aki 
pedat=bufe1: case 4 :setbit(&pcdat ,2) : breaki 


oase 5 :setbit (&pcdat , 3) : breaki 
case 5 :setbit (&pcdat,3) : breaki 
derau]lt: breaki: 


if ( (oh==1) !! (oh==3) !! (oh==5) ) ( 
rstbit (&pedat, 1 ) 


outp (PE, pedat) ] 


outp (PC, pcdat) : 


Z* 内 部 ライ トゲ ー ト を 開く * ン 
setbit (&pcdat,7): 
outp (PC, pcdat) 


} 
elset 
rstbit (&pedat,2) 
outp (PE, pedat) : 
} 
Z*。 リー ド ・ ラ イト クロ ッ ク を 日 に する マン 


ず 
【 リ スト 2 】 SEND.C お わり 





































static char 『name5 【29]: ン * 入力 ファ イル 5 の 名 前 * ン 
statio char 『name6〔29]: ノン * 入力 ファ イル 6 の 名 前 
static char 『namep【29]: ン ・ パレ ッ ト デ ー タ ファ イル の 名 前 
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* 栗 準 画面 家 示 プロ グラ ム ..... CRTDSP.C 
















・ フィ ー ル ド メ 和 だ は ウナ イル より デー タ を 読み 込み で RT ディ スプ レイ に 表示 する 。 ]ong far loop1: ノ * ルー プ 変 数 アス 
に 日 早 1 6 階 調 モー ド 、 標準 1 で 色 モ ー ド 、 特別 1 6 色 モ ー ド の どれ か を 選択 に 1]ong 『ar loop2i ノ * ルー プ 変 数 ャ ノ 
・ 特別 1 6 色 モ ー ド 時 は パレ ッ ト デ ー タ ファ イル を 指定 * int iujzk1: 。 フ * ルー プ 変 数 ン 

・ 入力 デー 2 イル は 6 個 を 指定 する 。 int mode: ノ * 表示 モー ド ャ ノ 
ca int pltno1: ノ * ゃ パレ ッ ト 番 号 1 ドア 
ン int pltno2: バ * パレ ッ ト 番 号 2 9 






















































Hinolude <stdio.h> int baseh: /*・ 切り と り 水 平 始点 ン 
Hinclude <graph.h> int basevi Z* 切り と り 垂 直 始 点 
Hinclude <math.h> int delt: < フィール ド 間 の 位相 差 * ン 
Hdef ins ULEN 299 int pedi: Z* 表示 ペデ スタ ル * ノ 
define HLEN 649 1ong sizei デー タダ タ サ イズ * ン 
tldefine HSNPLE 919g double datr1: ン /* 映像 レベ ル R1 ャ ン 
als RT 2 double datr2: ン /* 映像 レベ ル R2 2 

Ii 5 ノ * さ * ノ 
idefine ODDID 3.5 Z* 庁 数 フィ ー ル ド 開 始点 ライ ン 単 位 * ン の Ph ノ * 二 ャ ン 
idefine EUENID 3.9 ノ * 偶数 フィ ー ル ド 開 始点 ライ ン 単 位 ン double datb1: 。 ノ 映像 レベ ルル B1 e ノ 
define BLOCK 4 Z* 分 割 ブ ロッ ク 数 * ノ double datb2: ノ * 映像 レベ ル B2 ャ ン 
Hdefine BLKLN 59 Z* ] ブロ ッ ク 中 の ライ ン 数 * ノ double gain: っ 表示 ゲイ ン * ノ 
Hidefine BLKS1ZE 45599 ノン *・919x59 1 ブロ ッ ク の サン プル 数 マン double gainri: ノ * 表示 ゲイ ン R * ノ 
tdefine DATALEN 59999 /* バッ ファ メモ リ の サイ ズ ン double gaingi /* 表示 ゲイ ン G マン 
main() double.gainb: /・ 表示 ゲイ ン B ャ ノ 
( char ooi /* 制御 文字 


さ 


statio unsigned char huge data1〔DaTALEN]: * R フ ィ ー ル ド 1 デー タ 
statio unsigned char huge data2〔DATALEN]: Z*。 R フ ィ ー ル ド の データ * ン 
statio unsigned char huge data3〔DATALEN]: ・ G フ ィ ー ル ド 1 デー タ 
static unsigned char huge data4[DaATALEN]: ・ G フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ > 
static unsigned char huge data5 [DATaLEN]: *・ B フ ィ ー ル ド 1 デー タ 
statio unsigned ohar hujge data6〔DATaLEN]: ・ B フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ 
statio unsigned char table〔4996] : ・ パ レット 番号 変換 テー ブル * ン 
statio unsigned char rr【16]: ノン * パレ ッ ト デ ー タ R * ン 

statio unsigned ohar ggl16]: Z* パレ ッ ト デ ー タ G * ン 

statio unsigned char bb【16]: /* パレ ッ ト デ ー タ B * ン 

statio ohar fname1 [29]: ノ * 入力 ファ イル 1 の 名 前 * ン 

statio char fname2〔29], ノ * 入力 ファ イル 2 の 名 前 

statio ohar fname3〔29]: ノ * 入力 ファ イル 3 の 名 前 * ン 

statio char 『name4〔29]: ン * 入力 ファ イル 4 の 名 前 ・ ン 


short ub161evpalette(), ノ * で クロ 1 6 障 再 バレ ッ ト 設定 関数 * ン 
short standardpalette():/* カラ ー 1 6 色 パ レッ ト 設 定 関数 * ノ 
void readdat () : ノ ・ デー タ 読 み 込 み 関数 ン 
void mktable(): ン * 変換 テー ブル 作成 関数 ・ ン 
void getpalt (0: /・ パレ ッ ト 番 号 作成 関数 ・ ン 
FI1LE *fopen(),*fppi 

FILE ・fp1,*fp2,*fp3: 

FILE ・fp4,*fp5,・fp6: 





に 





き 





へ N 






ヽ 










_sety ideomode (_-9SRESS16COLOR〉 : 

printf("\ns* 映 像 デー タ 標 準 表示 プロ グラ ム ・CRTDSPxx"): 
/* 表示 ペー ジ と アク ティ ブ ペ ー ジ を 設定 する 
_setaot ivepage (9) : 

_sety isua] page (9) 














【 リ スト 3】CRTDSP.C 


のり 4 エレ クト ロニ クス ラプ ブフ 


Z* 表示 モー ド の 決定 ン 
printf("\n 表 示 モ ー ド を 決定 し ます 。 ぎ \n") : 


dot 
printf( "@g= 白 愚 16 階 調 1= 1 6 色 標 準 2= 最 適 1 6 色 ") 
printf("\n 表 示 モ ー ド = "): 
Scanf ("%d”,&mode) : 
)wuhile((mode! =g)&& (mode! =1) ) : 
Z* カラ ー パ レッ ト を 設定 する ン 
If (mode==1) standardpalette () : 
else if(mode== の 2) { 
printf(" パ レッ ト 設 定 用 デー タフ ァイル 名 を 指定 し て くだ さい 。 "): 
printf("\n フ ァイル 名 = "): 
Soanf ("%s”, fnamep) : 
fpp=fopen(fnamep, "FT"): 
for (i=9ii く <16: j++) 『soanf (fpp, "を d,%d,%d"。rFF 1,gg【i],bb【i]): 
fclose(fpp) 
mktable2(table, rr,gg, bb) 
} 


printf ("映像 デー タフ ァイル を 指定 し て くだ さい 。”"): 
do( 
printf("\nRoh フ ィ ー ル ド 1 デー タフ ァイル 名 = "): 
Soanf ("%s",『name1) : 
printf( "Roh フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ ファ イル 名 = "): 
soanf ("%s", fnama2) : 
printf( "Goh フ ィ ー ル ド 1 デ ー タ ファ イル 名 = "): 
soanf ("%s”,『name3) : 
printf( "Goh フ ィ ー ル ド 2 デ ー タ ファ イル 名 = "): 
soanf ("%s",『name4) : 
printf( "Boh フィ ー ル ド 1 デ ー タ ファ イル 名 = "): 
Soanf ("%s", fname5) 
printf( "Boh フィー ルド 2 デー タフ ァイル 名 = "): 
soanf ("%s”, fname5) 
printf(" よ ろ し いで すか (wn) "): 
Co=getoh () 
putoh (oo) : 
Juhile((ooc!=" り 8& (co! ="Y") ) : 


do{ 
fp1=fopen(Fname1, "rb"): 
fp2=fopen(fname2, "rb"): 
fp3=fopen(fname3, "rb"): 
fp4=fopen(fname4, "rb"): 
fp5=fopen(『name5, "rb"): 
fp6=fopen(fname6, "rb"): 


Z* 表示 領域 の 設定 ン 

printf("\n 切 り と る テレ ビ 画 面 の 水平 始点 ?= "): 
ョ oanf ("%d",&baseh) 

printf( "切り と る テレ ビ 画 面 の 垂直 始点 ?= "): 
Soan『 ("%d",&basey) : 


Z* 表示 オフ セッ ト 分 まで 読み 込む ン 
printf(" フ ィ ー ル ド 間 始点 誤差 を 指定 し て くだ さい 。 "): 
printf("\n 衣 差 サ ンプ ル 数 = "), 
scanf ("%d",&de1t) : 
printf(" 表 示 ザ イン を 指定 し て くだ さい 。"): 
if (mode==9) ( 
printf("\n ゲ イン = "): 
soanf("%1f",&ga in) : 


elset 
printf("\n 民 ゲイ ン = "): 
soanf ("%1FP,&ga inr): 
printf( "G ゲ イン = "): 
soanf ("1fP,&ga ing) 
printf( "B ゲ イン = "): 
soanf ("%1FP,&ga inb) 

} 


printf(" 表 示 ペ デス タル を 指定 し て くだ さい 。 "): 
printf("\n ペ デス タル = ”"): 
Soanf ("%d",&ped) : 


3ize= (UOFFSET-0DD1D+basev) *HSYPLE+HOFFSET+baseh: 
readdat (fp1,data1 ,size) 

readdat (fp3,data3, size) : 

readdat (fp5,data5,size) 

Size= (UOFFSET-EUENID+basev) *HSN や LE+HOFFSET+baseh+da 1t: 
readdat (fp2,data2, ョ ize) : 

readdat (fp4,data4, ョ ize) 

readdat (fp6,data6, sjze) : 


printf(" 表 示 を 開始 し ます 。 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。!!"): 
CC=goetoh () : 
-clearsoreen(_GCCLEPRSCREEN) : 
if (mode==9) ( 
Z* 日 是 16 階 調 ン 
gd3 in=ga in ロン 16.: 
for (k=9: k<BLOCK: k++) { 
Z* パッ ファ へ ] ブロ ッ ク 分 を 読み 込む ン 
readdat (fp1 ,data] ,BLKS1ZE) : 
readdat (fp2,data2,BLKS1ZE) : 
readdat (fp3,data3,BLKS1ZE) : 
readdat (fp4,data4,BLKS1ZE) : 
readdat (fp5,data5,BLKS1ZE) : 
readdat (fp6,data6,BLKS12ZE) : 
1=2*k*BLKLN: 
for (」=:」<BLKLNi」 サ ) ( 
Por(i=9:i<HLEN: i++) ( 男 





loop1=(1ong) 」*HS や PLE+ (1ong) 
loop2= (1ong) j*HSHPLE+ (1ong) ii 
datr1=data1 [1oop1]+ped: 
datr2=data2 [1oop2]+ped: 
datg1=data3【1oop1]+ped: 
datg2=data4 [1oop2]+pedi 
datb1=data5 [1oop1]+ped: 
datb2=data6 [oop2]+ped: 
pltno1=f 1oor (ga in*(d.3*datr1 
+M.59*datg1 
+9g.11*datb1)+g.5) : 
pltno2=f 1oor (ga in・ (9.3*datr2 
+9.59wdatg の 2 
+9.11 *datb2)+9g.5) : 
if (pltno1>15) pltno1=15: 
if (pltno2>15) pltno2=15: 
-Setoolor (pltno1): 
-Setpixe1(+1,2*」+1+] ) : 
-Setoolor (pltno2) : 
-Setpixe1(i+1,2*」+2+1): 。 


elset 
if (mode==1) ( 
バ 棟 準 1 6 色 ン 
standardpa lette () : 
else if (mode=- の 2) ( 
Z* 特別 16 色 ン 


Specialpalette(rr,gg, bb) : 


葵 難 G ヒ MIyJNNEE ン > 誤 賠 憩 藩 ⑳ 


) 
for (k=g: k<BLOCK: k++) { 

Z* バッ ファ へ 1 ブロ ッ ク 分 を 読み 込む ン 

readdat (fp1,data1,BLKS1ZE) : 

readdat (fp2,data2,BLKS1ZE) : 

readdat (fp3,data3,BLKS1ZE) 

readdat (fp4,data4,BLKS1ZE) : 

readdat (fp5,data5,BLKS1ZE) : 

readdat (fp6,data6,BLKS1ZE) 

1=2*k*BLKLN: 

for (」=i」<BLKLNi」 せ ) ( 

for (= 1 <HLEN: は +) ( 

loop1=(long) 」*HSRPLE+ (1ong) 
loop2= (1ong) 」*HSRPLE+ (1ong) 1 : 
datr1=ga inr*(double)data1 【1oop1]+(doub1e) ped: 
datr2=ga inr*・(double)data2〔1oop2]+ (doub1e) pedi 
datg1=ga ing・ (double)data3〔1oop1]+ (double) pedi 
datg2=ga i ng・ (doub1e)data4【1oop2]+ (doub1e) pedi 
datb1=ga inb・(double)data5 [1oop1]+(doub1e) pedi 
datb2=ga inb* (doub1e)data6〔1oop2]+ (double) pedi 
getpalt(datr1,datg1,datb1,table,&p1tno1) : 
getpa lt (datr2,datg2,datb2,table,&p1tno の 2) : 
-Setoolor (pltno1): 
-Ssetpixe1(i+1,2*」+1+] ) : 
-Setoolor (pltno2) : 
-Setpixe1(i+1.2*」+2+1] ) : 


} 
} 
fclose(fp1): 
folose(fp2) : 
folose(fp3) : 
folose(fp4): 
foclose(fp5): 
folose (fp5) 
-Settextposit ion(24,g) : 
printf(" 抽 画 を 終了 し まし た 。 〇 OK で すか ? (ny) "): 
co=getoh () : 
-olearsoreen(_GCLERRSCREEN) : 
Juhile((oo!=" り ")&8 (oo! ="Y") ) 
} 


プ ャ 

・ 様 準 1 〇 色 モ ー ド 時 の パレ ッ ト 設 定 関数 ・ 

キ ブ 

short standardpa lette () 

( 

statio long far ocolors4996 員 =( ノン * 4996 色 モー ド 用 配列 ン 

9x999999L ン ・ 愚 < ノン ,9x9f9999L ン ・ 青 。 ・ ン ,gx99999f レ < 赤 ・ ン , の xgF999F レ < 叔 ン , 
ゆ ゅ ⑳99fggL ン < 継 *<, ゆ df9f99L ン * 水色 ・ ン , の 999f9fL ン * 鞭 ・ ン , の 9f9f9fL レ ・ 白 ン , 
gx919191L ン * 暗 克 * ン , の 989999L ン * 暗 青 */,9x999998L ン * 暗 赤 * ン , の の 39998L ン * 暗 池 < ン , 
の 999399L ン * 暗 緑 * ン , の x999399L ン * 暗 水色 < ン ,9x999998L ン * 暗 黄 < ン ,9x989999L ン * 暗 白 ン ) : 
struct videooonfig far *・ oonf igi 


-getvideoconf ig(conf ig) 
If ((oconf ig->mode! =_93RESSCOLOR〉 
&8 (oonf ig->mode! =_98RESCOLOR) 
&& (oonf ig->mode! =_98TEXT8M) ) 
return(_-remapallpalette (oolors4296) ) : 
} 


・ 日 早 1 6 階 油 モー ド 時 の パレ ッ ト 設 定 関数 ・ 


き ブ 


【 リ スト 3 】CRTDSP.C つ づき 


Sep. 7993 


ング 


short wub16levpalette() 

{ 

static long 『ar mono16[]=(* モ ノウ クロ 1 6 階 調 用 配列 * ン 
ゆ x999999L, gd19191L, gyd29292L, の x939393L, 
gx949494L,9dx あ 55L, gy の 69696L, の 979797L。 

gx989898L , 9x999999L , 9 の xga9gagaL,9xgb9bgbL, 

gx9ogogoL , 9x ゆ dgd9dL,9x の ege9eL, の xy9f9fgfL〕 
return(_remapallpalette (mono16) ) : 

| 


ブ ノ ャ 

*・ 特別 1 6 色 モ ー ド 時 の パレ ッ ト 設 定 関数 ・ 

き キノ 

hort specialpalette(rr,gg, bb〉 

unsigned char rr[]: Z* パレ ッ ト デ ー タ 赤 
unsigned ohar ggl]: Z* パレ ッ ト デ ー タ 結 ン 
unsigned ohar bb[]: Z* パレ ッ ト デ ー タ 青 ン 


{ 
static long far colors4996 [16]: ノ * 4996 色 モー ド 用 配列 ン 
statio unsigned 1ong color1: ノン * バッ ファ 1 ャ * ノ 
static unsigned long color2: ノ /* バッ ファ 2 ャ * ノ 
statio unsigned 1ong oolor3: Z* バッ ファ 2 * ノ 
int jki Z* ルー プ パ ラメ タ 
For (ji=g: 1 く 16j ++) ( 
color1=『loor((double)rr[i]Z16.g+9.5) : 
color2=f]oor((double)gg[iZ16.9+9.5) : 
color3=floor( (double)bb[i]Z16.9+9.5) : 
color1= (9gxg9999fL)&oolor1: 
Color2= (gxg9gf9L)& (color2<<8) 
color3= (dxgf9999L)& (color3<<16) : 
colors4996 =oolor1 icolor2icolor3: 
) 
return(_-remapallpalette (colors4996) ) : 
) 
プ ャ 


・ デー タ 読 み 込み 関数 ・ 

し も た もえ えも ええ もえ も も も もえ えよ えよ よ よ まま よ ま 】 

ぼ グ 

void readdat (fp,data, ョ ize) 

unsigned char huge data[j: ノン * デー タ ez 


FILE *fpi: Z* デー タフ ァ イル ポイ ンタ * ン 
long size Z* 読み 込み サイ ズ ン 
{ 


1ong pointer: ン * デー タ ポ イン タ > 


for(pointer=gipointer<sizeipointer++) data[pointer]=geto(fp) : 
0 


ノ ャ 

・ 映像 デー タ を パレ ッ ト 番 号 に 変換 する 関数 ・ 

キノ 

idefine REJECT 64.9 ン 。 6 ビッ ト 分 の リジェ クト 
void getpalt (rdat, gdat, bdat ,tab]e, no〉 

double rdat: Z/* 民 チ ャ ン ネ ル デ ー タ 

double gdat:  /* G チ ャ ン ネ ル デ ー タ 

double bdat: ノン * BB チャ ン ネ ル デ ー タ 
unsigned ohar table[]:/* 変換 テー ブル * ン 


int *noi Z* パレ ッ ト 番 号 ャ ノ 
{ 

int nbufr: Z* バッ ファ * ン 

int nbufg: Z* バッ ファ 

int nbufb: Z* バッ ファ ン 


nbuf1=『 loor (rdat ノ REJECT+9.5) : 
i『 (nbuf1>3) nbuf1=3: 
nbuf2=『f 1oor (gdat ノ REJECT+g.5) 
i げ (nbuf2>3) nbuF2=3: 
nbuf3=f 1oor (bdat/REJECT+9.5): 
if (nbuf3>3) nbuf3=3: 
*rno=table[nbufr+4*nbufg+16*nbufb]: 
) 
プ ゃ * 
キキ ザキ キザ キザ ザキ ザ ザ ず ぜ サザ で や や や キキ キ ず ず や 
・ パレ ッ ト 番 号 変換 テー ブル 作成 関数 ] ・ 
キノ 
void mktable(table) 
unsigned char table[]: /* パレ ッ ト 番 号 変換 テー ブル ァ ン 
{ 
statio unsigned ohar refr[16]: ノ * 基準 信号 R 
static unsigned ohar refg[16]: ノ * 基準 信号 G * ン 
static unsigned ohar refb【16]: ン * 基準 信号 B * ン 


int r,g,b: Z* ルー プ パ ラメ タ ン 
int jki < ルー プ パ ラメ タ ン 
int deltri Z* 民 信 号 誤差 ン 
Int deltgi Z* G 信 号 誤差 ャ ン ノ 
int deltb: ノ * 遇 信号 誤差 ャ ッ ノ 
Int pnumber: ン /e 配列 アド レス ン 

int minerri Z* 最小 トー タル 誤差 ン 
Int erri Z* トー タル 誤差 ャ ノ 


ず 


< パレット 番号 
gx99999g 黒 の df999d 青 gxgggggf 赤 fg9gf 此 
gx999f9g 継 9fgfgg 水色 ggggfgf 花 grgfgf 白 
@yx919191 暗 灰 9@89999 暗 青 の x999993 暗 赤 の 999998 暗 池 
@x999399 暗 緑 9393gg 暗 水 色 の gg9993 暗 鞭 の 999999 暗 白 


キ プ 
バ 基準 デー タ ン 
refr【g] = girefg〔g] = 9:refb[g] = gi: 
refr[1] = girefg[1] = gz:refb[1] = gi: 
refr[2] = 9gjrefg[2] = g:refb[2] = gi: 
refr〔【3] = 9:refg〔3] = 9:refb[3] = 9: 
refr【[4] = girefg[4] = irefb[4] = ロ : 
refr〔5] = 9jrefg【5] = g:refb〔5] = g: 
refr【6] = 9g:refg〔6] = g:refb【6] = gi: 
refr〔7] = 9gjrefg[7] = 9:refb[7] = ロロ: 
refr〔8] = jrefg[8] = 9:refb[8] = gi: 
refr〔9] = jrefg[9] = g:refb[9] = gi: 
refr【19]= girefg【19]= 9:refb[19]= 
refr〔11]= 9irefg[11]= 9:refb【11]= 9: 
refr〔12]= girefg[12]= 9g:refb[12]= 
refr[13]= 9jrefg[13]= 9:refb【13]= 9: 
refr[14]= 9:refg【14]= 9:refb[14]= 9 
refr【15]= 9:refg〔15]= 9:refb[15]= gi: 
for (b=9:b<16: b++) { 
for (g=9:g<16:g++) ( 
for (r= 雪 ir く <16: Fr++) ( 
pnumber=256*b+16*g+r: 
minerr=48: 
j=: 
for(i= 才 <16: は +) { 
deltr=abs(refr[i]-r): 
deltg=abs (refg[i]-g) 
deltb=abs(refb[i]-b) 
err=deltr+de1tg+de1tb: 
if(minerr>err)〉 { 
mWIneTT=STTi 
HH 
) 
) 
table [pnumber]=j: 
} 
} 
) 
] 
プ ォ 


・ パ レッ ト 番 号 変換 テー ブル 作成 関数 』 ・ 

キノ 

void mktable2(table, rr,gg, bb〉 

unsigned ohar table[]: ン * パレ ッ ト 番 号 変換 テー ブル 
unsigned char rr[]: Z* パレ ッ ト デ ー タ R _ ン 
unsigned char ggl]: Z* パレ ッ ト デ ー タ G _ 
unsigned ohar bb[]: Z* パレ ッ ト デ ー タ B _ ン 
{ 

static unsigned char refr〔16], ノ * 基準 信号 R > ン 

statio unsigned ohar refg【16]: ノ * 基準 信号 G ・ ン 

statio unsigned ohar refb[16], ン /* 基準 信号 B * ン 


int r,g,bi <* ルー プ パ ラメ タ ン 
int jki Z* ルー プ パ ラメ タ ン 
int deltri Z* 尺 信 号 誤 差 ャ ノ 
int deltgi Z* G 信 号 誤 差 ャ ノ 
int deltb: ノ * B 信 号 誤差 w* ノ 
int pnumberi ン /* 配列 アド レス ン 

int minerr: Z* 最小 トー タル 誤差 < ン 
int err: Z*・ トー タル 文 差 * ノ 


バ 基準 デー タ ン 

for (= <16: ロ +) ( 
refr[il]=floor((double)rr[i]Z16.9+9.5) : 
refg【i]=floor((double)gg 16.99.5) 
refb[i]=floor((double) bb[i ン 16.9+9.5) 

) 


for (b=9: b<16: b++) { 
for (g=9g:g<16:g+) ( 
for (r=9:r<16:r++) ( 
pnumber=256*b+16*g+r: 
minerr=43: 
j=9: 
for(i=9ii<16: i++) 
deltr=abs(refr[i]-r): 
deltg=abs (refg[i]-g) : 
deltb=abs(refb[i]-b) 
Srr=deltr+de1tg+de]tb: 
if(minerr>err) { 
minerr=9rTi 
HH 
} 
) 
table [pnumber]=jj 


【 リ スト 3 】CRTDSP.C お わり 
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エレ ング クト ロニ クス ラプ フ 


種 の 音声 ライ ン 


還 。 馬 ( 三 呈 人 介 上 





に 対応 する 


フイ ン レ ベル < コン バー タ の 製作 


アマ チュ ア 用 と し て 作ら れ た 民 
生 機 が 年 々 高 性 能 化し , 多く の 機 
種 が プロ の 現場 に も 進出 し て いま 
す 。 ま た 逆 に , 「 業 務 用 」 と され る 
機器 に も 比較 的 低 価格 の 製品 が 現 
め られ 。 プア マチュ ア の ハイ ンド ・ 
テー ザー に 使わ れん て いま す 。 こ れ 
は 音響 ・ 映 像 の , きま ぎ ざ ま な 分 野 
で 起き て いる 現象 で す 。 

それ だ け 「 民 生 機 」 と 「 業 務 用 


機 」 の 性 能 差 が 小さ きく な っ て いる 
わけ で , と て も 結構 な こと な の で 
す が , いく つか 困っ た 問題 も 生じ 
て いま す 。 例 えば 音声 信号 で は , 









0.3162 
0.2449 
0.1000 














「 (パラ ンス ) : 


| 一 部 の 業務 用 機 
「 ア ン バ ラ ンス : 民生 機 の 概略 出力 ノ 電 子 楽器 出 カ 
あま り 使わ れ な い 
: 通常 は 使わ れ な い / ま れ に 業務 用 機 


1 Bb) 者 錠 な 池 時 





「 ア ン ノ パラ ンス | 





人 … 大 塚 明 多 


^* ラ イン レベ ル の 違い と ヾ 伝送 モ 
ー ド ” の 違い が , 時 と し て 悩み の 
タネ に な り ま す 。 

そこ で , 現在 一 般 に 採用 され て 
いる 答 種 の ライ ン レ ベル を 自由 に 
変換 し , アン バラ ンス バラ ンス 
の 伝送 モー ド も 変換 し て し まう ア 
ダ プ ブタ を 作っ て み ま し た (写真 1)。 
市 販 品 に は 「 民 生 機 レベ ルー 業務 
用 機 レ ベル 」 の コン バー タ は あり 
ます が , 本 機 の よう な , いわ ば 全 
レベ ル 対 応 の 機種 は あり ませ ん 。 
録音 PA の 現場 で は , か な り 重 宝 に 
使っ て も ら え る と 思い ます 。 


〈 写 真 1> 
ライ ン レ ベル ・ 
コン バー タ の 外観 







en ーー 













【 表 1 】 各種 の ライ ン レ ベル 
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| 「 ラ イン 」 の いろ いろ | 


ライ ン レ ベル と は 。 ご 存 知 の と 
お り , その シス テム で の 標準 的 な 
信号 レベ ル の こと で す 。 民生 機 で 
は 通常 , 一 10dBV ( 約 310mVrms) 
程度 で あり , 信号 の 伝送 形態 は 単 
羽 シ ー ル ド 線 を 用 いた アン バラ ン 
ス で す 。 一 方 , プロ 機 で は 2 芯 シ 
ー ル ド 線 に よる バラ ンス 伝送 が 主 
流 で , 信号 レベ ル も 0dBm 一 十 4 
dBm( 約 0 .775 一 1.23Vrms) と 比 
較 的 大 きく な っ て いま す 。 これら 
各種 の ライ ン レ ベル を 表 1 に ま と 
9 ます 。 

録音 ・PA に 使わ れる プロ 用 の ミ 
キサ 卓 は , どん な 信号 レベ ル ・ 伝 
送 モ ー ド に も 対応 し て いま すか ら 
全部 の 信号 を いっ た ん ミ キサ 卓 に 
立ち 上 げ て , 卓 か ら 各 機材 に 分 配 
する の な ら , あえ て レベ ル ・ コ ン 
バー タ な ど と 必要 は あり ませ ん 。 し 
か し , 実際 に は 機材 どう し を 直接 
つない だ ほう が 早い 場合 も あり ま 
すし , ミキ サ 卓 の 入力 チャ ネル に 
ゃ 限り が あり ます 。 

その た だ ため 現場 で は , レベ ル が 違 
っ て も 「 目 を つぶ っ て 」 つ な い だ 
り , バラ ンス 入力 端子 に アン バラ 


ンス 信号 を , 不利 を 承知 で (S/N が 


悪化 する ) 入 力 す る な ど , 不 合理 な 
結線 も 行わ れ て いま す 。 


9Z 
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エン ジニ ア 諸 氏 も , そん な 状態 
に 滴 足 し て は いな い は ず で す 。 本 
機 も 某 ス タ ジ オ ・ オ ー ナ ー と の 雑 
談 か ら 生 まれ まし た 。「 き . ち ん と レ 
2 夫 で きま て 。 ペラ ルン 蘭 ゲイ アシ 
バラ ンス も 換え られ る “ 箱 ” が あ 
れ は 便利 だ ね 」 と いっ た オー ナー 
氏 の 言葉 に 「 そ ん な の 人 科 単 に 作れ 
る よ 」 と 私 が 答え た の が , 本 機 の 
8 まり で し た 。 


| 信号 電圧 の 単位 | 


製作 に は 直接 の 関係 は あり ませ 
ん が , ライ ン レ ベル を 表す 信号 電 
圧 の 単位 に つい て 触れ て お きま し 
まう 語 山 全 る お か る よう に 。 通 
常 , ラ イン レベ ル に は dB* と いう 
電圧 単位 が 用 いら れ ま す 。 こ の 場 
合 の dB” は , デシ ベル で は な く 
ディ ー ビ ー と 読ま れる の が 普通 で 
す 。 し か し , これ が また 多種 多様 
で , 混乱 の 元 に な っ て いま す 。 
本 来 dB” は 比 を 表す も の で 
す 。 こ れ で 絶対 電圧 を 表現 する に 
は , 0 dB の 電圧 を 決め , それ と の 
比 で 表し ます 。 例 えば , 1 V を 0 dB 
と すれ ば , 2 倍 の 2V は 十 6 dB, 
10 僅 の 10V は 十 20dHB に な り ま す 。 


| 負荷 の 規定 は 無し 
| dBV と 同じ 





【 表 2 】 各種 の 信号 電圧 単位 (一 般 例 ) 


【 ヘ ッ ド アン プ 部 】 


だ の マラ ラン a 
入力 


竣 勤 信 力 アン プ 


。1 HOT。 
アテス 人 入 の GAIN ニ 1 


COLD? 


ん 


導 に 1/10 の 0.1V は 一 20dB で す 。 

この 0dB を 何 V に する か で , いろ 
いろ な dB* が 存在 し ます 。 上 の 例 
の 「 0 dB= 1 Vrms」 は , 最近 か な 
り 普 及 し て いる 上 単位 で “dBV” と 
いう も の で す 。 

プロ の 世界 で は “dBm” が 広く 
覗 お れ で きま し た 。 と れ も た し か 
に 電圧 を 表す 単位 な の で す が , ち 
ょ っ と 特殊 で , 電力 伝送 の 考え 方 
が 基礎 に な っ て いま す 。 すなわち, 
「6000 の 負 和 基 に mW の 電力 を 消費 
させ る 電圧 」 を 0 dB と 規定 し て い 
る の で す 。 昔 の プロ 機器 で は , 入 
出力 に 6000 の トラ ンス が 入っ て い 
だ ので, こう いう 規定 の ほう が 便 
利 だ っ た の か も し れ ま せん 。 具体 
的 な 電圧 は 約 0 .7746Vrms で す 。 
現在 , ほとん どの 機材 が トラ ン 
スレ ス に な っ て いま す 。 そし て 。 
送り 出し イン ピー ダン ス を 100Q 程 
度 と 低く し, 受け 側 の 入力 イン ピ 
ー ダ ンス を 数 kQ 以 上 に する , いわ 
ゆる 「 ロ ー 出 し ・ ハ イ 受 け 」 の 電 
圧 伝送 が 主流 に な っ て いま す 。 こ 
うな る と , 電力 伝送 を 基礎 に 置い 
だ た dBm は, あま り 実 用 的 で は な く 
な っ て し まい まし 

と は いる, 苦 の 機材 と の 共用 性 
か ら も dBm を 一 挙 に 廃止 し て し ま 
う の も 困り ます 。 そこで, 出 て き 
だ の が 約 0 .7746Vrms を 規準 の 0dB 
と し な が らち も , 負 和 基 条 件 を 取り 払 
っ た 単位 “dBvy” で す 。yY が 小文字 
で ある こと に ご 注意 くだ さい 。 
この ほか に も , カタ ログ な ど で 






【 図 1】 ブロ ッ ク 図 


使わ れ て いる 単位 が いく つか あり 
ます の や 本 2 まとめ まし た な た 。 
つま り , いろ ん な 単位 が あっ て も , 
粘 局 は , 規準 電圧 は 0.7746V と 1V 
の 2 種類 な の で す 。 本 機 で は , 変 
換 の 対象 を この 2 種類 に し て いま 
二 

な お , この 記事 で は , それ ぞ れ 
を dBm と dBV で 表現 し まし た 。 本 
当 は dBm で は な く dBv な の で す 
が , 大 文字 と 小文字 で は 間違い や 
すく , また , これ まで の 慣用 も 考 
感 し て あえ て dBm に し まし た 。 

付記 すれ ば , この dB* の 表現 方 
伝 は メー カー に よっ て きま ざま で 
すか ら , 表 2 は 全 世 界 的 に 確定 的 
な も の で は あり ませ ん 。 例え ば カ 
タロ グ ・ ス ペッ ク で , dBV を 使い 
な が ら , 末尾 に 「 た だ し ,。 0dBV= 
0.775Vrms」 と な っ て いる 例 も あ 
り 。 これ も 反則 と は 言え ませ ん 。 
また , 単位 に た だ の “dB” だ け を 
記し , 末尾 な ど に 「0dB=1Vrms」 
な ど と し て あっ て も いい の で す 。 





変換 対象 の レベ ル と 
主体 の 構成 

本 機 の 扱う 信号 レベ ル は 表 1 
の , 一 20, 一 10, 0 , 十 4 の 各 dBm と 
dBV で , 伝送 モー ド は それ ぞ れ の 
パラ ンス と iz 涯 ンス で す 。 例 
えば , 民生 用 カセ ッ ト デ ッ キ の 「 一 
10dHBV ア ン バ ラ ンス 」 を , 業務 用 
機 和 益 の 「 十 4dBm バ ラン ス 」 に, 確 
実に 変換 し ます 。 回 路 は 独立 2 チ 
ャ ネル で すか ら ス テレ オ で も 使え 


o ソジン ムル \ ラ ジス 
出力 


エレ ググ ク トロ ニク スラ イフ 


ます 。 

全体 の ブロ ッ ク は 図 1 で す 。 へ 
ッ ド アン プ は アン バラ ンス 用 と ババ 
ラン ス 用 が あり , どちら も ゲイ ン 
は 1 (0dB) で す 。 ど ちら も 反転 アン 
プ で , 後段 の “電圧 単位 変換 部 ” 
で , も う 一 度 位相 反転 し て いま す 。 
プア ンク タタ ンス が が 受 導 区 の 。 ど 
ちら の ヘッ ドア ンプ を 生か すか は , 
その 出力 を スイ ッ チ で 切り 替え ま 
す 。 本 機 で は スイ ッ チ に , アン バ 
ラン ス 入 力 ジ ャ ッ ク の スイ ッ チ 部 
を 使い 、。 ここ に プラグ が ささ る と 
アン バラ ンス が 生き , プラ グ が さ 
さっ て いな いと バラ ンス が 生き る 
よう に し まし た 。 も ちろ ん , 通常 
の トグル スイ ッ チ な ど に 置き 換え 
て も 構い ませ ん 。 

スイ ッ チ を 経た 信号 は , SW, の 
"ノッ ツア ー タ 橋上 ます 。 ゲッ 
テ ネ ー タ は 。 信号 を 「 下 げ る 」』」 方 
向 で レベ ル 変 換 す る 場合 に 使い ま 
す 。 減衰 は 6 ステ ッ プ で , 0.063/ 
0.1/0.199/0.316/0.631 ノ 1 で 
す 。 

レベ ル を 「 上 げ る 」 変 換 は , 次 
の に 可 グ イン アンシン プ ? で 行 ゅ ゆま 
す 。 ゲ イン は オペ アン プ の 帰 司 率 
で 変え , で の スイ ッッ ま は SW。 で 
す 。 こ この 増幅 率 は , 1/1.585/ 
3.16/5.016/10.0/15、85 の 。 定 
は り 6 種類 に な り ま す 。 ア ッ テ ネ 
ー タ の 減衰 率 と と も に , これ ら の 
数 字 を 表 3 の 「 レ ベル 変換 ゲイ ン 」 
の 項 に 示し ます 。 

ここ まで の 回 路 で の 減衰 ・ 増 強 
で は , 信号 レベ ル の 単位 は 考慮 さ 
れ て いま せん 。 単 に 定率 で レベ ル 
変化 きせ て いた わけ で す 。 単 位 の 
変換 は “電圧 単位 変換 部 ” で 行い 
ます 。 や は り , オペ アン プ の 帰 司 
率 を 変え て , 電圧 単位 に よる レベ 
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ル の 差 を 補正 し て いま す 。 た っ た 
2 .2dB で す が , その 数 字 を 表 3 の 「 電 
圧 単 位 の 変換 」 に 示し ます 。 

以上 で 「 レ ベル 変換 」 は で きま 
し た 。 そ の 出力 は まず 非 反 転 の 出 
カナ ンプ を 経て ノン パテ アン % 出 
Jo ジッ テイ オダ 鉛 衝 ア 
ツア プ を 稀 て ドラ ンス 出力 ” ほな 
り ま す 。 ですから, この 両 出力 は 
常に 両方 と も 生き て お り , 相互 に 
博す る こと がく 。 出 ライ ン と し 
て 扱え ます 。 


| 実際 の 回 路 こ パー ツ | 


片 チ ャ ネル の 信号 回 路 と 電源 部 
が 図 2 で す 。 図 1 と 見 比べ て も ら 
えば 概略 は お わか り で し ょ う 。 

本 来 , この よう に 精密 な レベ ル 
変換 を 行う 回 路 で は , パー ツ も 高 
精度 の 製品 を 使う の が 常 道 で , 抵 
抗 も 1 % 物 を 指定 する の が 普通 で 
す 。 し か し 今回 , 私 は 全部 の 抵抗 
を 5% 物 で 済ま せま し た 。 一 つ に 
は , 最近 の 抵抗 は 5 % 物 で あっ て 
も 誤差 は 非常 に 小さ く , 選別 すれ 
は 誤差 1 % 以 下 の も の が た くさ ん 
本 ら 札 あ る と さま 。 ち うー に 信 。 ラ 
イン レベ ル の 精度 自体 が , それ ほ 
と ど シ ビア で は な く , 最大 5 程度 
違っ て も 大 勢 に 影響 は な いか ら で 
 』 

5 % 物 の E24 系 列 を 使う た め , ア 
ッ テ ネ ー タ 部 , レベ ル 変 換 の 帰還 
抵抗 に は , か な り 面 倒 な 計算 を 要 
し まし た 。 こ の 定数 で , 変換 誤差 
は 1 % 以 下 に な る は ず で す 。 

も し も 1 抵抗 を 使う の な ら , 
半 動 入力 ヘッ ドア ンプ の 4 本 の 24 
kO と , バラ ンス 出力 回 路 の 2 本 の 
100kO( ど ちら も 片 チ ャ ネル 分 の 本 
数 ) に 採用 すれ ば 有意 義 で し ょ う 。 
これ ら は バラ ンス 信号 の 「 ホ ッ ト 」 


と 「 コ ー ル ド 」 の レベ ル 差 を 決め 
る 部 分 で あり , 信号 の ひずみ 率 に 
関係 する か ら で す 。 

オペ アン プ に は JRC の 4580D と 
5532DD を 使い まし た 。 音 質 を 考え 
れ ば 全部 5532 に し た いと ころ で す 
の ちの ICM 人 カイ ルピー ダ ジ ン ネ え 
が 低く , 差 動 入 力 男 囲 も 小さ い 欠 
点 が あり ます 。 そこで , 高 入 力 イ 
ン ピ ー ダ ンス が 求め られ る 個所 や , 
大 き な 差 動 入 力 が 加わ る 可能 性 の 
ある と ころ に は 4580D を 採用 し まし 
た 。 と いっ て , これ も か な り 優 秀 
な IC で すか ら , 全体 の 音質 は 十分 
に プロ の 水準 で す 。 

IC。 の 5532 は 片側 の み 使用 し, 片 
側 は 遊ば せ て いま す 。 こ れ は 2 チ 
ャ ネル を 完全 に 分 けた か っ た か ら 
で す 。 本 機 の アン バラ ンス 出力 を 
使わ な い の で あれ ば, IC。 は 抜い て 
[ レベ ル 変 換 ゲ イン ] 
レベ ル 交 (dB) 増 (B) 











0 一 -20  -10 
0 一 0 110 





[電圧 単 位 の 変換 ] 
電圧 単位 | 増 江 (GB)| 実数 


dBm 一 dBV 12.22 1.291 


ーーーーー ャ ーーーー 一 


dBV 一 dBm : -2.22 ! 0.7746 


















dm 一 dBmi 0 |1.0 
dV 一 dBVI 0 1.0 
【 表 3 】 信号 レベ ル 変 換 の 増幅 ・ 
減衰 率 
9 の 






UNBAL, OUT 












mm 
つつ | 〇 つ ェ ーー 
† 時 芋 
Lo | ー () 
= 胃 
生 中 Ni 
し 1t 
だ の) ちら さ 
ヒ g 志 
且 生 ち | 。 
 g 
- と 
ば う ) 
mn ト へ 
mm | で - ン 
マ |Q@ 
ぐ | 十 、 芋 
十 - 0 O 
| で あ 
の 
〇 圭 ご 
且 2 Ed 
の つ 
ここ LO の 
ーー ミ 了 p また 
ーー 同人 
ンス + 、 せ 
8 三 症 O っ 
三 
ココ 弄 の 5 
L」 Ia 
還 還 3 
コ ぽ c@ 8 
セー 
+、 芋 
なり 
LO の 
ト ヽ 、 
| - ン と 
あど 宝 
革 の 
@ の 
る 
の ) 
ャ ー パ 
cs 
1 
! 
ーーー 
H 『 
1 ep 
l 
1 
ma I 
で I 
1 
に 「 謀 
ご ! QJ 
l 
l 
1 
l 
し m < 
| 
1 
EL。 
「 ニス 本 
I 1 
!「 そ 
の 0 ーー 
ンー| ミ さ 品 。 涼 
rF プ FN 
| で コ 
店 w、 
ーー O 
の 6 て い 
っ う 上 O 






1- 20dBl- 24dB 


[-14dB 


/#3 


[-10dB 


4 


0dB 1-4dB 


5 


1 


/#2 


6 


47ZBP 24k 









os 
の 
1 
的 本 
重い 
IK 本 ! 
羽 S で 下 
XN SI 
16 1 
ce EN 
SS ar 
CN +ー 
心 朱 ID の 6 ご ょ で て | 
SD の の へ 呈 記 
8 回 底 下 ミロ 
回 Q つ つり 暫 間 
Qt ご ご 日 苦 さ ヽ 
で 〇 KR 天 己 ピロ Ho 「 十 
M nh 臣 ②@@ ご 茎 区 吾 
ェ 串 引 選 避 己 MW 四 の 
< 
ロ 
5 
〇 


7.5k 5.1k 4. 水 


11k 3.9k 


39k 1.1k 


0 





て で J 
ペ へ U0 0 
< て U000V U0000000 
ーー 
〈 〇 つ 
一 
LC う 
ャ ー] 
工 
2 
| 〇 
デュ 
〇 つ 
〇 つ 
て ーー] 
( 〇 
こさ 





【POWER SUPPLY】 


【 図 2】 ライ ン ・ レ ベル ・ コ ン バ ー タ 回 路 図 


し まっ て も 構い ませ ん し , この 出 
力 に 10kQ 以 下 の 負荷 を 接続 し な い 
の な ら , 5532 で は な く 〈4558 な ど , 
も っ と 安価 な IC に 差し 替え て も い 
Mr ま の 

回 路 定 数 で 問題 に な り そ う な 個 
所 と し て は , アン バラ ンス ーー バラ 
ンス 変換 部 の 前 に 設け た , 2 本 の 
4.7kQ に よる 分 圧 器 が あり ます 。 こ 
こ で 信号 を 半分 に し て いる の は , 
バラ ンス 出力 の 「 ホ ッ ト 」「 コ ー ル 
ド 」 双 方 の 振幅 を 1/2 に する た めで 
す 。 ここ で 172 に し な いと 、 パラ シ 
ス 出 力 を 差 動 受 けし た 場合 , 振幅 
は 規定 レベ ル の 2 倍 に な っ て し ま 
いま す 。 

し か し , 分 圧 器 の 下 側 の 4.7kQ 
(*2 の 抵抗 ) に は コー ルド 出力 用 ア 
ンプ の 入力 抵抗 100kO が パラ に な る 
た め , 合成 抵抗 値 は 4.49kO に な っ 
て , 1/2 の 分 圧 比 は くず れ て し まい 
ます 。 結果 と し て ,。 バラ ンス 出力 
は アン バラ ンス 出力 に 対し て 1% 
程度 小さ く な り ま す 。 私 は , これ 
を 誤差 範囲 と 見 な し て いま す が , 
気 に な る 方 は *2 の 4.7kQ を 4.94 
kO(2400 を 直列 に 入れ る ) に すれ 
ば , この 誤差 は 解消 する は ず で す 。 

バラ ンス 出力 の 反転 アン プ に は , 
帰還 抵抗 と パラ レル に 47p を 入れ ら 
れる よう に し て あり ます 。 も し も 
コー ルド 出力 が 高 域 で 発振 し た ら 
入れ て くだ さい 。 発振 し な けれ ば 
不要 で す 。 な お 本 機 で は , いわ め 
る スタ ジオ 仕様 に 合わ せ て , キャ 
ノン ・ コ ネ ク タ の 接続 を `2 番 ホ 
ッ ト ” と し て いま す 。 3 番 ホ ッ ト 
の シス テム で は , 4 個 の キャ ノン 
の 2 番 と 3 番 の 結線 を それ ぞ れ 入 
れ 替 えれ ば OK で す 。 

本 機 の 各 レ ベル 変換 ネイ ッ チ に 
は DIP ス イッ チ を 用 いま し た 。 こ れ 


エレ クト ロニ クス ラテ イフ 


は プロ ト タ イ プ の つも り で 作っ た 
か ら で , 使用 状況 に 応じ し て ロー タ 
リ ・ ス イッ チ な ど に 置き 換え る こ 
と も 可能 で す (後述 )。 
電源 部 は 2 チャ ネル 共通 で す 。 

電圧 安定 化 は 3 端子 レギ ュ レ ー タ 
で 人 箇 単 に 済ま せ て いま す 。 た だ し , 
整流 用 の ダイ オー ド ・ ブ リッ ジ は 
2 個 使い , マイ ナス 側 に も 正 電圧 
用 の 7815 を 用 いま し た 。 正負 に 同 
じ ロ ッ ト の 7815 を 使え ば , トラ ッ 
キン グ は は ほぼ 完璧 で す 。 


| プリ ント 基板 と ケー ス | 


抵抗 の 数 が 多い た め , か な り 大 
き な 基 板 に な っ て し まい まし た 。 
サイ ズ は 85 メ 135 ミリ で す 。 電 源 部 
を 含め た 全 回 路 が 載り リ , プリ ント 
パパ ター ン を 図 3 に 示し ます (原寸 )。 
写真 2 が 組み 上 が っ た 基板 で す 。 

プリ ント パタ ー ン に は , いわ め 
る 「 ピ ビン 間 通 し 」 の 線 は あり ませ 
ん か ら 全 部 手描き で いけ ます 。 配 
線 の 引き 出し 穴 は 2.54 ミ リ 間 隔 で , 
基板 コネ クタ も 使え ます 。 

DIP ス イッ チ の 底面 に 不要 と 思え 


【 図 3 】 
プリ ンド 
パタ ー ン 


(原寸 大 ) 


Se の . 7 の 99? 


る 究 が あり ます が , これ ら は 全部 
アー ス で す 。 ス イッ チ を 外 付 け す 
る 際 の シー ルド 線 の アミ 線 用 で す 。 
DIP ス イッ チ し か 使わ な い 方 は , こ 
れ ら の 穴 は あけ な く て も 構い ませ 
ん 。 

パパ ー ツ 面 に は , で きれ ば 写真 の 
よう に , チャ ネル の 区 切り の 線 と 
スイ ッ チ の 番号 を 描い て お いた は ほ 
う が 便利 で し ょ う 。DIP ス イッ チ 仕 
様 で は , 基板 が 「 操 作 部 」 に な り 
ます か ら , これ は 不可 欠 で す 。 
各 配 線引き 出し 穴 の 意味 と 接続 
先 を 表 4 に まとめ ます 。 

ケー ス に は タカ チ の CU-3 を 採用 
し まし た 。 あるいは, も う 少 し 小 
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の の る で すず @ の の oe る 


写真 2> 
パー ツ の 取り 
付け を 終え た 
基板 


RI 


型 の ケー ス で も いい か も し れ ま せ 
ん 。 し か し , 後述 する 「 改 造 」 の 
可能 性 も 考 應 すれ ば , CU-3 が 最適 
な し まう 。 

私 の 場合 の 穴あけ 図面 を 図 4 に 
し ます 。 写 真 3. 4 が フロ ント パ 
ネル と リア パネ ル で す 。 注意 すべ 
き 個 所 は キャ ノン の ビス 容 で す 。 
事前 に いく ら 慎 重 に 位置 を 決め て 
も , 取り 付け る 段 に な る と 必ず ズ 
レ る か ら 不 思 議 で す 。 最 良 の 方 法 
は , まず 中 央 の コネ クタ 本 体 用 の 
大 穴 を あけ , 原 物 合 わせ で ビス 究 
位置 を 決め る 。 こ れ し か あり ませ 
ん 。 な お , キャ ノン ・ コ ネ ク タ の 
取り 付け に は 皿 ビ ス を 用 いる の が 
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普通 で す 。 

電源 オン 表示 の LED の 位置 も , 
ちょ っ と 微妙 で す 。 仕上 が り で IN 
と OUT の コネ クタ 間 の 中 央 に くる 
よう に 位置 を 決め ます 。 図面 に は 
一 応 の 寸法 を 記入 し て あり ます が , 
め あめ まり アオ に ぽ ほじ な いで くだ きい 。 
まあ LED 位 置 が 左右 に 片 寄 っ た と 
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| 8 |7&9 の GND 


| 9 | パラ ンス ・ ヘ ッ ド アン プ 、 ヨー ルド 天 ガ カ 













ホッ ト 出 力 


ライ ン 出 力 
ライ ン 、 コ ー ル ド 出 力 


ライ ン 、 












アッ テ ネ ー タ (レベ ル 変 換 部 ) 入力 


ンタ ツテ ン 2 スィ 
ーー 2 っ 


14 科 16 の GND 
が ウッ 人 ・ 


15 
16 


ころ で , ちょ っ と 格好 が 悪く な る 
だ け で す が 。 

リア パネ ル に は , と りえ あず 電 
源 関係 の 穴 が 3 個 あ くだ け で す 。 


結 線 
配線 材 に は , 電源 関係 を 除い て , 
単 世 シー ルド 線 。 2 詞 シ ー ル ド 線 


(まだ た は 3 つ 編 線 ) を 使い ます 。 電 
源 ト ラン ス 内 蔵 で すか ら , ここ は 
安全 策 を と り ま し ょ う 。 

表 4 だ け で も 配線 は で きま す が , 
一 応 , 図 5 に 結線 図 を 載せ て お き 
ま し た 。 ノン ツィ コ ホ ク み バ へ の 
配線 は 2 志 シ ー ル ド 線 か 三 つ 編 線 
で 行い ます 。 三 つ 編 線 も きつ く 編 
め ば 相 当 に 効果 が あり ます 。 線材 
の 色 も 自由 に 選べ , シー ルド 線 よ 
り も 安価 で す 。 

その ほか の 信号 線 に は 単 世 シー 
ルド 線 を 使い ます 。 シー ルド の ア 
ミ 線 は , 基板 側 で の み ハ ンダ 付け 
し , 配線 先 で は 切り 落と し , 熱 収 
縮 チ ュー ブ で 絶縁 し て 無 接続 と し 
ます ( 図 中 娘 印 )。 こ れ は アー ス ・ 
ルー プ を 作ら な いた め の 措 置 で す 。 
だ た だし,。 チャ ネル の アン バラ ン 
ス 入 力 の シー ルド 線 だ け は , アミ 
線 を ジャ ッ ク で アー ス に 落と し , 
リー さい ポント に MLW い ま す 。 

LED と トラ ンス へ の 配線 に は よ 
り 線 を 使い ます 。 LED の リー ド 線 
部 分 に は 熱 収縮 チュ ー ブ を 被せ , 
し っ か り と 絶縁 し て くだ さい 。 ト 
ラン ス へ の 配線 は , ここ に は 交流 
が 流れ ます か ら , な る べく ケー ス 
に 興 わ せる よう に 引き 回 し ます ( 写 
真 5)。 あ まり ブラ ブラ させ て お く 
と 。 ぶ 寺 ・ メ ギザ オ だ 発生 の アシ テ ナ 
なら る し まい ます 。 


| 使い 方 | 


た だ 信号 レベ ル と 伝送 モー ド を 
変換 する だ け で すか ら , 使い 方 は 
いた だ た っ て 科 単 で す 。 まず, あら か 
じ め 「 ど ん な 変換 を 行う か 」 を DIP 
スズ スイッチ で セッ トト し ます 。 一 番 S/ 
N の 良い 設定 を 表 5 に まとめ まし 
な 0 大 村 コ ピー し て , ケー ス 
上 ぶた だ の 裏 に で も は っ て お け ば 便 


エレ ググ ムロ ニク スラ テイ プ フ ブ 


取り 付け ビス 祥 は 3.29。 
て 決め る 。 


3.2 の 





< 写真 42 リア パネ ル 


利 か も し れ ま せん 。 【 図 4】p 
例え ば ,「 一 10dBV の アン バラ ン ケー ス 加 工 図 
ス か ら 十 4dBm の バラ ンス 」 の 変換 "(CU-3 の 場合 ) 


で あれ ば , SW」 は 6 番 を オン , SW。 
は 4 番 を オン , SW。 は 2 番 を オン 
に 下 み ト し まず す 。. 各 し で 。 入力 を 【 図 5】 
フォ シ * ジャ ッ ク に 区 入れ , キャ 結線 図 
ン ・ コ ネ ク タ か ら 出 力 を 得 ます 。 
この 設定 は チャ ネル ご と に 独立 し 
て 行え ます か ら , 2 チャ ネル を ま 
っ た だく 別 の ゲイ ン 変 換 に セッ ト し 
て も 使え ます 。 

だ な だ し 同 ー チ ww ネル で . フォン" 
ジャ ッ ク と キャ ノン ・ コ ネ ク タ の 
両方 に 入力 し て も , フォ ン ・ ジ ャ 
ッ ク が 優先 し , キャ ノン に 入れ た 
バラ ンス 信号 は 不 使用 に な り ま す 。 

本 機 は 「 ラ イン レベ ル 変 換 」 が 
主 目的 で す が , 最大 で 士 26dB 以 上 
の ゲイ ン が ある た だ め ( 一 20dBm 一 十 
4dBV の 設定 時 ), ブー スタ や ゲイ 
ン を 持っ た ダイ レク ト ・ ボ ックス 
と し て も 恒 え ま すず 。 ま 放 パラン 
ス と アン バラ ンス の 出力 を 同時 に 
得 ら れる こと か ら , 信号 分 配 器 に 
も な り ま す 。 こ の ほか に も さま ぎざぎざ 
まな 応用 が 可能 で し ょ う 。 


| 考え られ る 改造 | 


@ ス イッ チ を バネ ル 付 け に する 





* 放 は シー ルド 線 の 芯線 の み 接 続 


・ こ つ は より 合わ せま た は 三 つ 編 
( 三 っ 編 は 2 芯 シ ー ル ド 線 で も 可 ) 


Sep. 799? 703 





写真 5> 配線 を 終え た 内 部 

変換 レベ ル の 設定 を DIP ス イッ チ 
に し た こと は , 便利 で も あり 不便 
で も あり ます 。 本 機 を ある 程度 固 
定 し た 条件 で 使う 場合 、 ゲ イン 設 
定 が そう 簡単 に 変わ っ て は 困り ま 
すか ら , DIP ス イッ チ が 適し て いま 
借入 出力 レベ ル と DIP ス イッ チ の 設定 


な いと 不便 で す 。 


ーー ニニ こ ご ー コ ーー ニー ニー ニーー こ ゴイ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー トー ニー ニー= ニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ニニ ニニ ここ ニュ 


アン ここ ーー こう ーー ニー デー こ マ マー* 必 と ーー ニー ここ ーー こと ペケ ーー さこ ーー ここ ニン で ここ ここ ゃ ここ この の と の ここ ここ と や た っ の ら 6 この の や る る と ゃ の co この p の ぶら ご と ゃ らら で と ここ ここ ここ る 
ーーー ニ ーー ゴーー ニ ーー ニー ニー イヤ - こ ーー ニー マニ ーー ニー こと ー ペ ゃ ーーー で = ここ ニー ニー ニニ ここ ニー ニー ニニ ーーー ニニ ーー テー こ ここ と に ここ ここ ここ こと ここ ここ ここ と こま ららら こら こ ここ ここ っ 






ーー マ ーーー ゴーー ニ ーー ニー ニー ニー ビー アー ニー ニー ニー ニー デニー ニー ご ペー ニー ニーー こ や ャ デニ ここ や こら や emooeeoeee 且 oe ここ oeo と oe こる こと の な らら こと ここ ここ ここ ここ ここ ここ 


OFF OFF ON 


ここ ーー ここ ご ペー ニー ニー ニーー" 必 アー= ご ニニ ーー ニー アァ ーー デーc 多 とこ とのこ ゃ と ゃ ここ oo な ちさ と らら いこ ゃ で 馬 さ ここ こら なあ ここ お ょ らく あ ここ と o ほ きっ る っ ae らら こと ここ ここ ここ ここ ここ 


OFF OFF OFF ON * 


ON ※* ぇ ※* 


ーー ニー マー コー ニー ニー ニニ ーー イア ーーー ニ ニニ マー ンー マー こと ー こ oc こ この の とこ ccceooco と oo ンー ニー こと こと こち も oewo こ ここ ゃ と と ここ ここ ここ ここ と ここ ここ と ooo 


ON ※* ※ 


ーー ニー ニー ゴー ニー ニー ニニ = ニー セー ここ = ニー ニニ ーー ニニ ーー ニニ = ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー マー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ に ニニ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ こ 






区 











ーー ニー ここ コー ニー デニ ーー ニー こ " ゴ "ーーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニーー ニ ニー ニー デ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ゃ か = ニ ーー ニニ ーー ニニ と ーー ニニ ニニ ここ やこ ここ 







ーー ニー ニー ご コーーー ニ ーー ニー ニー ゴゴ ーー ニー ニニ こ ーー ここ ーー ニニ ーー ニー ニー ニア ー ニ ニー ニニ ーーー ニー ここ ニー ここ っ mp ここ ここ ここ も こっ ニニ ニニ ここ ーー ここ ニニ ーー ニー らら ここ ここ と ここ こら ここ ら コ ここ ここ ここ 


ーー ニーーーー ゴ ーー ニニ ニニ ニー ゴー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニート ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ーー ニー ニニ ーーー ここ ーー ここ こっ 






ーー ニー デー ニー こつ ーー マー ニー ニー ここ" マー ニー ニー ニー ご ニー ニー ニー ニー マーー こ ーーp こ =ー マ ーー こと = ここ たこ oeoeeoeoe 記 eeecooeeeeoooeooeooeeS こ こ と ら ここ らい ここ ここ っ 






ーー ここ ンコ ニニ ニニ ーー ニー デー ニー ニコ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー デー と ニー ニー ここ ニニ ニー ニニ ーーー ニー ニーー ル ここ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ 


和 






【 表 5 】 
レベ ル 変 換 DIP ス イッ チ 


*※:ON/OFF ど ちら で も 可 設定 一 覧 
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す 。 し か し , 個人 の レコ ー デ ィ ン 
グ ・ シ ステ ム な ど で ,。 時 に 応じ て 
いろ いろ な ライ ン に 本 機 を 使う な 
ら , ゲイ ン 設 定 は 簡単 に 変え られ 


そこ で , 多少 強引 で す が , DIP ス 


イッ チ を ロー タリ ・ ス イッ チ に 置 
き 換 えて パネ ル に 出す こと も で き 
ます 。 リ アパ ネル で 現在 不 使 用 に 
な っ て いる スペ ー ス は , その た だ ため 
の も の で す 。 使う ロー タリ ・ ス イ 
ッ チ は SW」・SW。 と も 6 接点 の 製 
品 で す 。SW。 は 3 接点 の 製品 か , 
セン ター・ オ フ の 6P ト グル スイ ッ 
ナチ に し ます 。 接続 は 図 6 の 要領 で , 
配線 材 に は すべ て 単 世 シー ルド 線 
を 用 いて くだ さい 。 

パネ ル 面 積 の 関係 で . ここ に は 
3 個 し か ロー タリ ・ ス イッ チ が 付 
きま せん か ら , 切り 替え は R・L 
両 チ ャ ネル 同時 に 行う こと に な り , 
チャ ネル ご と の 個別 の 設定 は で き 
な く な り ま す 。 頑 張っ て 6 個 の ス 
イッ チ を 付け れ ば 可能 で す が ……。 
る @ ア ン バ ラ ンス ププ バラ ンス の 入力 

選択 スイ ッ チ を 独立 させ る 

現在 , 入力 は 「 ア ン バ ラ ンス 優 
先 」 に な っ て いま す 。 これ は ジャ 
ッ ク の スイ ッ チ 部 を 使っ て 選択 し 
て いる か ら で す 。 も ちろ ん これ も 
独立 させ る こと は 可能 で す 。 3P の 
トグル スイ ッ チ を どこ か に 取り 付 
け , 基板 の 1, 5, 13 番 か ら ジ ャ ッ 
ク に 行っ て いる 線 を , その トグル 


SWi SW2 SW 
1 2 癌 馬 お 1 2.3 用 1 と 





O 
(NC) 
> E 
6 志 中 
6 接点 ロー タリ ・ 6 接点 ロー タリ ・ 1 人 11 
スイ ッ チ スイ ッ チ ぶる 
3 接点 ロー タリ ・ ス イッ チ 
文 配 線 に は シー ルド 線 を 使用 また は セン ター・ オ フ 3 ビ 
@ は アー ス 。 シ ー ル ド 線 の アミ 線 に トグル ・ ス イッ チ 


使用 する 
【 図 6 】 変 換 レ ベル 設定 SW を 外 付け に する 


エ と グロ ニク スラ イフ 


スイ ッ チ に 結線 し ます 。 
谷 ア ン バ ラ ンス 出力 を 2 倍 の レベ 

ル に する 

バラ ンス ・ ラ イン の レベ ル と は 
「 ホ ッ ト 」 と 「 コ ー ル ド 」 の 線 間 の 
レベ ル で す 。 その た め 本 機 で は , 
アン バラ ンス ー バ ラン ス 変 換 部 に , 
信号 を わざ わざ 半分 に し て 加え て 
いま す 。 レベ ル 変 換 と し て は 正当 
な の で す が , 見 よう に よっ て は 6dB 
の ロス で も あり ます 。 

本 機 出 力 を 受け る 機器 側 で 「6dB 
上 が っ て 来 て いる 」 こ と を 承知 ( ? ) 
な ら , この 損失 を 無く すこ と も 可 
能 で す 。 基 板 上 の *1 の 4.7ko を ジ 
ャ ング パ に 置き 換え , *2 を 10kO に す 
れ ば OK で す 。 

の ヘッ ドル ー ム を 拡げ る 

回 路 の 最大 出力 は 電源 電圧 で 決 
まり ます 。 本 機 の 場合 , 電源 は 土 
15V で すか ら , オペ アン プ の 最大 出 
力 電 圧 は 土 13.5V 程 度 で す 。 し か し 
これ は ピー ク 値 で , 実効 値 に 直せ 
ば 約 9.5Vrms, さら に これ を dBm 
に 換算 する と 約 21.8dBm で す 。 

この 数 字 か ら わ か る よう に , 本 
機 の 出力 は 業務 用 標準 の 士 4dBm 
に 対し て 士 18dB 弱 ( 約 7 .8 倍 ) の へ 
ッ ド ルー ム し か あり ませ ん 。 こ れ 
で 十分 か どう か は 意見 の 分 か れる 
ど ご あぜ で し ょ うす 。 

電源 電圧 を 上 げ れ ば 最大 出力 は 
増大 し ます 。5532 は 土 22V, 4580 
は 土 18V が 最大 定格 で すか ら , 本 機 
で は 土 18V ま で は 上 げ ら れ ま す 。 す 
る と 最大 出力 は 土 16.5V 程 度 に な 
り , ヘッ ドル ー ム は 1.5dB ほ ど 拡 が 
り ます 。 

具体 的 に は , 電源 トラ ンス を 
16 一 18V200mAX2 の 製品 と 取り 
替え , 平滑 コン デン サ 2,200, を 35 
V 耐 圧 の も の に し て , 3 端子 レギ ュ 


ぶ Se の . 7992? 


【 表 6 】 
主要 パー ツリ スト 





1 し JRC4580DX4 
JRC5532D 4 
| 7815X2 
欠 - 邊 包 ー ド W02X2 
LED(3 の 1 
1C ソ ケッ ト (8P)X8 
| DIP ス イッ ナチ 2PBX2 
5PX2 
6PX2 
抵抗 (52% カ ー ボ ン 計 93 本 ) 
560Q X2, 620Q X2, 750Q X4, 1kX6, 1.1kX2, 3.3k X2。 
3.9kX2, 4.7kX9, 5.1kX4, 6.8kX6, 7.5kX6, 10kX2. 
11kX4, 12kX2, 15kX4, 18kX2, 24kX10, 39kX2, 47kX6, 
51kX4, 100kX10, 1MX2 





人 ン 2 
セラ ミッ ク 47pX2, 100pX2, 0.01zX8 
マイ ラフ 0.1/X2 
無極 性 電解 " 4.7/25VX8 
電解 4.7。25VX4, 220025V X 2 
電源 トラ ンス 15V 0.1A2 巻 線 X1 
キャ ノン ・ タ イプ ・ コ ネ ク タ 
XLR-3-31X2, XLR-3-32X2 
メオ ダー ジテ ッ ダ 














ビ 科 た ツネ 





配線 材 


ステ レオ SW 付き X2,。 モノ ラル メメ 2 
一 攻守 に こ S2 コ 
トグル スイ ッ チ 2PXx1 
だ ュー ズ ・ ホ ボル ダ グ ( さ 三 )X1 
ヒュ ー ズ 0.1AX1 
AC コ ゴー ギド (ゲラ ゲ グ 件 き )X1 
が な (ゲッ シュ}1 
スペ ー サ 310mm ※4 


3X12 忠 8 組 , 3 メ 18 4 組 , 3X10 2 組 





2 忌 シ ー ル ド 線 , 単 芯 シー ルド 線 。 ビニ ー ル 被覆 線 





レー タ を 7818 に し ます 。 こ れ で 電 
源 電 圧 は 土 18V に な り ま す 。 

現在 , 回 路 の 消費 電流 は , 土 15V 
電源 で , 正負 と も 約 68mA で す 。 こ 
の 電流 な ら 100mAX 2 の トラ ンス 
で な ん と か 供給 で きま す が , 電圧 
を 上 昇 さ せる と 電流 は 増加 し ます 。 
電源 電圧 を 上 げ る 場合 に は , トラ 
ンス の 電流 容量 を 大 きく する ほう 
が 安全 で す 。 そ の た め , 200mAX 
2 と 指定 し まし た 。 


いろ いろ な レベ ル の ライ ン が 混 
在 し , それ が 整理 され な いま ま 「 ま 
あい いや 」 で 接続 され て いる 現状 
か ら , 軽い 気持 ち で 作っ た の が 本 
機 で す 。 手 軽 に 作ろ うと 思っ て は 


いた だ ものの, 結果 は か な り 大 き な 
* 箱 ′ に な っ て し まい まし た 。 
使っ て みる と , や は り ゲ イン 設 
定 が や や 面倒 で す 。 ス イッ チ を オ 
ン 抵 抗 の 非常 に 低い 電子 スイ ッ チ 
に する か , レベ ル 変 換 回 路 自体 に 
VCA を 採用 し て , 設定 操作 系 を ロ 
ジッ ク に すれ ば 問題 は 完全 に 解決 
し ます が , そう する と 「 一 体 何 を 
作っ て いる の か 」 わ か ら な く な り 
そう で す 。 そ ん な 回 路 は 私 の 妄想 
の 中 だ け に 留め て お きま し ょ う 。 
最後 に , 主要 パー ツリ スト を 表 
6 に まとめ ます 。 本誌 発 行 時 点 で , 
パー ツ の 合計 価格 は 1 万 円 程度 で 
す 。 
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誠人 ! 四 中 半生 員 





ディ ジタル オー ディ オ 


取 大 傾 測 定 装 四 の 製作 


今や 。、 ディジ タル オー ディ オ も 
すっ か り 身 近 な 存在 と な り ま し た 。 
CD や DAT な どの 機器 は , 新しい モ 
デル が 登場 する ご と に 性 能 が アッ 
ブレ し , 手軽 に 高 品質 な サウ ンド を 
楽し むこ と が で きま す 。 そ ん な 中 
で , だ だ 聴い た り 鍼 音 し た りす る 
だ け で は も っ た いな い の が , この 





@ 伊 朋 弘之 人 


ディ ジタル オー ディ オ で す 。 

次 さん も ご 存 知 か も し れ ま せん 
が , 大 抵 の ディ ジタル オー ディ オ 
機 副 に は , ディ ジタル 入出 力 端 子 
が 備わっ て お り , これ ら の 機器 間 
で は ディ ジタル の まま ダイレクト 
で 信号 の や り 取 り が 可能 で す 。 こ 
の 信号 は ,。 ディ ジタル オー ディ オ 


< 写真 1> ディ ジタル オー ディ オ 最 大 値 測定 装置 の 外観 


| 


ディ ジタル OUT 


】06 


OVER 表示 


駆動 回 路 
4Fs 


【 図 1 】 本 機 の ブロ ッ ク 図 


時 分 割 表 示 


イン タフ ェ ー ス 信号 (以下 , DAI 信 
号 と 略し ます ) と 呼ば れ て いま す 
が , 実は この DAI 信 号 を 専用 LSI で 
復調 する こと で 限り な い 応 用 が 可 
能 と な り ま す 。 

例え ば , ディ ジタル ボリ ュー ム 
や DSP, D/A コ ン バ ー タ な ど を 接 
続 す れ ば , 自分 の 好み で 音 を 変え 





< 写真 2? リア パネ ル 







エレ ググ ム ロニ クス ライ プ フ 


だ り し て 聴く こと が で きま す 。 自 
作 派 の 皆さん と し て は , これ を 利 
用 し な い 手 は あり ませ ん 。 ぜ ひ DAI 
信号 を 復調 し , 活用 し て みる こと 
を お 訪 め し ます 。 

今回 この 復調 し た デー タ を 元 
に 。 ディジ グル オー ディ オア ーー タ 
の 最大 値 を 検出 し , 16 進 数 4 ケタ 
で LED 表 示す る 装置 を 製作 し て み 
まし た の で , 紹介 し て みた いと 思 
いま す ( 写 真 1,2)。 

きっ か け と な っ た の は 。 ディ ジ 
タル オー ディ オデ ー タ の 正確 な レ 
ベル を 確認 する 際 , DAT な どの レ 
ベル メー タ (dB 表示 ) では, いま ひ 
と つ ピ ン と こ な か っ た た だ ため です 。 
ハー ドウ ェ ア 派 の 芋 者 と し て は , 
1 ビッ ト 単 位 で レベ ル が 表示 され 
だ た は ほう が わか りや すく 各種 の 製作 
に も 便利 と 考え まし た 。 な お , 回 


年 1 月 号 の ディ ジタル レベ ル メ ーー 
タ を 参考 と させ て いた だ きま し た 。 


本 機 の 仕組 み 


図 1 に , 本 機 の ブロ ッ ク 図 を 示 
し ます 。 動作 の 仕組 み と し て は , 
① イ ンタ フェ ー ス LSI に よっ て DAI 

信号 を 復調 し ます 。 
② 復 調 さ れ た デー タ を シリ アル ー 

パラ レル 変換 し , 16 ビ ッ ト パ ラ 

レル デー タ を 得 ま す 。 
③ 負 の 値 が 出現 し た 場合 , 絶対 値 

化 回 路 で 正 の 値 に 直し ます 。 
④ 絶 対 値 化 し た の ち , 値 を 正確 に 

固定 する た め D フ リッ プ フ ロ ッ 

プ で , 宮 度 パラ レル シフ ト しま 

すす 
⑤ 絶 対 値 化 され た デー タ を A, 先 

に 記憶 され た ピー ク デ ー タ を B 

らら も: ディ ジタル ロコ シシ レー 










⑥ こ こ で デー タ A の 値 が , デー タ 
B の 値 よ り 大 きい 場合 , A>B 
の パル ス が 出力 され ます 。 

⑦A>B の パル ス は , ピー ク 検 出 
が 連続 する と , パル ス の 間 が つ 
な が っ て し まう の で , 波形 を 整 
形 し ます 。 

この パル ス に よっ て , ピー ク ホ 
ー ル ド 用 の D フ リッ プ フ ロ ッ プ 
② は デー タ A を 出力 側 へ パラ レ 
7 ルル プ ト し 、 新しい ピー クア デー 
ググ BB あ を な 上 ます 。 

⑨ 更 新 さ れ た デー タ B は, 表示 部 
に より 視覚 化 さ れ ま す 。 
以上 お お ま か に 説明 し まし た が , 

本 機 が ディ ジタル オー ディ オデ ー 

クタ の 最大 値 を 検出 で きる 仕組 み が 

ご 理解 いた だ けた か と 思い ます 。 


イン タフ ェ ー ス 部 の 構成 














路 を 検討 する に あたっ て , 本 誌 '89 タ で 比較 し ます 。 図 2 に 示す よう に , DAI 信 号 の 復 
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調 に は , 専用 LSI 東 芝 TC9245N を 
使用 し まし た 。 

この デバ イス の 特徴 は , 3 つの 
サン ブリ ング 周波 数 お よび SCMS に 
対応 し , 外 付け 部 品 が 少な く 安 定 
度 が 高い う 々 え , 4 チャ ネル の 入力 
セレ クタ を 内 蔵 し て いま す 。 これ 
で , 価格 が 700 円 程度 で すか ら , 大 
変 お 得 で す ( ほ か に パイ オニ ア の 
PD0052 も お 薦 めで す )。 

だ た だ, シュ リン ク DIP パ ッ ケ ー ジ 
の た め , その まま で は 2.54 ピ ッ チ 
の 基板 に は 実装 で きま せん 。 通常 
で は ピッ チ 変 換 ソ ケッ ト の 使用 に 
踏み 切る と ころ で す が , サン ハヤ 
ト の 専用 基板 ICB-01B を 使い まし 
の 

ここ で , お 気づき の 方 も いら っ 
し ゃ る か と 思い ます が , ICB-01B 
は 64 ピ ン 用 な の に , TC9245N は 28 
ピン し か な い の で , 空い た スペ ー 
ス が も っ た いな いと お っ し ゃ る か 
も し れ ま せん 。 

実は , この 空き スペ ー ス に デー 
タ 変調 送信 用 の TC9231N を 実装 
し , お まけ に 送受 信 両 方 の 光 モ ジ 
ュー ル も 載せ て イン タフ ェ ー ス ユ 
ニッ ト と し て , 活用 し て いま す 。 
この ユニ ッ ト は , 例え ば ディ ジ タ 
ル ボ リュ ー ム の よう に , 復調 デー 
タ を 加工 し た の ち , 再度 変調 し て 
出力 する 場合 に は , 便利 だ と 思い 
ます 。 高価 な 変換 ソケット や 変換 
基板 を 節約 で きる し , スペ ー ス 的 
に も 有利 と な る で し ょ う 。 

今回 は , デー タ を 加工 し て 出力 
し ませ ん か ら そ の まま スル ー で 伝 
送 し , 復調 が 正しく 行わ ん れ てい ぃ る 
か 確認 の た め 使用 する こと に し ま 
ず 。 

TC9245N は 光 お よび 同軸 入力 で 
DAI 信 号 を 受信 する と , 内 蔵 PLL 


Se の . 7999? 


に よっ つて で た 98 (Re< サッ ダリ シン 
グ 周 渡 数 の 略 ) マ スタ ー ク ロッ ク を 
は じ め 。 音声 デー タ , LR クロ ッ ク 
(LRCK), ビ ッ ト ク ロッ ク (BCK), 
ナ ャ ネル ステ ー タ ス 情 報 を 出力 し 
ます 。 

復調 部 は , 本 機 の 心臓 部 と いえ 
ます の で , 電源 ライ ン に は 特に 気 
を 配り ます 。 2 mm 幅 の ハン ダ 吸 い 
取り 線 を 使う な ど し て 太め に 配線 
し , 答 パ ッ ケ ー ジ に は パス コン を 。, 
電源 の 入口 に は ケミ コン を 入れ ま 
すす w 

ナチ ャ ネル ステ ー タ ス 情 報 は コピ 
ー の 可否 , エン ファ シス の 有無 。 
3 つの サン プリ ング 周波 数 を LED 
て で てき eK し 表し た 。 

F。 コ ー ド は , その まま で は 表示 
で き な い の で , 専用 デコ ー ダ を 組 
み ま し た が , 面倒 な 方 は HC139 で 
が か が まい ませ ん 。 


シリ アル ー パ ラ レ ル 変換 部 
の 構成 





続い て , 図 3 に 示す メイ ン ボ ー 
ド で す 。 まず, 復調 デー タ は シリ 
アル で 出力 され て きま すか ら , シ 
フト レジ スタ HC595 で パラ レル デ 
ー タ に 変換 し ます 。 こ こ で , 問題 
な の が シリ アル ー フ パラレル 変換 ( 略 
し て 。 S 一 了 所 変 損 ) に は 。 


ナー テルメ 


ル デ ー タ を ラッ チ す る た め の ワ ー 
ドク ロッ ク (WCK) が 必要 で す が , 
TC9245N に は あり ませ ん 。 

そこ で 苦心 の 末 , BCK と LRCK 
か ら , 何と か 擬似 WCK を 作り 出し 
ま し た 。 仕 組み は , エッ ジ 検 出 回 
路 に よっ て LRCK の エッ ジ ご と に 短 
い パ ルス を 作り , カウ ンタ HC393 
を リセ ッ ト し , BCK を カウ ント し 
ます 。 BCK は 32F。, WCK は 2F。 で 
すか ら 16 分 周 す れ ば よい こと に な 
り ま す 。 エ ッ ジ ご と に リセ ッ ト し 
な いと 分 周 は され ます が , LRCK と 
タイ ミン グ が 合い ませ ん 。 

カウ ンタ は 同期 タイ プ を 使用 す 
れ ば 精度 も 上 が り ま す が , WCK は 
主として デー タラ ッ チ に 使用 され 
ます の で LRCK と タイ ミン グ , 位相 
が 合っ て いれ ば 多少 の 遅延 は 問題 
な いと 考え た た め , 非同期 と し ま 
し た (正確 に は WCK と は いえ な い 
の で , 擬似 WCK と し まし た)。 


絶対 値 化 回 路 


Sー 了 変換 後 デ ゲー タ を 絶対 値 化 
し ます 。 デ ィ ジ タル オー ディ オ の 
レベ ル は , 16 ビ ッ ト の 2 の 補 数 で 
表現 され , 正 の 領域 が 0000 一 7FFF 
(10 進 表現 で 0 一 32767) 負 の 領域 が 
FFFFー8000(10 進 表現 で ー1ー 一 
32768) で ,. トー タル で 2 *% 三 65536 
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図 4 を ご 覧 いた だ く と わか りや 
すい と 思い ます が , ディ ジタル 値 
と し て 正負 の 境界 線 は 0 と 1 の 
間 に あ り ます 。 レ ベル と し て は , 
正負 の 値 と も 絶対 値 を と り ま すか 
ら , 正 の 値 は を その まま で , 負 の 値 
の み 全 ビッ ト 反 転 し ます 。 負 の 値 
は MSB が 1 に な り ま すか ら , HC86 
を 使っ て 全 ビ ッ ト ひ っ くり 返し ま 
す 。 

こと まで で お気 びき の と お り 。 
MSB は 正負 の 符号 を , 以下 の ビッ 
ト が レベ ル 値 を 表し ます か ら , 絶 
対 値 化し た の ち は , MSB は 考 益 し 
な く て も よく な り ま す 。 

さて , レベ ル 値 だ な け を うま く 取 
り 出 せま し た だ が, この まま で は , 
2 シッ パパ レー タダ に 入れ る こと は で き 
ませ ん 。HC86 で デー タ を 反転 する 
際 , MSB に 入っ て いる イン バー タ 
に よる 遅延 が 原因 と な っ て , ほん 
の 一 瞬 。 全く 違っ た 値 が 出現 し ま 
す 。 対策 と し て , 値 が 十分 安定 し 
た と 思わ れる 1/2WCK 周 期 後に , 
一 度 パ ラ レ ル シフ ト し ます 。 こ れ 
に は ,D フ リッ プ フ ロ ッ プ HC273 
を 使い , シ フト クロ ッ ク は 擬似 WCK 









トー タル で 

216(65536 ) 

えッ タプ 
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の 
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0000 一 7FFF 
(32768 ス テッ プ ) 


域 
(MSB が 0) 


負 
の 
領 
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攻 
(MSB が 1 ) 





ーーーTCOOOT7 NETSPN 
アン シン ン シン ン ン 00000 シン ン ン ン ン ンク ンズ 


負 の 最小 値 
8000(10 進 数 で は 32768) 


を 使用 し で Ms 記 す 。 
コン パレ ー タ 部 





安定 化し だ デー タ は ほ は 。 16 ピ ビット 
ディ ジタル ロン パレ ー タ に よっ て 
先 に 記憶 きれ て いる ピー ク デ ー タ 
と 比較 され ます 。 こ こ で は , 比較 
する デー タダ を AA。 ゼー ク デ ー ダ を 
B と 仮定 し ます 。HC85 は 4 ビッ ト 
の ディ ジタル コン パレ ー タ で 。 A 
と B の 入力 を 比較 し ,A ぐ く B,A= 
B, A>B の 判定 出力 を 出し ます 
が , 今回 は A>B だ け を 使用 し ま 
す 。 ま た , 本 機 で は 16 ビ ッ ト の デ 
ー タ を 扱う わけ で すか ら , HC85 を 
4 つ カ スケ ー ド 接続 し て いま す 。 
動作 の 仕組 み は , まず ピー ク ホ 
ルド 用 の HC273② の 出力 は , パワ 
ー オ ン リ セッ ト に よっ て オー ル ゼ 
DD に が っ ら で ゆ 人 W/ つ まり デー 
タ B は ゼロ で す 。 次 に , 新しく 入 
つの も 、 導 デ ーー 学ん ど コン ダビ レー タダ 
で 比較 し ます ん 外 も 。 データ A が 
デー タ B よ り 大 きい 場合 , 最上 位 
の HC85 よ り ,A>B の パル ス が 出 
力 き れれ 。 この が 光 ス ほ よ っ て D ウ 


リッ プ フ ロ ッ プ ② を シフ ト し ます 。 


結果 ,。 デー タダ A は 古い デー タ B 


止 の 最大 値 
7FFF(10 進 数 で は 32767 ) 


アナ ログ に 変換 する と 0V に な る 
ステ ッ プ て ある 


ー1(FFFF 
ー2(FFFE ) 














FFFF 一 8000 
(32768 ス テッ プ ) 


※0V も 幅 を も っ た レベ ル 値 で 決し て 1 本 の ライ ン で は な い 
【 図 4】 ディ ジタル オー ディ オデ ー タ の レベ ル 値 


7 月 0 


に 代わ っ て , 新しい デー タ B と な 
り , 次 の 比較 を 待ち ます 。 

し か し , ピー ク 検 出 が 連続 する 
と 動作 が お か し く な り ま す 。 原因 
は , 疑似 WCK 幅 で 出力 され る A> 
B パ ルス が 連続 する と , パル ス の 
と きれ 目 が な く な り , パル ス 幅 が 
広がっ て 正確 な み 値 を ホー ルド で き 
な いた め と わか り ま し た 。 そこで , 
HC139 を 使い 疑似 WCK と 4F。 ク ロ 
ッ ク か ら 4 相 ク ロッ ク を 作り , NOR 
ゲー ト で 合成 し た と ころ , パル ス 
幅 が 狭まり , 誤動作 は な く な り ま 
し た 。HC139 の 4 つの 出力 の 内 , 
Y。 が 最も 確実 な よう で す 。 


表示 部 


表示 部 は , 16 進 数 で 4 ケタ の 
LED 表 示 で す が , デコ ー ダ に よい 
物 が 見 つか り ま せん で し た 。 そこ 
で , 90 年 3 月 号 に あり まし た P- 
ROM TBP18S030N を 使っ て 表示 
用 デコ ー ダ を 作っ て み ま し た 。 書 
き 込 み デ ー タ と アド レス は 表 1 を , 
ROM ラ イタ は 790 年 3 月 号 を 参考 
に し て くだ さい CO90 年 3 月 号 と は ア 
ドレ ス が 逆 で す が , 3 月 号 は アド 
レス の 前 に イン バー タ が 入っ て い 
る た めで す )。 

7 セグ メ シ ント LED と デ ョ コー ド 
ROM そ れ ぞ れ 4 つ を スタ ティ ッ ク 
駆動 する と , か な り の 電流 を 消費 
し ます 。 そ こ で , A> 也 パル ス を 
整形 する と き に 使っ た 4 相 ク ロッ 
ク で , ROM の 出 カ イネ ー ブ ル を コ 
ント ロー ル し , 4 つの 表示 器 を 順 
次 点灯 し て いま す 。 7 セグ メン シト 
LED に は , スタ ン レ ー 製 の 下 高 輝 
度 タ イプ NKR161 を 使い まし た の 
で , 時 分 割 駆動 で 減少 し た 分 の 明 
る さ を 補 うこ と が で きま し た 。 結 
果 , 消費 電流 は 1/3 程 度 に 減少 し , 





エエ と み 人 ロニ クス ラプ フ 


電源 の 負担 も 軽く な り ま し た 。 
フル ビッ ト 検 出 部 


89 年 1 月 号 の レベ ル メ ー タ に も 
あり まし た が , 検出 方 法 が 多少 異 
な っ て いま す 。 レ ベル メー タ で は 
加算 器 の キャ リー を 利用 し て いま 
し た が , より 正確 に 検出 する た め , 
パラ レル デー タ を 16 ビ ッ ト AND 
し , ワン ショ ッ ト に 送っ て いま す 。 
本 機 は 最大 値 が 7FFF( つ まり フル 
ビッ ト ) に な る と , 比較 動作 を や め 
て し まい ます 。 これ で は , ちょ っ 
と さみし い の で , 追加 し た の が 本 
当 の と ころ で す 。 LED は な る べく 
明る いも の が , 警告 らし く て よい 
し よう 。 

録音 レベ ル の 高い ソフ ト を 再生 
する と , この 表示 が 続出 する も の 
が あり , ド 人 迫力 で す 。 


リセ ッ ト 回 踏 


パー オン , 手動 に よる リセ ッ 
ト は , も は や 当たり 前 で す が , CD 
の アル バム な ど で は , 曲 間 で いち 
いち リ り リセット し て いた の で は , わ 
ずら わし く て 仕方 あり ませ ん 。 多 
く の ソ フト は 曲 間 の デー タ が オー 
ル ゼ ロ に な る こと を 利用 し て , 自 
動 了 的 に リセ ッ ト が か か る よう 工夫 
し まし た 。 

16 ビ ッ ト OR で オー ル ゼ ロ を 検出 
し , 上 上 の 出力 を 得 ます 。 こ れ に よ 
り , カウ ンタ IC HC4040 の リセ ッ 
ト は 解除 され , LRCK を カウ ント し 
ます 。HC4040 は た すき が け に よ 
り , 24 カ ウン ト で 自動 的 に 停止 
し , リセ ッ ト 信 号 を 出力 し ます が , 
も し カウ ント 中 に ゼロ 以外 の デー 
タ が 検出 され る と , 瞬時 に 初期 の 
状態 に 戻り ます 。 こ れ は , 瞬間 的 
な オー ル ゼ ロ に は 反応 させ な いた 
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【 表 1 


め の 対 策 で す 。 

曲 中 で も オー ル ゼ ロ は あり 得 ま 
すか ら , こう な る と リセ ッ ト が 頻 
発し 役に立ち ませ ん 。 また, オー 
ル ゼ ロ 検 出 は , 絶対 値 化 する 前 に 
行わ な いと , 一 1 (FEFFF) まで ゼロ 
と みな し て し まい ます か ら 。 ご 注 
意 く だ さい 。 

図 中 の クリ ア 表 示 は , 動作 確認 
の た め 基 板 上 に 設け まし た が , 7 
セグ 表示 が オー ル ゼ ロ を 示す の で 
な く て も か まい ませ ん 。 


電源 部 


電源 は 8V500mA の AC ア ダ プ タ 
か ら 供 給 し , 3 端子 で 安定 化し ま 
し だ た ( 図 5)。 

デバ イス は P-ROM を 除き オー ル 





【 図 5 】 
電源 部 





P-ROM 書 き 込み デ 


d 
LN ley|(Gyl(eyl(ey| UI 
Lo lxlxlololelolololw | し ド 
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| E ]xlIololololxlxlol? 
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が 


C-MOS で すか ら , 十分 余裕 が あり 
ます 。 3 端子 は 低 ド ロッ プ 型 
LM2940CT5.0 を 使っ て み ま し た 
が , 最低 5.5V 入 力 で 安定 化 5V が 得 
られ る と いう も の で す 。 フィ 履 み 
用 の ケミ コン は , 手持 ちの 関係 で 
1,000zF を 使用 し まし た が , も う 少 
し 大 きめ の 容量 が よい で し ょ う 。 


いよ いよ 製作 で す 


部 晶 の 入手 は , 割 と ポピュラー 
な 物 ば か り 使 用 し て いま すか ら , 
容易 か と 思い ます ( 表 2)。 

イン タフ ェ ー ス LSI は , デー タ シ 
ー ト も ゃ 一緒 に 購入 する と よい ぃ いで し 
に 

製作 は , イン タフ ェ ー ス ポ ボード 
か ら 入 り ま す 。LSI を 専用 基板 に ハ 












ー イ ンタ フェ ー ス 部 一 
LST TTC9245N 
TC9231N 
に 74HC00 
74HC04 
光 モ ジュ ー ル TOTXX172 
TORX172 
TLUR153 
UL 
とも りき 158 
TUR164 
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TUY164 
100kQ 
47kQ 
20kQ 
10kQ 
6.8kQ 
2.2kQ 
1.2kQ 
750 
470Q 
3302 
82(0 
75(2 
10 
47 16V 
33F16V 
1zF25V 
220pF'50V 
120pF50V 
22pF50V 
0.047F50V 
0.1 ド 50V 
0.01/F50V 
マイ クロ イン ダク タタ 100zH 
基板 ICB-01B 
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LED 
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C 電 解 


セラ ミッ ク 


ボ が りあ スス メデ テル 
積層 セラ ミッ ク 






ンダ 付け し , 電源 ライ ン を 配線 し 


ます が , 


2 


ーー ーー トト OO ビビ 忠 の コマ ビビ デビ トト いそ も 


ピッ ナチ が 細か い の で , ノ \N 
ンダ ブリ ッ ジ に 注意 し ます 。 


IC ソ ケッ ト バン デイ 20P 










16P 
14P 
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47pF50V 
電解 100zF16V 
抵抗 ガー ボン 1/4W 200kQ 
4.7kQ 
1kQ 
4700 
100Q 
LED TLUR163 
ダス オード 1S1588 
基板 1CB-99L 
2P プ ブッ シュ SW 
一 表示 部 一 
7 セグ メン ト LED  NKR161 
P-ROM TBP18S030N 
抵抗 カー ボン 1/4W 1k2 
基板 ICB-93SG 
ベー クス ペー サ 15mm 
Smm 





アル ミ 板 













一 電源 部 一 
3 端子 LM2940CTT-5.0 
C 電解 1000zF25V 
47/F ド 25V 
積層 セラ ミッ ク 0.1zF50V 
に 2 キト ジジ シダ 
基板 ICB -89 
ケー ス YM-200 
ブッ ゼ ま グ 線 
ビニ ー ル 被覆 線 
10 連 ビニ ー ル 被覆 線 
: ベ ペー クス ペー ザ サ 5mm 






照光 プッ シュ SW 









DC ジャ ッ ツ グ 

AC ア デア ダ デア メタ 8V500mA 

基板 コネ クタ EI -8 
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EL -5 
EL-3 
EL-2 

2mm 幅 ハン ダ 吸 い 取 り 線 





ビス ・ ナ ッ ト 
オイシ レタ 








サ は 10 本 
テー ピン グ 品 
・ 購 入 方 法 は すべ て 通販 で す 。 









ーー テー ロー や い (ロビ ロビーo ら mmPGN 


た た ビ 6 只 


人 


トー 上 ーー ト う トー レー レー 


CO トー 己 の つら ト DO ロビ ビ ロビ ジー の O の の 


適量 

適量 

適量 

・ ケ ー ス , 基板 は も う 少 し 余裕 の 
ある も の が 良い で し ょ う )。 

・ マ イク ロイ ンダ クタ ・ 積 層 セ ラミ ッ ク コ ン デ ン 


光 モ ジュ ー ル は , 基板 固定 用 の 


ピン が 縦横 それ ぞ れ 1/2 ピ ッ チ ずれ 


て いま す 。 こ の まま で は 実装 で き 





【 表 2 】 
使用 部 品 


ませ ん か ら , 基板 に 正確 に 究 位 置 
を 決め , ヵ 1 mm の ドリ ル で 容 を あけ 
ます 。 基板 に の せ た ら , 固定 ピン 


エレ クト ムロ ニク スラ イフ 


アー トナ イフ 


デ ッ メ で はさみ 
ゆっ くり と / マ ター 
ン を めく っ て 外す 





て キズ を 入れ 
る 


は ば は アー スズ スラ イオ イン に し っ か り と ハン 
ダ 付 けし ます , これ を 怠 る と 。 光 
ケー ブル を 抜き 差し し て いる うち 
に , プリ ント パタ ー ン が 劉 離 する 
ぶれ が あり ます 。 

答 信 号 の 配線 は , ラッ ピン グ ワ 
イヤ で す が , 384F。、 マ スタ クロ ッ ク 
を 伝送 する 線 は , シー ルド 線 の ほ 
の よい で し ゃ ょ う 。 

TC9245N の アナ ログ 区 。 は , マ 
イク ロイ ンダ クタ を 入れ る し と 動作 
が 不安 定 に な り ま し た の で , 省 い 
て いま す 。F。 表 示 用 デコ ー ダ の 
HC00, 04 は 一 部 ( 復 ・ 変 調 LSI と の 
間 ) 基 板 の プ リン ト パ タ ー ン を 切除 
し な いと 実装 で き な い か も し れ ま 
せん 。 図 6 に や り 方 を 示し ます 。 

部 品 の 配置 は 写真 3 を 参考 に し 
て くだ さい 。 組 み 上 が っ た ら 人 入念 
に 配線 チェ ッ ク を 行い ます 。 


次 に メイ ン ボ ー ド で す ( 写 真 4 ) 。 


配線 は 膨大 な 量 で すか ら , 気長 に 
根気 よく 頑張 っ て くだ さい 。 筆者 
は , 先 に ケー ス の 大 き さ を 決め , 
それ か ら , 基板 を 選ん だ の で , 弟 
過密 的 な スペ ー ス に な っ て し まい 
まし た 。 皆さん は も う 少 し 余裕 の 


ある 基板 と ケー ス に し て くだ さい 。 


配線 は イン タフ ェ ー ス 部 と 同じ 
アウ メグ アイ ヤギ です が 大 や 。 
くも の 巣 で す 。 各 プ ブロック ご と に 
結線 ナ ェ ッ ク を 行い な が ら 進 め て 
くだ さい 。IC ソ ケッ ト の 1 番 ピ ン 
は 提 の ペイ ント マー カー で 印 を し 
て お く と , 確認 に 便利 で す 。 各 IC 
に は , 忘れ ず に パス コン を 入れ て 
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【 図 6】 プリ ント パタ ー ン の は が し 方 


(写真 3> 
イン タフ ェ ー ス ボー ド 


* 
ww し 
- ゃ 6 * 
1 いい ) 
N 


NN や で 


お きま す 。 す べ て 終わ っ た ら 必 ず 。, 
テス タ で 導通 チェ ッ ク を し まし ょ 
2 。 

表示 部 は , 図 7 に 示す と お り , 

立体 構造 で す 。 ま ず , 万 能 基 板 ICB 






KN 

# 

3 
こ KN rt 
・ Wa さま 
> 居 


アル ミ 
L ア ング ル 








-93SG を 2 つ に 切断 し , 1 枚 は 7 セ 
グ メ ント LED を , も う 1 枚 は P- 
ROM を ハン ダ 付 けし ます 。 さ ら に 
これ ら を 重ね て , 電流 制限 用 の 抵 
抗 半 , 1 kOX28 本 で 連結 し ます 。 





【 図 7 】 表 示 部 


773 


ハン ダ 付 け は 7 セグ メン ト 側 か ら 
行い , 2 つの 基板 を 抵抗 益 と スペ 
ー サ で 固定 し た あと , ROM 側 で 残 
り を や り ま す 。 順番 を 間違う と 組 
み 立 て られ ませ ん か ら , ご 注意 く 
だ さい 。 

面倒 な 方 は , 1 枚 の 基板 で 組ま 
れ て も 結構 で す 。 表 示 部 の 固定 は , 
2 パネ ル 面 に ネジ 究 を 出し た く な か 
っ た の で 。 アル ルミ の も アン グ 胡 連 
使い し し: 。 

ケー 和久 0 衣 人 は) 。 上 兆 そ ウェ ュー ル 
と 7 セグ メン ト LED の 角 穴 が 少し 
面倒 で す 。 メ イン ボー ド と イン タ 
フェ ー ス ボー ド は , スペ ー ス の 都 





< 写真 6 > TC9245N の 復調 波形 
BCK( 上 ) と LRCK( 下 ) 5V/DIV 


月 4 


合 で 2 階 建て 構造 に な っ て いま す 
か ら , 光 モ ジュ ー ル の 角 容 の 位置 
決め に 工夫 が いり ます 。 

まず , 2 枚 の 基板 と , スペ ー サ 
を 瞬間 接着 剤 で 仮に 固定 し ます 。 
光 モ ジュ ー ル の キャ ッ プ を 外し , 
ケー ス に くっ 付け て 鉛筆 で 印 を つ 
け ま す ( ス ペー サ は 後 で 外し ます 
が , 横 か ら 力 を 加え る と ぼろ っ と 
取れ ます )。 

穴あけ の と き , 寸法 を 見 よう と 
し て , 光 モ ジュ ー ル に アル ミ の 半 
を 入れ な いよ うに 注意 し て くだ さ 
い 。 筆者 は , 用 心 の た め 受 日 に メ 
0 の の ケアーズ ぞ を 終っ て お きま 


< 写真 7> TC9245N の 復調 波形 
DATA( 上 ) と LRCK( 下 ) 5V/DIV 


に 。 

穴あけ が 終わ っ た ら , レタ リン 
グ で 文字 を 入れ た あと に 。 EED を 
固定 し ます 。 始 め に 瞬間 で 仮 固定 
し , さら に , 5 分 硬化 型 の エボ ポキ 
ンジ を 使う と うま くい きま す 。 

各 基 板 の 結線 は , 基板 コネ クタ 
を 多用 し まし た 。 写真 5 は 内 部 の 
様子 で す が , これ を ハン ダ 付 け だ 
け で 行う の は , か な り 勇 気 が い る 
と 思い ます 。 最終 チェ ッ ク は , 電 
源 の 極性 で す 。 こ れ を 誤る と , 何 
10 個 も の 1IC が 一 瞬 に し て オシ ャ カ 
富 す 。 


さあ , テス ト で す 


始め は 復調 部 か ら で す 。 光 また 
は 同軸 入力 と , CD や DAT の ディ ジ 
タル 出力 を ケー ブル で 接続 し ます 。 
電源 を 入れ る と , エラ ー 表 示 が 消 
灯 し , F。 表 示 は 送り 出し 機器 の サ 
ンプ ブリ ング に 対応 し て 点灯 すれ ばば, 
まず 問題 は あり ませ ん 。 コ ピー の 
可否 。 エン ファ シス の 有無 は ソフ 
ト に より 表示 が 異な り ま す 。 
写真 6, 7 は , TC9245N の 復調 
波形 で す 。 も し , 単体 の DA コン バ 
ー タ や モニ タ 機 能 の ある DAT を お 
持ち の 方 は , 本 機 の ディ ジタル ア 
ウト を 接続 し , 正しく 音 が 出る か 
雑 認 し て も る よい で ぞ で しょう)。 

メイ オイシ ボー ド は 。 まず ソフ アト を 
再生 し な い 状 態 で 。 7 セグメント 
表示 が 0000 を 確認 し ます 。 続 いて 
曲 を 再生 する と , 順次 ピー ク 表 示 
が 書き 換え られ て いく と 思い ます 。 
さら に ピー ク 表 示 が 7FFF に 達する 
と , 一 瞬 OVER 表 示 が 点灯 し ます 。 
ま た, 曲 間 の 無音 部 (ノイ ズ が ある 
場合 は , 一 時 停止 に し て ) で オー ト 
リセ ッ ト が , 手動 で も リセ ッ ト が 
か か る こと を 確認 し て くだ さい 。 





エレ クム ロニ クス ライ ブフ 


これ で ほぼ ば 完成 で す 。 

本 機 も 一 応 測定 装置 と 銘打っ て 
いま すか ら , 正確 さ を 知 り た いと 
ころ で す 。 そこで , 科 単 な 方 形 波 
発生 器 を 組ん で み ま し た ( 図 8 )。 
F 。 は 48kHz, 周期 は 3kHz で , レベ 
ル は DIP ス イッ チ で 設定 し ます 。 

テス ト の 方 法 は , まず 測定 装置 
と テス ト 信 号 発生 基板 を 光 ケ ー ブ 
ル で 接続 し ます 。 次 に 本 機 を 一 度 
リセ ッ ト し て か ら , 順次 テス ト 信 
号 発生 器 側 で レベ ル を 上 げ て いく 
と , それ に 対応 し て 表示 も 変化 す 
れ ば OK で す 。 

また , OVER 警告 表示 の 位相 を 
確認 する た め , テス ト 信 号 発生 器 
で は , 切り 替え で し 上 チャ ネル の み 
人 送 で きる あ よ う 区 し まし た だ 。 これ 
で レベ ル を 7FEFE に 設定 し ます と , 
し チャ ネル 側 の OVER 表示 の み が 
一 瞬 点 灯す る は ず で す 。 
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配線 8 ま 5 が % な 


本 機 は 一 種 の 電子 計算 機 の よう 
な も の で すか ら , 結線 さえ 間違え 
な けれ ば 無 調整 で 動作 し ます 。 配 
線 の チェ ッ ク は 十分 過ぎ る ほど 行 
っ て くだ さい 。 


問題 点 


ー つ は オー トリ セッ ト の 動作 で , 
曲 間 に ノイ ズ が ある 場合 , 全く 反 
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【 図 8 】 テス ト 信 号 発生 器 







応 し ませ ん 。 対策 と し て , HC4078 
の 下位 4 ビッ ト く らい を し L し レベル 
に 固定 し て み ま す 。 ま た , 曲 間 の 
短い 場合 は , HC4040 の た すき を 変 
更 す る と よい で し ょ う 。 

表示 部 は , P-ROM が 比較 的 高価 
で か つ 電 流 も 消費 し ます か ら , 
9 に ROM を 1 個 に し た 回 路 を あげ 
8 表し 5 





| 
TC9231N が | 6.8k 
9 交 15 1 
172 


00 4.5,6 


17 R 100/H 
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< 写真 8> レベ ル 測 定 風景 






に | 


13| 1 2| 416|7 
証人 


17 15 H13 11 


LE 
ハハ 
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| 244 
MSB 


【 図 9 】 改善 し た 時 分 割 表 示 駆 動 回 路 
適切 な の か も し れ ま せん 。 


本 機 は , FFFEF( 一 1) レベ ル の と 
き は , 表示 は 0000 と な り ま す 。 本 
来 一 1 は 絶対 値 化 する と 1 に な る 
の が 正しい の で し ょ う が , デー タ 
を DA 変換 し た あと の レベ ル な ら と 
も ゃ かく, 伝送 中 の ディ ジタル 値 を 
示す の で すか ら , 2 “を 二分 し た デ 
ー タ を 絶対 値 で 表現 し まし た 。 本 
当 な ら , この よう な レベ ル の 表現 
は , 7FFF 一 8000 の 両方 を 示す の が 
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し て , 実際 に ソフ ト の レベ ル を 測 
定 し て みた の が , 表 3 で す 。 登 段 
は , この よう に ソフ ト の レベ ル チ 
ェ ッ ク に 使用 し て いま す が , ディ 
ジタル デー タ の 振幅 を 直接 観測 で 
きま すか ら , 信頼 感 が あり ます 。 


アー ティ スト 名 | 曲名 | 最大 レベ ル 値 | 備 考 | 
長渕 剛 乾杯 アル バム 





竹内 まり や | 介 


米 米 CLUB | 君 が い る だ け で 


【 表 3 】 ソ フト の 最大 レベ ル 測 定 値 

ほか の 活用 法 と し て は , ディ ジ 
タル ミキ サ を 使用 する と き あ ら か 
じ め ソ フト の レベ ル を 測定 し て お 
け ば , ディ ジタル ボリ ュー ム に よ 
る 調整 も 容易 で , オー バー フロ ー 
を 未然 に 防止 で きま す 。 そ の た め , 
筆者 は '89 年 3 月 号 の ディ ジタル ボ 
リュ ー ム を , 係数 が 上 位 8 ビッ ト , 
下位 8 ビッ ト の 合計 16 ビ ッ ト で , 
より 精密 に コン トロ ー ル で きる よ 
9 下 造 し 基 し な 。 


受 後 の 応用 


ぜひ , 正 ・ 負 両方 の フル スケ ー 
ル で 測定 で きる も の を 製作 し て み 
ev ち Rg で ww まず 。 ま た 。 イシ 
タプ ア ェ ー ズ LGST も ,24 ビ ピット ま で 和 視 
調 で きる も の も 出 て いま すか ら , 
これ を 使っ て , 将来 登場 が 予想 さ 
れる 20 ビ ッ ト デ ィ ジ タル オー ディ 
オ に 対応 で きる 回 路 も 考え て いま 
は す ( こ の と き , フル ビッ ト 表 示 は 7 
FFFF と な る で し ょ う …)。 

本 機 は , 各 段 の ビッ ト 数 を , 同 
じ 数 だ け 増 や し て いけ ば , 理論 的 
に 24 ビ ッ ト ま で 対応 可能 で す 。 皆 
さん も 頑張 っ て , チャ レン ジ し て 
くだ さい 。 
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写真 8 に 示す よう に 本 機 を 使用 
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高 輝度 ・ 高 衣 を 像 度 を 両立 させ る 


| 時 4 


プロ ジェ クタ 





映像 情報 の 多様 化 ・ 高 画質 化 が 
進み , ハイ ビジ ョ ン 放 送 規 格 や , 
CG の SVGA 規 格 に 代表 され る 高 品 
質 画像 デー タ が 増加 し , これ に 伴 
っ て , 高 画質 ・ 大 画面 ディ スプ レ 
イ が 不可 欠 に な っ て いま す 。 特に , 
大 画面 は 多 人 数 へ の 情報 提供 な ど 
の 実務 面 か ら , 迫力 や 臨場 感 を 求 
め る 感性 まで 巾 広 い 用 途 が 考え ら 
れ , 今後 の 映像 の 「 核 」 と 言え ま 
を 

従来 の 直視 型 デ ィ ス プレ イ も 大 
画面 化 へ の 替 力 を 続け て いる も の 
の , 重量 ・ 形 状 ・ 強 度 な ど よ り 限 
究 が あり , 映像 を 光学 的 に 拡大 投 
写す る プロ ジェ クタ へ の 要求 が 高 
まっ て き で て いま す 。 

これ に 応え る 高 男 質 プ ロジ ェ ク 
タ に 要求 され る 性 能 は 以下 の 通り 
で す 。 

(1) イ ベン ト ホー ル 対 応 の 大 画面 

(中 規模 ホー ル で 300 イ ンチ 以上 ) 
(2 映画 並 以 上 の 高 輝度 


【 表 1 】 
プロ ジェ クタ 方 式 の 概要 


※「ILA」 は 日 本 ビク ター 
(株 ) の 商標 で す 。 
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(300 イ ンチ で 1,500 ル レー メン 以上 
の 区 出力 ) 

(3 ハイビジョン 対応 の 高 解 像 度 
(1.000TV 本 以上 ) 

(4) マ ル チ メ ディ ア 対 応 の 入力 信号 
( ヾ リア ブル スキ ャ ン 同 期 ) 
これ ら の 性 能 を 満足 させ る よう , 

新規 開発 の 投写 方 式 を 採用 し た の 

が ILA* ス ー パ ペパー プロ ジェ クタ 」 

で す . 従 来 方 式 と 比較 し な が ら ,ILA 

用 の デバ イス , 方 式 , 装置 に つい 

て 紹介 し ます 。 


各 プ ロジ ェ ク タ 方 式 の 
現状 と 課題 





プロ ジェ クタ 方 式 と し て 各種 提 
条 さ れ て いま す が , 主 に CRT( ブ ラ 
ウン 礼 ) 投 写 管 方 式 と LCD( 液 昌 ) 
パネ ル 方 式 に 大 別 き され ます 。 表 1 
に 各 方 式 の 構成 と 特徴 の 概要 を 示 
し ます 。 

CRT 方 式 は 長年 の 実績 か ら 成 熟 


度 が 高く , 各種 入力 信号 へ の 追従 
特性 も 良好 で す 。 そ の 反面 , 高 輝 
度 化す る ほど ビー ム 径 が 太く な っ 
て , 解像度 が 低下 し ます 。 同 時 に 
営 光 面 へ の ビー ム 突 入 に よっ て 発 
熱し , 輝度 と 解像度 に 制限 を 受け , 
これ を 両立 させ る こと は , 極め て 
困難 で す 。 

LCD 方 式 は 小型 ・ 軽 量 ・ 量 産 に 
適し や すい 特徴 が ある 反面 , 解 像 
度 を 上 げ る と 開口 率 (有効 画素 部 の 
面積 比率 ) が 低下 し て , 輝度 の 減少 
と 非 開 日 部 (無効 画素 部 ) で の 光 ・ 
熱 変換 に よっ て 発熱 が 起き ます 。 
この 結果 , 輝度 と 解像度 に 制限 を 
受け , その 両立 が 困難 な の は CRT 
方 式 と 同様 で す 。 

両方 式 と も に 改良 され て は いる 
も の の 「 輝 度 を 上 げ る と 解像度 が 
低下 し , 解像度 を 上 げ る と 輝度 が 
低下 する 」 と いう 二 律 背 反 の 課題 
を 原理 的 に 持っ て いま す 。 こ の 対 
応 と し て , 複数 台 の プロ ジェ クタ 


・ 成 熟 度 ・ 従 来 レ シス テム 適合 性 と も に 高い 
*・ 画 素 構成 な く , 各種 信号 形式 に 適合 し や す 


し ゝ 


・ 高 輝度 化 に は ビー ム 量 増大 し , 解像度 の 低 


下 と 発熱 を と も な う 


* 単 一 パネ ル で 量産 に 適合 し や すい 
に ae され , 入力 信号 形式 が 限定 


・ 光 の 利用 率 が 低い 
* 高 解像度 化 に は 開口 率 が 下がり , 輝度 低下 
と 発熱 が と も な う 
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を 用 いた スタ ッ ク や マル チ ス クリ 
ー ン で 市 場 要 求 に 答え て いる の が 
実情 で す 。 

こう し か た 現状 に 対し て , この 度 
開発 され だ た ILA ス ー パ パー プ ロ ジェ ク 
タ は , 従来 方 式 の 原理 的 な 課題 を , 
空間 光 増 幅 デ バイ ス を 用 いた 新 し 
い 方 式 で 解決 し , 二 律 背 反し て い 
た 高 解像度 と 高光 度 を 初め て 両立 
させ だ 第 3 の ディ スプ レイ と 言え 
ます 。 


ILA 用 デバ イス 





ILA 用 デバ イス は 主として 解像度 
を 決定 する 画像 入力 系 と , 輝度 を 
決定 する 出力 系 を 分 離さ せ , 解 像 
度 と 光度 の 相互 干渉 を 排除 する 構 
人造 と な っ て ぃ いま す 。 こ の デバ イス 
は プロ ジェ クタ 夕 用 途 に 限定 され る 
こと な く , 空間 光 情 報 処 理 分 野 の 
応用 も 進ん で いま す 。 

(1) デバ イス の 基本 構成 

デバ イス は 図 1 に 示す と お り , 
2 枚 の ガラ ステ 基板 に 挟ま れ た 数 層 
の 薄膜 だ け で 構成 され , 画素 分 割 
の 微細 加工 が あり ませ ん 。 各 薄膜 
層 は 光導 電 層 ・ 遮 光 膜 ・ 誘 電 体 ミ 
ラー・ 液 曲 と な っ て お り , その 外 


778 














読み 出し 光 
【 図 1 】 
ILA 用 デバ イス の 
基本 構成 
光源 か ら の 光 





側 を 透明 電極 で 挟み , 両 電極 問 に 
交流 バイ アス が 印加 され ます 。 
光導 電 層 は 微弱 な 2 次 元 画像 書 
き 込 み 光 に 反応 し , 光電 変換 に よ 
っ て , 液 曲 両端 間 電圧 が 制御 され 
ます 。 光 導電 層 は 書き 込み 系 の 感 
度 , 解像度 , 応答 速度 の 決定 要因 
と な り ま す 。 
遮光 膜 は 原理 的 な 基本 動作 に は 
不要 で す が , より 強大 な 出力 光 を 
必要 と する と き , 高 感度 な 光導 電 
層 に 読み 出し 光 の 影響 が 発生 し な 
いよ う , 遮断 を 目的 に し て いま す 。 
訪 電 体 ミ ラー は 誘電 体 薄 膜 の 積 
層 構 造 で , 液晶 を 通過 し て きた 光 
源 か ら の 光 を , ほぼ 100% 反 射 さ 
せ , 読み 出し 光 と し て 出射 させ ま 
す 。 こ れ に よっ て 区 利用 率 の 向上 
と と も に , 読み 出し 系 と 書き 込み 
系 と の 光学 的 遮断 が 行わ れ , デバ 
イス の 大 き な 特 徴 と な り ま す 。 
浴 曲 は 優れ た 電気 光学 効果 を 持 
ち , 特に 複 屈折 と 誘電 異 方 性 が 顕 
著 で , 印加 電圧 と 偏光 特性 ( 光 振 動 
の 偏り 方 ) と の 関係 で , 光学 特性 に 
変化 を 与え , 変調 を 行い ます 。 
デバ イス は 微弱 な 書き 込み 光 に 
応じ て , 光導 電 層 で 光電 変換 に よ 
る イン ピー ダン ス 変 化 が 発生 し, 
商 韻 画 端 に 掛 る 電圧 が 制御 され ま 


す 。 こ の と き 。, 光源 か ら の 光 は 液 
品 を 通り , 誘電 体 ミ ラー で 全 反 射 
され , 再び 液 品 を 経る 間 に 光 学 的 
変調 を 受け ます 。 こ の 動作 は 書き 

込み 光量 に 応じ て , 読み 出し 光 の 

変調 を 制御 し て いる に も か か わら 

ず , 誘電 体 ミ ラー で 完全 代 断 する 

こと で , 書き 込み 光 と 読み 出し 光 

の 相互 干渉 が 排除 され, 各々 を 独 

立 さ せ て 取り 扱え ます 。 
この 特徴 は 画像 の リア ル タ イ ム 

処理 に 最適 で , 画像 変換 器 , 画像 

増幅 益 と し て 応用 で きま す 。 
画像 変換 器 は ,「 赤 外 光 入力 一 可 

視 光 出力 」 の 波長 変換 , 「 自 然 光 入 

カー レー ザー 光 出 力 」 の 「1 ( 非 干 

渉 ) 一 C( 可 干渉 )」 変 換 ,. さら に 書 

き 込み , 読み 出し に 各々 異な っ た 

2 次 元 画 像 を 与え る 空間 光 論 理 演 

鼻 な ど , 光 情 報 処 理 分 野 へ の 応用 

も 考え られ て いま す 。 
画像 増幅 叶 の 代表 的 応用 例 は , 

プロ ジェ クタ で , 高 輝 度 ラ ンプ を 

読み 出し 光 に 用 いれ ば , 光 増 幅 度 

百 万 倍 以 上 が 得 ら れ , 高 輝度 投写 

が 可能 と な り ま す 。 具 体 例 と し て 

は 静止 画 専用 の CG 用 途 の 発表 例 

が あり ます 。 こ れ を 動画 対応 の 汎 

用 ダ ロ ジ ェ ク 必 と を する に は 。 次 の 

問題 が な あり ます 。 

1) 光 導電 層 の 応答 が 遅く 。 ビデ オ 
レー ト (フィ ー ル ド 周 波数 60Hz) 
に 追従 で き な い 

(②) 液 曲 コ ント ラス ト 比 が 低く , フ 
ルカ ラー 画像 に 対応 で き な い 

これ ら の 改善 を 次 に 示し ます 。 

(2) デバ イス 特性 の 改善 
光導 電 層 の 必要 条件 は , 高速 応 

倫 , 高 感度 , 高 解像度 で す 。 
各種 光導 電材 料 の うち , 条件 を 満 

だ た す も の に a-Sz (アモ ルフ ァ ス シリ コン ) 

が あげ られ ます 。 応答 速度 16m 


エレ クト ロニ クス ラプ フ 


sec 以 下 で , 60Hz の ビデ オレ ー ト に 
十分 追 徒 し , 素材 自体 の 電荷 拡散 
が 少な い の で 高 解像度 と な り , 感 
度 も 良好 で す 。 光導 電 層 に a-S7 を 
用 いる こと で , 書き 込み 系 の 特性 
改善 が は か られ て いま す 。 

コン トラ スト 比 は , 黒 の レベ ル 


を いか に 下げ る か で 決定 され ます 。 


一 般 に , 液晶 の 変調 状態 で は 波長 
依存 性 (例え ば R, G, B 別 で 変調 
状態 が 異な る ) が 生じ , 可視 光 全 波 
長 帯 域 を 同一 変調 に で きず , 黒 レ 
ベル が 浮く 結果 と な り ま す 。 こ れ 
に 対し , 垂直 配向 の 液晶 は 印加 電 
圧 が 零 の と き , 無 変調 が 得 られ , 
波長 依存 性 の 伴 な わな い 真 の 黒 が 
得 や すく な り ま す 。 今 回 液晶 ( ネ マ 
ティ ッ ク ) に 垂直 配向 を 行い , デバ 
イス 単体 の コン トラ スト 比 は , 数 
千 以 上 が 得 ら れ ま す 。 実際 の 配向 
は 2 度 の プリ ティ ルト 角 を 与え , 
動作 方 向 の 安定 性 を 得 て い ます 。 

光導 電 層 と 液晶 の 改善 に よっ て 
動画 対応 フル カラ ー プ ロジ ェ ク タ 
が 可能 と な り ま す 。 

(3) デバ イス 動作 と 特徴 

図 2 を 用 いて , 画像 増幅 器 と し 
て の ILA 用 デバ イス の 動作 を 説明 し 
ます 。 

光源 か ら の 光 は 偏り の な い 自 然 
光 で , PBS( 偏 向 ビ ー ム スプ リッ タ 
に より , P 波 ( 図 紙面 に 平行 な 波 ) 
と S 波 ( 図 紙面 に 垂直 な 波 ) の 直線 
偏向 に 分 離さ れん ます 。P 波 は PBS 
を 直進 , S 波 の み PBS 界 面 で 反射 
し , 液 曲 に 到達 し ます 。 

図 3 は 垂直 配向 液 曲 分 子 の 長 軸 
方 向 と , 光 の 変調 特性 と の 関係 を 
示す も の で , (3) は 書き 込み 光 無 し , 
(⑪) は 書き 込み 光 有 り の 状態 で す 。 
(a) で は 区 導電 層 イ ン ピ ー ダ ンス が 
高く , 液晶 両端 電圧 は し きい 値 以 
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ILA 用 デバ イス 


【 図 2 】 デ バイ ス 動 作 説 明 図 





PBS( 偏 光 ビ ー ム スプ リッ タ ) 


光源 
入 出 入 出 
射 射 射 射 
に で テキ 
S}) 1s Ss) fp 
@ 人 
> な 目 ! 
垂直 配向 液晶 の 動作 lo ( ! 1 ! ミル ミミ ミ 
BB I さ さ さ さ 上 
1 イロ ミ あ さや ミ さ 
に IMUI HH  、 美 に に ま も まさ 
1 8 I I 方 電 体 ミラ ー 計 さ や さ 
! ! ! 1 『 の 
(a) 書き 込み 光 無 し (b) 書き 込み 光 有 り 


下 と な っ て , 液晶 分 子 長 軸 と 通過 
光 軸 が 合致 し , 複 屈折 効果 を 示し 
ませ ん 。 し た が っ て ら S 波 で 入射 し 
た 光 は , 液晶 ・ ミ ラー 反射 ・ 液 晶 
の 経路 を 通っ た 後 も S 波 の まま 反 
射 し て 出射 され , 図 2 の 入射 時 と 
同様 経路 で 光源 に 戻る た め , 検出 
光 側 へ は 光 が 到 達し ませ ん 。 こ の 
垂直 配向 に よる 無 変 調 状 態 は 前 記 
の と お り , 波長 依存 性 を 持た ず , 
高 コ ント ラス ト 比 が 得 ら れ ま す 。 
一 方 , 光導 電 層 が 低 イ ン ピ ー ダ 
ンス と な る ⑪) で は , 液晶 両端 に 数 
V の 電圧 が 印加 され ます 。 液晶 分 
子 は 電界 と 直交 する 方 向 に 傾き , 
通過 区 軸 と 液 曲 分子 の 長 軸 と が 交 
り , 複 屈折 性 が 現われ ます 。 S 流 
の 入射 光 は 液晶 を 進む 間 に , 偏光 
形 表 に 変調 を 受け , 図 の と お り , 
椿 円 偏向 や 円 偏光 に 変換 され た 後 , 


出射 光 と な り ま す 。 偏光 形態 は 書 

き 込 み 光量 に 応じ て 制御 され , 最 

大 変調 の と き , 入射 全 光 束 は P 波 

に 変換 され , PBS を 通過 し て 検出 

寺 た な り ま ず 。 
以上 の よう に 光 増幅 器 に 用 いた 

ILA デ バイ ス の 原理 的 な 特徴 は 次 の 

と お り で す 。 

1) 誘電 体 ミ ラー で ほぼ 100% 反 射 
し , 高い 光 利 用 率 と 入出 力 間 の 
光学 的 干渉 を 排除 する 

(②) 熱 吸収 が 極め て 少な く , 100 万 倍 
以上 の 区 増幅 率 と 高 輝度 出力 が 
得 ら れる 

3 看 直 配向 液晶 の 採用 に より , デ 
バイ ス 単 体 コ ント ラス ト 比 は , 
数 千 以 上 が 得 ら れる 

4) 画素 分 割 が な く , 各 薄 膜 の 光 拡 
散 が 少な い の で , 100 1p/mm 以 上 
の 高 解像度 が 得 ら れる 


7 月 9 


CRT 書き 込み レン ズ 









ダイ クロ イッ ク フ ィ ル タ (R 反 射 ) 


光源 (キセノン シラ ンプ 


スグ リー ツジ 


PBS( 偏 光 ビ ー ム スプ リッ タ ) 







ILA 用 デバ イス 


書き 込み レン ズ 


【 図 5 】ILA-M315G の 構成 概要 


(⑤) 小 型 軽量 , 低 電圧 , 低 消費 電力 , 
高速 応答 な ど , アプ リ ケ ー シ ョ 
ン が 容易 で ある 


ん スー バー ブロ ジェ クタ 





ILA ス ーー パー プロジェクタ は , 前 
記 特 徴 を 持つ 空間 光 増 峠 デバ イス 
を , 初め て 動画 に 対応 する プロ ジ 
ェ ク タ に 応用 し , 従来 二 律 背 反 し 
て いた , 高 輝度 と 高 解像度 を 両立 
させ , 2,.000 ル レー メン の 光 出 力 と , 
1.000TV 本 の 解像度 を 実現 し て い 
ます 。 

以下 この ILA プ ロジ ェ ク タ の 構成 
や や 性 能 に つい て 説明 し ます 。 
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(1) プロ ジェ クタ の 基本 構成 

図 4 は プロ ジェ クタ の 基本 構成 
の 一 部 で CRT 書 き 込 み と X。( キ セ 
ノン ) ラ ンプ 光源 を 用 いて いま す 。 
書き 込み 光 に 要求 され る 性 能 は , 
高 解像度 , 光導 電 層 に 適合 する 発 
光波 長 , バリ アブ ルス キャ ン 対 応 
お よび 高安 定 度 な ど で す 。 CRT は 
成 悪 度 が 高く , 安定 度 が 良好 で , 
画素 分 割 が な く 偏 向 回 路 の バリ ア 
ブル スキ ャ ン 化 が 容易 で , 党 光 体 
で の 発光 濾 長 の 選定 が 可能 な どの 
特長 を 持っ て いま す 。 また CRTT を 
低 輝度 で 使用 すれ ば , ビー ム 径 が 
小さ く なり, 高い 解像度 が 得 ら れ 
ます 。 こ うし た 適合 性 か ら , CRT 
を 書き 込み 光 に 使っ て いま す 。 


CRT 画 像 の 投影 は , 波長 帯域 の 
限定 と デバ イス が 高 感度 で ある こ 
と より , 色 収 差 や 開口 比 か ら の 規 
制 が 少な く な り , 一 般 の リレー 光 
学 系 で 必要 な 特性 が 得 ら れ ま す 。 

光源 か ら の 光 は CRT 画 像 に より 
制御 され , PBS を 直進 し た 光 だ け 
が 投写 レン ズ に よっ て 拡大 投写 さ 
れ ま す 。 

図 5 に , この 度 開発 され た ILA ス 
ー パ ー プ ロジ ェ ク タ 「ILA-M315G」 
の 構成 概要 を 示し ます 。 

CRT, 書き 込み レン ズ , デバ イ 
ス , PBS 及 び 投 写 レ ンズ を , 3 原 
色 R ( 赤 ), G ( 緑 ), B ( 青 ) 用 に , 
3 組 配置 し て いま す 。 

光源 は 高光 度 化 , 演色 性 , 安定 
度 を 考慮 し , 1.500W の キセノン 
(X。) ラ ンプ を 採用 し て いま す 。 光 
湖 か ら の 光 は , 集 光 ミラ ー, コン 
デン サレ ンズ に よっ て 光束 を 整え 
だ 後 , コー ルド ミラ ー を 介し て ダ 
イク ロイ ッ ク フ ィ ル タ に より R, 
G, B 各 々 に 分 解 さ れ PBS に 入射 
し ます 。PBS は 機械 的 変形 や , 熱 
的 変形 に よっ て , 特性 が 変化 し な 
いよ う , 多層 薄膜 基板 を 液体 に 浸 
し た 構造 に な っ て いま す 。 

投 号 レン ズ は R, G, B が 各々 
独立 し て いる の で , 色 収 差 の 影響 
が 少な く , 解像度 1.000TV 本 に 対 
し 十分 な を 性能 を 持っ て いま す 。 
(2) ILA-M315G の 性 能 

ILA-M315G ス ー パ ー プ ロジ ェ ク 
タグ は , 深 国 ヒュ ー ズ ・ エ アデ アク ラフ 
ト 社 と 日 本 ビク ター 候 と で 設立 し 
た 合併 会 社 HTJT( ヒ ュー ズ ・JVC・ 
テク ノロ ジー) 社 で 開発 ・ 生 産 さ 
れ , 7 月 より 日 本 国内 販売 を 開始 
し て いま す 。 そ の 外観 写真 を 写真 
ト に 示 し ます 。 
LA-M315G は 各種 の テレ ビ 方 


エレ グロ ニク スラ テラ プ フ 
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(写真 1> スー パー プロ ジェ クタ ILA-315G 本 体 ( 左 ) と スク リー ン ( 右 ) 


式 に 対応 で きる 業務 用 バリ アプ ブル 
スキ ャ ンプ ロジ ェ ク タ 市 場 を 対象 
に し た も の で , 本 機 の 最大 の 特徴 
は , 高 輝度 ・ 高 解像度 を 両立 させ 
た こと で すず す 。 徒 来 の プロ ジェ クタ 
に 対し , 5 倍 以 上 に も 達する 2,000 
ルー メン の 強力 な 光 出 力 時 に も , 
1.000TV 本 以上 の 高 解像度 が 得 ら 
れ , 応答 速度 も 16m sec 以下 で , 
ハイ ビジ ョ ン 信 号 の 投写 に も 最適 
が ゲス デム で す 。 

コン トラ スト 比 は 250 : 1 以上 が 
得 ら れ , ほぼ 8 ビット の 最小 分 解 
能 に 相当 し ます 。 こ の 値 は 人 間 の 
知覚 特性 より 決定 され る 許容 値 に 
合致 し , 高 画質 映像 に 必要 な 条件 
を 満た し て いま す 。 

その ほか, 広範 な 周波 数 に 対す 
る 水平 同期 (15 一 90kHz), 垂直 同 
期 (45 一 120Hz) の オー トロ ッ ク お よ 
び 全 世界 の 放送 方 式 (NTSC/ 
SECAM/PAL) デコ ー ダ の 内 蔵 に 
ょ り 各 種 入力 信号 へ の 対応 が 可能 
で す 。 

また コン バー ジェ ンス デー タ 。, 
アス ペク ト 比 , 画面 サイ ズ な どの 
投与 条件 , 色調 ・ 階 調 .、 リ トレ ー 
スタ イム (プラ ン キ ング 幅 ) な どの 
画像 条件 を 記憶 させ る 最大 30 チ ャ 
ネル の メモ リー に よっ て ,。 プロ ジ 
ェ ク タ 最適 条件 を 数 秒 で 設定 し ま 
す 。 
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【 表 2 】 





画面 サイ ス 
家人 








同 
垂直 同期 周 : 45 一 120Hz( オ ー ト ロッ ク ) 
映像 








ILA-M315G の 主 な 仕様 


これ ら の チャ ネル 制御 は RS-232 
C ボ ポー ト を 介し て 行わ れ , 同時 に 全 
シス テム の プロ グラ マブ ル 制 御 を 
可能 に し て いま す 。 

LA-M315 で は , 表 2 に 示す 仕様 
の と お り , 業務 用 高級 プロ ジェ ク 
クタ に 妥 求 され る 性 能 ・ 機 能 を 十分 
に 満た し , ユー ザー の 要求 に 応え 
る 最大 450 イ ンチ の 高 画質 ・ 大 画面 
を 提供 し ます 。 


以上 の よう に ILA ス ー パ ー プ ロジ 
ェ ク タ は , 従来 「 高 光 度 と 高 解 像 
と が 二 律 背 反 する 問題 」 に 対し , 
空間 光 増 幅 器 を 初め て 動画 対応 プ 
ロジ ェ ク タ に 用 いて 高 輝度 ・ 高 解 
像 度 を 両立 させ て いま す 。 

ILA 用 デバ イス の 持つ 本 質 的 特徴 
は , 高 性 能 に 加え , 小型 ・ 軽 量 ・ 


RS-2320 
| JNN ECD 還 還 EE 


5 
水平 同期 周波 数 
波数 ( オ 
こし 






R, G, B 
コン ボ ポジ ッ ト (NTSC/PAL/SECAM) 
9 ビデ オ 








量産 適合 性 の 良好 さも 見 逃 せ な い 
一 面 で す 。 デ バイ ス 周 辺 の 小型 化 
開発 も 含め , 近い 将来 各 家 庭 で 人 据 
力 あ る 大 画面 が 楽し め る よう , 民 
生 用 プロ ジェ クタ の 開発 も 予定 し 
て いま す 。 
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MW/SW/FM ス テレ オ PLL シ ン セ サイ ザ レシ ー バ 
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@⑤ ぐ ソニ ー 


十 語 を 先 に 言っ て お きま す 。 実 用 的 な 放送 受信 , 
つま り , 自分 の いる 地域 を 対象 に 放送 し て いる 局 の 
番組 を 手 が る に 楽し むう え で , 使い や すく , 実用 上 , 
十分 な 性 能 を 備え て いる 受信 機 で す ( 写 真 1 )。 

あら か じ め セ ッ ト し た 17 局 を ワン タッ チ で 受信 で 
きる 機能 が あり ます 。 こ れ を 最大 に 活用 すれ ば , 標 
準 価格 28,000 円 (税別 ) は 安い で し ょ う 。 

単 3 型 乾電池 3 本 , また は AC 電 源 ( 別 売 ) な ど を 使 
用 , 外形 寸法 は 約 16※ 
9 X 3 cm, 重量 は 約 400 g 
と 軽 ・ 小 "です から , 
世界 の どこ へ で も , ちょ 
っ と 持っ て 行く 目的 に も 
適し て いま す 。 

だ た だ, 受信 で きる 放送 
の 周波 数 は , 地域 に よっ 
て 違う た め , 購入 時 に は 
何 も セ ッ ト し て あり ませ 
ん 。 は じ め に , 自分 で セ モット する こと が 必要 で す 。 

短波 の 放送 は , 季節 に よっ て 周波 数 の 変更 が あり 
ます 。 1 つの 場所 で 使っ て いて も , 周波 数 を 1 年 に 
数 回 は セッ ト し な お さ な く て は な り ま せん 。 

その と き , 取扱 説明 書 は 必需 品 一 一 それ と いう の 
も , この 受信 機 は すべ て マイ コン 制御 で ,。 1 つの ボ 
タン が 複数 の 動作 を する な ど , 巧妙 な 設計 で す 。 す 
べ て の ボタ ン の , あら め ゆる 動作 を 頭 に 入れ る の は 容 
脇 な こと で は あり ませ ん 。 そ れ よ り , は じ め か ら 取 
扱 説明 書 を 見 て し まう ほう が 能率 的 で す 。 

3 種類 の 選 局 方 法 

この 受信 機 は 3 つの 方 法 で 周波 数 の 選択 (つま り 
選 局 ) が で きる よう に な っ て いま す 。 

短波 の 受信 を 中 心 と し て , 順に 説明 し ます 。 

① マ ニュ アル 選 局 : も っ と も 基本 的 な 選 局 方 式 で 


す 。 ダイ ヤル 式 受信 機 で . ダイ ヤル を 動か す の と 同 
じ よ うに , 一 定 の 間隔 ご と に , 周波 数 の 高い ほう , 
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< 写真 1> ICF-SW33 の 外観 


CF-SW33 の 使用 D | 小林 良夫 // 


また は 低い ほう に, 順に 受信 し て いき ます 。 

受信 で きる 周波 数 の 範囲 と , 受信 し て いく 周波 数 
の 間隔 は , 表 1 の よう に な っ て いま す 。 

短波 の 放送 局 は , 大 部 分 5 kHz 間隔 で 放送 し て お 
り , kHz を 単位 と する 周波 数 の 数 字 は 5 の 倍数 に な 
っ て いま す 。 し か し , 半端 な 周波 数 の 局 ち も ある た め , 
この 受信 機 は 1 kHz ご と に 選べ る 設計 で す 。 

② ス キャ ン 選 局 : 一 定 の 強 さ 以上 で 受信 で きる 放 
送 を 次 々 に 拾っ て いく 選 
局 方 法 で , 短波 で は , メ 
ー ズ ダバ パンド と ど と だ みや 
ジ し ます 。 

いま 受信 し て いる 周波 
数 か ら 常 に 高い ほう へ 進 
み , 放送 が 受 か れ ば ( 惑 密 
に は , 放送 に 限ら ず , 電 
波 が 来 て いれ ば …, で す 
が ), それ を 約 2.5 秒 受信 
し た 役 , また 周波 数 の 高い ほう へ 進ん で いき ます 。 
途中 で スキ ャ ン を 止め ず に , その バン ド の 上 の 紀 
まで いっ て そし まう と 。 ふた た び 下 の 婚 に 戻り 。 また 
高い ほう へ , バンド の 中 の スキ ャ ン が 続き ます 。 
③ プ リセ ッ ト 選 局 : あら か じ め セ ッ ト し て ある 周 
波数 に 相当 する ボタ ン を 押す だ け の , 文字 どおり , 
まさ に “ワンタッチ? で 受信 する 方 式 で す 。 

最大 で 17 局 まで セッ ト で きま す 。 そ の うち 2 局 は 
スタ ン バ イ 操作 (後述 ) の ボタ ン に 入れ る も の で , 表 
の 範囲 の 周波 数 の 1 つ を 自由 に 選べ ます 。 

残り の 15 局 は , 中 濾 , 短波 , FM, それ ぞ れ 5 局 の 
配分 で す 。 こ の 配分 は 変更 で きま せん 。 
短波 の 場合 , 例え ば 31m バ ンド の 5 局 を セッ ト し 
て も , 別々 の バン ド か ら で も , 自由 で す 。 

いずれ に し て も , いき な り プ リセ ッ ト 選 局 を する 
わけ に は いき ませ ん 。 ま ず , ① の マニ ュ ア ル 選 局 か 
② の スキ ャ ン 選 局 で 選ん だ 周波 数 を プリ セッ ト し て 
は じ め て , プリ セッ ト 選 局 の 手順 に な り ま す 。 


エル み クト ロニ クス ラプ フ 


* お 目 ざめ と お や すみ ? 
この 受信 機 に は , スタ ン バ イ (Standby。 待機 する 


意味 ) 操 作 と スリ ー プ (Sleep。 こち ら は , 説明 する ま 
で も な いで し ょ う ) 機 能 が 付い て いま す 。 


スタ ン バ イ 操作 : 4, b, 2 つの ボタ ン が あっ て , 


時 刻 も , 周波 数 も , 各 別 に モッ ト で きま す 。 
セッ ト し た 時 刻 の 10 秒 前 か ら 警 告 音 が 出 て , 10 秒 








ここ で は , 地名 より , むし ろ “UTC (協定 世界 
時 ), “JST (日 本 標準 時 ), EST^ (米国 東部 標準 時 ) 
な ど , 地域 ご と の 一 般 的 な 時 刻 の 呼び 名 を 入れ て お 
く の が 本 当 で し ょ う 。 こ うし て あれ ば , 数 百 , ある 
い は , それ 以上 の 都市 の 名 を プリ セッ ト し て ある の 
と , 結果 的 に , 同じ に な っ た は ず で す 。 
つい で に 言え ば , 短波 の マニ ュ ア ル 選 局 が 1kHz 間 
隔 に な っ て いる の も , いさ さか 疑問 で す 。 





経つ と , セッ ト し た 放送 周波 数 範囲 | 周波 数 間際 この た め , 選 局 の 時 間 
の 受信 状態 に な り ま す 。 | MW | | 531-1710kHz| *9kHz が 長く な り 。 例え ば 11m 





a, b, どちら か の ボ 


3700 一 4200 kHz 





バン ド の 下端 の 25.475 


タン に お 目覚 め の 時 刻 と , 
朝 の 受信 に 適し た 放送 の 
周波 数 を セッ ト し て お け 
ば 目 ざ ま し 時 計 の 役目 に 
利用 で きる わけ で す 。 
スリ ー プ 機能 : 放送 を 
受信 し な が ら ス リー プ ・ 
ボタ ン を 押す と , 約 60 分 


4650 一 5150 kHz 
S600 一 6300 kHz 
6950 一 7450 kHz 
9375 一 10000kHz 
11525 一 12150kHz 
13375 一 14000kHz 
14975 一 15560kHz 
17475 一 18100kHz 
21320 一 21950kHz 
25475 一 26100kHz 


76 一 108 MHz 0.05MHz 


*:10kHz ス テッ プ に 切り 甘 え が で きる 。 
















1kHz 
(マニ ュ ア ル 選 局 ) 

















5k 昌 Hz 
(スキ ャ ン 選 局 ) 







kHz か ら 上 端 の 26,100 
kHz に 行き つく まで , どう 
し て も 約 1 分 か か り ま す 。 

し か も , マイ コン の 動 
作 時 間 が 影響 し て いる よ 
う で , 表示 窓 に 周波 数 の 
数 子 が 出 た 瞬間 に 受信 状 


で スイ ッ チ が 切れ ます 。 

さら に 時 間 を 延ばし た いと き は , この 60 分 の 間 に 
も う 1 度 ス リー プ ・ ボ ポタ ン を 押す と , その と きか ら 
※ り 60 分 経過 する まで , 続い て 受信 が で きま す 。 


時 差 も わか る 時 計 付 き 


この 受信 機 に は , 正確 な 時 計 が 付い て お り , 自分 
の いる 地域 の 時 刻 の ほか に , 世界 の 5 地点 の 時 刻 が 
ワン ダッ チ で 調 示 で きま す 。 

だ た だし, 世界 時 と の 時 差 が 1 時 間 の 整数 倍 で な い 
地域 に 対す る 考慮 は 。 し て な いよ う で す 。 

例え ば , JST( 日 本 時 間 ) は [世界 時 十 9 時 間 ] で す 
が , IST( イ ンド 時 間 。 ス リラ ンカ で も 同じ ) は [世界 
時 十 5 時 間 30 分 】 と な っ て いま す 。 

世界 の 時 刻 を 表示 する た め に , 時 差 の 数 字 ( 1 時 間 
単位 ) および, 東京. ロンドン, ニュ ー ヨ ー ク な ど 
38 の 都市 の 名 が プリ セッ ト し て あり ます 。 


Sep. 799? 


【 表 1 】 周 波数 範囲 と 周波 数 間隔 態 に な る わけ で は な く , 
実際 に , 放送 の 内 容 が 音 と し て 出 て 来る まで に , 1 
秒 弱 の 遅れ が あり ます 。 

し た が っ て , 1kHz 間 隔 で どん どん 周波 数 を 上 
げ , ある い は 下げ て いる 間 , 放送 は 受信 で きま せん 。 
何 か 放送 が ある と 思っ た ら , 少な く て も 2 っ 3 秒 
は 選 局 を 止め て , 受信 し て みる 必要 が あり ます 。 
主要 な 短波 の 放送 局 は , すべ て 5 kHz ご と に 出 て 
いま すか ら , むし ろ , 5kHz 聞 隔 で 選 局 する 方 式 に 
割り 切っ て し まい た いと ころ で す 。 こ うし て お け ば 
選 局 の スピ ー ド も 数 倍 に 早く な っ た は ず で す 。 

付け 加え れ ば , 半端 な 周波 数 の 放送 が , 実際 に ピ 
ッ タ リ そ の 周波 数 に 出 て いる と は 限り ませ ん し , 本 
当 に 半端 な 周波 数 に 出 て いる と き で も , それ に 近似 
の 5 kHz の 借 数 の 周波 数 で 受信 し て , 実用 上 , ほ と 
ん ど 支 障 は な い の で すか ら …。 

し か し , 原則 と し て プリ セッ ト 選 局 を 使う 限り , 
全体 と し て , 使い や すい 受信 機 と いえ る で し ょ う 。 
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大 冨 志太 


6 IDCT( 聞 離散 コサイン 変換 ) 


先月 号 で は , いろ いろ な 画像 信 
号 を DCT 係 数 に 変換 し て , どの 程 
度 ビ ピット リダクション が で きる か 
グラ フィ ッ ク 表 示し て 確か め て み 
まし だ た 。 もちろん, MPEG 規格 を 
使っ た 画像 圧縮 の 応用 機器 が , 
DCT 係 数 を その まま 伝送 し た り , 
記録 し た り し て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 せっ か く DCT の ブロ グラ 
ム を 作っ て も , 最後 まで ビッ ト 圧 
縮 の 効果 が わか ら な い の で は 面 日 
く あ り ま せん の で , あく まで も 目 


交 ど し て 。 CT の 効果 を つか ん で 


いた だ た だ くだ た め の 試 み で す 。 

し た が っ て , 圧縮 度 の 正確 さ は 
あり ませ ん が , DCT に と っ て と どの 
よう な 種類 の 画像 が や さ し く , ど 
の よう な 画像 が 難し いか が お わか 
り い た だ けた の で は な いか と 思い 
ます 。 

今月 号 で は , DCT 係 数 を 逆 離 散 
コサイン 変換 を し て , 元 の 画像 に 


う 


直す ブ プログラム と , 復元 し た 画像 
が 元 の 画像 に 比べ て どの 程度 の 誤 
差 を 合 ん で いる か を 調べ る プロ グ 
テム を 作っ そ み まし ょ う 。 
る 
好 DCT の 計算 式 

DCT 係 数 に 変換 され た 画像 デー 
タ は, 受信 側 に 伝送 きれ , 元 の 画 
像 に 復元 され る こと に な り ま す 。 
伝送 の と き に は , DCT 係 数 を 直接 
伝送 し な いで , 後 で お 話す る よう 
な , 係数 を ゼロ ・ ラ ン レ ング ス 化 
する な どの 操作 が 入り ます が , 最 
終 的 に は 逆 DCT 変 換 し て 元 の 画像 
を 再現 する こと に な り ま す 。 そ し 
て , MPEG で 採用 し て いる 伝送 の 
た め の 符 号 化 は , ハフ マン 符号 化 
と いわ れる も の で , 符号 化 に よる 
ひずみ は あり ませ ん 。 

今回 は , ひずみ を 発生 し な い 部 
分 は スキ ッ プ し て , 直接 元 の 画像 
に 戻す 逆 DCT の プロ グラ ム に チャ 
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レジ ジ し るみ ま し ょ う 。 
MPEG の 逆 DCT 変 換 式 は , 1 式 
に 示す も の で す 。 


Ei 1) ニ (L/40 2 タ cmOe(y)E 


U U y り 


(u, Y) cos(2i 十 1) uz/16cos(2j 十 1) 


左 の f G,)) は 逆 変 換 さ れ た 画像 
を , 右辺 の F (u, v) は DCT 係 数 を 
示し ます 。 i は , 復元 され る 画像 
の 垂直 方 向 の 画素 位置 を , } は 水 
平方 向 の 画素 位置 を 表し , u と Y 
が , それ ぞ れ DCT 係 数 の 垂直 と 水 
平 の 位置 を 表し て いる こと は , 6 
月 号 の DCT の 式 と 同じ で す 。u と 
vV は , 両方 と も 0 か ら 7 まで 変化 
し , 数 が 多く な る ほど 周波 数 が 高 
く な り ま す 。 また , cos(2i 十 1 )u ヶ 
と cos(2j 十 1)v マ z は , 変換 され る 画 
像 が 持っ て いる 周波 数 成分 を 表し , 
その 大 き さ は F (u, ) の 値 で 決定 
され ます 。 

C (u) と 6 (y) は 。 て ー 0 と y テ 0 
で 1/ 2 , u と v が 1 以上 で 1.0 で あ 
る こと も DCT の 式 と 同じ で す 。 

ゃ 
逆 DCT の プロ グラ ム 
この 1 式 を 言語 に 直し て みた 
プア ロダ ラム が り 表 ト 4 人 です 。 そ れ 
で は , プログ ラム を 細か くみ て い 
きま し ょ う 。 c(u) と c(y) を cul[ u ] 


エレ と クト ロニ クス ラプ アフ 


2 が 0.】 守 


for(i=1: i<8・ 
厩 司 よ 準 まま 
し 仙 か (きき OO まで 人 
お OPT ま 補 介 
plct 
for( 
【 リ スト 1 】 
用 DCT 変換 式 を 
C 言 語 に 直し た 
プロ ダラ ム ) 
向 る 論 
1f(p 
e」 Se 


] 
pictureint[i][ 


と cv [v] し た の は , この 前 の 説明 
の と お り で す 。 初め は cu [0] と 
cv [0] を 1/ ツ 2 に 初期 化し て いま 
す 。 次 に , for 文 を 使っ て cu[ 1 ] 
<-cu [7|] と cv [1] -cv [7] 
を 1.0 に 初期 化し ます 。 

次 に , 逆 DCT 変 換 の 中 心 的 な プ 
ログ ラフ ム に 取り か か り ま し ょ う 。 
左辺 の 小文字 の f G, )) の 中 で は , 
1 と) が 変化 する 変数 で , 右辺 の 
F (u, Y) は , u と v が 変数 に な り ま 
す 。 し た が っ て , for 文 を 使っ て ル 
ー プ を 4 つ 作 り ま す 。 左辺 の 変数 
を も つ ル ー プ を 先 に , 右辺 の 変数 
を も つ ル ー プ を 後に お きま す 。 全 
体 で は リス ト 2 の よう に な り ま す 。 

変換 が 終わ っ た 64 の 画像 デー タ 
を 蓄え る た め に , float 型 の picture 
[ 8] [8] の 配列 と , 整数 に 変換 
し た 画像 デー タ を 入れ る た め , 
pictureint [8| [8| の 配列 を 用 
滋 し まず す 。 

式 に は 現れ ませ ん が , picture[ i | 
[ j] 配列 を , ぶ の 外側 で ゼロ に す 
る 必要 が あり ます 。 こ れ が , picture 
[i] [j]=0.0 : の 文 に な り ま す 。 

> の 中 側 は , 1 つの 文 で 表し て も 
構い ませ ん が , 数 式 の どこ に どの 


ぐ Se の . 7999? 


cY[01 = 1.0/sqrt( 2。0): 


1+ ) 
LE? ニ 3 


) ュ オ オ ) 1 

J く 8: j++ ) { 

MYet 113] = @。0: 
=0j u<8i qa++) [ 
for(v=0: v<8: Y マ ++){ 


/* 補正 係数 の 初期 化 */ 


/* 画像 デー タ の 計算 */ 


多 Cost (20* ま (Float ) i+1.0)*(f1oat )u*PAT/16.0) : 


起義 ' 天 Cost(2.0*(f1oat )j+1 0 )*(F1oat )v*PAT/16.0 ) : 


) 
ureG[ 1』][j] * ネ = (まく D/ ま 。@ )。 
1cture[i]{[j] <O ) 
Plcture[i][j] -= 0.199999: 


Pic で Lure[ i] [j] += 0 。 ま 99999・ 
は (1 


部 分 が 対応 し て いる の か わか りや 
すく する た め , 式 を 3 つ に 分 ける 
こと に し ます 。cos 関 数 が 2 つ あ り 
ます の で , 最初 , float 型 の c2 と c3 
と 名 づけ た 変数 に , お の お の の cos 
関数 の 値 を 計算 し 代入 し ます 。 こ 
の 部 分 は , 


c2 三 cos((2.0* (float)i 十 1) * 
(float)u* PAI/16.0): 
c3 三 cos((2.0* (float)j 十 1) * 
(float)v* PAI/16.0): 


と な り ま す 。 

float) は , 整数 型 の 変数 の 値 
を , float 型 に 変換 する た め の も の 
で す 。 次 に , 求め られ た c2 と c3 を 
使っ て , coeff [u| [Y] 配 列 に 入れ 
られ た DCT 係 数 を 画像 デー タ に 変 


1nt)picture[ i][)] : 


picture[i][)] += culul*cv[v]*(f]oat)coeff[ullv]*c2*c3: 


/* 画像 テー タ の 事 数 化 */ 


換 し ます 。 


picture il | 二 王 cu[u| *cv[y] 
* (float)coeff lu] [Y] *c2*c3: 


cu [u| と cv [Y] は , u と v に し 
だ た が っ て 先ほど 初期 化し た も の を 
使い ます 。 ゼ ロ に 初期 化 さ れ た , 
picture [il 日] 配列 に は , u と v を 
変化 させ て 計算 し た 値 が , 十 三 に よ 
っ て 次 々 に 加算 きれ ます 。u と v の 
ルー プ が 終わ っ た ら , ぶ の 外 に ある 
4 分 の 1 を 実行 する た め の 掛 け 算 
まし ます 

これ が , 


picture | 日 * ニ (1.0/4.0): 


で 


for(i=0: i<8: i++){ 
for(j=0: j<8: j++){ 


【 リ スト 2】 
for 文 を 使っ て 
ルー プ を 4 つ 作 る 





ヶ の 外 に 出 て いる 部 分 の 負 理 文 
for(u=0: u<8: u++){ 


for(v=0: v<8: v++){ 


ヶ の 内 側 の 処理 文 
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picturelil] 日 ] に 計算 きれ た float 
型 の 画像 デー タ を , 小数 点 以下 第 
1 位 で 四捨五入 し て , 整数 配列 の 
pictureint | 量 | に 代入 し ます 。 
これ は ,if 文 を 使っ て 正 の 場合 と 負 
の 場合 に 分 け て , 正 の 場合 は , 
0.499999 を 加算 , 負 の 場合 は 減算 
し だ た うえ で : 型 変換 を し ます 。 


if (picture li 日 ] く 0 ) 

picture li] 日 ] 二 0.499999: 
else 

picture ii] 年 三 0.499999: 
pictureint li] 日 (int) picturei」 


員 # 


これ で , 逆 DCT の 計算 が 終わ り 
衣 , 引 二 。 





2 
ひずみ の 計算 式 

画像 デー タ を DCT で 変換 し て 得 
た 係数 を , 逆 DCT で 再び 画像 デー 
タ に 戻し た と き , 元 の 画像 デー タ 
と まっ た だく 同 じ 値 に な っ た と き に 
は , 変換 に よる ひずみ は 発生 し な 
か ゎぁ だ を た いえ ます 。 却 の デー タ と 
差 が ある 場合 に は , DC 変換 と 逆 
変換 で 誤差 が 発生 し た こと に な り 
ます 。 こ の 誤差 を 信号 対 雑音 比 , 
SNR (Signal to Noise Ratio) と 
し て 表す の が 普通 に な っ て いま す 。 

読者 の 皆さん は , 音声 信号 の ひ 
ずみ 率 を 規定 し た 数 式 を ご 覧 に な 





られ だ た こと が ある と 思い ます が , 
SNR も ひずみ 率 を 求め る 方 法 と 同 
じ 伴 す 。 

ひずみ 率 の 場合 に は , 高調 波 の 
自 乗 和 の 平方 根 を 基本 波 で 割っ て 
求め まし た 。 SNR も , 64 の 画素 の 
誤差 の 自 乗 和 の 平方 根 を , 元 の 画 
素 レ ベル の 総和 で 割っ た 値 と 規定 
し ます 。 元 の 画像 を fG, j) 復元 画 
像 を fG, j)) と する と , SNR は , 


SNR=。/z zifG)-fG) 


/ テ る fG)…2 式 
1i==0 j=0 
で 示さ れ ま す 。 





に 
SINR の プロ グラ ム 
計算 式 を プロ グラ ム に 変換 し て 
み ま し ょ う 。 元 の 画像 デー タ の 配 
列 を picturei] 昌 」, 復元 され た 画 
像 デー タ を pictureint il 日, SNR 
GEOP を し て 妥 す こと を に し まず す 。 ゲ 
ログ ラム を わか りや すく する た だ ため, 
分 母 を denominator, 分 子 を 
numerater と いう 変数 と し て , ま と 

め る こと に し ます 。 

例 に よっ て for 文 で ルー プ を 作り 
まし ょ う ( り スト 3)。 

これ で SNR を 求め る こと が で き 
ます 。for ル ー プ の プロ グラ ム 文 を 
実行 する 前 に , denominator と 
numerater の 2 つの 変数 を 初期 化 
し て お く 〈 必 要 が あり ます 。 も ちろ 
ん , 初期 化 の 文 を 単 狐 に 作っ て も 





for(i=0,denominators0.0,numerater=0.0: 1<8: i++){ 


for(j=0: j<8: j++){ 


denominator+t=pow((float)(picture[il[j]-pictureint[i][j]),2.0): 
numerater+=piCcturelil [jl : 


] 


if((int)numerater != 0) 
Snr=denominator/numerater: 
else 
snr=0.0: 
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いい の で す が , for 文 で , カウ ンタ 
と な る i を ゼロ に 初期 化す る 際 , 
2 つの 変数 も 初期 値 を 入れ る こと 
が で きま す 。 初 期 化 し た い 変 数 を 
「,」 で 区 切っ て 幾つ で も 初期 化 で 
きま す 。 あ まり きれ いで は な いと 
思わ れる 方 は , 普通 文 を 使っ て 初 
期 化し て くだ さい 。 
SNR を 求め る と き 。, 分 母 が ゼロ 
に な る 場合 に は エラ ー に な る た だ め 
計算 式 を 実行 し て は な り ま せん 。 
if 文 を 使っ て 分 母 が ゼロ で な いと き 
に は 割り 算 を 実施 し , ゼロ の 場合 
に は , SNR に 0.0 を 代入 し ます 。 
表示 まで 含ん だ プロ グラ ム 
基本 的 な を プロ グラ ム は , これ ま 
で 説明 し た と お り で す 。 DC 変換 
と 逆 DCT を し て 求め られ た ひずみ 
と 復元 画像 は , お の お の 用 意 さ れ 
た 配列 の 中 に 格納 され て いま す が , 
その まま で は 中 身 を 見 る こと が で 
きま せん 。 プ ブロ グラ ム の 量 は 少し 
大 きく な り ま す が , 中 身 を 表示 す 
る ブロ グラ ム を 追加 し て み ま し た 。 
全 プ ログ ラム を リス ト 4 に 示し 
ます 。 
先月 号 で 紹介 し た , 普通 の 画像 , 
平坦 な グレ ー 画 像 な ど , 8 種類 の 
画像 デー タ を メニ ュー 画面 か ら 選 
択 し 。 DCT と 逆 DCT を 実行 し ま 
す 。 8 X 8 の ブロ ッ ク の 中 で , ど 
の よう に ひずみ が 発生 し て いる か 








【 リ スト 3】 
for 文 で ルー プ を 作る 


エレ グ クト ロニ クス ラプ イフ 


の 様子 と , SNR を 比率 と デシ ベル 
で 羨 志 し じ ま す 。 
また , 変換 前 と 変換 後 の 画像 デ 
ー タ を ,。 ひずみ に よる 変化 が わか 
る よう に 3 次 元 表 示し ます 。 細か < 写真 1> 
な ブロ グラ ム の 説明 は 省略 し ます メニ ュー 画面 
が 。 この と お り 打 ち 込 ん で コン パ 
イル すれ ば 動作 し ます の で , ご 自 
分 で 確か め て 見 られ る こと を お 勧 


SL に 4: と ま : 内 うか 





OO SI ES 還 較 nl Me hr I 


めし ます 。 
ーーーーーー 一 一 進み ます 。 次 の 画面 は , 元 画像 と が ほとん ど 問 題 に た ら な い 画 像 と 
プロ グラ ム の 実行 結果 復元 画像 を 3 次 元 グ ラフ ィ ッ ク 表 いえ ます 。 写真 3 は 元 の 画像 と 復 


ブロ グラ ム を 走ら せる と , 写真 示し ます 。 何 か の キー を た た け ば , 元 画像 を 並べ て 表示 し た も の で す 。 
1 の よう な メニ ュー 画面 が 現れ ま 地 初 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 復元 画像 の トッ プ に 濃く 表示 され 
す 。 変換 する 画面 を 数 字 で 選択 す それ で は , 表示 結果 を ご 紹介 し て いる 部 分 が ひずみ で す 。 


る と , DCT と 逆 DCT を 実行 し , 結 まし ょ う 。 写真 4 と 写真 5 は , 一 面 「 グ レ 
未 か ら 元 画像 と 復元 画像 の 間 の 誤 写真 2 は, 日 ご どろ の テレ ビ 放 送 ー の 画像 」 の ひずみ と , 画像 の 3 


凌 を マト リッ クス で 表示 し , SNR に よく 現れ る よう な 「 普 通 の 画像 」 次 元 表示 で す 。 極 め て 簡単 な 画像 
を 比率 と デシ ベル で 表示 し ます 。 の ひずみ で す 。 ひ ずみ の 率 は , で , 当然 , ひずみ は まっ た く 発 生 
何 か キ ー を た た だく と , 次 の 画面 に 0.00217 で , 53.3dB で すか ら , 劣化 し ませ ん 。 写真 6 と 写真 7 は , 「 水 





1 1 の ンコ 
導 計 8 


ンス リル ミミ い ミニ ミー | 
に まま ーー ミー ミー ミー ミー 上 ーー」 
に 
に っ 
GO CO SO GOG ぐり 
SD Co CD CD CO GOD GO GO < 
SGSQGOSーQQCQ 1 
G Gy Go Go Go の GO に 
に ーー | 


誤差 の 比率 は 9.99217 で す 。 
デン ベル に 換算 する と 53.3dB に な り ま す 。 
向 か の キー を 押し て 下さ い 。 企 


知 振 捧 寿 娠 妊 提 


写真 2> 「 普 通 の 画像 」 の ひずみ 


に ーー | に 。 
OSGGGGGQ < 
に まま ーー ま ミー ミー ミー ま -ー ミー) すま > 
ト に まま まま ーー まま - まほ - 提 還 生 *」 
COOQQQQQQQ の 
CO G2 GOGQGGQ 3 


9 し 
| 9 
2 し 」 
に し 
| 9 
に ) g 
い し 
4 し 


SO GO GS GO GSG GO 


宮 に よる 歪 は 無 加 で きる 値 で し た 。 
何 か の キー を 押し て 下さ い 。 購 





< 写真 4>「 グ レー の 画像 」 の ひずみ < 写真 5> グレ ー の 画像 


ヾ ep の . 799? に あ た 


に まま まま まま ミー 

に まえ ーー まま まま ーー ま ・) 

に 
SQ 人 6⑤⑳ の 
に まま ーー ま ミー ミー は --- 還 
SGGOGGQQQ の 
に まま ま ー ま - まま - は 琶 ご | 


9 
| 
2 
】 
| 
に 
に 
7 


変換 に よる 歪 は 無 で きる 値 で し た 。 
価 か の キー を 押し て 下さ い 。 條 








こさ で SS や で 


< 写真 7> 水平 の 正弦 波 
母 の 値 が 小さ く な っ た た めで 。 ひ 


< 写真 6>「 水 平 の 正弦 波 」 の ひずみ 


元 鞭 像 と 復元 画像 の 誤差 ii 
- 天 < / に YE 」 
1 3 4 5 6 ずみ て の ) ゎ も の の 低 生 は , 壮介 の 男 | 
も 「 避 8 全 和 20 0 像 と 変わ っ て いま せん 。 
1 馬 全 全 義生 語 : 人 
人 人 
が 馬 人 まま を 生ま 写真 8> ーー ーー 
5 9 1 9 M : 9 : : これ まで で , MPEG の 画像 圧縮 
7 馬主 SNR を 比率 と 


技術 の 中 心 的 な DCT の 変換 と 逆 
DCT 変 換 を 見 て きま し た 。 次 回 
は , ハフ マン 符号 化 に 話 を 進め る 
定 で いま す 。 


デシ ベル で 表示 


詳 差 の 比率 は 9.67685 で す 。 
97) で <: 還 マ / ル 』 + 内 
個 か の キー を 押し て 下さ い 。 | 





平 の 正弦 波 」 の デー タ で す が , 変 
換 の 基準 と な る 余弦 関数 と 親戚 関 
係 に ある だ た め , 誤差 は 発生 し て い 
ませ ん 。 


ー の パル ス で す 。 写 真 8 に 出 て い 
る よう に , ひずみ は 0.07685, 22. 
3dB に な っ て そい ます 雪 学 ああ も 容 
は , 大 き な ひ ずみ が 出 て いる よう 


8 種 の 画像 デー タ の 中 , 最も ひ で す が , ひずみ の 定義 式 で わか る 
ずみ の 発生 し や すか っ た の は 。, 単 よう に 。 単 一 パレ ルス で ある た め 分 


/*※ This program is for transforming a block of pictrue data defined 
by 8*8 pixcels into DCT coefficients by using the MPEG DCT formula. 
DCT coefficientS are again transformed to picture data by the MPEG 
1nverse formula and their_ difference values from the origina1] ones 
are calculated as a Signa] to Noise Ratio. 


レグ / 





#include 
#include 
# tnclude 
#include 
#include 


く <stdio。.h> 
<math,.h> 
く Conio.h> 
く 攻 半 え 人 ので.。 航 
<graphics.h> 


#define PAT 3.14159 








mait( ){ 
char msg[8][20]={ “普通 の 画像 ", 
"平坦 な グレ レー 画像 ", 
"水平 スロ ー ブ 画 像 ", 
"垂直 スロ ー プ 画像 ", 
【 リ スト 4】 表 示 を 含ん だ プロ グラ ム 
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char 


1nt 


Se の . 799? 


inbuf[10]: 


={ 


picture[8][81][8] 


47。 50,。 61,。 71。 81, 83, 88, 93, 
り 1 。 69, 72。 81。 92。 95,。100,108。, 


08 。 /8。 82 。 92。111 120.124 125。 
75, 86, 96,108, 125,139, 144,145, 
82.100.109,126,139,144 149。153, 
98 , 112,127, 132.144 151 .153。156。 


115,130,131,143,150,155,160,163. 
121.140,141.150,.159,161,162。163, 


28、128.128.128.128。128.128。128。 
128.128,128.128.128,128,128,128, 
の お 1 28 128 、1281128、1 タ 8 128 128。 
128,128.128。128j.128,.128,128。128。 
128.128。128。128.128.128,128,128。 
128.128.128.1283128 128、128,128。 
128.128.128。.128.128.128.128。128。 
128,128,128,128,128,128,128,128, 


48, 68。 88,108,128,148,168,188, 
48, 68, 88,108,128,148,168,188, 
48,。 68, 88,108,128,148,168,188, 
48, 68, 88,108,128,148,168,188, 
48, 68, 88.108,128,148,168,188, 
48, 68, 88,108,128,148,168,188, 
48, 68, 88,108,128,148,168,188, 
48, 68, 88,108,128,148,168,188, 


188,188,188,188.188,188,188,188, 
168,168,168,168,168,168,168,168, 
148.148.148,148.148,1418,148,148, 
128,128,128,128,128,128,128,128, 


108,108,108,108,.108,108,108,108 


68, 88, 88, 88, 88, 88, 88, 88, 


68, 68, 68, 68, 68, 68, 68, 68 


48, 38, 48, 48, 38, 48, 48, 48, 


64。109.128.109,。 64。 18。 0。 1 
64。109。128.109。 63。18。 0。 1 
64.109.128.109。 64。 18。 0。 1 
64.109.128,.109。 64。 18。 0。 1 
64.109,.128.109。 64。 18。 0, 1 
64.109,128.109。 64,。 18, 0, 1 
64 109。128.109。 64。 18, 0。 1 
64.109.128.109,。 64。 18, 0, 1 


64。 64。 64。 64, 64, 64。 6+1。 6 


8 」 
8 , 
8 
8 , 
8 
8 , 
8 
8 , 


まり 


109,109.109,109,109,109.109,109。, 
128.128.128,128,128,128.128,128, 


109.109,109,109,109,109,109,109, 


64。 64,。 64,。 6 は 43。 64,。 64。 64, 64, 
まま 。 うき 。 まき は 。 18。 18。 18。 8。 18。 
0。 ゆり ひ 。 0。 0。 0。 0。 9d。 0。 
18。 18。 18。 18。 18。 18。 18。 18。 


128.128。 0。 0.128.128。 0。 0。 


128。128。 0。 0.128.128。 0。 0。 


UM。 DL2SG.128。 0O.。 、128。 128」 
0。 0、128.128。 0。 0.128,128。 
28.128。 0。 0 も 28。128。 0 , 0, 


128.128, 0, 0,128, 128, 0, 0。, 


0。 0。.128.128。 0 , 0,128, 128 」 
り 。 0128.128。 ひ O。 128.128。 


D。 9。 作 。。 9。 衝 。。 0。 攻 。 る 。 
人 0。 。 - 笑 。 0。 0。 0。 ボ 。 。 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
全 。 信 。. ' 究 。| 目 。) 本 。。 。 1 搬 。 . 朋 。 
0。 9。 性 。 0。 の ひ 。 0。 9。 @。 
0。 0。。d。 0。- あま 」。 . 痢 。 @。 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0,。 0, 

【 リ スト 4 】 表 示 を 含ん だ プロ グラ ム ( つ づき ) 
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9, 0, 0, 0,。 0, 0,。 0, 0j: 


int dctint[8][8], ret_picture[8]1[8] , error[81][8], 
0 を 入 。 L。 立 。 上 。 きま 5 

ませ oO ぁ も まま _ め 出光 あゆ を じき 信 中 。 dctecofEfE81EL8]。 cu 81。 cvE8] 。 c1 。 c2。 c3。 
denominator, numerater, tota1 error, log error: 


do{ 

C1 で や SCT( 】* 
printf(”"\n\n\n\t\ 人 変換 画像 を 数 字 で 選択 し て 下さ い \n\n"): 
printf("\t\t\t1. 普通 の 画像 \n"): 
printf("\t\t\t2. 平坦 な グレ ー 画 像 \n"): 
printf("\t\t\t3. 水平 スロ ー プ 画像 \n"): 
printf("\t\t\t14。 垂直 スロ ー プ 画像 \n"): 
Printf("\t\t\t5。 水平 正 有 波 画像 \n"): 
Printf("\t\t\t6. 垂直 正弦 濾 画 像 \n"'): 
printf("\t\t\t7, 市 松 模 様 の 画像 \n"'): 
printf("\t\t\t8. 独立 パル ス 画 像 \n\n" )・: 
Printf("\n\n\t\ 人 変換 画像 (終了 は 9 ) = \ も " ): 
gets(inbuf ) : 
sscanf(inbuf。 "%d"。 &n): 
ri -= 1・ 
3 ず ( jm==8 ) 

ex1t(0): 
cu[0] = cv[O] = 1.0/sqrt(2.0): /* 補正 係数 の 初期 化 */ 
for(i=1: 1i<8: i++ ) 

CuEt1] = cvIi】 = 1。0: 
for(u=0: u<8: u++){ /* DCT 係 数 の 計算 */ 


for(v=0: vY<8: マ ヾ ++ ){ 
dctcofffullv] = 0。0: 
c1 = (1.0/4.0)*cu[u]*cv[Yv] : 
for(i=0O: 1 く <8: i++){ 


For(J=0j) J<83 J++){ 
c2 = cos((2.0* ネ (float)i+1.0)*(float)u*PAT/16.0): 
cC3 = cos((2.0*(float ))+1.0)*(f]loat )vy*PAT/16.0) : 


dctcoff[u][v] += (float)picture[n][i][)]*c2*c3: 


) 

dctcoffIu][vV] *= clx 

if(dctcoff[u] [v]<0 ) /* DCT 係 数 の 整数 化 */ 
dctcoff[u]l[v] -= 0.399999: 

elsSe 
dctcoff[u][v] += 0.499999: 

dctintful[v] = (int)dctcoff[ul[yv] : 

) 
) 
/ ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーーー * / 


/* ThiS program iS for transforming a block of DCT coefficients into 
picture data by using the MPEG TIDCT formula */ 


cul0】 = cvEO] = 1.0/sqrt( 2.。0 ): /* 補正 係数 の 初期 化 */ 
for(1=1: 1 く <8: i++) 


CUTI1] = cvI1】 = 1。0: 


for(i=0j 1i<8j ++){ /* 画像 デー タ の 計 候 */ 
for(J=0j J<8j J++){ 
1 めも でも GE や e ま ます 114 す 1 = 0.05 
for(u=0: u<8: u++ )( 
for(vY=0j ゞ <8: マ + ォ オォ) 人 { 
CcC2 = coS((2.0*※(float)i+1.0)* ネ (float )u*PAT/16.0 ): 
c3 = cosS((2.0*(float ))+1.0)* ネ (float )v*PAT/16.0 ) : 
f] picture[i][j] += cu[u]*cv[y]* ネ (float)dctint[u][v]*c2*c3: 


} 

) 

f1 pic も ure[ijIj』】 まま = (1。0/3 。0) : 

if(f] picture[i][j] く 0 ) /* 画像 デー タ の 整数 化 */ 
f]1 picture[i][j] -= 0.199999: 
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ず 6 上 1 
/*ーー 
TaDp 


char 
1 nt 


( 


Se の . 799? 


else 
f1_picture[i][j] += 0.199999: 


ret_picture[i][j] = (int)f] picture[i] [j)] 
) 
) 
ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ここ ここ ここ ニュ * / 
for(i=0,denominator=0.0,numerater=0O.0: 1 く 8: ュ ++ ) { 
for(jJ=0j J<8: j++ ){ 
denominator += (floa セ も )picture[n] [1] [j] : 
error[i][j] = picture[n][i][j] - ret picture[ 1i][j] : 
numerater += (float)(error[i][j]*error[ i] [j] ) 
} 
) 
1f(denominator == 0.0){ 
total_error = 0.。0: 
M = 1: 
) 
elsef{t 
total _error = sqrt(numerater/(8.0*8。 0) )/(denominator/(8.0*8. は 3 きす? 
1f(tota] error != 0.0){ 
log_ error = 20。 0*※log10(1.0/tota] error ) : 
u = 0: 
) 
else { 
u = 2 の: 
) 
} 
clrscr( ): 


printf(" 'YnYnYn\t\t 元 画像 と 人 復元 画像 の 誤差 *n*yn\t\t ” ポ 
for(i=0: 1<8: i++) 

printf("%5d"」i): 
printf(”\n*n' )・ 
for(i=0: i<8: i++) 人 { 

Printf( ”"\t\t%5d ます 

for(J=0j )J<8: j++ ) 

printf("%5d",error[i][j] ) : 
条 生 も すし 学 暫 "5 


) 
41 す ( き ミ # 1 
printf("\n\n\t 変 換 画像 の 振幅 は ゼロ て し た 。 \n\n" ): 
continue : 
) 
ます 導 す 可 妥 1 
printf("\n*n\t 和 差 の 比率 は %5.5f で す 。 \n*n",tota1 _@GrrYor ) : 
printf("\t デ シベ ル に 換算 する と 3.1fdB に な り ま す 。*\n\n",(1og error+0.03 
) 
else 


brintf("*n\n*\t 変 換 に よる 在 は 無視 で きる 値 で し た 。 *\n\n"): 


printf( *t 何 か の キー を 押し て 下さ い ぃ い 。"): 
getch( ) : 


clrscr( ): /*※ 計算 結果 の 表示 */ 


grraph3(picture , ret_picture,。 error。 msgln] , お 3 


) while( n<9 )・: 
rr) 0O: 


ーー ニー プー ーー 玉 / 


h3( array3, arrayv4 ,。 arrayo5, mSg,。 ni ) 


msg[ 20 1 : 
ネネ armav3。 * ネ array3 。 amYAYS。 nx 


LA も 3 きま 。 ま 。 
1eft。 top,。 right, bottom, depth = 8, topflag , 
graphdriver = DETECT, graphmode = PC98C1 6 。 
start_ x = 140,。 start y = 160, 


【 リ スト 4】 表 示 を 含ん だ プロ グラ ム ( つ づき ) 


73』 


Step = 20, width = 16, sl1ant = 10, s = g 3 
detectgraph( &graphdriver。 &graphmode ) 
initgraph( &graphdriver, &graphmode , "Ai:\BOLANDCBGIT" ): 
setbkcolor( BLUE ): 
cl]eardevice( ) 
moveto( 48, 32 ): outtexyt( msg ): 


fom( =0: きく <8: 1 キキ }){ 
for( j=0j J<8j j++ ){ 
moveto( start ぶ ヾ + step*※j,。 start ゞ Y + step*i ): 


left = start ヾ + Step ゎ *※ ) - slant ネ ュ ・ 
right = left + widthx 
bottom = start y + step※*※i・ 
top = bottom - ※( array3 +m ネ 61 + ji*※8 + ) )/S: 
1if( ネネ ( array5 + i*※8 + j] ) == O ) 
topflag = 1: 
else 


topflag = 0: 
1f( *※ ま ( array3 +n* ネ 64 + ii*※8 + ) ) >= 0O ) 
setfillstyle( SOLID_FILL, GREEN ) : 
else 
setfillstyle( SOLID FILL, RED ): 


bar3d( 1eft, top, right, bottom, depth, topflag ): 


) 


Start x = 380 
for( i=0j i<8: i++ ){ 
for( j=0j j<8: j++ ){ 
moveto( start _x ぶ + step*j, Start ゞ + step*※i ): 


left = start x + step*※) - slant* ネ ュ ・ 
r1ght = ]eft + width: 
bottom = start yY + Step ネネ ュ ・ 
top = bottom - *※( array+ + i*8 + ) )/(s): 
1f( * ネ ( array5 + * ネ 8 + す jj ) == O) 
topflag = 1: 
else 


topflag = 0: 


if( *( array1 + i*※8 + jj ) >= O ) 
setfillstyle( SOLID FILL, GREEN ) 
else 
setfillstyle( SOLID FILL, RED ): 


bar3d( left, top, right, bottom, depth, topflag ): 


1f( *※( array5 + i*※8 +) ) != O ) 人 { 
bottom = top: 
top = bottom - ※( array5 + i*8 + ) )/(s): 


topflag = 1: 


1f( * ま ( .amray5 + ji* ホ 8 + ] ) >= 3) 
setfillstyle( CLOSE_DOT_FILL, WHITE ): 
else 
setfillstyle( CLOSE_DOT_FILL, YELLOW ): 


bar3d( 1]eft, top, right, bottom, depth, topflag ): 


moveto( 80,。 344 ): outtext( " 元 画像 " ): 
moveto( 300, 344 ): outtext( " 復 
moveto( 520, 3441 ): outtext( "目次 
getch( ) : 

setbKcolor( BLACK ): 
cleardevice( ) : 

closegraph( ) : 

re も turr 0 
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【 リ スト 4 】 表 示 を 含ん だ プロ グラ ム ( つ づき ) 


! 32 エレ と 少 人 トロ ニク スラ アフ 





| 同一 回 路 定数 で 構成 する | 
実用 的 な 


| アウ テイ ブフ ィ ル ター 」 
アク ティ ブ ・ フ ィ ル タ を 製作 し 
ま と を す る を とき. ウソ デル ザ の 入 
手 が 面 倒 な 場合 が あり ます 。 例え 
ば , 図 1 の よう な ロー パス ・ プ フォ 
ル タ (以下 LPF と 略す ) で は, コン 
デン サ 選 」 と C。 の 比率 を 2 C, : C。 
// 2 と し な けれ ば な り ま せん 。 
入手 し や すい 値 と し て E6-E12 
系 列 を 採用 する の で , ちょ うど 2 ・: 
1 と する に は 1.5X10-“ と 7.5X 
10" し か あり ませ ん が , さらに 一 般 
性 を 考慮 する と E6 系 列 で 設計 し た 
い が , 2 : 1 の 比率 は 存在 し ませ 





パ 」 = > = 0 


NN ] 
C0 =2 テ た が 
の テア 2 ・ の OO 
の > = Co/72 


【 図 1 】 標準 的 な 12dB/octLPF 
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だ こ で 。 コ ロン デン シン ササ の 補 拭 抗 淀 の 
値 を 等 し く で きる フィ ル タ 回 路 に 
つい て 解説 。 実験 し て み ま す 。 


CR 回 路 綱 の 特性 | 


低 周 流向 路 で 使わ れる フィ ル タ 
の ほど と ん と が アデ グチ ィ ダ ャ サテ ォ メル 
グ や 。 挫 抗 . コン デン サビ 0OP ア アン 


プ な ど を 組み 合わ せ て 実現 し ます 。 


は じ め に CR 回 路 の み で 構成 する 
フィ ル タ の 性 質 に つい て 説明 し ま 
す 。 図 2 は 最も 簡単 な CR 型 ロ ー パ 
ス ・ フ ィ ル タ で , 遮断 周波 数 た より 
高い 周波 数 を 減衰 し ます 。 

遮断 周波 数 た と は 通過 域 を 基準 
に , これ より 振幅 が 1// 2 に 低下 
する 周波 数 を 言い , 








た 
IN 間 
低 グ 。 績 責 // 相 || 
和 
4 
人 
1 十 CZ 忌 < 


= テーtan. + ゅ めど ア 


A=1/ ソ 1 十 の ?C2 宮 ? 
より , 分 母 が /2 と な る た め に は 。 
の CZP7ー] の = テ 2 ァ /, 

(2z7)* 三 1 /C2・ 選 2 
アテ 1/2zCC さ た =1/2zCP 
と な じみ の 多い 式 と な り ま す 。 

振幅 (利得 A) が 1/// 2 に な る と い 
) こと は 。 ゲン シン ペル 義 記す る と, 

201ogio(1/ ソ 2 ) = ニー3dB 
と な り ま す ( た の こと を 一 3dB ポ イ 
ググ トド を 乱 甘 う ) 

CR 型 フ ィ ル タ で は 減衰 特性 が 融 
く (6dB/oct), 入力 周波 数 が 2 倍 

(オク ター プ ブ ) に な る と 出力 振幅 
が 1/2 に し か 減衰 し ませ ん 。 

フィ ル タ 回 路 は , 振幅 の 減衰 と 
同時 に 入出 力 問 の 位相 関係 も 変化 
し ます 。LPF の 場合 は , 遮断 周波 
数 た より 極め て 低い 入力 周波 数 で 
は 位相 遅れ を 生じ ませ ん が , 図 2 
の よう に た に 近づく に し た が い 遅 
れ , た に て 一 45' , た た 以上 で は や 
が て 一 90' に 達し ます 。 

任意 の 入力 周波 数 / で の 位相 角 2 
は , 9 ニーtan~oCZ より 計算 で 
さき, の ニ C ん で は , 


の ニーtan~`・ 1] ニー45 
に な り ま す 。 

CR 型 の フィ ル タ の 欠点 に は , 先 
は と 述べ た 減衰 特性 の 悪 き の ほ か 
に 周辺 回 路 イ ン ピ ー ダ ンス に 影響 
され る 所 で す 。 つま り 。 フィ ル メ 
を 駆動 する イン ピー ダン ス 包 は 抵 








【 図 2 】 CR 回路 網 の 特性 
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抗 パ に 対し て 十分 小さ く , 受 側 の 入 
カイ ン ピ ー ダ ンス ク ク 。 は 抵抗 に 対 
し て 十分 大 きく な いと , 遮断 周波 
数 た が 変化 し て し まい ます 。 

写真 1 は 久 =500。 クニ 1 MG, 
=16kQ, C=0.01zF(… た = 1 
kHz) で の 振幅 , 位相 特性 で す 。 使 
用 し た CR の 定数 は 計算 値 ど お り で 
は な い の で , た =996.6Hz と な っ て 
いま す が , これ な ら ほ ぼ ば 計算 ど お 
だ 前. ま すら 

一 方 , 位相 特性 は 1 目盛 が 22.5* 
で すか が から ん た に て 一 乱 * で す 。 


最も 基本 的 な 
| アク ティ ブ ・ フ ィ ル タ 


図 1 は 抵抗 2 本 ( ニ 羽 ) と コン 
デン サ 2 本 (Ci ミ C) に, OP ア ン 
プ ・ バ ッ フ ァ を 付加 し た 12dB/oct 
LPF で, CR 型 よ り 減衰 特性 を 良く 
する た だ め 回 路 の の 〇 (た 付近 の シャ ー 
プ き を 水 すず フ ラファ ク グ ) を 大 きく し て で 
いま す 。 

12dB/oct の フィ ル タ で は , の を 
1// 2 =0.707 に 設定 する と 最 平坦 
な 特性 (これ を バタ ワー ス 応 答 と 言 
う ) が 得 ち られ ます が , どう や っ て 
だ 上げ る か る 才 うち 。 シル サ 
を OP ア ンプ 出力 で 駆動 ( 正 帰 還 ) 
し , の と に アシ バラ シス な 容量 
を 設定 し て や り ま す 。 





【 図 3 】 同 一 定数 で 構成 し た 
12dB/octLPF 
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SN 本 細 (<: 四 中 し 由 り 1 
に 1 /RCdB)i 4 

19.99 
3118.5 


時 


ka いい 
| 症 。、 


< 写真 1> 
CR 型 フ ィ ル タ の 
振幅 A, 位相 9 特性 


4 う (0 


この と き の @ 〇 は 
の =1/2・( ソ /」/C。 ) で , 
両辺 を 2 乗 し て 整理 する と の 比 
率 が 求め られ , 
Ox くら こと で 
の ひ =1// 2 = ニ 2・C。 
と な り , 選 は の 2 倍 の 容量 と し 
な けれ ば な り ま せん 。 


同一 定数 に する に は | 


同一 定数 と する に は , 避 = 選 と 
し て 正 帰還 量 を 設定 する の と 同等 
な 方 法 は , 図 3 の よう に 帰還 ルー 
プ に 利得 を 持つ アン プ A。 を 入れ ま 
す 。 利 得 1 が 1 より 大 きく な る と 
回 中 の 〇 は 増大 し , A= 3 に 近づく 
と 不安 定 に な り , や が て 発振 し ま 
す 。 

@⑦ の 設定 は 利得 A で 行う た め 正 
確 な 利得 設定 を 要求 きれ, 〇 が 決ま 


AiTZR(dB)i @ 
上 


本 1 
闘い 


(写真 2> 
3kHz LPF の 
減衰 特性 


本 
> 内 
ト . 調 


ZDIV 


で っ 4 


「 55 1 5 時 2 


回 還 衝 | 
dB LEFT と 。 骨 っ ト 軒 /) 
Hz 


de@ いじ 


EL 


e= 


RZDIV 656. gae ' 
0 に < 典 


0 5 2 15 し: 電 8 


時 STRRT 199.989 Hz 
dee STOP 109P 99g.999 Hz 





れ ば , A= 3 Sa、 り 算出 で き , 
12dB/oct で バタ ワー ス 応 答 な ら 
の =0.707 で すか ら 

A 三 3 一 1.41 三 1.59 倍 

尺 ニ 必 (A 一 1 ) =5.9kQ 
と な り , 万 三 5.6kO と し ます 。 

これ で 抵抗 パ 々 を 等 し く ( 本 来 , 等 
し コツ が ン 状 も る 二 し くむ する 
こと が で きま す 。 設計 の 手順 と し 
て は , 遮断 周波 数 た が 決ま れ ば 都合 
の 良い コン デジ サ ( の の り リア クタ ン 


ス ぷに が 10k 一 100kO に な る 値 で 
メー1/2 ァ ヶ た ・C) を 選び , 

バテ 1/2z た ・C 
で 計算 し , た =3kHz, C=2,200pF 


で は , アテ 24kO と な り ま す 。 

写真 2 は 製作 し た LPF の 減衰 特 
ば 計算 どおり に な っ て い 
ます 。 上 側 の カー ブ (A。 出 力 ) は 通 
過 域 で 1.56 倍 (3.86dB) の 利得 を 持 


- 2 529808 し | 」 
人 】 4 145.799 Hz 
kT しい 過 2 1 


Cc 


と 訟 
dB STRRT > 商 2 し 2 半 
STOP 1 ggg gg.899 Hz 


* deg 
し に! 12GDBZ0CT C= -2299PF R=G4Ko_ 





エレ ング クト ロニ クス ラプ フ 





【 図 4】 アンブ プ A。 を 省略 する 方 法 
ち , 200kHz 以 上 か ら 減 衰 特 性 が 悪 
く な っ て いま す 。 こ れ は 使用 し た 
OP ア ンプ の 高周波 特性 が 良く な い 
だ た めで , A」 よ り 出 力 す る 場合 は 問 
題 あ り ま せん 。 

AA2 は デュ アル OP ア ンプ 
(TLO072) を 使用 し まし た が , 1 回 
路 で 行う に は 図 4 の 方 法 で も 可能 
で す 。 し か し , 通過 域 で 1.56 倍 の 
電圧 利得 を 持つ の で , ほか で アッ 


テ ネ ー タ を 入れ る 必要 を 生じ し ます 。 


| 18dB/oct LPF 


12dB/oct の 減衰 特性 で は 不満 な 
場合 は 抵抗 ,。 コン デン サ を お の お 
の 1 個 追 加 し て 18dB/oct と する こ 
と が で きま す 。 

標準 的 な 方 式 と し て は 図 5 の よ 
う に , パ ッ シ プ ・ フ ィ ル タ (6dB/oct) 
と 前 に 述べ た 12dB/oct ア クティ ブ 
フィ ルク タ を 組み 合わ せま す が , そ 
の まま で は 遮断 周波 数 た で 6dB 減 衰 
し , た 付近 の 減衰 特性 が ブロ ー ド に 
が っ て し まい 表す ず 。 

て そこで, 12dB/oct LPF の 6 を 大 
きく (@= 1 ) し , 全体 で ー3dB ポ イ 
ント が た に な る よう に し ます 。 

の 設定 は コン デン サ , を 
アン バラ ンス に する 方 法 と , 同一 
定数 と する た め ア ンプ A。 の 利得 A 
を A=2 と する 方 法 が あり ます 。 

次 に 紹介 する 18dB/oct LPF は , 
変則 的 な 設計 を し な けれ ば な り ま 
せん が , 18dB/oct で も 同一 定数 で 


ぐ Se の . 799? 


【 図 5 】 


標準 的 な 
18dB/octLPF 
パッ シ プ ・ フ ィ ル タ 
6dB/oct 
【 図 6 】 


同一 定数 で 構成 し た LPF 


フィ ル タ を 作れ ます 。 

図 6 は , 3 段 の CR 回 路 網 に 正 帰 
本 を か ける 方 法 で た い へ ん 便利 な 
フィ ル タ で す 。 焦 断 周波 数 た を 求め 
る 係数 ( 約 0.64) は , 実験 的 に 決定 
しま し 電 。 

方 法 は 3 個 の 抵抗 や を 同一 定数 
の 16k2。 コシ アッ ケタ サ で C き を すべ で て 
1.000pF (一 般 の た 1/2zCZ は 10 
kHz) と し て , ア ンプ A。 の 利得 を 可 
変 し な が ら , 周波 数 特性 が 最 平 直 
と な る 値 を 求め ます 。 

利得 A は 1.75 よ り 大 きい と , た 付 
近 に ピー ク を 生じ ます 。 


(写真 3> 
18dB/octLPF の 
減衰 特性 


3 し 3 し 才 
RZDIV 19.99 
に 


“ 5 
リリ | 





12dB/oct 





= 1.75 
(4.86dB ) 





写真 3 は 最 平坦 な 特性 が 得 ら れ 
だ とき の 減衰 特性 で , 一 3dHB ポ イン 
ト の 周 渡 数 た が 約 6.45kHz に 低下 
し て いま す 。 上側 の カー ブ は アン 
ブフ A。 出 力 の 特性 で , 利得 が 約 5qB 
大 きく な っ て いま す 。 

証 AM ェ () .64/2zC 
に な る の で , 回 路 定数 を 決め る と 
き コ ン デ ン サ C を 都合 の 良い 値 と し 
て , アテ 0.64/2z た ・C を 計算 し ま 
す 。 中途 な 値 と な っ た ら , 抵抗 回 
を 2 本 直列 に すれ ば , 正確 な フィ 
ル タ を 製作 で きま す 。 

この 回 路 も 先 に 述べ た よう に , 


~- う 3. の 68866 dB 
9 31 1 .167 計 


に 押 のり 隊 守 | 還 押 W 3l 


r STRRT 


212 間 121> 還 し 
de STOP 2 
9 3 R=16KS_ 
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OP ア ンプ 1 回 路 で も 実現 で きま す 
が , 通過 域 で の 利得 が 1.75 倍 に な 
うし まま va 表 。 


すべ て を 反転 アン プ で 構成 し た | 
| バイ クワ ッ ド 型 フ ィ ル タ 

まで た アダ ティ ヴェ ュ ラ メ 
ル タ は , 能動 素子 と し て OP ア ンプ ・ 
バッ ファ か 利得 を 持っ た 回 路 を 帰 
本 ルー プ に 入れ まし た が , 状態 変 
数 型 と 呼ば れる 江 用 性 の 高い フィ 
ル タ 回路 で は , 加減 算 回 路 , 積分 
益 で フィ ル タ 回 路 を 実現 し ます 。 

その 中 で も バイ クワ ッ ド 型 フ ィ 
ル タ は , 図 7 の よう に すべ て が 反 
転 ア ンプ で 構成 (積分 器 も 含む ) さ 


【 図 7 】 
バイク ワッ ド ・ 
フィ ル タ の 基本 回 路 


れ て いま す 。 

アン プ A」 は 抵抗 が 無けれ ば 単 
な る 反転 積分 回 路 で す が , 
ン サ C と 並列 接続 し て 不 完全 積分 
を 行っ て いま す 。 

アン プ A。 は 真 の 積分 回 路 で , 利 


人 





侍 が 一 1 と な る 周波 数 / は 

アニ 1/2zC 
の と き で す 。 

アン プ A。 は 単なる 位相 反転 の 目 
的 に 使用 きれ , その 出力 は 入力 に 
帰 可 し て ルー プ を 構成 し 安定 な 回 


( 〇 
アク ティ ブ ・ フ ィ ル タタ で 使用 する 部 品 


@ 〇 OP ア ンプ 

アク ティ ブ ・ フ ィ ル タ て で 扱う 最 
高周波 数 に お いて 、 十 分 な 負 帰 還 
量 が 得 ら れる 周波 数 特性 を 必要 と 
し ます 。 DC か ら 50kHz 程 度 な ら 一 
般 的 な OP ア ンプ を 使用 で きま す 。 

し か し 、 汎 用 0P ア ンプ と 言っ て 
も 4558 タ イブ より も 、 交 流 特性 が 
良く 、 入 力 抵抗 の 高い Bi-FET 型 の 
ほう が 、 使 用 する 抵抗 値 の 制約 が 
少な い (入力 バイ アス 電流 が 極め 
て 小さ い ) の で 、 設 計 の 自由 度 が 
あり ます 。 

代表 的 な 製品 と し て は 、TI 社 の 
TL シリ ー ズ (TL-072、TL-082 な ど ) 
や NS 社 の LF シ リー ズ (LF-353、 
LF-412 な ど ) が あり ます 。 
高周波 で アク ティ ブ ・ フ ィ ル タ 
を 実現 し よう と する と 、 当 然 、 高 
速 OP ア ンプ を 使用 する こと に な 
り ま す が 、 一 般 的 に は 入力 抵抗 が 
低く 、 バ イア ス 電 流 が 極め て 大 き 
い の で 注意 が 必要 で す 。 
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あ コ ンチ シン サ 
精度 が 良く 、 安 定 度 の 優れ た コ 
ン デ ン サ は 入手 も 難し く 、 高 価 で 
す が 、 普 通 の 用 途 な ら マ イラ フィ 
ルム 型 で 十分 で す 。0.01F 以 下 な 
IS 特性 も 良 

、 入 手 し や すい 精度 は 土 5 誤 
時 

高 精度 を 要求 する 精密 な か フィル 
クタ で は 、 双 信 電 気 の 0OS コ ン デ ン サ 
を お 勧め し ます 。 

高 誘電 率 系 の セラ ミッ ク (パス 
コン な ど で 使 用 ) や 、 タ ンタ ルコ 
ン は 使用 し な いで くだ さい 。 

通常 使用 する 容量 を 1.000pF、 
0.01 ル F、0.1zF と いっ た 値 で 設計 
する と 、 部 品 の 標準 化 が で き 経済 
的 で す 。 

@ 抵抗 器 

アク ティ ブ ・ フ ィ ル タ の 遮断 周 
波数 を 決定 する 要素 の ほとん ど は 
CR 回 路 網 の 時 定数 で 、 計 算 し た 
定数 どおり の 部 品 を 使用 すれ ば 、 
ほとん と ど 無 調整 で 製作 で きま す 。 


コン デン サ の 容量 は 都合 の よい 
値 を 選ぶ 設計 方 法 と し た の で 、 抵 
抗 器 の 値 が 、 中 途 半 端 な 抵抗 値 と 
な っ て し まう が 、 基 板 を 設計 する 
際 に 2 本 の 抵抗 器 を 直列 接続 で き 
る よう に し て お く と 便利 で す 。 
例え ば 、 計 算 結 果 が 122kQ だ と 
する と 100k0 と 22kO を 直列 に し 
- 北 だ 

ee ー ボ ン 型 で 

、 精 度 、 安 定 度 を 要求 する 用 

途 で は 土 1 多 誤 差 の 金属 被膜 抵抗 
益 が よく 使わ れ て いま す 。 

同一 定数 で 、 所 定 の 0Q を 設定 す 
る た め 、 バ パッ ファ ・ ア ンプ に 電圧 
利得 を 持た せる 設計 を し て いる の 
で 帰 本 回 路 で 使用 する 抵抗 器 は 、 
高 精度 な も の を 必要 と し ます 。 こ 
こ で 使用 する 抵抗 器 は 、 必 ず 金 属 
被膜 型 に し て くだ さい 。 
一 般 に 高い 0 を 設定 する フィ ル 
タ ほ ど 、 コ ン デ ン サ 、 抵 抗 器 は 高 
精度 な 品種 を 選定 する 必要 が あり 
ます っ 
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路 と し ます 。 

この 回 路 の 特徴 は ,。 すべ て 反転 
アン プ で 構成 され て いる の と , の の 
設定 が 容易 で , 大 き な の を 必要 と す 
る バン ド ・ パ ス ・ フ ィ ル タ (以下 BPF 
と 略す ) で 有利 で す 。 

回 路 構 成 は 複雑 で す が , 特性 の 
良い フィ ル タ を 作る と き に は 便利 
な 回 路 で , 設計 の 手順 は 極め て 簡 
単に 行え ます 。 

遮断 周波 数 た は な じみ の 多い 

た =1/2zCZ 
で 算出 で き 。 コ ン デ ン サ C を 都合 の 
ょ い 値 に し , 抵抗 を 逆算 し て 

アテ 1/2z た ・C 
らし で 水 あま すず 。 

次 に フィ ル タ の を 設定 する わけ 
で す が , 12dB/oct LPF で 使用 する 
場合 は , 〇 =0.707, BPF で 帯域 幅 
B を 狭 くし た いと き は , の 〇 を 大 きく 
(@ ニ ん /B) 設定 し ます が , ここ で 
の 実験 で は の 6=10 と し ます 。 

⑦ の 設定 は 抵抗 。 で 行い , 遮断 
周波 数 を 決定 する 抵抗 々 や と の 倍率 

(O=A。/ ん … 0O・Z) で すか ら 
暗算 で も 求め られ ます 。 

フィ ル タ 回 路 の 利得 A は 抵抗 
で 決定 し ます が , LPF 出 力 で は た よ 
り ず っ と 低い 周波 数 の 通過 域 利得 
は 4r。 ア / 欠 。。 た ( ピー ク の 周波 
多 ) で は 4 に ニル / と な り ま す 。 

一 方 , BPF 出 力 を 使用 する 場合 
は , 中 心 周波 数 ん で の 利得 を 言い 
4。 ニ 8。/C。 と し て 計算 し ます 。 

この の フィルタ は, 以上 で 述べ た 
よう に フィ ル タ 回 路 を 設計 する 際 

に 必要 な 有 要素 を 単独 に 計算 する こ 
ER 
ブロ ッ ク と し て 便利 で す 。 

し か し 欠点 と し て , た か が 12dB/ 
oct の フィ ル タ を 実現 する の に OP ア 
ンプ が 3 回路 必要 で す 。 こ の まま 


ぐ Se の . 7 の 9 





【 図 8 】 
2 史 グ フラッド ・ 
フィ ル タ 回 路 






と =0.01F 
OPE ア シン プ 、 ELO74 








で は 。。 Zn イオ パス 出力 At ドモ 
リ ミ ネ ー ト (BEF) 出力 が 得 られ な 
い の で 。 さら に OP ア ンプ を も う 1 
回 踏 必要 と し ます 。 


| バイ クワ ッ ド ・ フ ィ ル タ の 実際 | 


8 は , ク ワッ ド OP ア ンプ 1 個 


で 作る バイ クワ ッ ド 型 フ ィ ル タ で . 


基本 回 路 に アン プ A, を 追加 し て 
BEF (一 般 に は ノッ チ フ ィ ル タ と も 
呼ば れる ) を 得 て い ます 。 

この 回 路 定 数 は 4 また は た が 1 
kHz, の が 10 と な っ て いる こと は 先 
は どの 計算 式 か ら も 理解 で きる と 
思い ます 。 

反転 アン プ A。 に 付加 し た 可変 抵 
抗 人 V は , ま た は た を 正確 に 合 
わせ る た だ た め に 挿入 し て ui 


こし は 。 一 般 に 固 精度 0 つの 


< 写真 4 > 
LPF 出 力 の 減衰 特性 
7 三 100Hz 一 10kHz 


4MO 


RZDIV 5.g99 
BZDIV 58、 


サ C が 入手 し に くい ぃ い 点 を 考慮 し た た 
めで , 無く て も か まい ませ ん 。 
BEF( ノ ッ チ ) 出 力 は , 入力 信号 


と バン ド ・ バ パス 出力 BPF と 加算 す 
る こと に より 実現 し て いま す が , 


BPF 出 力 は 入力 信号 に 対し て 位相 
が 反転 し て いる た め 。 実際 に は 引 
き 算 回 路 と し て 動作 し ます 。 


| フィ ル タ の 特性 


図 8 の 回 路 定 数 で フィ ル タ の 減 
畠 特性 を 測定 し て み ま し た 。 
写真 4 は LPF 出 力 の 減衰 特性 
で , 遮断 周波 数 た に て 大 き な ピ ー ク 
を 生じ て いま す が , これ は の =10 に 
設定 し た た めで た より ずっ と 低い 通 
過 域 周波 数 に 比べ て ちょ うど 10 倍 
(20dB) ア w デ し て いふ ます 。 
LPF は 通常 は 高 の で 使い ませ ん 


> 計り | 計っ に 
' | 議 還 暫 「) 義 1 リッ 計れ 朋 人 
Bl QUAD LPF-0UT C こ 1999OPF R- 2・ 近 ・ き 1. 中 


ra STRRT 





: う ア 


の 1 に と 1 EE 上 近 を で 
RZDIV 5. ame っ 0 2 問 > 還 2 
BZDIV 59. 2 症 り 202 同 り 2 還 に 


提 * 生 を :『 1 時" 時 を 
RZDIV 5.999 Ca 12 病 [> 還 
BZDIV 59.6 deg STO 語 21: じ 商 2 半 1 


' 
CHT*BI GURD BPF-88T HI キキ EE 人 C- =16999PF R=16KS 0=19_ 


・ STRRT > 語り > 還 1 
・96 de STOP 1 の 9 ワ 9.999 Hz 
に 人 き Tn っ -OUT Q0=9.?7 1.92o5 19 


し sy やっ に し 212 2 症 ト 
) de@ TOP 1 > 語っ し |) 大 に 
中 細 リ 1 BEF_9UT ED ンコ 抽 サ や 6 ・ 財 





< 写真 7 > 写真 6 を 拡大 し て みた げ 7 ニ =800Hz 一 1.2kHz (写真 8> の を 変え る と 鋭さ が 変化 する 


か ら , 通過 域 の 利 香 を 0dB と する で ,3dB ダ ウン の 周波 数 が お の お の 2 本 の 抵抗 ? を 連動 し て 変化 させ 
こ は , 邦 三 アア と し て 設計 する と よ 0 る こと に より , 中 心 周波数 可変 フ 


MY で し 生 。 いう こと に な り , これ より フィ ル ィ ル タ を 作る こと が で きま す 。 

バイ クワ ッ ド 型 フ ィ ル タ の 最適 タ の @ 〇 を 計算 する と, 写真 6 は BEF 出 力 の 減衰 特性 
な 使い 方 は 。 バン ド ・ パ ス ・ フ ィ O=/B=1000/101=9.9 で , 中 心 周波 数 ん ( 1 kHz) で 大 き な 
ル タ で す 。 写真 5 は BPF 出 力 の 減 で , 設計 値 に か な り 近 い 値 で す 。 減衰 量 が 得 ら ちら れ , これ 以外 の 周波 
裏 特性 で , 中 心 周波 数 ん が 1 kHz バイ クワ ッ ド 型 の 応用 と し て は 数 で は ほとん ど と 減衰 し て いま せん 。 


減 哀 カー ブ を 見 る と か な り 急 時 
に な っ て いる の で , 拡大 し て みた 
の が 写真 7 で す 。 ノ ッ チ ・ フ ィ ル 
タ の シャ ー プ さも @ 〇 で 表現 し , 通過 


< 写真 9 > 域 よ り 3dB 低 下す る 周波 数 (( バ ンド 
中 心 周波 数 の 幅 B) の 逆数 に 中 心 周波 数 ん を 掛け 
可変 範囲 た 値 ( の = ヵ /B) が BEF フ ィ ル タ の 
⑦ に な り ま す 。 
6 に 2 当然 な こと で す が , 一 3dB 周 波数 
ント 人 ah 還付 1 汗 を 測定 する と お の お の 951Hz。 


80 | コ ・ 訂 1 VR-HIN- IA 59HZ/ZDIV_ 


1.050Hz で , BPF の 堂 域 幅 と 同じ 
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< 写真 10> CR フィ ル タ 
値 に な っ て いま す 。 

BEF 出 力 は , ある 特定 の 周波 数 
の み 鋭 く 減衰 で きる の で , 例え ば 
信号 中 に 含ま れる 電源 周波 数 (50, 
60Hz の ハム 雑音 ) な ど 除 去 に 応用 
で きま す 。 応 用 上 の 注意 事項 は , 
むやみ に @ を 大 きく 設計 し な いこ と 
で , 使用 する コン デン サ の 精度 , 
安定 度 が 悪い と 中 心 周波 数 が 変動 
し て , 大 き な 減 衰 量 を 得 ら れ な く 
な り ま す 。 


| フィ ル ダ の Q [ 


写真 8 は, フィルタ の の を 0.7 
ー10 ま で 変更 し た 場合 の 減衰 特性 
で , @=0.7 が バタ ワー ス 応 答 の 減 
歌 特 性 で , Z。= ニ の O= テ 11.2kO と し 
まず 。 

⑦= 1 は 遮断 周波 数 た に お いて , 
利得 A 人 が 1 に な っ て いる こと が わ 
か り , 逆 な 言い 方 を する と の と は た 
に お ける 利得 と 同じ で す 。 6 を 2, 







く 写真 13> 
バイ クワ ッ ド ・ 
フィ ル タ 


5 10 を 大 きく 設定 する こと に よ 
り 鋭 く か つの て Vs ます 。 


| 遮断 周波数 の 微 調 整 


フィ ル タ の 遮断 周波 数 を 決定 す 
る 抵抗 器 は , 誤差 土 1 % の も の で 
も 容易 に 入手 で きま す が , コン デ 
ン サ は そう も ゆき ませ ん 。 

一 般 的 に 多く 使わ れ て いる マイ 
ラ ・ フ ィ ル ム 型 は , 誤差 土 10% が 
多く スチ ロー ル 型 で 土 5 % で す 。 
も し 土 1 5 の 精度 を 要求 する と 非 
常に 高価 で , 入手 も 面倒 で す 。 

そこ で , 多少 精度 の 悪い コン デ 





< 写真 12> 18dB/oct 


ン サ を 使用 し て も 中 心 周波 数 を 正 
人 確 に 合わ せら れる よう 反転 アン プ 
A。 の 利得 A を 0.833 一 1.2 倍 まで 可 
変 で きる よう 可変 抵抗 器 ( CZ=2 
KO を 大 れき [が 。 

写真 9 は, 可変 抵抗 器 の 中 央 に 
対し て , 左 ま た は 右 に 回 し きっ た 
と き の 中 心 周波 数 の 変化 で , 約 圭 
8 % ぐ らい 可変 で きま し た 。 
実際 に は も う 少 し 可変 範囲 を 多 
く (ZZ= 1kO) し た ほう が よい か 
も し れ ま せん 。 

以上 の 実験 基板 を , 写真 10 一 13 
に 示し て お きま す 。 


(季刊 ) NHK 技 研 HSD 発行 の お 知ら せ 
「NHK 技 研 R&D」25 号 "93 年 8 月 15 日 発売 B5 版 60 貢 定価 1000 円 送料 210 幅 


| 内容 」 


主観 評価 で 用 いる 日 本 語 評価 用 語 の 知覚 間隔 の 均一 性 
ハイ ビジ ョ ン 用 1 イン チ 全 静 電 型 HAHP 撮 像 管 


メタ ル 燕 落 テ ー プ を 用 いた 小型 ハイ ビジ ョ ン VTH 


シリ コン 固 相 エ エピタキシャル成長 の X 線 HARP 撮像 管 に よる 観察 
動き 検出 ニュ ー ラ ルネ ットワーク 


購入 ご 希望 の 方 は , 最寄り の 書店 また は 下記 あて に お 申し 込み くだ さい 。 


日 本 放送 出版 協会 


ヾ Sep. 7992 


150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 41-1 
電話 注文 セン ター (TEL03-3780-3339) 
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あめ ア ソン 





上 窪田 登 司 





本 連載 講座 も 最終 回 で す 。 前 回 
の 続き で 応用 編 と し て , 今回 は , 


いろ いろ な 発振 回 路 を 解説 し ます 。 


この ほか に も OP ア ンプ は , 電源 回 
路 や 高周波 の 整流 。 オーデ ィ オ ア 
ンプ , 各種 セン サー 回 路 な ど 多 方 
面 に 応用 され て お り , 本 誌 に も た 
び た び 登場 し て いま す 。 今後 も ま 
すま す OP ア ンプ の 応用 は 多く な る 
を で も ササ 。 

と ころ で 系 1 回 か ら の まとめ と 
し て ,OP ア ンプ の 主 な パラ メー タ 
の 測定 が で きる OP ア ンプ テス ター 
が , 三田 無線 研究 所 (ブラ ンド 名 『 デ 
リカ 』) か ら 発 売 さ れ て いる の で , 
これ を 使っ て いろ いろ の OP ア ンプ 
の 評価 を し て み ま し た 。 最 終 回 の 
し め % 拉 と も 天明 細 企 し て あおき 
まし まう 。 


上 | OP ア ンプ 応 用 発振 回 中 
OP ア ンプ を 応用 し た 発振 回 路 は 
いろ ん な バリ エー ショ ン が 考え ら 


周波 数 の 選択 ,。 お よ ひ 同相 条件 の 決定 


ンー 


利得 条件 の 決定 
【 図 1】 0OP ア ンプ を 使用 し た 
CR 発振 器 の 基本 形 
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れ , 千 差 万 別 で す 。 し か し , 基本 


的 に は 発振 の た め の ル ー ル が あり , 


それ を 逸脱 する よう な 適用 は で き 
ませ ん 。 た と える ば, 使用 する OP ア 
ンプ の 利得 淀 域 幅 積 を 越え を る よう 
な 発振 周波 数 は 得 ら れ ま せん し , 
正弦 渡 発振 器 の 場合 は 波形 の ひ ず 
み も 考慮 する と も っ と 低い 周波 数 
止ま り に な る こと は 否め な い 事 実 
Cs 

さて , 正弦 濾 の 発振 の た め の ル 
ー ル で す が , 基本 的 に は 2 つの 条 
件 が 必要 で す 。 
① 発 振 周 波数 の 位相 が 入出 力 間 で 
360 度 。 も し く は その 整数 倍 に な る 
と 者 。 
② 発 振 周 波数 で の ゲイン が 1 以上 
で ある こ ょ と 。 

これ ら を 実現 する に は OP ア ンプ 
の 場合 正 相 , 逆 相 の 2 つの 入力 
端子 を 持っ て いる の で , 図 1 の よ 
う な 構成 で 可能 で す 。 入 出力 を 同 
相 に する 移 相 回 路 と 利得 条件 を 決 


【 図 2 】 
方 形 波 の 発振 


や =0.86 7 と する と 


7= 


5 





(Hz ) 








- 応用 組 2 


定 す る ゲイ ン 調 整 回 路 を 組み 入れ 
れ ば よい わけ で す 。 

発振 波形 は 用 途 に 応じ て 正弦 波 
や 方 形 波 , 三角 波 , の こぎ り 波 な 
どい ろ い ろ あ り ま す が , 工夫 する 
こと に よっ て いろ ん な 波形 が 得 ら 
れ ま す 。 

それ で は 初め に 最も 単純 な コン 
デン サ の 充 放 電 を 利用 し た 方 形 波 
の 発振 回 路 か ら み て み ま し ょ う 。 


上 | 太 形 波 の 発 折 


コン デン サ の 充 放電 を 利用 し て 
コン パレ ー タ 出力 を オン オフ す 
れ ば 方 形 波 発振 器 と な り ま す 。 
わ め ゆる 非 安 定 マ セル チバ イブ レー タ 
で す ( 図 2 )。 

原理 は 簡単 で す 。 い ま , 電源 投 
入 時 に は コン デン サ の 両端 電圧 は 
0 だ と し ます と , 高利 得 OP ア ンプ 
は ノイ ズ な ど に よっ て , 十 側 か 一 側 
か , ど と ちら か に 飽和 し ます 。 い ま 十 
側 の 飽和 電圧 出力 ( 約 13Vー14V) 


約 士 13V( 飽和 電 付 ) 
HH 
約 一 13V( 飽和 電圧 ) 


エレ ング ク トロ ニク スラ イフ 


(に が つっ だ る あんま し よう 。 を うす る 
と , コン デン サ に その 羽 が 充電 さ 
れる の で , 区 は 徐々 に 上 昇 し て い 
きま す 。 


一 方 心 は 
ーー 凍ら 。 ミ 
『s ニ Yo 本 尽 


で すか ら , 選 は この 電圧 に な る ま 
で 上 時 し , これ を 越え る と コン パ 
レー タ 動 作 が 反転 し , 出力 は 一 側 
の 飽和 電圧 (一 13Vー 一 14V) に な 
が 茜 宙 。 軸 上 意 。 選 は 


ー 幸 各 

で すか ら , は その 電圧 に な る ま 
で 反対 の 極性 に 充電 され ます 。 そ 
し て それ を 越え た 時 点 で , また 出 
力 は 反転 し ます 。 

これ を 繰り 返し て 方 形 波 出力 が 
得 ら れ ま す 。 

発振 周波 数 f は 


明 1 
_ 2Ailn1 十 2 兄 / 豆 。) 


で 与え られ る の で , 兄 テ 0.86 ん と 
すれ ば Inm( 1 填 2 避 / 鍋 ) 三 1 と な る 
の で , 


5 


f 


と な り ま す 。 こ の 例 で は 事 =10 
kQ, 1zF な の で , 発振 周波 数 
は 約 50Hz で す 。 

と の 組み 合わ せ に よっ て , 
1 Hz 程度 の 非常 に 低い 周波 数 か 
ら ,OP ア ンプ に も より ます が 数 100 
kHz まで の 発振 器 が 可能 で す 。 


【 図 4 】 
電圧 制御 発振 器 


Se の . 7999 





上 千波 の 


コン パレ ー タ と 積分 器 を 組み 合 
わせ る と, 方 形 波 お よび 三角 波 の 
発振 器 と な り ま す 。 図 3 で す 。 方 
形 流 を 積分 する と 三角 波 に な り ま 
す が , まさ に それ を 利用 し た も の 
で す 。 

動作 は 次 の よう に な り ま す 。 い 
ま コ ン パ レー タ OP, 出 力 が 一 側 に 飽 
衝 し て W ゆ な と し ます 。 そ うす る と 。 
この 電圧 は 積分 回 路 OP。 に よっ て 
反転 し , は プラ ス の 方 向 に 上 昇 
し 水 ず 。 

一 方 , 【【 は 愉 と 届 間 の 電圧 を 忌 
ど と 學 で 分 計 し た も の で すか ら 。 以 
が 上 失 する と 改 も 上 昇 し ます 。 し 
だ が っ て が 0V を 越え る と は 
反転 し て 十 側 の 飽和 電圧 に な り ま 
す 。 そ うす る と その 人 は 積分 され 
て (に 充電 され る の で ) 愉 は 下降 
し 始め ます 。 当然 反 も 下降 し , 0 
V を 過ぎ る と , コン パレ ー タ 出力 人 
は 十 側 に 反転 し ます 。 

以上 の よう に し て OP, の 出力 は 方 
形 渡 , OP。 の 出力 は 上 昇 , 下降 , 上 
井 。 下降 を 繰り 返す 三角 波 を 発生 
す 導 こと に 移り ま 李 。 


【 図 3 】 
三角 波 発振 回 路 


先 振 周波 数 /= 


先 振 周波 数 


呈 1 








( 


1 
や 5 十 2/ や 4 十 55 4 ) 122ー( 必 | 


6 と る の 波高 値 の 間 に は 

oo デ k 語 
の 関係 が ある の で , 図 の よう に 100 
kO に すれ ば ず , 三角 波 と 方 形 波 の 流 
高値 は 等 し く な り ま す 。 


上 和 条 発 拓 回 VCO 


方 形 波 の 発振 で 繰り 返し 周期 を 
決め る の は 選 選 の 時 定数 に よっ て 
決ま る IL と リフ ァ レ ンス 電圧 が 
ある こと は 図 2 で わか っ た と 思い 
ます 。 そこ で を 変え て 発振 周波 
多 を 変え る よう に し た も の が , 
4 に 示す 電圧 制御 発振 器 VCO 
(Voltage Controlled Oscillator) 
で す 。 

電圧 を 変え る と どの よう に 充 放 
電 特 性 が 変わ る か を 計算 する と 図 
に 示し た よう な 発振 周波 数 に な り 
ます 。 直 流 電 圧 切 、 に よっ て 変化 す 
る こと が わか り ま す 。 0 V 一 土 15V 
で 周波 数 は 数 10% 変 化し ます 。 

発振 周波 数 を 常に 安定 に する た 
め に , 出力 を 整流 し 直流 に し て 帰 
本 させ る 方 法 や , 文字 どおり 電圧 
に よっ て 周 渡 数 を 変化 させ る 回 路 
に よく 使用 され ます 。 


5 100k 


1 2 
4 


(> 76 十 6 ) 6 2ー (や 性 )2 2 


も し 坊 と 必 が な けれ ば , 通常 の 方 形 波 発振 器 と な る 


ーー 
7 ご 2  n(1+2/ 古 ) 


7 イ 』 


上 下弦 波 和 振 器 一 移 析 形 


OP ア ンプ が 使用 きれ る よう に な 
る 以前 か ら 正 弦 渡 発 振 器 と し て は 
よく 見 か ける も の の 一 つ に 移 相 形 
と いう も の が あり ます 。CC に よっ 
て 位相 を 180 度 ずら せ て , さら に ア 
ンプ で 180 度 ずら せ ば , 計 360 度 ず 
れる の で , その 周波 数 の ゲイ ン が 
1 以上 に な れ ば , 発振 する こと に 
ぶり ます ず 。 

移 相 形 に は CZ の 挿入 の 仕方 で ハ 
イ バ パス 形 と ロー バス 形 が あり ます 。 

移 相 回 路 の 伝達 関数 C( ぁ ) は 


C(@)= 


コン "wu 差 帳 ・ 衝 

(pCA) に (gpC | 
と 計算 さき れる の で , 発振 する ため 
に は 虚数 項 が 0 で な いと いけ な い 
の で 。 


0 
9 一 eoC6* 


か ら , 


0 


、 
の 三 2 ァ f 6 Cp 


ゆえ に , 発信 周波 数 f は, 
移 相 回 路 選 
ce 
と と C 10k 





ハイ ノ パ ス 形 


ンーーー ヘ ーーー ヘ へ 台 
だ 。 刀 電 10k 





ー 1 
_ 2 ァ / 6 CZ 


で す 。 
また だ, この 関係 を 上 式 に 代入 し 


て 整理 すれ ば , 選 ミ ー1/29 と な り ま 


す 。 一 と いう の は 位相 が 180 度 遅れ 
る こと を 意味 し , 振幅 は 約 1/29 に 
な る こと で す 。 し た が っ て OP ザ チン 
プ の ゲイ ン は は 発振 周波 数 に 対し て 
29 倍 以上 な いと いけ ませ ん 。 

1 Hz 以下 の 非常 に 低い 周波 数 か 
ら 数 100kHz く らい まで 安定 に 発振 
し ます が , OP ア ンプ に よっ て は 利 
得 常 域 幅 積 の 小さ いも の で 数 100 
kHz で は 29 僅 の 利得 が 得 ら れ な い 
も の も ある の で , 高 域 限界 は OP ア 
ンプ に よっ て 決ま り ま す 。 

な お , 波形 ひずみ の 点 か ら は , 
ロー ノバ パス 形 の 方 が 高調 波 が 発生 し 
に くい の で 有利 で す 。 


1 ウィ ー ン ブリ ッ ジ 形 発振 回 


ウィ ー ン ブリ ッ ジ 形 発振 器 は 考 
和 案 者 の 名 を と っ て ター マン 発振 回 
路 と も いい ます 。 図 6 の よう に 移 
相 回 路 を 構成 し た も の で , 低 ひ ず 

移 相 回 路 必 





ロー ノ パ ス 形 


いずれ も 発振 周波 数 は アニ テ ー を っ 
【 図 5 】 移 相 形 発振 回 路 


4 サー ミズ 変 
/ ニ ーー ニー ニーーーー 
め 0 と 2 1 /?2 【 図 6 】 
7 =g ウィ ー ン プ ブリッ ジ 形 
避 3 の 1 発振 回 路 
C ュ パ ィ 
】 42 


み で 比較 的 安定 , 移 相 回 路 が シン 
プル で 減衰 量 が 少な いな どの 特徴 
が あり ます 。 移 相 回 路 が ウィ ー ン 
プ ブリッジ と 呼ば れる 交流 ブリ ッ ジ 
と よく 似 て いる た め , この 名 が あ 
り ま す が , ウィ ー ン ブリ ッ ジ の 平 
衡 人 条件 と は 全く 関係 は な い の で , 
誤解 の な いよ うに し て くだ さい 。 
この 伝達 関数 C( ぁ ) は , 

C(e)= 3 トー らら の 
と な り ま す 。 い ま 毛 王 選 ニア, 選 ー 
ーーC と すれ ば 





Cm ーー 表 
(oo) = 3 十 ] | ecx Cp | 
とら な る の で 。 
1 
” CC 


すなわち f =1/2zCZ で , 振幅 が 
1/3 と な り 位 相 は 同相 と な り ま す 。 
し た が っ て OP ア ンプ の 同相 入力 端 
子 に , この 移 相 回 路 を 挿入 し , ゲ 
イン を 3 倍 に 調整 すれ ば , 正 帰 還 

し て 発振 する こと に な り ま す 。 

な お , CZ が 異な る 時 は , 上 式 か 
ら 発振 周波 数 f は , 

1 

ー 2zVCiC。 is 
と 恋人 ます 。 

図 6 で 増幅 度 を 決め る の は 毛 / 
。 で , これ が 最終 的 に 3 倍 に な れ 
ば よい の で , 電源 投入 時 は 増幅 度 
が 大 きく , 発振 出力 が 生じ し る に 
つれ て 増幅 度 を 下げ る よう に , こ 
の 回 路 で は 尺 に サー ミス タ ( 例 : 
STB-120V) を 使用 し て いま す 。 

が 。 に 邊 熱電 球 ( 例 : 12V/10mA 
ー24V/5mA 程 度 , その 場合 尺 は 
2k 一 10kQ 程 度 に 選ぶ ) を 使用 する 
こと も あり きす 。 タン グ ス テ ン 電 
球 は 電流 が 増加 する と , 抵抗 が 大 
きく な る 性 質 が ある の で , 自動 利 


エレ クト ロニ クス ラプ アフ 


得 調 整 回 路 (AGC) と し て 使用 で き 
る お 本 で す 。 

も っ と 高安 定 な 振幅 特性 を 得る 
ht 
せ て 自動 利得 調整 する 方 法 が あ 
Fs 衣 『E 江 Me 

よく 知ら れ た 接合 形 FET で ある 
2SK30A を 使用 し て いま す 。 こ の 
FET は ゼロ バイ アス 時 は , チャ ネ 
ル 抵 抗 は 約 1 kO 程 度 な の で , 直列 
抵抗 10k と で 約 11kO な の で 2.5k と 
の 並列 で , 約 2kQ が と いう こと 
に な り ま す 。 し た が っ て ゲイ ン は 


2 oc 大 
1 5ー=3.35 代 


と な り , 容易 に 発振 し ます 。 そ し 
て 発振 出力 尼 の ピー ク 値 が (ツェ ナ 
ーー 電圧 約 4V(RD4A) 十 ダイオード 
1S1588 の ドロ ッ プ 電圧 約 0.5V ) = 
4.5V を 越え る と FET は 負 の バイ ア 
ス が か か り , チャ ネル 抵抗 は 大 き 
な り ま す 。 こ すし て 倫 休 の ゲイ 
ン は 下がり , ちょ うど 3 倍 に な っ 
だ た と ころ で 安定 に な り ま す 。 





【 図 7 】 AGC 回 路 を 追加 し た 
ウィ ー ン ブリ ッ ジ 発振 器 


na 


Is 


2 
発振 条件 = で ・ 発振 周波 数 7= 


Sep. 799? 


その 他 い ろ い ろ と AGC 回 路 は 考 
えら れ ま す が , 安定 度 や ひずみ の 


点 か ら は , この FET を 用 いた も の 


が 最も 推奨 で きる も の で す 。 
振幅 を ボリ ュー ム で 可変 で きる 
ょ うに し て 調整 を より 完璧 に し た 
も の に 図 8 の よう な 回 路 が ある の 
て 夫人 旬 し て お きま す オ ペア ンプ 
回 踏 の 手ほどき 」 白 土 義男 著 NHK 
出版 より )。 

OP ア ンプ の 選び 方 で す が , まず 
発振 周波 数 を いく ら に する か に よ 
り ま す 。 希望 発振 周波 数 の ゲイ ン 
が 最低 で も 3 倍 は 必要 で , 実際 に 
は AGC の た だめ の 余裕 や 低 ひ ずみ 化 
の ため の ゲイ ン も 必要 な の で 3 倍 
と いう わけ に は いか な いで し ょ う 。 
も っ と 20 倍 と か 30 倍 , ある い は そ 
れれ 上 傘 し いる こと こ 訪 で すず 。 し た が 
う て /40C で は 10k 月 2 くも ゆい 表 や で 
LF356 で 数 10kHz と いう と ころ で し 
ょ うか 。 筆者 は CA3140 で 500kHz 
を 安定 に 低 ひ ずみ に 発振 させ た こ 
と が あり ます 。 

また だ た ,OP ア ンプ 自身 の 位相 遅れ 
も 顕著 に な る の で , 計算 し た よう 
な 発振 周波 数 が 得 ら れ な いよ うに 
も な り ま す 。 





し 0 
【 図 8 】 自動 振幅 調整 (AGC) 回 路 の 例 


【 図 9 】 
その 他 の 発振 回 路 例 ① 


シン (の) 


次 に CZ の 選び 方 で す が , コン デ 
ン サ は 損失 の 小さ い フ ィ ル ムコ ン 
デン サ に し ます 。 た と えば 4.7/F と 
10kO で , 約 3.3Hz を 得る 場合 コン 
デン サ は 電解 コン デン サ で は 不安 
定 に な る 場合 が あり ます 。 フィル 
ム に する べき で す 。 

し か し , フィ ルム コン デン サ の 
容量 は せい ぜ い 10zF ま で で , それ 
以上 は 非常 に 大 きく な る の で , お 
の ず と 低 域 側 も 制限 が 生じ ます 。 

抵抗 値 の 上 限 は 使用 する OP ア ン 
プ の 入力 バイ アス 電流 に よっ て 制 
限 を 受け ます 。Bi MOS 形 で は 10 
MO を 使用 し て いる も の を 見 か けた 
こと が あり ます が , Bi FET 形 
(LF356 タ イプ ) で は 1 MQ, バイ ポ 
ー ラ タイ プ ブ の 741C で は 100kQ ど ま 
り と し た ほう が よい で し ょ う 。 


上 その他 の 発 所 回 中 


OP ア ンプ と CZ を 組み 合わ せ た 
発振 召 は , 先 に 述べ た よう に いろ 
ん な バリ エー ショ ン が 考え られ ま 
す 。 

めずらし い ゆい 発振 器 と し て 図 9 に 
発振 条件 に か か ら な いで 周波 数 
を 可変 で きる 回 路 を 示し ます 。 同 
様 に 図 10 も 安定 な 振幅 が 得 ら れる 
も の と し て 知ら れ て いま す 。 

図 11 に は 少し 発振 条件 が 厳し い 





 / 礎 
発振 周波 数 7= 辻 。 
た だ し mm = の = の C 


【 図 10】 その 他 の 発振 回 路 例 ② 
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や 
発振 条件 C1 < 2 年 5 。 3 この 


2zry 1 人 r2 2 3 


【 図 11】 その 他 の 発振 回 路 例 ③ 








先 振 周波 数 7= 


で す が , フィ ル タ に 帰還 を か け て 
同相 条件 を 満た し た 周波 数 で 発振 
する 回 路 を 示し ます 。 

最後 に 図 12 に ステ ー ト ・ バ リア 
ブル ・ フ ィ ル タ に 帰還 を か け て で て 発 
振 さ せる 3 相 発 振 器 の 例 を 示し ま 
す 。 以 前 に 本 誌 で (も う 10 年 以上 も 
前 で す が ), 超 低 ひ ずみ 発振 器 と 高 
性 能 ひ ずみ 率 計 の 製作 記事 を 発表 
し た こと が あり ます が , その と き 


製作 し た 発振 で す 。 積 分 回 路 で 


構成 され て いる た め , 目的 の 発振 
周波 数 以外 は 凄い 減衰 を し て 高調 
波 の 発生 が ほとん ど な い , 事 低 ひ 
ずみ の 発振 器 と な り ま す 。 容易 に 
0.0001%( 1 kHz) の ひずみ 率 が 得 
られ だ こと を 覚え て いま す 。 
原理 は 方 形 流 を 発振 させ て , こ 
れ を 積分 回 路 に よる フィ ル タ を 通 





】 オイ 


【 図 12】 
ステ ー ト ・ パ 
リア ブル ・ フ ィ 
ル タ を 応用 し 
た 3 相 発 振 舌 


2SK30A 


し て ルー プ させ, 高調 波 を 減衰 さ 
せ た だ た も の と 考え て 差し 支 そ を ありま 
和正 。 

図 の よう に 積分 益 が 2 段 シ リー 
ズ に 接続 され て いる の で , 90 度 づ 
つ 位 相 の 異な っ た 信号 が 得 ら れ ま 
す 。 発振 周波 数 は 





。 ・ 3 
「 24C 
で 与え られ ます 。 


は 100kQ 程 度 の 2 連 ボ リュ ー 





P~ 一 0F2 
TLO84 


ム を 使用 すれ ば , 周波 数 を 10 倍 く 
らい 容易 に 可変 で きま す 。 ま た C を 
ステ ッ プ 可変 に で も すれ ば , も っ 
と 広範 囲 の 周波 数 の 可変 が 可能 と 
な 人 サ ます 。 

出力 の 振幅 制限 回 路 は 必要 で , 
この 回 路 は 上 述 し た FET の チャ ネ 
ル 抵 抗 を 利用 し た も の で す 。OP,。 は 
1S1588 と と も に 整流 回 路 を 構成 し 
だ た も の で , 平滑 性 の 良い か つ レ 
スポ ンス の 早い 動作 を し ます 。 


へ み 、 OP ア ンプ デス ター 


テリ カ IMODEL 360 
に よる 特性 測定 


写真 1> 

0P ア ンプ テス タ 
ー「MODEL 360」 
(三田 無線 ) と 

今回 測定 し た 

OP ア ンプ 類 


三田 無線 研究 所 は 苦 か ら オ シレ 
ー タ や 真空 管 試験 益 , 半導体 試験 
癌 。 イン ピー ダシ スプ リッ ジ な ど 
の 測 定 器 の メー カー と し て 有名 で , 
今回 の OP ア ンプ テス ター も 教育 用 
だ け で な く , 実際 の 製造 現場 や 試 
作 ・ 人 研究 現 場 で も 多く 使用 きれ て 
いる 便利 な 測定 益 で す ( 写 真 1)。 
OP ア ジ プ め どう や う パ パラメータ 
が 測定 で き , どの よう な スペ ッ ク 
を 持っ て いる の か , 表 1 に 「MO 
DEL 360」 の 取扱 説明 書か ら 主 な 


エレ ング トロ ニク スラ テイ ブフ 


規格 を 抜粋 し ます 。 

測定 値 は 最大 1999 カ ウン ト ま で 
ディ ジタル 表示 し , 測定 項目 に よ 
り V, mV, nA の 単位 , お よび 小 
数 点 が 自動 選択 きれ ます 。 だ れ で 
も 読み 違い の な い 正 確 な 値 が 得 ら 
れ ま す 。 表 示 感 度 は ノー マル と 10 
倍 感度 の 2 レン ジ が 装備 され て い 
まず 。 

あと で 述べ る よう に 最大 出力 電 
圧 4。 と 同相 分 除去 比 CMRR は 4 
4、, 4CMR か ら 計 算 で 求め る よう 
に な っ て いま す 。 写真 2 に 「MO 
DEL 360」 の 前 面 パ ネル を 示し ま 
す 。 

被 測定 OPD アン プ は , 標準 的 な ビ 
ン 配 列 に な っ て いる も の は , 専用 
の ソケット が パネ ル 面 に あり , そ 
の 他 の ピン 配列 の OP ア ンプ は パネ 
ル 上 の ピン ジャ ッ ク を 用 いて マニ 
ュ ア ル で 接続 し ます 。 キ ャ ンタ イ 
プ の 丸 形 OP ア ンプ は 付属 の ソ ケ ッ 
ト が ある の で , それ を 使用 し て パ 
ネル 面 の ソケット に 挿入 で きま す 
(写真 3(3)。 (b)) 。 

測定 は すべ て 閉 ル ー プ で 行わ れ 
る の で , どん な 素子 で も 簡単 に 良 
否 テ スト も 同時 に で きま す 。 

測定 時 の 負荷 は 無 負 世 ま た は 2 
kQ の 選択 が 可能 で , 負荷 に よる 特 
性 の 変化 を 調べ る に も 適し て いま 
す 。 

被 測 定 OP ア ンプ は 1 度 に 1 個 だ 
げ 汗 赴 し ます 。 シ シグ ル 。 デュ ア 
ル な どの OP ア ンプ を 同時 に 挿入 し 
て お いて 次 々 に 測定 する と いう わ 
け に は いき ませ ん 。 

また , 測定 回 路 の 供給 電源 電圧 
は 土 15V で す が , 外部 電源 を マニ ュ 
アル 接続 し て , 土 5V 一 土 18V で 測 
定 す る こと も 可能 で す ( た だ し 4, と 
CMRR は 土 12V 一 土 18V)。 写真 4 


ぐ Sep. 799? 


正面 パネ ル 


に 定 項目 の 切り 替え スイ ッ チ 部 
分 の クロ ー ズ アッ プ を 示し ます 。 

それ で は , どう いう 測定 が で き 
る の か , 実際 に 測定 し な が ら , そ 
の 原理 も 含め て ( 今 ま で の 復習 を 兼 
ね て ) 説 明 す る こと に し ます 。 





(①V。。 の 測定 

入力 オフ セッ ト 電 圧 で す 。 理想 
的 に は 入力 に 何 も 加 えな い 場 合 , 
OP ア ンプ の 出力 は ゼロ の は ず で す 
が , いく ら か 出る こと が あり ます 。 
これ を オフ モッ ト 電 圧 と いい ます 。 
入力 オフ セッ ト 電 圧 の 正確 な 定義 


測定 項目 
入力 オフ セッ ト 電圧 0 一 土 19.99mV 【 表 1 】 
入力 バイ アス 電流 0 一 土 1999nA TIODEIL360」 の 
入力 オフ セッ ト 電 流 0 一 土 1999nA = 
最大 出力 電圧 0 一 土 19.99V 主 な 規格 


開 ル ー プ 利得 誤差 電圧 
同相 信号 誤差 電圧 


0 一 土 1999mV 
0 一 土 19.99mV 












開 ル ー プ 利得 1000V/mV 一 0.5V/mV (120db 一 54dB 相 当 ) 
同相 信号 除去 比 1000V/mV 一 0.5V/mV (120db-55dB 相 当 ) 
(AAv,ACMR より 算出 ) 
マ アニュアル クレ シン ジ 
Vos, 太 , 7s 土 3 多 土 2digit 
Vo 土 2 め 土 1digit 
Avy,CMRR 土 10 土 10d 
土 15V 土 2 
電源 電流 土 150mA 以 上 で 警告 ラン プ 点 灯 , 電源 電圧 低下 開始 
入力 換算 で 土 25mV ま で 可 , 10 回 転 ヘ リカ ルポ テン ショ メー タ 使 用 
Avy, CMRR 測 定信 号 29Hz 土 10 
2kQ 内 蔵 , 外部 負荷 接続 可能 
(1) 専用 ソケット (デュ アル イン ライ ン ) 

シン グル , 1 回 路 型 (TLO071, 741 TYPE ) 

デュ アル , 2 回 路 型 (TL072, 358 TYPE ) 

クワ ッ ド , 4 回路 型 (TLO074, 3403 TYPE ) 
(2) パパ ネル 面 上 ピン ジャ ッ ク で 任意 の ピン 配列 選択 (最大 16 ピン ) 
マニ ュ ア ルビ ピン 配列 選択 用 16 個 お よび V 十 , Vー, 十 IN, 一 IN, 
OUT, GND の 6 個 , 土 2.5V 1mA 出 力 用 1 個 
AC 100V 50/60Hz 6VA 
取扱 説明 書 1 部 ,、 16 ピ ン レ バー ソケット ,8 ピ ン 丸 型 ソ ケッ ト ア ダ 
プター 各 1 個 , ピ ンチ ッ プ コー ド 5 本 , ピ ンー わ に ロコ ー ド 3 本 
230W ※145H メ 130D(mm ) 1.7kg 































電源 電圧 
過 負 荷 警告 
出力 電圧 審 調 整 
測定 周波 数 
出力 負荷 切換 
ピン 配列 選択 












は ンジ ッッ グ 










消費 電力 
附属 品 










寸法 ・ 重 量 
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る < 写真 3(a)> 
OPA 用 ソケット 


< 写真 3 (b)〉> 
キャ ンタ イプ 丸 形 
OPA 用 ソケット 


RANGE 
DOWN = 














本 
AAv ACMR 〔 与 真 4> 






50 ADJ 





「MODEL 360」 の 測定 項 / 100 
目 切り 替え スイ ッ チ 部 【 図 13】!。 の 測定 
2 は オフ セッ ト 電 圧 を ゼロ に する よ 


うに 入力 端子 に 加え る べき 電圧 が 

A 上 * す が , 直接 測定 する こと は で 
ooo W 。 jo wm FUNCTION Is で す が , 直接 測定 ( 
AAv (mV) _ ACMR (mV) き な い の で , 本 機 で は 図 13 の よ う 


グ ヾ ここ NN >『 放 
5: Vo- | AVW |CMBR 回路 で 出力 に 生じ る 電圧 を 読 
[WI | AB) | QB) 
67 | 








ん で 測定 し て いま す 。 

















0.22 14.2 。 一 12.5 | 120 会 回 の 各種 の OP ア ンプ の 実測 結 
0.32 | 16 ー16 0.4 |14.2 一 12.9 | 88 128 に es 

0.011 |30 。 -30 0.5 |14.2 -126| 8g6 124 は 表 2 (os 欄 ) の よう に な り ま し 
2.16 |0.5 -0.5 0.6 13.5 一 13.6 | 106 88 た 。 が な りり パラ ツキ が ある と を が 











0.93 |0.3 -0.3 02 |13.5 -136| 105 | 103 
0.3 |13.5 -13.6| 105 | 9 
0.6 |13.5 13.6| 104 | sz 
137 一 13.5 
14.9 一 12.9 
13.9 13.3 
13.4 13.9 
99。 84 


わか り ま す 。 な お , 多く の OP ア ン 
プ を 肖 定 し て み ま す と , 時 間 と と 
も に 徐々 に 愉 。 は 小さ く な る も の も 
あり ます 。 つ まり 安定 し て いる わ 
け で す 。 こ うい っ た 時 間 に よ る 変 
動 や 温度 に 対す る 安定 度 を 見 る に 


























308AN 
CA3140E 
LO071 め 


TL072CP① 
② 






























































も 本 機 は 便利 で す 。 
13.4 一 13.9 
② 13.4 13.9 の の 測定 





21 
2.0 
1.0 
0.1 


13.9 一 13.8 
1 233 一 188 
悦 六 。 一 88 
13.3 一 13.8 
13.2- 一 13.9 
2 。 一 89 





入力 バイ アス 電流 で す 。 理 想 的 
に は OP ア ンプ の 入力 イン ピー ダン 
ス は 無限 大 で あっ て 欲し いわ け で 
す が , 実際 に は 入力 端子 に わずか 










TL074CN① 
② 
③ 
④ 

TLO84CN① 
② 
④ 


























13.2 一 13.9 な が ら 電 流 が 流れ ます 。 そ の た め 
EPR 出力 に 生じ る 電圧 を ゼロ に する 入 
【 表 2 】「MODEL 360」 に よる 各種 OPp ア ンプ の 実測 デー タ の 例 力 電 流 と し て ん が 定義 きれ て いま 


146 エレ と クト ロニ クス テラ イフ 





【 図 14】/』 入力 バイ アス 電流 の 測定 





【 図 15】 ゆい 最大 出力 電圧 の 測定 


者 g 
十 (プラス) 入力 側 の バイ アス 電 
流 を , 一 (マイナス) 入力 側 の バイ 
アス 電流 を 太 _ とし, この 2 つの 電 
流 を 加算 し た も の を 入力 オフ セッ 
ト 電流 ん 。 と 定義 きれ て いま す 。 
本 機 は 図 14 の よう な 回 路 で 測定 


し て も 表す:。 S. 閉 で ん 。。 S ぅ 開 で 


。-) S」 と 5S。 共 に 開 で ん 。 が 測定 さ 
れ ま す 。 

測定 例 を 表 2 の ん, ん 。 欄 に 示し 
ます 。 値 は も ちろ ん 小さ い 方 が 入 
カカ インピーダンス が 大 きい わけ で 
す が , 本 機 の 4 測定 は 主として バイ 
ポー ラ 形 の OP ア ンプ を 対象 と し て 
設計 され て いる の で , FET 入 力 形 
で は , ほとん ど ゼ ロ に な り ま す 。 
レン ジ を 高 感度 側 に すれ ば 読め ま 
す が , 最小 ケタ は ノイ ズ 等 の 影響 
も 出 て きま す 。 

以上 の 6s, j, 6s な ど は 本 機 の 
測定 範囲 を 越 を る よう だ と その OP 
アン プ は 不良 と し て 差し 支え あり 
ませ ん 。 


⑧V。 の 測定 
最大 出力 電圧 で す 。 入力 電圧 と 


ぐ Se の . 799? 


出力 電圧 は ある 程度 まで は 比例 関 
係 に あり ます が , 電源 電圧 で 決ま 
る 飽和 する と ころ が あり , それ が 
最大 出力 電圧 で す 。 

本 機 は 図 15 の よう な 回 路 に な っ 
て いて , 電源 電圧 は 土 15V で す 。 

S。 で 1 側 に する と 一 (マイ ナス ) 
側 出力 , 2 側 に する と 十 ( プ ラス ) 
側 出力 の 最大 値 が 得 ら れ ま す 。 
測定 例 を 表 2 の 欄 に 示し ま 
す 。 極端 に プラ ス 側 と マイ ナス 側 
の 値 が 異な る よう で は 不良 で す の 
で , 筒 単 に OP ア ンプ の 良否 を 判別 
て でき あこ と に も 座り ま ず 。 ま 才 政 
常 な OP ア ンプ で は 大 体 土 12Vー 上 
14V 付 近 に な り ま す 。 


(④Av の 測定 

オー プン ルー プ ダ ゲイ ン ( 開 ルー プ 
利得 ) で す 。 2 つの 入力 端子 間 の 電 
圧 変化 右 。 に 対す る 出力 電圧 の 変化 
分 の 比 を , 開 ル ー プ 利得 また は 


単に 電圧 利得 と 定義 され て いま す 。 


単位 は V/mV ま た は , dB で す 。 
本 機 は 図 16 の よう な 回 路 で 太 。 に 
比例 する 44y を 測定 し , 


ルー オス 4。【VmV] 


か ら 計 算 し ます 。 

一 般 に は 4, は 直流 で の 値 と し て 
発表 され て いま す が , 本 機 は 測定 
の 安定 度 を 高め る た め に 29Hz の 交 
流 で 測定 し て いま す 。 





【 図 16】4, 開 ルー プ 利 得 の 測定 


【 図 17】 
CMRR の 測定 





その 肖 定 例 を , 表 2 の 4y 欄 に 示 
し ます 。 


⑤CMRR の 測定 

同相 分 除去 上 比 で す 。OP ア ンプ は 
半 動 アン プ で す の で , 2 つの 入力 
端子 に 同相 信号 が 加え られ る と 増 
幅 さ れ な いで , 出力 は ゼロ に な る 
の が 理想 的 で す が , 実際 に は いく 
ら か アン バラ ンス が あり , 増幅 さ 
れ て 出力 され ます 。 CMRR は 巻 動 
信号 の 利得 4。 と 同相 信号 の 利得 
4。 の 比 と し て 定義 きれ て いま す 。 

本 機 で は , 図 17 の よう な 回 路 で 
同相 信号 に よる 出力 電圧 4CMR 
(mV で 表示 ) を 渦 定 し , 


_ 10 
CMRR = 一 で Ms [VmV] 


か ら 計 算 し ます 。4, と 同様 に 29Hz 
の 低 周波 で 測定 され ます 。 

この 測定 例 を , 表 2 の CMRR 欄 
に 示し ます 。4, と CMRR は 直流 で 
測定 し た 値 よ り 小 さい 値 に な っ て 
いま す が , それ は 交流 信号 29Hz で 
測定 し て いる た めで すか ら , メー 
カー 発表 の 特性 表 が あれ ば , その 
周波 数 付近 の 値 と 比較 する こと が 
肝要 で す 。 


】 4/ 


、 二 リブ イフ ブナ 人 で 





(ポタ ダン ) を マツ ウス で クリ ッ ク す 老 
だ けり で, コマ ンド や スク リプ ト を 





「 プ ァイル メー カーPro」 に は ス 
クリ プ ト と ボタ ン 機 能 と いう も の 
が あり ます 。 

スク リプ ト は 検索 や ソー ト (並び 
倫 え ), 印刷 と いっ た よく 使う 機能 
を 登録 し て お き , メニ ュー か ら の 
選択 や ショ ー ト カッ トキ ー 
ドキ ー と 数 字 キ ー な どの 組み 合わ 


ポタ ン で 実行 で きる の は , デー 
タベース を 操作 する の に 必要 な は ほ 
と ん どの コマ ンド と 前 述 の スク リ 
ンド 合 ず > 

この 2 つが 実行 で きれ ば 「 フ ァ 
イル メー カーPro」 を 立ち 上 げ て 必 
炎 な ファ イル を 開く こと 以外 の 通 


(マン 


せ ) で 実行 で きる よう に する も の で 常 の 操作 は すべ て 行え る と 思っ て 
す 。 る まい で し ょ 写 。 
ボタ ン 機 能 は 画面 上 に 設け た 枠 だ た だし, これ ら の 設定 内 容 は ユ 


0 5 10 15 20 25 30 秒 


NN 3.8 秒 (初回 ) 








⑤ 選 択 (検索 ) ドド つ 
該当 デー タ 11 件 陸 業 紅 2.4 秒 (初回 ) 
| 職 8 マッ 人 「 フ ァイル メー カー ーPro」 | 
@ / NN 1. 2 秒 ( 2 回 目 以降 ) 語る なのは gSgS589G59972058365S2 SE 
細 譜 調 2.4 秒 (2 回 目 以降 ) 
選択 (検索 PRIN 6.7 秒 (初回 ) 


NN 1.1 秒 (2 回 目 以降 ) 








⑨  ? ie 
農 1.3 秒 (2 回目 以降 ) 
⑨⑤ 高 速 検索 N 1.2 秒 
(完全 一 致 ) 較 計 1.9 和 
⑨ ソ ー ト 
② 立 ち 上 が り Eee ( 含 リ ター ン キ ー 4 回 ) 
を 人 姜 /9 秒 (ファ イル か ら 起 動 ) 
⑥ ス クロ ー ル 





6 分 24 秒 
【 図 1 】「 桐 」vs「 フ ァイル メー カーPro」 の 処理 スピ ー ド 比較 
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実行 で きる よう に する 仕掛 け で す 。 


Nhk 
止 し く 設 定 し な けれ ば な ら に 
と は いう まで も あり ee 

Mac で は マウ ス の 利用 が 前 提 と 
な っ て いま す が , デー タベース ソ 
フト で 画面 に ボタ ン を 配置 し , マ 
ウツ ス の グ クリック で 実行 で きる コマ 
ンド ペ ス グ リプ ト を ユー ザー が 作 

に 設定 で きる と いう こと は , お 

作 和 8 か ウト の 衝 を を 筒 まあ 
も の と し て 評価 で きる で し ょ う 。 

「 桐 」 に は こう し た 機能 は な く , 
通常 は すべ て の 操作 を ファ ンク シ 
ョ ン キ ー で 機能 を 選択 し な が ら 対 
話 形 式 で 進め て 行き ます 。 

唯一 可能 な 自動 実行 機能 と し て 
は 前 回 述べ た 一 括 処理 の ファ イル 
を 呼び 出す こと で す が , これ は あ 
くま で も コマ ンド を 記述 し た 1 つ 
の プロ グラ ム を 呼び 出す こと で あ 
り ,「 フ ァイル メー カーPro」 の ス 
クリ プ ト と ボタ ン 機 能 に 対応 する 
も の で は あり ませ ん 。 





現在 , 筆者 の 手元 に は 「 桐 」 の 
デー タ と し て 1.,132 件 を 収め た 住所 
災 プ ファ イル が あり ます 。 こ の デー 
タタ を その まま 「 フ ァイル メー カー 
Pro」 に 移し て 両 ソ フト の 処理 スピ 
ー ド の 違い を 見 て 見 まし た 。 

今回 対象 と し た 比較 項目 は , 主 
に デー タベース を 利用 (参照 ) す る 
と き に 行う 処理 を 想定 し た も の と 
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し まし 。 

デー タ を 入力 する 場合 は ソフ ト 
側 の 処理 スピ ー ド より も , 入力 そ 
の も の に 要する 時 間 の ほう が は る 
か に 長い た め ス ピー ド は あま り 問 
に な ら な いか ら で す 。 

1 が 結果 を 示し た も の で す が , 
全体 的 に か な り 特 徴 的 な 傾向 を 示 
し て いる の が わか る と 思い ます 。 

結果 を 詳し く 見 ます と , まず 処 
理 条 件 と し て デー タ の 検索 スピ ー 
ド を 調査 し まし た 。 

これ は 入力 し た デー タ の 中 か ら 
必要 な も の を 探し 出す と いう デー 
タベース ズ ス ツ プ フト に と っ で は も っ と 
も 特徴 的 な 作業 で す 。 

と ころ で , この 「 検 索 」 と いう 
作業 で は 両 ソ フト で ちょ っ と し た 
考え 方 の 違い が あり ます 。 

「 桐 」 で は 「 検 索 」 と 「 選 択 」 は 
明確 に 区 別 き され て いま す が 「 フ ァ 
イル メー カーPro」 で は この 区 別 が 
あり ませ ん 。 

「 桐 」 で 「 検 索 」 を 行う と 条件 に 
当て は まる 最初 の デー タ が 常に 1 
件 だ け 選 び 出 され ます 。 

この 場合 , 検索 を 行う 項目 に 対 
し て 事前 に 整列 を 行っ て いる と 検 
索 条 件 に 合っ た 最初 の デー タ が 画 
面 に 表示 され , デー タ に カー ソル 
が 当 な りり ま 光 ぷ そし て その デー タク 
の 下 に 連続 する デー タ が 並ぶ と い 
う 状況 に な り ま す 。 

だ だし, この 処理 で は 原則 と し 


ぐ Sep. 799? 





(写真 1> 
検索 画面 


< 写真 2 > 
選択 画面 
て 必要 と する デー タ に 対し て , 完 
全 に 一 致す る 条件 を 入力 し な いと 
目的 と する デー タ を 検索 で きま せ 
ん の で 注意 が 必要 で す 。 

これ に 対し て 「 選 択 」 は 入力 し 
だ 条件 に 一 致す る すべ て の デー タ 
を 探し 出し , これ を 一 覧 表示 し ま 
が 

この と き , 特定 の デー タ 内 容 と 
完全 に 一 致し た 条件 を 与える と , 
該当 する 1 件 の デー タ を 選択 し て 
1 件 引け 半 承 し ます 。 

つま り 全 デー タ の 中 の 1 件 だ け 
に 該当 する デー タ を 与え た 場合 , 
「 検 索 」 で は 全体 を 表示 し て いる 中 
の 該当 デー タ に カー ソル が 移動 す 
る (写真 1) の に 対し て 「 選 択 」 で 
は 該当 デー タ 1 件 だ けが 表示 され 
る (写真 2) と いう 違い に な っ て 現 
れ ま す 。 

これ に 対し て 「 フ ァイル メー カ 
ーPro」 に は 「 桐 」 の 「 検 索 」 コ マ 
ンド に 対応 する 処理 は あり ませ ん 。 

「 検 索 」 と いう コマ ンド で 処理 を 
行う と 基本 的 に は すべ て の 条件 で 
「 選 択 」 と な り ま す 。 

つま り 住 所 録 で 「 東 京 」 に 住所 
が ある 人 と いう 条件 を 与え て 検索 
する と , 東京 在住 の すべ て の 人 が 
選択 され ます 。 

そし て 東京 都 渋谷 区 X xX 〇 〇 5- 
3-20 と いっ た すべ て の 住所 を 入力 
し て 検索 を すれ ば , 該当 する デー 
タ 1 件 どけ が 表示 され ます 。 


1 件 の レコ ー ド が 選択 され まし た 。 
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つま り 「 フ ァイル メー カーPro」 
で は , 全体 が 見 を え を て いて その 中 の 
1 件 に カー ソル が 当たっ て と いう 
検索 状態 は な い , と いう と ころ が 
「 桐 」 と は 違う 部 分 で す 。 

この ため 「 フ ァイル メー カーPro」 
で は 検索 を 行う と 必ず デー タ が 絞 
られ た 状 器 に な り ま す の で , 次 に 
デー タ 全 体 か ら 再 び 検 索 を 行う た 
め に は 選択 状態 を 解除 し て お く 必 
妥 が あり ます 。 

さて 図 1 に 戻る と , この 「 リ 選択 
で 1,132 件 の 全 デ ー タ の 中 か ら 「 田 
中 」 と いう 姓 を 持つ 人 だ け を 選び 
出す 作業 を 行っ て 見 まし た 。 

結 林 は 11 件 の デー タ が 選択 され 
まし た だ た が, これ が すべ て 表示 され 
る まで の 時 間 で 「 桐 」 が 3.8 秒 , 「 フ 
ァイル メー カーPro」 が 2.4 秒 と い 
う 末 に な か なり まし も な 。 力 だし 。 と 
れ は いずれ も ソフ ト を 立ち 上 げ , 
その まま の 状 感 か ら 処 理 を 行っ た 
も の で す 。 

さら に , 選択 を 解除 し , 同じ 作 
業 を 行っ て 見 た の が 2 つ 目 の デー 
タ で す 。 こ こ で は 「 桐 」 が 1.2 秒 , 
「 フ ァイル メー カーPro』 は 同じ 2。 
4 秒 と いう 結果 に な り ま し た 。 

「 桐 」J は 1 回 目 と 2 回 目 で 3 倍 の 
スピ ー ド 差 が 出 ま し た 。 こ れ は 「 桐 」 
の 場合 デー タ が ディ スク 上 に ある 
の か , メモ リー 上 に ある か の 違い 
で す 。 つ まり 1 賠 目 で は まだ 全部 
の デー タ が メモ リー 上 に 展開 され 
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て お ら ず 。 ディ スク か ら 読 み 込み 


な が ら 検 索 を 行っ て いる た めで す 。 


も し デー タ が フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク に ある と , 読み 出し スピ ー ド が 
桁 條 い に 遅く な る た め 100 件 を 超え 
る よう な デー タ で は 満足 な 処理 ス 
ビ ピー ド が 得 ら れ ま せん 。 

次 に 該当 する デー タ が 1 件 だ け , 
つま り 特 定 の デー タ に 完全 に 一 致 
する 検索 条件 を 与え て 処理 を 行っ 
区 上 まし だ た 、 

ここ で は 「 桐 」 が 1 回 目 と 2 回 


月 で きら に 大 あな 違い が で まし た な 。 


初回 で 6.7 秒 , 2 回 目 以降 で は 1.1 
秒 と 約 6 倍 の 違い と な り ま し た 。 

これ に 対し て 「 フ ァイル メー カ 
ーPro」 は どちら の 場合 で も 1.3 秒 
と いう 結末 で し た 。 

次 の 高速 検索 と いう 項目 は 「 桐 」 
に は な く ,「 フ ァイル メー カーPro」 
に 用 意 き れ て いる コマ ンド で す 。 
一 
[| 」 な どの 記号 を 使っ て 数 値 あ る 
い は テキ スト と し て 入力 され た 数 
値 デ ー タ な どか ら , 範囲 検索 を 行 
う 場合 に 利用 し ます 。 

そし て 『 フ ァイル メー カーPro」 
に は さら に 順次 検索 と いう コマ ン 
ド も あり , これ は その 名 の と お り 
すべ て の デー タ を 順番 に 検索 し て 
テキ スト フィ ー ル ド の 部 分 一 致 検 
索 を 行い ます 。 
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写真 3> 筆者 宅 の パソ コン ( 左 : Mac, 右 : 98) 





だ た だ し , この 処理 で は 1,132 件 の 
デー タ を 順番 に 検索 する と それ だ 
け で 約 17 秒 ほど か か り ま す 。 

この た だ た め , 氏名 で 検索 し た い 場 
合 , 姓 で の 検索 , つま り デ ー タ の 


頭 か ら の 文字 列 で 検索 する 場合 は , 


通常 検索 で 行う ほう が は る か に 早 
く 目的 の デー タ が 得 ら れ ま す 。 
し か し , 名 の ほう で 検索 し た い 
と いっ た 場合 に は , 順次 検索 の 中 
に 用 意 さ きれ て いる 「 ニ =ー*”""」 と 
いっ た 書式 を 使っ て 必要 な 文字 列 
を ” の 中 に 入力 し て 検索 し ます 。 
「 桐 」 の 場合 に は , 検索 で も 選択 
で も 文字 列 を 入力 し た 後 で 「 部 分 
一 致 検索 : 1: し な い , 2 : 含 む , 
3 : 含 まな い , 4 : 先 頭 一 致 。 5 : 末 
尾 一 致 」 の 中 か ら 有 要求 に 合う も の 
を 選択 する と いう 方 法 で す 。 
「 桐 」 で も 「 選 択 」 の 場合 , すべ 
て の デー タ を サー ナチ し な けれ ば な 
り ま せん が , 2 回 目 以降 の 作業 の 
場合 に は 約 1 秒 程度 、 ほ と ん ど 瞬 
時 と いう 感覚 で 選択 が 行わ れ ま す 。 
次 に ソー ト (並び 変え ) で す が , 
これ も デー タ を 大 ま か に 見 る , デ 
ー タ に 現れ た 傾向 を 読む と いっ た 
場合 に は 見 方 を 変え る , つま り 切 
り 口 を 変え る と いう 意味 で 重要 な 
処理 に な り ま す 。 
図 1 の 結果 を 見 る と 「 桐 」 も 「 フ 
ァイル メー カーPro」 も 16 秒 ほど か 





か っ て いま す 。 しかし, 「 桐 」 の ほ 
う は 2 回 目 以降 で の 処理 時 間 は , 
※ り 1] 秒 程度 と な り 「 フ ァイル メー 
み ターPro」 は 変わ り ま せん 。 

この 差 は , 実は 処理 方 法 の 違い 
が 大 きく 影響 し て いま す 。「 桐 」 の 
場合 、 ソ ー ト 条件 を 初め て 登録 し 
て 実行 する と 約 16 秒 か か り ま す が , 
これ で 答 ら れ た 結果 は ファ イル 上 
こ 災 き 込ま れ ま す 。 

2 回目 に 同じ 処理 を 行う と 今度 
は , ソー ト 結 果 を ファ イル か ら 読 
み 出 し て くる と いう 動作 に な り ま 
すね 

そし て と りあ る そく ず 画面 に 表示 さ 
れる の は 1 画面 分 の 20 行 程度 だ け 
で す 。 こ の た め ほ と ん ど 瞬 時 に ソ 
ー ト が 終了 し た よう に 見 えま す が , 
実際 は ファ イル の 読み 込み と いう 
こら と だ に なり ま す 。 

試し に デー タ を スク ロー ル す る 
と 。 次 々 に だ データ を ディ スク か ら 
読み 出す 作業 が 行わ れる こと か ら 
処理 内 容 が ファ イル の 読み 出し で 
ある こと が わか り ま す 。 

ちな み に 「 桐 」 で は こう し た 処 
理 を 行っ て いる た め ソ ー ト 条件 を 
多数 作っ た り し た 場合 , 実 デ ー タ 
の 容量 より も か な り 大 き な フ ァ イ 
ル 容 量 と な っ て いる こと が あり ま 
9 。 

ちな み に 今 回 テス ト に 使っ た 住 
所 録 の テキ スト デー タ と し て の フ 
ァイル 容量 は , 200k バ イト 程度 で 
す が , 「 桐 」I の デー タベース ファ イ 
ル と し て の 容量 は , 1.200k バ イト 
と 約 6 倍 と な っ て いま す 。 

「 フ ァイル メー カーPro」 で は 「 桐 」 
の テキ スト デー タ を 読み 込ん だ 状 
態 で 約 300k バ イト 程度 で し た 。 

さて , ここ で 圧倒 的 に 差 が 出 た 
スク ロー ル に つい て 考え て 見 まし 
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ま 光 。 

「 桐 」 の 場合 , 野 線 な ど は グラ フ 
ィ ッ ク 画 面 を 利用 し て 表示 し て い 
ます が , デー タ の 内 容 そ の も の は 
すべ て 芝 キ え ス 邊 アー と し て 画面 
表示 が 行わ れ ま す 。 も ちろ ん スキ 
ャ ナ な ど を 使っ て 取り 込ん だ グラ 
フォ ィ ッ クズ を が ーー る し て 読み 込 
むと , グラ フィ ッ ク 画 面 を 使う わ 
け で す が , 今回 は この テス ト は 省 
競 ま も 。 才 。 

NEC の PC-9801 は 文字 を 専用 の 
メモ リー( 漢 字 ROM) に 持っ て い 
て , これ を 専用 の テキ スト 画面 に 
表示 する と いう 方 法 で 高速 な 処理 
を 行っ て いる こと に つい て は は 今 ま 
で に も 述べ て きま し た が , この 特 
徴 が いか ん な く 発 揮 さ れ た 結果 が 
スク ロー ルス ピー ド の 比較 で し ょ 
9 

に 対し で リプ テイ 贅 メ プー 
ーPro」 の ほう は 文字 の 1 つ 1 つ を 
ディ スク 上 の ファ イル か ら 読 み 込 
み , これ を グラ フィ ッ ク 画 面 に 展 
開 す る と いう 作業 が 必要 な た め , 
スク ロー ル は 極め て 苦手 な 処理 と 
な り ま す 。 

スク ロー ル 中 の 画面 を 見 て いる 
と , 1 行 分 を 約 3 回 に 分 け て 画面 
を 描き 直し な が ら ス クロ ー ル が 行 
われ ます 。 文字 の 読み 込み と 展開 
に 加え て , さら に この 画面 の 再 描 
画 が 行わ れる わけ で すか ら , 全体 
と し て 処理 が 重い こと は 十分 に 理 
解 で きま す が , 98 を 利用 し て いて 
Mac に 移る と 大 量 の テキ スト デー 
タ の スク ロー ル で は , 兎 と 亀 の 違 
い ぃ を 実感 し て し まい ます 。 

画面 の 再 描画 に つい て は , グラ 
フィ ッ ク の アク セレ レー タ な ど を 
利用 すれ ば か な り 早 く な る の で し 
ょ う が , コス ト も か な りか か り ま 


ヾ Se カ の . 799? 





さて , 処理 スピ ー ド の 比較 の 最 
後 は , 実際 に デー タベース を 利用 
する だ ため に コン ピュ ー タ 上 で ソフ 
ト を 立ち 上 げ て ファ イル 内 容 を 表 
示し て くれ る まで の 時 間 を 計り ま 
に た 。 

「 桐 」J は DOS 上 の すべ て の ソフ ト 
が そう で ある よう に , まず 「 桐 
を 立ち 上 げ て か ら 必 要 な ファ イル 


を 読み 込む と いう 手順 が 必要 で す 。 


この た め 18.5 秒 と いう 時 間 の 中 に 
は リタ ー ン キー を 4 回 押す と いう 
操作 が 入っ て いま す 。 

これ に 対し て 「 フ ァイル メー カ 
ーPro」 は 必要 な デー タフ ァイル を 
ダブ ルク グ リサ グ す る が だ 村 で す 。 

まず アプ リケーション が 起動 し , 
次 に ファ イル が 読み 込ま れ て 立ち 
上 が る まで , 途中 の 操作 は 一 切 不 
要 で す 。 

実際 の 起動 時 間 と し て は 半分 程 
度 で す が , オペ レー ショ ン と し て 
は これ 以上 シン プル な 方 法 は な い 
で し よ 9 

この あたり が 98 と Mac の 基本 的 


な 違い を 大 きく 感ずる と ころ で す 。 


ぉ お サ に 


誌面 が 少な く な っ て きま し た 。 
さま ざま な オペ レー ショ ン 環 境 
な ど に つい て も 述べ る つも り で し 
だ た が, 基 本 的 に アー タベース ソフ 
ト と 言う の は 極め て 奥 が 深く , 一 
通り の 説明 で は 理解 で き な い 部 分 
も 多い と 思い ます 。 

筆者 も 当初 は 「 桐 」 と いう ソフ 
ト に 惚れ こん で いた だ め 。 これ だ 
け は Mac の 世界 で は まだ まだ 対抗 
で き な い だ ろう と 思っ て いた の で 
す が , 実際 に 使い 込ん で みる と む 
し ろ 総 合 的 な 利用 環境 で は , Mac 





の ほう が 上 で ある と 実感 し て いま 
ae 

スク ロー ル 人 性 能 で は 圧倒 的 に 劣 
り ま す が ,1,000 件 を 超す デー タ に 
対し て スク ロー ル で 検索 する と い 
うこ と は 現実 的 で は あり ませ ん 。 

適切 な 検索 方 法 な ど を 身 に 付け 
る こと で むし ろ 総 合 的 な 処理 時 間 
で は 「 フ ァ ィ ル メ ー カ ーPro」 の ほ 
う が 上 回 っ て いる と も 言え る で し 
ド Wa 

ここ で は , 98 と Mac 上 で 利用 で 
きる 代表 的 な アー タベース ソフ ト 
の 特徴 を 述べ て きま し た が , 機能 
面 で の 大 き な 違 い は 「 桐 」 が グラ 
フ 機能 を 持つ の に 対し て 「 フ ァ イ 
ルレ メー カーPro」 に は な いこ と 。 そ 
し て 「 桐 」 の 一 括 処 理 コ マン ド が 
きわ め て 強力 で , これ を 利用 し て 
特定 の 業務 用 ソフ ト を 組む こと に 
よっ て 付加 価値 を つけ , これ が 商 
人 売 に な る ほど の も の で ある こと で 
す 。 

そし て 「 フ ァイル メー カーPro」 
の ほう は , その 優し い ユ ー ザ ー イ 
ンカ タカ フェー と > ッ イ ノ フ パ ーー チ 午 スト 
と 同じ よう な マウ ス に よる オペ レ 
ーション を 構築 する こと が で きる 
こと な ど が 大 き な を 特徴 と な っ て い 
あす 。 

98 の 世界 で 作り 上 げた デー タ も 
それ が テキ スト デー タ で あれ ば , 
簡単 な 操作 で 完全 に Mac 上 で 利用 
する こと が 可能 で す 。 

この シリ ー ズ は 今回 で 終わ り ま 
す が , 筆者 も この 1 年 で 98 か ら Mac 
に , ほとん どの 作業 を 移行 し て し 
まい ゆい まし な 。 

どちら が 良い か は 周囲 と の 関係 
な ども あり 一 概 に は 言え ませ ん が , 
少し で も 98 の 世界 と Mac の 世界 を 
知る 手がかり に な れ ば 幸い で す 。 
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テレ ビ の 受 受信 隊 寺 対策 に 新 技術 


テレ ビ の 受信 障害 は , 平成 9 年 
度 に 電流 障害 防止 協議 会 で 受け 付 
けた 件 数 に よる と , 全国 で 約 11.6 
力 件 で , その うち の 約 30% が 建造 
物 に 起因 し て いま す 。 

建造 物 に よる テレ ビ 受 信 障 害 の 
PPP し て は , 図 1 に 示す よ 

建造 物 側 の 対策 と 受信 側 の 対 
吉 ほか , SHF 放 送 局 を 建設 する 
方 法 が あり ます 。 

この 中 で 最も オー ソ ド ッ クス な 
対策 が 受信 側 で の 共同 受信 施設 の 
設置 で す が , 最近 で は , 建造 物 側 
に 新しい 技術 を 使っ た 対策 や , SHF 
放送 局 の 設置 と いう 新しい 対策 が 
取り 入れ られ る よう に な り ま し た 
の で 紹介 いた し 少し ょ う 。 
0 

電流 吸収 体 の 登場 
Ii 
き 


| 建造 物 側 の 対策 | 
し 建 坦 物 半 72 穴 


ー ゴ 


[受信 側 の 対策 


高 性 能 ア ン テ ナ の 設 四 
ーー ゴー スト 除去 装置 の 設 
「 その他 の 対策 | 
| 
ーー SHF 放送 局 の 設 直 
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克 面 材料 に よる 対策 で す 。 


建造 物 に よる 受信 障害 の うち し ゃ 
へ い 障 害 は , 建造 物 が 電波 を 通さ 
な い 物 質 で ある 限り 日 賠 の 陰 と 同 
様 に な くす こと は で きま せん 。 
また , 反射 障害 に つい て は 建造 
物 の 壁面 に テレ ビ 電 波 が よく 反射 
する 材料 を 使用 する と , 障害 範囲 
は か そっ て 大 きく な り ま す 。 
表 1 に 金属 板 を 100%% と し た 場合 
の 主 な 材質 の 反射 率 を 示し て いま 
す 。 反 射 率 100% と は 材料 に あたっ 
だ た 電波 が 全部 反射 する こと で す 。 
反射 に よる 障害 範囲 を 狭く する 
た め に は , 訂 面 材料 に 反射 率 が 低 


いも の を 使用 する 必要 が あり ます 。 


た だ し , ガラ ス や 磁器 タイ ル に 
て は , 素材 自体 の 反射 率 は 数 
26 と 低い の で す が , 透過 し た 電波 
が 建造 物 内 の 璧 や 金属 な ど 反 射 率 
が 高い 物質 で 反射 され , 再び 建造 
物 の 外 に 反射 波 と し て 出 て いく た 


“うい 


【 図 1 】 
受信 障害 対策 の 方 法 


鉄筋 コン グ リー ト 


友 器 タイ ル 


の ラフ 炊 


ド 吉 { 邊 能 上 


7 下 ラ ィ 





北 刻 秀 博 


め 反射 際 守 の 改善 効果 は 小さ く な 
ます" 
こ で 電流 が 物体 内 を 通過 する 

と き A の ェ キル ポー を 熱 エ ネル 

ー に 変換 し 反射 波 を 吸収 する 特 
を 持つ 材料 が 開発 され まし た 。 
これ が 電波 吸収 体 で 通称 フェ ラ 
イト と 呼ば れ て いま す 。 

米国 の ステ ルス 戦闘 機 に 使用 さ 
れ て いる レー ダ 反 射 塗料 も 電波 吸 
収 体 の 一 つと 言え る で し ょ う 。 

電流 障害 対策 と し て 使用 され る 
フェ ライ ト は , 酸化 鉄 と 2 価 の 金 
属 酸化 物 を 混合 し て 焼付 けし た も 
の で 比重 が 約 5 と 比較 的 重く , 約 
10 メ 10X 1 (cm) の タイ ル 状 に る 4 
て で いま す 。 

以前 は , フェ ライ ト を 建造 物 の 
刻 面 に 直接 貼り 付け る 方 法 が と ら 
れ て いま し た が , 超 高 層 化 する 現 
在 の 建造 物 で は , 工法 上 の 問題 な 
と か ら 図 2 に 示す よう に フェ ライ 
ト タ イ ル を 冬 面 内 に あら か じ め 埋 
め 込 ん だ PC パネ ル が 使わ れ , 電波 
踊 収 パネ ル と 呼ば れ て いま す 。 フ 
ェ ラ イト の サン ドイ ッ チ と 言っ た 
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【 表 1 】 民 面 用 材質 と 電波 反射 率 ( 例 ) 


エレ ググ ト ロニ クス ラプ ブフ ブ 






2 
電波 到来 方 向 


に 必 ル ょ が か 。 

電波 吸収 パネ ル の フェ ライ ト タ 
イル の 素材 や 厚み , 各部 材 と の 間 
隔 な ど は , 反射 障害 改善 の 対象 と 
な る 周 渡 数 や 入射 角度 に よっ て 異 
な が つて きま すず す 。 ま た 。 ェ ラ イト 
タイ ル が 埋め 込ま れ た 電波 吸収 パ 
ネル を 建物 壁面 の 何処 に , どの 範 
囲 に 使用 する か は , 建設 され る 建 
造物 の 立地 条件 等 に より 異な る た 
め , 建造 物 ご と に 電波 吸収 パネ ル 
の 設計 を 行う 必要 が あり ます 。 
表面 材 に は 反射 率 の 低い も の を 
使用 する 必要 が あり ます が , 磁器 
タイ ル や 花 こ う 岩 な ど 陶 板 や 石板 
を 用 いた も の が 実用 化 さ れ , 意匠 
の 点 で も バリ エー ショ ン が 広がっ 
を いま ず すず 。 
1 

地上 局 用 の 

ら っ に 人 人 ラボ ラル アンテナ 
人 ププ ププ アマ アマ アマ アマ アブ アブ アゲ ブ マゲ マゲ マゲ ェ マ ワ ェ 2 ェ ヤマ c ェ cl 

も う 一 つ , 受信 障害 の 対策 と し 
て 最近 SHF テ レビ ジョ ン 放 送 に よ 
る 対策 が 注目 され て き て いま す 。 
実際 に , ある 地域 で 広範 囲 な 受 
信 障 害 が 発生 し た 場合 に は , SHF 
テレ ビジ ョ ン 放 送 と 共同 受信 施設 
と の 対 琵 方 法 を 採用 すれ ば 
給 済 的 に 有利 か を 総合 的 に 検討 す 
る 必要 が あり ます 。 


ソー 


ヾ ぐ ep. 799? 


反射 体 (金属 メッ シュ ) 


還 ネ 量 

コン クリ ー ト 【 図 2 】 

電波 吸収 パネ ル 
(PC パネ ル ) の 構造 


その 選択 の 分 岐 点 は , 従来 約 
3,000 世 帯 と 言わ れ て いま し た が , 
最近 は SHF 関 連 機器 の 性 能 向上 や 
低 識 化 に より 約 2,000 世 帯 が . そ の 
分 岐 点 と 考え られ て いま す 。 そ し 
て , な お 一 層 の 低廉 化 を 目指 し た 
人 研究 が 進め られ て いま す 。 

また , 河川 や 道路 な ど 横 断 箇 所 
が 多い 場合 や 、 都 市 美観 の 問題 な 
と か ら 電 線 類 の 地 中 埋 設 化 地域 が 
対象 と な る 場合 に は , 戸別 に 受信 
で きる SHF 放 送 局 に よる 対策 が 威 
力 を 発揮 し ます 。 

この 局 の 周波 数 常 域 は , 衛星 放 
送 な ど と 同じ 12GHz 帯 の SHF で す 
が 対策 用 SHF は 衛星 放送 (BS) と 
箱 年 通信 (CS) の 中 間 に 都 市 受信 
障害 対策 用 と し て チャ ネル 番号 
63 一 80 ま で の 18 チ ャ ネル が 割り 当 
て られ て いま す 。 

わが 国 に お ける 最初 の SHF に よ 
る 受信 障害 の 対策 は , 昭和 54 年 6 
月 1979.6), 東京 都 足立 区 に 設置 
され だ SHF 局 に よる も の で す 。 

当時 の 受信 用 パラ ボラ アン テ ナ 
は 直径 が 40cm 必 要 で し た が , 最近 
民間 企業 体 と し て 初め て 東京 都 渋 
谷 区 に 設置 され た SHF テ レビ ジョ 
ン 中 継 局 の 場合 は , 受信 技術 の 進 
歩 に より 30cm の パラ ボラ アン テ ナ 
で 十分 で す ( 写 真 1 )。 





BS 届く あ が シ 名 み 


デ 





(写真 1> 個別 受信 の 例 
平成 2 年 6 月 (1990.6) に 放送 法 
及び 電波 法 の 一 部 が 改正 きれ, 放 
送 事 業者 以外 の 建築 主 な ども 受信 
対策 用 SHFE テ レビ ジョ ン 中 継 放送 
局 の 免許 取得 が 可能 と な り , 同年 
12 月 。 その 旧 一 号 が 当社 の 施工 に 
より 仙 台 市 に 設置 され まし た 。 仙 
吾 市 郊外 の 高き 100m の 和 観音 様 の 
頭上 に 送信 アン テ ナ を 設置 し て い 
の 

この よう に 電波 障害 対策 も 共同 
受信 施設 の 設置 が 中 心 の 時 代 か ら 
SHF 放 送 局 や 電波 吸 収 体 が 使用 さ 
れる よう に な り , 現在 で は この た 
め に 設置 され た SHF テ レビ ジョ ン 
中 継 局 が 4 局 , 電波 吸収 体 が 全国 
10 数 箇所 の 建造 物 で 採用 きれ る ま 
で se 融 梨 した: 

放送 設備 の 総合 技術 会 社 で ある 
私 ども で は , 受信 障害 対策 に 関す 
る 新 技術 の 開発 に 取り 組む と 共に 
復 雑 化す る 電波 障害 の 状況 に 応じ 
だ た コン サル タン ト 業 務 を 実施 し て 
お か ます 。 

( 則 NHK ア イ テ ッ ク 
受信 ・CATV 事 業 本 部 ) 
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飛 翔 放送 新 世 紀 へ 」 





NHK 放 送 技 術 人 研究 所 公開 か ら 





名 保 茂 





NHK 放 送 技術 研究 所 の 一 般 公 
開 が 5 月 28 日 谷 か ら 30 日 色 ま で の 
3 日 間 , 東京 都 世 田谷 区 太 の 当 研 
究 所 で 開催 され まし た (写真 1 )。 

この 公開 は , 昭和 5 年 6 月 の 開 
所 を 記念 し て 毎年 行わ れ て いる も 

。 一 般 の 方 々 が 研究 所 の 成果 
の 培い だ ける 年 1 回 の 機会 で 
す 。 展示 内 容 は 番組 制作 , 送信 , 
受信 な ど 放 送 に か か わる 技術 全般 
に わた り , 基礎 研究 か ら 応 用 ・ 開 


発 ま で 広い 範囲 に お よん で いま す 。 


今回 は 30 会 場 で 45 項 目 の 展示 が 
行わ れ ま し た 。 期 間 中 , 約 1 万 2000 
人 の 人 々 が 訪れ 盛況 で し た 。 

ここ で は , 展示 の 中 か ら 主 な 項 


目 を 選ん で 紹介 する こと に し ます 。 
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ハイ ビジ ョ ン 壁 掛け テレ ビ 
現在 1 日 8 時 間 の ハイ ビジ ョ ン 
試験 放送 が 行わ れ , 100 万 円 前 後 の 
ハイ ビジ ョ ン 受 信 機 が 手 に 入る よ 
う 相 な り ま し た 。 こ の バイ ゼ ジョ 
ン 受 信 機 の 重量 は , ブラ ウン 管 式 
の 36 イ ンチ クラ ス で まだ 90kg 前 後 
あり ます 。 

ハイ ビジ ョ ン の 人 迫力 ある 映像 を 
十分 に 楽し な に は 大 き な 画 面 が 理 
想 的 で す が , 受信 機 の 重量 や 容積 
を 考え る と , いわ ゆる 「 和 壁 掛け テ 
レ ゼ セキ か ビジ ョ ツン の ディ メス メ プ 
レイ と し て 最適 で す 。 

当 研 究 所 で は , 大 型 の ディ スプ 
レイ を 比較 的 容易 に 製作 で きる プ 


ラズ マデ ィ ス プレ イ ( 放 電 デ ィ ス プ 
レイ ) を 選び , 今世紀 末 を 実用 化 の 
目標 と し て 研究 を 進め て いま す 。 
今回 展示 し た 40 イ ンチ の パネ ル 
は 2 枚 の ガラ ステ 基板 を は り 合 わせ 
た 構造 で , パネ ル 製 作 技術 の 向上 
こよ り 発 光 部 の 開口 率 を 高め る と 
と も に , 封入 する ガス の 組成 を 最 
適 化 する こと に より , 昨年 展示 し 
だ た パネ ル よ り 明 る く な っ て いま す 
(写真 2)。 

今後 は 40 型 パネ ル の 開発 で 得 ら 
れ た 大 型 パ ネル の 製作 技術 , 駆動 
技術 を 土台 に し て , 長寿 命 化 を は 
じ め , 高 コ ント ラス ト 化 , 省 電 力 
駆動 な どの 研究 開発 を 進め , 「 灯 掛 
け テ レビ 」 の 実用 化 を は か っ て い 
きま す 。 


写真 2 > 40 型 ハイ ビジ ョ ン 壁 掛け テレ ビ 


< 写真 1> 入場 者 を 迎え る NHK 技 研 
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ハイ ビジ ョ ン Super-HARP 
ハン ディ カメ ラ 

ーー オー ル ラ ウン ドカ メラ を 目指 し て 
夜行 性 動物 の 生態 観 宗 や オー ロ 
ラ な どの 暗い 被写体 の 撮影 に は 高 
感度 の カメ ラ が 必要 で す 。 ハイビ 
ジョ ン 番 組 制作 の 多様 化 に 対応 可 
E な 弟 高 感度 カメ ラ の 実現 を 目指 
し て , HARP 方 式 撮像 管 の 研究 を 
進め て いま す 。 

昨年 開発 し た 1 イン チ SS( 電 界 
集束 ・ 電 界 偏向 ) 型 SGuper-HARP 
営 を 用 いた 超 高 感度 ・ 高 画質 カメ 
ラ は , ハイ ビジ ョ ン 映 像 の 世界 を 
大 きく 広げ , すでに 天体 撮影 な ど 
に 活用 され て いま す が , 今回 展示 
し た だ Super-HARP ハ ン デ ィ カ メラ 
は , 新た に 開発 し た 小型 の 2/3 イ ン 
ナ SS 型 撮影 稚 を 使っ て , 機動 性 ・ 
連用 性 を 改善 し まし た (写真 3 )。 
昨年 展示 し た スタ ジオ 用 標準 カ 
メラ に 比べ , 大 幅 に 小型 ・ 軽 量化 
き 槍 。 の wW だ 7 カメ ラ と し で ビデ 
オロ ケ グ ケ な ど に 使用 する こと が で き 
ます 。 こ の カメ ラ の 最大 感度 は , 
標準 型 2/3 イ ンチ サチ コン カメ ラ の 
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昌和 も イ ルム 2 
ハイ ビジ ョ ン 方 式 変換 装置 


(写真 4> ハイ ビジ ョ ン 方 式 変換 装置 


※ り 80 倍 (2000 ル クス, F25 相 当 ), 最 
低 被写体 須 度 約 9 ルクス (F1.7, ノ 
ー マ ル ゲ ダイン) です 。 こ の カメ ラ は 
グー ゲッ 電 計 を 売 え る と また だ たよ 
り , 真人 生か ら 月 明か り ま で 極め て 
広い 妥 度 範囲 で 撮影 する こと が で 
きま す 。 


ハイ ビジ ョ ン 方 式 変換 装置 

日 本 で は 走査 線 数 1.125 本 , 毎秒 
60 フ ィ ー ル ド の 規格 で 毎日 ハイ ビ 
ジョ ン 試 験 放送 が 行わ れん て いま す 
が , ヨー ロッ パ で は 走査 線 数 , フ 
ィ ー ル ド 周 波数 と も 日 本 と 異な っ 
て いま す 。 

昨年 , 国際 エレ クト ロニ ッ ク シ 
ネネ マフ ェ ス ティ バル の ドキ ュ メ ン 
クタ リー 部門 で グラ ンプ リ を 獲得 し 
だ た 「 リ アル = レン デラ ント 」 な ど 
は ヨー ロッ ク パ 方 式 の 1,250 本 /50 フ 
ィ ル ー ド で 制作 され , その まま で 
は 日 本 の ハイ ビジ ョ ン 受 信 機 で 見 
る こと は で きま せん 。 

ハイ ビジ ョ ン 方 式 変換 装置 は , 
この よう な 異な っ た 方 式 を 用 いて 
いる 国 の 間 で 番組 を 交 換 す る こと 


を 可能 に し まし た (写真 4 )。 

し か し 高 精細 な ハイ ビジ ョ ン で 
は , 現行 方 式 よ り も 高 精度 な 変換 
装 直 が 必要 で , これ に 必要 な 動き 
検出 動き 補正 な ど を 高 精度 で 行 
う 信号 処理 技術 の 開発 を 進め て い 
ます 。 

従来 の 方 式 変換 装置 で は , 動画 
像 の ボケ や ジャ ー キ ネス (動き が 不 
目 然 で 滑ら か さ が な いこ と ) が 問題 
と な り , 変換 し た 画像 は 原画 像 に 
比べ て 著しく 画質 が 劣る と いっ た 
現象 が 生じ て いま し た 。 

今回 展示 し た 装置 で は , 画像 を 
小さ な ブロ ッ ク に 分 け , お の お の 
の ブロック に つい て 動き の 情報 ( 動 
き の 方 向 と 大 き さ ) を 検出 し, その 
情報 を も と に し て 動き 補正 を 行う 
こと に よっ て , 画像 の 動き が 滑ら 
か で し か も ボケ の 少な い 高 画質 な 
変換 を 行う こと が で きま す 。 


高 性 能 ハ イ ビ ジ ョ ン 
4 板式 CCD 撮 影 実験 
良質 の ハイ ビジ ョ ン 番 組 を 制作 
する に は , 高 画質 で 機動 性 に 優れ 


! うぅ 


< 写真 5? ハイ ビジ ョ ン 4 板式 
CCD カ メラ に よる 撮像 実験 


た 小型 ハイ ビジ ョ ンカ メラ が 必要 
や す も 

当 研 究 所 で は , 2/3 イ ンチ 130 万 
画素 CCD を 4 枚 使 用 する こと で , 
ほぼ 260 万 画素 CCD に 相当 する 広 
帯域 の 輝度 信号 を 得る こと が で き 。, 
か つ 感 度 。 ダイ ナミ ッ ク レ ンジ な 
ども 優れ た ハイ ビジ ョ ンカ メラ を 
試作 し まし た (写真 5)。 

従来 の 3 板式 の カメ ラ は , 多く 
の 場合 プリ ズム を 使っ て レン ズ の 
入射 光 を 赤 , 緑 , 青 の 光 の 成分 に 
分 解 し , 各 成 分 に 各 1 枚 の CCD を 
使っ て いま す 。 CCD が 3 枚 使 われ 
る こと か ら , 3 板式 と 言わ れ て い 
まず 。 

今回 開発 し まし た 4 板式 の カメ 
ラ は , レン ズ の 入射 光 を 赤 , 青 , 
そし て 緑 を 2 つ に 分 解 し , 4 枚 の 
CCD を 使用 し て いま す 。 こ の た 
め , 入射 光 を 4 つの 光 に 分 解す る 
ダイ クロ イッ ク プ ブリ ズム を 新た に 
開発 し まし た 。 

緑 用 の 2 枚 の CCD は , 互い に 半 
画素 ピッ チ ず らし て ダイ クロ イッ 
ク プ ブリ ズム に は り 合 わせ て いま す 。 
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お の お の の 出力 信号 は 合成 され , 
広帯域 の 緑 信号 (48MHz) が 得 ら れ 
ます 

また 赤 , 青 の 色 信号 に つい て も , 
24MHz の 映像 淀 域 の 信号 が 得 ら れ 
ます 。 こ の カメ ラ の 水平 限界 解 像 
度 は 約 1,200TV 本 , 感度 は 2.000 ル 
クス F5.0, SN 比 は 約 52dB の 特性 
が 得 ら れ て いま す 。 


ハイ ビジ ョ ン 領 域 抽出 装置 

>HD ム ーー ビー マット ーー 

テレ ビ ド ラマ の 列車 内 シー ン で , 
事前 に 撮影 し た 外 の 景色 を は め 込 
ん で 合成 する 方 法 は , 従来 クロ マ 
キー 手法 と し て よく 使用 きれ まし た 。 
この 場合 ブ プルー バ ッ ク と いう 特殊 
な 背景 が 必要 で , 通常 の 自然 映像 
に は 使う こと が で きま せん 。 

当 研 究 所 で は , 切り 出し た い 対 
象 を 大 ま か に 指定 する だ け で , 任 
意 の 動画 像 か ら 対象 を 追跡 し な が 
ら 自 動 的 に 切り 出す こと が で きる 
ハイ ビジ ョ ン 用 領域 抽出 装置 を 開 
発し まし た (写真 6 )。 

この 装置 で は , 切り 出す 境界 線 





を オペ レー タ が 太い 線 で 指定 し ま 
の の とめ な 先 は 全 シ と ビュー タ 
が 境界 線 内 で 物体 境界 の エッ ジ ( 明 
る さや 輝度 が 大 きく 変化 する 部 分 ) 
を 検出 し , エッ ジ を つない で 真 の 
境界 線 を 求め ます 。 こ の 領域 抽出 
装置 を 使用 すれ ば , フル ショ ッ ト 
で 撮影 し た 走っ て いる 自動 車 か ら 
その ナン バ プ レ ー ト の 部 分 だ け 抜 
き 取 っ て 数 字 を 隠す こと も で きま 
9 


MUSE の 高 画質 化 

ハイ ビジ ョ ン の 映像 は 現行 テレ 
ビ の 約 5 倍 に 相当 する 映像 情報 を 
合 ん で いま す 。 こ の た め 現 行 放送 
と 同じ 衛星 放送 1 チャ ネル で 放送 
する だ た め に は , 帯域 圧縮 を し な け 
れ ば 放送 する こと が で きま せん 。 
毎日 放送 され て いる ハイ ビジ ョ 
ン 試験 放送 で は MUSE 方 式 が 使用 
され て いま す 。 放送 の 受信 画質 は 
実用 的 に 十分 な 品質 で す が , 
MUSE 方 式 は 設計 当初 か ら 将 来 の 
技術 の 進歩 に より , 改良 で きる こ 
と を 配慮 し た も の に な っ て いま す 。 


エレ グロ ニク スラ テイ プ ブ 





より きれ いな 映像 を 放送 で きる よ 
う , MUSE 方 式 の 高 画質 化 の 研究 
を 進め て いま す 。 

今回 展示 し た 装置 の 主 な 改善 点 
は , 動画 像 部 分 の 精細 度 の 向上 , 
SN 比 の 改善 , リン ギン グ の 低減 な 
ど で す ( 写 真 7 )。 


42GHz 帯 ハイ ビジ ョ 
ディ ジタル FPU 

J リーグ や 野球 な ど , スポ ー ツ 
番組 を ハイ ビジ ョ ン で 生放送 する 
と き は , ハイ ビジ ョ ン 映 像 の 中 継 
伝送 装置 (FPU) が 必要 で す 。42 
GHz 常 を 使用 し た アナ ログ 方 式 の 
伝送 装置 は 既に 開発 され て いま す 
が , 降雨 に よる 電波 の 減衰 が 大 き 
いた だ ため 比較 的 近 距 離 の 伝送 に 限ら 
も だ nm 祭 色 起 。 

そこ で , ディ ジタル 伝送 技術 を 
使用 し た 高 画質 で 伝送 距離 の 長い 
42GHz 帯 ハイ ビジ ョ ン デ ィ ジ タル 
FPU を 開発 し まし た (写真 8 )。 
今回 展示 し た 装置 に は , 誤り 訂 
正方 式 と し て 送信 部 で は 高速 の 畳 
み 込み 符号 , 受信 部 で は ビタ ビ 複 
を 採用 し て いま す 。 

また , 42GHz 段 を 直接 変調 する 
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写真 7 高 面 質 化 さ れ た MUSE デコ ー ' ダ と その 映像 ( 左 ), 
お よび 現行 MUSE デコ ー ダ の 映像 ( 右 ) 





写真 8 > 42GHz 帯 ハイ ビジ ョ ン デ ィ ジ タル FPU 





(写真 9> ハイ ビジ ョ ン シ ス テム 評価 用 標準 動画 像 の 例 


方 式 や 低 雑音 の PLL シ ン セ サイ ザ 
の 採用 な ど に より , 伝送 距離 を ア 
ナ ロ グ 方 式 の 5 km か ら 25km 以 上 に 
拡大 する こと が で きま し た 。 


ハイ ビジ ョ ン ・ 
シス テム 評価 用 標準 動画 像 
最近 ,。 ディ ジタル 圧縮 技術 が 注 
目 さ れ て いま す 。 ハ イ ビ ジ ョ ン の 
信号 を その まま ディ ジタル 信号 に 
変換 し ます と , 1.2Gbps( 1 秒間 に 
12 借 ビッ ト ) の 情報 量 に な り , この 
まま で は 伝送 し た り VTR に 記録 し 
だ りす る の が 難し く な り ま す 。 
この 信号 を で きる だ け 圧 縮 す る 
技術 が 必要 に な り ま す が , 圧縮 を 
行え ば 画質 に 何ら か の 劣化 が 現れ 


ます 。 こ の 劣化 が あま り 目 立た な 
いよ うに する た め の 研 究 を 行っ て 
いま す が , この よう な シス テム の 
絵 合 的 な 評価 を する た め に は , 1 
つの 画像 を 10 一 15 秒 間 , 評定 者 が 
見 て 判断 する こと が 一 般 的 で す 。 
画質 の 評価 は , いろ いろ な 絵柄 
の 画像 を 用 いて 行い ます が , 普遍 
的 な 評価 結果 を 得る た め に は 共通 
の 画像 を 用 いる 必要 が あり ます 。 
放送 技術 開発 協議 会 (BTA) で 
は , 標準 画像 の 選定 を 行っ て お り 
ます が , 当 研 究 所 で も ハイ ビジ ョ 
ン 画 質 評 価 の 研究 の 一 環 と し て そ 
の 選定 お よび 制作 に 協力 し て きま 
に だ 。 

今回 の 展示 で は 画質 の 総合 的 な 


) 5Z 





和 


jl NG 欄 の 上 て 件 





< 写真 10> 12GHz 帯 200W 進 行 波 管 





' 


た ag 


航空 機 載 用 
BS 受信 アン テ ナ 


< 写真 11> 航空 機 の レ ド ー ム の 中 で 動作 する 高 能率 台形 平面 アン テ ナ 


評価 に 用 いる 標準 動画 像 を 紹介 し 


将来 の 放送 衛星 の 研究 
@12GHz 淀 放送 衛星 搭載 機器 
現在 , 衛星 放送 は BS-3 に より 120 
W の 出力 で 放送 きれ て いま す が , 
小さ な 受信 アン テ ナ で 安定 に 受信 
する に は , 高 出力 の BS 送信 装置 が 
必要 で す 。BS-3 用 120W TWT( 進 
行 波 管 ) と 重量 で 同 程度 まで 小型 
化す る こと が で きか た 高 効率 , 高 信 
頼 性 の 200W TWT を 開発 し まし 
た (写真 10)。 
アン テ ナ で は 日 本 の 主要 都市 で 
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送信 , 受信 と も 高利 得 が 得 ら れる 
鏡面 修整 アン テ ナ を 開発 し まし た 。 
諸 外 国 方 向 へ の 電波 の 漏れ が 少な 
く な っ て いま す 。 

まだ た だ, 日 本 に 割り 当て られ て い 
る 8 チャ ネル の 送信 電波 を 1 つの 
アン テ ナ て で 送信 で きる よう , 合 波 
する マル チ プ レク サ も 展示 し まし 
た 。 挿入 損失 0.8dB 以 下 で , 200W 
の 信号 を 8 チャ ネル 合 波 す る こと 
が で きま す 。 

@ 21GHz 淀 放送 衛星 シス テム 
21GHz 淀 (21.4 一 22GHz) の 電 
波 を 使用 すれ ば , 広帯域 の 衛星 放 
送 が で きま す が , 雨 や 大 気 の 吸収 


に よる 減衰 が 多く な り ま す の で , 
現在 の 衛星 放送 と は 別 の 対策 が 必 
要 で す 。 

日 本 を 幾つ も の ビー ム で カバ ー 
し , 雨 に よる 地域 ご と の 電波 減衰 
量 に 応じ て , エ WT 出力 の 増減 お よ 
び 合 成 を 行っ て , ビー ム の 送信 電 
力 を 変化 させ る 放射 電力 可変 型 シ 
ステ ム を 研究 し て いま す 。 


航空 機 搭載 用 BS 移動 受信 装置 
衛星 放送 は 北海 道 か ら 沖 縄 まで 
日 本 全国 で 受信 で きま すか ら , 航 
空 機 で も 受信 する こと が 可能 で す 。 
衛星 放送 の 特徴 を 生か すこ と が 
で き る, 航空機 搭載 用 BS 移動 受信 
半 置 の 開発 を 進め て いま す 。 こ の 
装置 は 高 能率 台形 平面 アン テ ナ 
(120 素 子 , 38cm X16cm) を 2 基 使 用 
し , 航空 機 の 胴体 中 央 部 に 設置 さ 
れ た レ ド ー ム の 中 で 動作 させ ます 
(写真 11) 。 

アン テ ナ を 常に 放送 衛星 に 向け 
る た め , 航空 機 の 航法 装置 か ら 出 
カカ され る 機体 の 位置 ・ 姿 勢 デ ー タ 
か ら 衛 星 の 方 向 を 算出 し て アン テ 
ナ の 向き を 制御 し ます 。 こ の 機械 
追尾 と , 受信 信号 の 同相 合成 技術 
を 用 いた 平面 アン テ ナ の 電子 追尾 
の 両方 式 を 使用 し て , 衛星 放送 を 
受信 し ます 。 


合 デ ィ ジ タル 放送 -ISDB 
21 世紀 の 放送 
マル チ メ デ ィ ア サー ビス ーー 
ISDB(Integrated Services 
Digital Broadcasting) は , 今 ま で 
の 放送 の よう に , 1 つの チャ ネル 
で 映像 と 音声 を 送る だ ご け の も の で 
は な く , 1 つの チャ ネル (伝送 路 ) 
で 多種 類 の サー ビス を 混在 させ て 
放送 する こと が で きる , 21 世 紀 を 
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目指 し た 新しい ディ ジタル 放送 方 
SR ず 。 

この 放送 で は , スタ ジオ 並み の 
高 男 質 デ ィ ジ タル テレ ビ や , カタ 
ログ な どの 文字 情報 を の せ た 静 止 
画 , コン ピュ ー タ ソフ ト , 自動 楽 
番 の 演奏 情報 を 送る テレ ミュ ー ジ 
ッ ク , ニュ ー ス や 番組 テキ スト の 
ファ クシ ミリ な ど , 多数 の 情報 を 
送る こと が で きま す ( 図 1 )。 

この ISDB で は 新しい 情報 サー ビ 
ス と し て 文字 情報 や 図形 ・ 静 止 画 
な ど て で 構成 され る 高 機能 テレ テキ 
スト (PRESENT) の 研究 も 進め て 
いま す 。 これ は 受信 機 側 で 多様 な 
番組 検索 が で きる よう , 番組 表 や 
キー ワー ド 表 を イン デック ス デ ー 
クタ と し て 放送 し , 必要 な 情報 だ け 
を 選別 する こと が で きま す 。 


広帯域 ISDB 用 
21GHz 帯 変 復調 器 
1992 年 に 国際 会 議 (WARC-92) 
が 開催 され , 新しい 衛星 放送 サー 
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ビス の た め に 21GHz 帯 の 周波 数 が 
分 配 さ れ ま し た 。 こ の 周波 数 帯 で 
は 現行 の 12GHz 帯 に 比べ て , 1 チ 
ャ ネル 当たり の 問 域 幅 が 広く と れ 
る の で , 広帯域 の ISDB な どの 伝送 
が で きま す 。 

今回 の 展示 で は , 帯域 幅 約 100 
MHz の 広帯域 衛星 中 継 器 を 想定 
し , 高速 の 誤り 訂正 方 式 と し て 畳 
み 込 み 符号 を , 変調 方 式 と し て 
QPSK を 使用 し た 変 復調 器 を 試作 
に まし た 。 
21GHz 常 で は 雨 や 大 気 に よ る 減 
記 が 大 きい の で , 日 本 全国 を 複数 
の ピー ム で サー ビス じ 。}) ビー ム ご 
と に 電力 制御 する 衛星 シス テム や , 
電力 効率 の 良い ディ ジタル 変調 方 
式 な ど が 必要 と な り ま す 。 


地上 ディ ジタル 放送 
FM 放送 を 自動 車 で 移動 中 に 受 
信 し ます と 音 が と ぎれ て , 良い 音 
換 で 聴け な いこ と が あり ます 。 こ 
れ は 電波 の マル チマ パス フェ ー ジ ン 


【 図 1】 
ISDB の シス テム 構成 例 


PRESENT 


グ に よる 受信 信号 の 劣化 が 大 き な 
原因 で す 。 

従来 の 伝送 方 式 で は 受信 側 で の 
完全 な 信号 再生 が 難し いた め , 新 
し い 伝送 方 式 の 研究 を 進め て いま 
す 。 

ディ ジタル 音声 放送 (DAB:Digi- 
tal Audio Broadcasting) の 伝送 
方 式 と し て は , 複数 の ステ レオ 番 
組 を 広い 帯域 の 中 に 多重 し , 
OFDM(Orthogonal Frequency 
Division Multiplexing) 変調 する 
方 式 を 検討 し て いま す 。 こ の 方 式 
を 使用 し ます と , 移動 体 向 け に CD 
並み の 高音 質 放送 を 低 電力 で 実現 
する こと が で きま す 。 

OFDM 変 調 方 式 は , 相互 に 直交 
関係 に ある 多数 の 低 ビ ッ ト レ ー ト 
変調 流 を 多数 使い , 受信 側 で 受信 
波形 を FFT( 高 速 フー リエ 変換 ) す 
る こと に より 復調 する 方 式 で す 。 

マル チバ パス フェ ー ジ ング に よっ 
て 信号 の 一 部 が 誤っ た と し て も , 
時 間 軸 お よび 周波 数 軸 で の イン タ 
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写真 12> 急激 な 


( 





受信 劣化 の な い 


0 


AW-CDM 方 式 の ディ ジタル 伝送 


リー プ と 誤り 訂正 に よっ て , 完全 


な 信号 を 再生 する こと が で きま す 。 


符号 分 割 多重 に よる 随 層 的 
ディ ジタル 伝送 方 式 

急激 な 受信 劣化 の な い 

ディ ジタル 放送 を 目指 し て 一 
ディ ジタル 放送 は , 受信 電界 が 
ある 程度 低下 し て も 安定 に 受信 で 
きま す が , 強い 雨 や 障害 物 で 電界 
が 下がっ た り , サー ビス 限界 点 付 
近 で は , 急激 に 受信 品 
受信 で き な く な り ま す 。 

今回 展示 し た AW-CDM 方 式 は , 
受信 品質 が 受信 状態 に 応じ て 緩 や 
か に 劣化 し て いき ます 。 低 ・ 中 ・ 
高 域 に 階層 符号 化 さ れ た テレ ビ 信 
号 を , 低 ・ 中 ・ 高 域 情 報 の 順に 重 
み 付 けし て 符号 分 割 多重 (CDM) 
変調 し て 送信 し ます 。 

受信 側 で は , CDM 復 調 し た あと 
優先 度 の 低い 高 ・ 中 域 情 報 の 誤り 
率 を 測定 し , 高 ・ 中 域 情報 が 復元 
可能 で あれ ば すべ て の 情報 を 用 い 
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質 が 低下 し う 


て テレ ビ 信 号 を 再生 し ます 。 
受信 状態 が 悪化 し , 高 ・ 中 域 情 
報 の 誤り 率 が , ある 一 定 値 を 超え 
復元 不可 能 に な っ て きた 場合 は , 
受信 状態 に 応じ し て 高 ・ 中 域 情報 を 
切り 捨て て , 誤り な く 受 信 さ れ た 
情報 の 範囲 で テレ ビ 信 号 を 再生 し 
ます 。 こ の 方 式 を 使用 し ます と , 
従来 の アナ ログ 方 式 で は 良好 な 受 
信 が 困難 な 移動 受信 や , ボー タプ 
ル 受 信 が 可能 





HARP カメ ラ の 
間欠 走査 に よる 高 感度 撮影 
HARP 撮像 管 は , 高 感度 で 暗 電 
流 が 極め て 少な いと いう 特徴 が あ 
り ま す 。 こ の 影像 管 の ビー ム 走 査 


時 間 を 間欠 的 に する こと で , 
度 の 撮影 を 行う こと が で きま す 。 
テレ ビ カ メ ラ は 1 秒間 に 60 回 , 
スチ ー ル カメ ラ の フィ ルム に 相当 
する 部 分 を 電子 ビー ム で 走査 し 映 
像 信号 を 取り 出し て いま す 。 こ の 


ーー 
F 1 語 
[ 呈 ] 多 パ 


と な り ま す ( 写 真 12) 。 





< 写真 13> 間欠 スキ ャ ン ア ダ プ タ 
を 後部 に 装着 し た HARP カメ ラ 


走査 を ある 時 間 た っ て か ら 走 査 す 
る と , その 時 間 分 , 光 の 信号 を 鞭 
積 す る こと が で き , 通常 の 走査 に 
比べ て 高 感度 の 撮影 が 可能 で す 。 
天体 観測 な ど , 動き の 少な い 被 写 
体 の 撮影 に 適し て いま す 。 

今回 , HARP カメ ラ (525 本 方 式 ) 
に 接続 し て 使用 で きる 間欠 スキ ャ 
ン ア ダ プ タ を 開発 し まし た (写真 
13) 。 これ を 使用 し て , 間欠 走査 時 
間 を 最大 8 秒 に し た と き , 標準 の 
サチ コン カメ ラ に 比べ て 1 万 4000 
倍 の 高 感度 を 得る こと が で きま し 
た 。 こ の 試作 カメ ラ ( モ ノ ク ロ ) を 
使用 し て , 人 間 の 目 で は 見 る こと 
が で き な い ほど 暗い (12 等 星 以下 の 
明る さ ) 放送 衛星 BS-3a, 3b の 撮影 
に 成功 し まし た 。 


映像 コン ピュ ー タ 

HD Picot 
DTPP の だ ため の 処 理 マ シン 一 
HD は ハイ ビジ ョ ン , Picot は 


Picture Computer の 略 で , ブ ログ 
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ラム を 入れ 替え る こと に より , 各 
種 の 映像 効果 を 実現 で きる ハイ ビ 
ジョ ン 用 リア ル タ イ ム 映 像 処理 装 
直 で す 。 

今回 展示 し た 装置 に は , 処理 ス 
ピー ド を 上 げ る た だ ため に 映像 処理 専 
用 に 開発 し た プロ セッ サ を 64 台 組 
み 込 ん を で いま す 。 こ れ ら を 普 行 し 
て 動か すこ と に より 。 ハイ ビジ ョ 
ン 信 号 を 実 時 間 処 理 す る こと が で 
きま きす 。 ブ ログ 炎 あ の メア ト に と 
り , 既存 の DVE や カラ ー コ レク 
タ 。 スイ ッ チ ャ の 機能 の ほか いろ 
いろ な 映像 処理 に 利用 する こと が 
で きま ず 。 

HD Picot を 用 いて ワー クス テー 
ショ ン 上 で 番組 を 作る こと が で き 
る UPE( ゲ デス ダ トッ デズ ログ ラム 
プロ ダク ショ ン ) を すでに 開発 し ま 
し た が , この 装置 を 使用 し ます と , 
コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 映 
像 と , カメ ラ で 撮影 し た 映像 を 合 
成 し て 表現 する こと も 可能 で す ( 写 
真 14) 。 


リア ル タ イ ム 
話 速 変換 型 受 聴 シ ステ ム 

21 世 紀 の 長 寿 時 代 に 備え て , お 
年 寄り に も 放送 を 楽し ん で いた だ 
くだ め に , 早口 で 話さ れ た 音声 を , 
「 ゆ っ くり 」 し た 音声 に リア ル タ 
イム で 変換 で きる 話 速 変換 シス テ 
ム を 開発 し まし た (写真 15) 。 

この 装置 で は , 入力 音声 を 有声 , 
無声 , 無音 区 間 に 分 割 し て 音声 を 
処理 し , 話し は じ め を 遅く , 終わ 
り を 速く する こと に より , 声 の 高 
さや 換 (個人 性 ) を ほとん ど 変 え ず 
に 聴感 上 の 話す 速度 を 自由 に 変え 
る と が で きま すず す 。 と の シス テム 
は 話す 速度 を 遅く し て も 内 容 時 間 
が 変化 せ ず , 音声 の 品質 劣化 が 極 
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< 写真 14> 
DTPP の た め の 
処理 エン ジン HD Picot 


億 | リアルタイム 


(写真 15> 
リア ル タ イ ム 話 速 
秋 換 型 受 聴 シ ステ ム 


(写真 16> 
ポー タブ ル SNG 装 置 


め て 小さ いこ と が 特徴 で す 。 


平面 アン テ ナ を 用 いた 
ポー タプ ブル SNG 装 置 
て コ ン パ クト 化 と 自動 追尾 に よる 
取材 の 機動 化 ー 
中 継 車 の 入れ な い 山 奥 な ど 交 通 


音声 入出 力 部 
上 A/D D/A 
Y で ま 





の 便 が 悪い 場所 で , 事故 や 災害 が 
発生 し , 緊急 に ニュ ー ス の 報道 が 
必要 に な る こと が あり ます 。 
当 研 究 所 で は , この よう な 疎 急 
報道 時 に , 通信 衛星 を 使用 し て 伝 
送 で きる , 小型 で 軽量 な ポー タブ 
ルディ ジタル SNG(Satellite 


76』 





《 写 真 17> メガ ネ な し 立体 ハイ ビジ ョ ン 





MC 
紀 線 吾 生 実 双 球 要 


< 写真 18> 高密 度 垂直 磁気 テー プ の 記録 再生 実験 


News Gathering) 装 置 の 開発 を 
進め て いま す 。 

今回 展示 し た 装置 で は , 60cm 角 
の 送受 信 共 用 平面 アン テ ナ ( 利 得 
37dBi) を 使用 し て いま す ( 写 真 
16)。 

アン テ ナ を 衛星 に 向け る 際 , 衛 
星 か ら の ビー コン 電波 に より 衛星 
方 向 を 検知 し , 自動 追尾 し て いま 
す の で 細か い 方 向 の 調整 が 不要 な 
だ た だめ, 素早 い モ ッ テ ィ ング が 可能 
も 

平面 アン テ ナ の 裏面 に 一 体 化 さ 
れ た 固体 化 電力 増幅 器 (SSPA) に 
より 送信 eirp (等 価 等 方 放射 電力 ) 
は 54dBW 得 られ ます 。 ア ン テ ナ お 
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よび 送信 機 全 体 が 1 個 の トラ ンク 
に 収納 ( 総 重量 は 40kg) で きる の で 
運用 性 が 飛躍 的 に 向上 し まし た 。 





メガ 末 な し 立体 ハイ ビジ ョ 
人 
奥行 き を 表現 で きる 立体 テレ ビシ 
ステ ム の 基礎 研究 を 進め て いま す 
が , 今回 は , 特別 な メガ ネ を 用 い 
な く て も 見 る こと が で きる 70 型 液 
品 投写 式 立体 ハイ ビジ ョ ン を 展示 
し まし た (写真 17) 。 

立体 表示 の 原理 は , 右目 用 と 左 


目 用 の 別々 の 映像 信号 を 合成 し て , 


高 解像度 液 曲 ビ デオ プロ ジェ クタ 


こよ り 対 角 長 180cm の レン チキ ュ ラ 
スク リー ン に 背面 投写 する 方 式 で 
宮 。 

レン チキ ュ ラ スク リー ン の レシ 
ズ 作用 に より , 約 3 m 離 れ た 位置 で 
は 左右 の 目 に 映像 が 分 離さ れ て 入 
る た め , メガ ネ を か け な く て も 高 
画質 で 臨場 感 の ある ハイ ビジ ョ ン 
立体 映像 を 見 る こと が で きま す 。 


高密 度 垂直 磁気 テー プ の 
記録 再生 

<HD VTR の 小型 化 , 長 時 間 化 を 

目指 し て 一 

ハイ ビジ ョ ン の 映像 信号 を ディ 
ジタル で 小型 カセ ッ ト テ ー プ に 記 
録 す る に は , 超 高 密度 記録 が 必要 
ゼ す > 

現在 . ほ と ん どの VTR で 用 いら 
れ て いる テー プ 長 手 方 向 の 磁気 記 
録 方 式 は , 記録 周波 数 が 高く な る 
ほど 信号 の 記録 が 難し く な り ま す 。 
一 方 , 垂直 磁気 記録 方 式 (磁性 面 
に 垂直 に 磁化 ) は , 逆 に 記録 周波 数 
が ある 程度 高い 方 が 安定 な 記録 が 
で きま す 。 こ の 垂直 磁気 記録 方 式 
に 用 いる 高 性 能 な 垂直 磁気 テー プ 
を 開発 し まし た 。 

今回 展示 し た テー プ ブ は , 厚 さ 10 
gm の ベー ス フ ィ ル ム 上 に , 記録 層 
と し て 従来 の コバ ルト ・ ク ロム 組 
成 に 微量 の タン タル を 添加 する こ 
と に より , 良好 な 性 能 を 得る こと 
が で きま し た (写真 18) 。 


光る シリ コン 
多孔 質 シ リコ ン の 
電子 線 励 起 発 光一 
シリ コン 結 唱 は , トラ ンジ スタ 
や 1IC に よく 使わ れる 謙 価 な 材料 
で , これ まで 発光 材料 に な ら な い 
と され て いま し た 。 


エ テ レ グロ ニク スラ イフ 


し か し 最近 , その シリ コン 結晶 
に 特殊 な 加工 を 施し 多孔 質 化 ( 軽 
石 の よう な 容 だ ら け の 構造 ) す る 
と , 発光 する こと が 発見 され , 新 
し い 発 光 材 料 と し て 注目 され て い 
まず す 。 

多孔 質 層 に 電子 線 を 照射 する と 
発光 し , 電子 線 の 加速 電圧 に より 
日 色 あ る い は 赤 椅 色 に 発光 し ます 。 
当 研 究 所 で は , この 発光 機構 の 解 
明 と デバ イス へ の 応用 を 目指 し て , 
多孔 質 シ リコ ン の 作製 と 発光 に 関 
する 研究 を 進め て いま す 。 

今回 の 展示 で は , 電子 線 照 射 に 
よる 発光 実験 を 紹介 し まし た 。 


立体 テレ ビ の た め の 
音像 遠近 制御 
音声 放送 は , モノ ラル か ら ス テ 
レオ へ , さら に ハイ ビジ ョ ン の 3- 
1 方 式 へ と 開発 が 進め られ て きま し 
た 。21 世 紀 の 立 体 テ レビ に 対応 し 
て 音像 も 3 次 元 的 に 飛び 出さ せる 
こと が で きれ ば , 人 迫力 の ある 音 を 
楽し むこ と が で きま す 。 
今回 は , ディ ジタル ディ レイ 装 
直 を 用 いて , 多数 の 小 ス ピー カ か 
ら 出る 音波 の タイ ミン グ (位相 ) を 
調整 する シス テム を 展示 し まし た 。 
空間 の 1 点 に 音 圧 を 合成 し て , 
音像 を 手前 に 出さ せ た り , また , 
遅延 時 間 と レベ ル を 外部 か ら 制 御 
する こと で , 焦点 の 位置 を 連続 的 
に 移動 させ る こと が で きま す 。 こ 
の シス テム の 特徴 は , 音像 を 飛び 
出さ せる こと が で きる だ け で な 〈 く 。, 
比較 的 広い 範囲 で 飛び 出す 音像 を 
聴取 で きる こと で す ( 写 真 19)。 


お わり に 
技研 公開 の 中 か ら 主 な 項目 を 紹 
介し まし た が , これ 以外 に も 興味 


ぐ Sep. 799? 


写真 19> 音像 遠近 制御 の 展示 


写真 20> 移動 受信 用 FM 多重 放送 音声 信号 の すき ま を 利用 し て ディ ジ タ 











ル 信 号 を 多重 し , 走行 中 の 自動 車 に 交通 情報 な ど 文字 や 図形 を 伝送 し ます 


穴 い 展示 が 多数 行わ れ ま し た 。 今 
年 の 公開 は 昨年 より 公開 日 を 1 日 
増やし て 3 日 間 と し , 多く の 方 々 
に 研究 の 成果 を 見 て いた だ く こ と 
が で き 林 し 門 。 

今年 は テレ ビ 放 送 40 周 年 に あ た 
リ 展示 , 講演 会 , 研究 発表 会 と 多 
条 な 企画 を し まし た 。 5 月 28 日 に 
は 「 マ ル チ メ ディ ア 情 報 産業 を 変 
時 する 力 」 と 題し て 米国 ベル コア 
社 の アー ウィ ン ・ ド ロス 博士 の 講 
演 会 を 行い , 大 変 好評 で し た 。 

また だ た, 5 月 29 日 に は 若手 研究 者 
に よる 9 件 の 研究 発表 が 行わ れ ま 
し た 。 活発 な 質疑 応答 が 行わ れ , 


特に ディ ジタル 放送 関連 の 発表 に 
強い 関心 が よせ られ まし た 。 

今回 展示 され た 技術 すべ て が 即 , 
明日 の 放送 に 役立つ も の と は 限り 
ませ ん が , 21 世 紀 を 目指 し た 新 し 
い 放 送 技 術 と し て , これ ら の 研究 
成果 を 皆さま の 茶の間 に お 届け で 
きる 日 が 来る と 思い ます 。 

当 研 究 所 で は , さら に より 良い 
番組 を 放送 する た め に , ディ ジ タ 
ル 放 送 や 将来 の 放送 を 目指 し た 技 
術 の 研究 に 努力 が 続け られ て いま 
すっ 

(NHK 放 送 技術 研究 所 総務 部 ) 
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NHK 大 阪 放送 局 で , 事件 ・ 事 故 
な どの 決定 的 瞬間 を 確実 に 記録 す 
る SBR (Skip Back Recorder : 
遅延 映像 収録 装置 ) が 開発 され まし 
志 

これ まで , 地震 発生 の 瞬間 や 野 
寺 の ホー テン ジー デジ 。 ッッ タ カー 
の ゴー ル シ ー ジ の よう な 子 紳 で き 
な い 出 来 事 は , VTR の 長 時 間 収 録 
や 高価 な ディ スク 装置 な ど に より 
その 瞬間 の 映像 が 記録 さき れ て いま 
に J 

今回 , 映像 遅延 メモ リー を 使用 
する こと に より , 出来 事 が 発生 し 
た 時 点 で 過去 に さか の ぼっ て その 





スキ ッ プ バッ ク レコ ー ダ (SBR ) の 開発 (NHK) 


決定 的 肥 間 を 収録 する 装置 が 開発 
され まし た (写真 , 図 )。 

本 装置 は 低廉 で , 安定 し た 運用 
性 と 簡単 な 操作 性 を 有 し て お り , 
地震 な どの 報道 取材 や スポ ー ツ 中 
災 だ け で な く , 各種 セン サ ( 動 き , 
音声 , 赤外線 な ど ) と 組み 合わ せる 
こと に より , 動物 の 生 問 記 録 な ど 
の ドキ ュ メ ンタ リー な ど に も 応用 
で きる ほか , 防犯 シス テム や 障害 
探索 シス テム な ど 放 送 以外 の 分 野 
へ の 応用 も 期待 きれ ます 。 

NHK で は , 去る 6 月 19 日 の プロ 
野球 中 継 か ら 使用 きれ , その 後 , 
報道 取材 や 各種 番組 で 活用 きれ て 
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(写真 > SBR シ ステ ム の 外観 
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現在 の 映像 


(5 秒 遅延 ) 
遅延 映像 収録 装置 















1 


5 秒 前 の 映像 


【 図 】SBR シ ステ ム 
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いま す 。 

な お 本 装置 は . エレ テッ クス 眉 
の 協力 で 製作 きれ た も の で す 。 
SBR の 概要 

カメ ラ の 映像 信号 は , 本 装置 の 
映像 遅延 メモ リー(5 秒 に 設定 ) を 
通す こと に より , 常に 5 秒 遅れ た 
映像 が VTR に 入力 され て いま す 。 
出来 事 の 発生 を 確認 し た 時 点 で 
VTR を 起動 すれ ば , 過去 に さか の 
ぼっ て その 決定 的 瞬間 を 収録 する 
こと が で きま す 。 

本 装置 は 低 識 化 を 図る た め , 特 
丈 再生 機 能 ( ス ロー, コマ 送り , フ 
リー ズ な ど ) は 省 き , 5 秒間 の 動画 
遅延 機能 の み に 限 定 さ れ て いま す 。 

今後 、 カメ ラ へ の 組み 込み な ど 
多 方 面 へ の 利用 が 考え られ て いま 
まっ 
諸 元 
o 入 出力 信号 

NTSC コ ン ポ ジッ ト 信 号 ( 出 力 信 

号 は 2 系 統 ) 

Oo 映像 遅延 メモ リー 

e 映像 遅延 時 間 : 約 5.1 秒 (154 

フレ ー ム ) 

e サン ブリ ング 周波 数 : 14.31818 

MHz(4fsc) 

se 分解能 : 8bit (直線 ) 
O 電源 

e 使用 電源 : AC100V50/60Hz 

e 消費 電力 : 40W 以 下 
Oo 外形 

e 人 外形 寸法 :W480XH88※ 

D400mm 

e 車 量 , 終り 9.5kg 

(編集 ) 


エレ クト ロニ クス ラテ ライフ 





6 月 9 日 に 結婚 の 儀 を 終 を られ 
こ 皇 太子 ご 夫妻 の パレ ー ド は , 軒 
上 が り の 人 砂利 に , みず みず し い 初 
夏 の 緑 葉 が 茂る 皇居 東 庭 か ら ス タ 
ー ト し まし た (写真 1)。 喜 びに あ 
ふれ , 晴れ や か な 和 皇 太 子 殿 下 と 雅 
子 妃 の 表情 を 放送 で ご 覧 に な っ た 
方 も 多い と 思い ます 。 

NHK で は 34 年 ぶり に 行わ れ た 皇 
太子 ご 結婚 の 儀 を , 現在 の テレ ビ 
で 放送 と 同時 に ハイ ビジ ョ ン で も 
放送 ・ 記 録 し まし た の で その 概要 
を 紹介 し ます 。 


当日 の 動き と 中 継 放送 の 特徴 


当日 の 取材 は 朝 5 時 過ぎ 東宮 侍 
従 の 使者 出発 か ら 始 まり まし た 。 
6 時 過ぎ 小和田 家 で は 使者 の お 迎 
え を 受け , 雅子 様 の 出発 , 玄関 前 
(写真 2) の ご 家族 と の お 別れ の 挨 
拶 。 そ し て 旦 居 桜田 門 か ら 2 重 橋 
門 へ と 行事 に 沿 っ て 展開 し まし た 。 

皇居 内 で は 結婚 の 儀 , 朝見 の 儀 
な ど 多 く の 儀 式 が あり , 道 か ら 
祝福 を 受け られ る パレ ー ド で お 祝 
い ぃ い ム ー ド は 最高 潮 と な り ま し た 。 

NHK で は これ ら の 行事 や 儀式 の 
中 継 を , サ イマ ルキ ャ スト 方 式 ( 現 
在 の 放送 と ハイ ビジ ョ ン 放 送 を 1 
吾 の カメ ラ で 利用 する 方 式 ) で 実施 
まん も 沈 。 

サイ マル キャ スト 方 式 は 2 つの 
方 式 の 両立 を めざし た も の で す 。 


ぐ Se の. 799? 


ご 結婚 中 継 


ヽ 寺 、 ム 
7 貴 / 品 


竹 之 下 








写真 1> 
旦 居 前 広場 


〈 写 真 2 > 
小和田 家 前 


この 方 式 は , 大 相撲 や 甲子 園 の 高 
校 野球 中 継 な ど で 実 験 が 重ね られ 
て いま す が , 今回 は , 皇居 賢 所 や 
歓迎 の 雑踏 の 中 な ど 放 送 実施 に あ 
た り 取 材 場所 の 制限 も あり , 機材 
の 有効 活用 を 考え て この 方 式 を 採 








用 し まし た 。 皇居 を は じ め 東 宮 仮 
御所, パパ レー ド な どこ の 方 式 に よ 
る 広 男 囲 で 大 規模 な 中 継 は 初め て 
の さと を す 。 

この 中 継 に は ハイ ビジ ョ ン の へ 
リコ プ ブタ 中 継 や , 120m に わた る 癌 
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西村 ビル 
マン ダリ ン と 1 い 法 等 
一 新宿 通り 


赤坂 仮 御所 @⑨ 








本 コ | 


誤 3 R_ 


2 


り 移動 撮影 カメ ラ シ ス テム も 開発 
し て 使用 し まし た 。 

皇居 前 広場 で の 撮影 に は , NHK 
放送 技術 研究 所 で 開発 し た ハイ ビ 
ジョ ン ワ イヤ レス カメ ラ (WL カ メ 


ラ ) を 初め て 使用 し まし た 。 ケ ー ブ 


ル の 道路 横断 が 不可 能 な と き や フ 
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スイ 人 る 人 あ ンタ ー: 二 代 田 放送 会 館 










(SW セン ター) 


千代 田 放送 会 館 
堀 赤 坂 プ リン ス 


(受信 基地 ) 


(受信 基地 ) 
【 図 1】 パレ ー ド コー ス 中 継 配置 図 


525: 現行 テレ ビ 方 式 
HV : ハイビジョン 方 式 


525 PT 


赤坂 | 記 
仮 御所 し" 


ィ ー ル ド な ど 近 距離 で 動き の ある 
撮影 に 有効 な 手段 と な り ま す 。 

な お , 音声 は ステ レオ で 放送 し 
ま 以 誰 。 


中 弥 放 送 


< 中 継 の 規模 > 












3 
叶 刻 


赤坂 プリ ンス ホテ ル , 東電 ビル , 
住友 電工 ビル , 有 電 ビル 
車 配置 








Em 


語 


(受信 基地 


oo 
9 (WL カ メラ ) 


日 本 ビル ト FT 
eg 


^N、 em 
525 
es 到 


パレ ー ド 中 継 概念 図 ( サ イマ ルキ ャ スト 方 式 ) 


@ ス イッ チン グセ ンタ ー1 個所 
@ マイ クロ 受信 基地 4 個所 

@ ハ イ ビ ジ ョ ンカ メラ 54 台 

@ 中 継 車 23 吾 

@ ハイビジョン 用 へ リコ プ タ 1 機 
@ ワ イヤ レス 無線 カメ ラ 5 台 

な ど を 使用 し まし た ( 図 1, 2)。 


エ と クト ロニ クス ラテ イフ 


この ほか 現行 テレ ビ 方 式 カ メラ 
と ハイ ビジ ョ ンカ メラ と の 混在 使 
用 の た め ダ ウン コン バー タ を 使用 
し で ia ます > 
く 星 居 内 の 中 継 > 

結婚 の 儀 が 行わ れ た 宮中 賢 所 に 
は ハイ ビジ ョ ンカ メラ 3 台 , 参列 
者 の 入場 を 撮影 する 参集 所 の 1 台 , 
の 計 4 右 を 1 吾 の 中 継 車 で まとめ 
ま たから 

宮内 庁 で の ご 両親 の 会 見 や 朝見 
の 儀 , パパ レード の た め に ハイ ビジ 
ョ ンク ルー と 6 耕 の カメ ラ を 使用 
(写真 3), 中 継 車 で ハイ ビジ ョ ン 
の 収録 や 現行 方 式 に 変換 する ダウ 
ン ョ ヨン ノッ パー ト も 実 府 し まし か た 。 
計 2 吾 の ハイ ビジ ョ ン 中 継 車 か 
ら は , 光 ファ イ バ 回 線 で NHK 千 代 
田 放 送 会 館 の スイ ッ チ ング セン タ 
ーー dl 記 語 し まし が 。 








ぐ ep り . 7 の 9 
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< 写真 4 パレード 中 





< 写真 6> パレ ー ド 中 継 


(写真 3> 
皇居 東 庭 前 の カメ ラ 


木立 に 囲ま れ た 静寂 の 中 で 行わ 
れ た 儀式 の 雰囲気 を 十分 に 伝え る 
を の で 放 まし が 。 
< く バ レー ド 中 継 > 

NHK 放 送 モ セン ター 内 で は , 現行 
テレ ビ 方 式 の スタ ジオ と ハイ ビジ 
ョ ンス タ ジ オ を 使用 し まし た 。 
各所 に 散在 する 中 継 場所 (写真 
4, 5, 6, 7 ) で 取材 し た 映像 ・ 音 
声 は , マイ クロ 回 線 や 光 フ ァ イ バ 





< 写真 7? パレ ー ド 中 継 








回 線 に より スイ ッ チ ング セン ター 
に 集め まし た 。 

スイ ッ チ ング セン ター で は 現行 
方 式 の スイ ッ チ ング と ハイ ビジ ョ 
ン 方 式 の スイ ッ チ ング 機能 を 備え , 
音声 ・ ミ キサ 機材 も それ ぞ れ 分 離 
し て 仮設 し まし た 。 同じ 出先 現場 
を 2 つの 方 式 で 利用 する た め , 連 
給 系 統 が 非常 に 複雑 な 構成 と な り 
まま し 波 。 








s 員 ss 
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ハイ ビジ ョ ン の 伝送 は 光 フ ァ イ 
バ 回 線 を 利用 し まし た 。 電話 回 線 
と 同じ よう に 電柱 か ら 架 空 し た り 
マン ホー ル か ら 回 線 を 割り 出し て 
中 継 車 まで 配線 し まし た 。 

光 フ ァ イ バ 回 線 の 布 線 が 不可 能 
な 場所 は , TCI(Time Com- 
pressed Integration) コー ダ に よる 
42GHz の ハイ ビジ ョ ン EPU と ディ 
ジタル の 光 EFPU を 使用 し て 本 線 , 
予備 回 線 と し て 伝送 し まし た 。 

TCI と は , ハイ ビジ ョ ン の 輝度 信 
な と 色差 信号 を 時 間 圧 縮 し て 1 走 
査 線 区 間 に 時 間 分 割 多重 する も の 
で すず 。 

音声 は , 垂直 走査 期間 に PCM 化 
し て 重 凡 し て いま す 。 

16 耕 の 中 継 車 か ら 送 られ た 映 
像 ・ 音 声 は スイ ッ チ ング セン ター 
で 現行 ・ ハ イ ビ ジ ョ ン と も に 1 本 
の 素材 と し て 制作 し , 光 フ ァ イ バ 
回 線 で 放送 モン ター の 現行 方 式 と 
ハイ ビジ 得 及 の 2 つの スズ ス 名 引 ペ 


あり た 5 ズ 交 として. 導 送 し まし た 。 


放送 の ほか に 同時 に 代表 取材 ・ 
ブー ル 映 像 音声 を 制作 し 関係 各 放 
送 局 へ 分 配 す る と と も に , 海外 放 
送 機関 へ も 提供 し まし た 。 
< スイ ッ チ ング セン ター(S.W.C)> 
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(写真 8> スイ ッ チ ング セン ター 


中 継 場所 が 多数 で 広範 囲 に わた 
る た だめ, 今回 パレ ー ド コー ス に 近 
ぃ 千代 田 放送 会 館 に S.W.C を 仮 
設 し まし た 。 通常 番組 を 制作 する 
スタ ジオ で は , 今回 の よう な 大 規 
模 な 中 継 で は 対応 で きず 機能 が 不 
足す る だ た め 機 材 を 持ち 込み 仮設 
まし た (写真 8 )。 

使用 目的 に 合わ せ 系 統 を 整理 し 
運用 し や すい よう に , 可 搬 機材 で 


大 規模 な 副 調 設備 を 構成 し まし た 。 


いつ も は 公開 番組 な ど に 使用 し て 
いる 250mf の ホー ル を 現行 ・ ハ イ ビ 
ジョ ン 用 と 2 つ に 分 他 。 ' 両 記 で 共 
用 する 機器 は お 互い 見 易い 位置 に 
本 放 も まし た 。 

各 現 場 か ら の 映像 は , 調整 の う 
え ス イッ チャ で 選択 され 送出 モニ 
タ で 最終 的 に チェ ッ ク さ れ た の ち , 
光 フ ァ イ バ 回 線 で 放送 セン ター ス 
の の 電 6 丁半 し ま し が だ 。 

パレ ー ド の 音声 は 雰囲気 を 大 切 
に し た ステ レオ 放送 で す 。 映像 系 
と 同じ よう に 各 出 先 集 音 場所 か ら 
集め た 音声 を 整 音 し て S.W.C で ミ 
0 の 2 の も 2 ま し た 。 だ シコ シフ パ 
ー タ に よる 音 の ズレ 補正 な どの 処 
理 も 同時 に 実施 し まし た 。 

音声 も クリ ー ン サウ ンド を ベー 





ス に 両方 式 の 放送 と し まし た 。 


新しい 試み 


① ハ ハイビジョン ・ へ リ 中 継 

現行 テレ ビ 方 式 の へ リ 中 継 技術 
は , 確立 され て お り 毎 日 の 放送 に 
利用 され て いま す 。 

し か し 。 ハイ ビジョン は 衛星 に 
よる 実験 放送 で も お わか り の よう 
に NHK 放 送 技術 研究 所 で 開発 さ 
れ た 淀 域 圧縮 方 式 「MUSE」 を 使 
用 し て も 藻 域 幅 27MHz 必 要 で す 
が , 最近 の ディ ジタル 圧縮 技術 の 
発達 で 淀 域 の 高圧 縮 が 可能 と な っ 
て で てき て ゆい ます 。 

今回 実験 的 に , 現在 利用 し て い 
る ヘリ シス テム 技術 と 圧縮 技術 に 
特殊 変調 方 式 を 組み 合わ せ , 現行 
の B・C バ ンド に よる ハイ ビジ ョ ン 伝 
送 シ ステ ム を 開発 し 使用 し まし た 。 

受信 アン テ ナ の 自動 追尾 は 簡易 
型 を 使用 , 伝送 距離 が 数 km で も , 
非常 に 良好 な 結果 が 得 ら ちら れ まし た 
(写真 9 ) 
② 移 動 吊 り カ メラ シス テム 

グ が ケー ンカ メ みや ポ ュー ルド メラ 
な ど 立 体 的 な 撮影 を 試み まし た が 
准 備 や 安全 上 の 理由 で 実現 で きま 
せん で し た 。 そ の 中 で 唯一 使用 で 





エレ クト ロニ クス ラテ ラプ フ 


き な か の が この ジネス テム で す 。 

お 車 が 二 重 橋 を 出 て 間 も な い 皇 
PPM 

に 移動 し な が ら 撮 影 さ れ た 映像 

ni 
パレ ー ド コー ス と 並 行 に 張っ た ワ 
イヤ に 小型 カメ ラ を 吊る し て 移動 
撮影 (120m) し た も の で す ( 写 真 
10)。 

この シス テム の 原型 は , 人 出 の 
多い 「 博 多 ど ん た く 」 和 祭り の 撮影 
に 考案 され た も の で 電柱 な ど を 利 
用 し ます 。 時速 7 一 8 km で 進行 す 
る 車 列 を 追う この 撮影 方 法 は , 単 
調 に な り が ちな パレ ー ド 中 継 の ア 
クセ ント と し て キラ リ と 光る 映像 

な り 好 評 を 得 ま し た 。 


| お わり に 


現 天 旦 隊 下 の ご 結婚 に よっ て 碧 
黒 な が ら テ レビ が 家庭 に 急激 に 普 
及 し た と いわ れ ま す 。34 年 ぶり の 
旦 太 子 殿 下 の ご 結婚 中 継 は , 新 し 
ぃ い 時 代 に ふさ わし い ハ イ ビ ジ ョ ン 
に よっ て 撮影 し 放送 と 記録 する こ 
と が で きま し た 。 


朝 か ら 降 り 続 いた 雨 も , 国民 の 


直接 の 祝福 を 受け られ る パレ ー ド 
直前 に は や み , 計画 どおり オー プ 
ンカ ー に よる パレ ー ド が 実施 され 
晴れ や か な 表情 の お 二 人 を 放送 す 
ム ら こ と が だ きま に な 。 

ハイ ビジョン 受信 機 は 100 万 円 以 
下 の 機種 も 発売 され , 新しい 時 代 


の 幕開け に ふさ わし い 中 継 放送 が 


で きま し た (写真 11)。 現 行方 式 の 
放送 も ハイ ビジ ョ ン 機 器 の 使用 に 


crxs> 回 語 
が My 選 寺 みみ 


中 継 用 へ リ コ プ タ 


(写真 10> 
移動 宙 り カメ ラ 


に / 2 


より 高 画質 の 放送 と な り ま し た 。 
今回 の 中 継 実 施 に あたっ て は , 
郵政 省 は じ め 多 く の 放 送 機器 メー 
カー と NTT や TTN, NTS, ]HV 
和 谷 社 な ど 多 く の 方 々 に ご 協力 を い 
だ た だ きま し た 。 誌 上 を 拝借 し て 感 
謝 の 意 を 述べ きせ て いた だ きま す 。 


(NHK 放 送 技術 局 
報道 技術 セン ター 


中 継 制 作 ) 





k. 








ぐ e の . 7 の 9 


< 写真 11> ハイ ビジ ョ ン 放 送 公開 
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人 の た たま の = 


9 月 17 日 発売 





特集 =【 実 験 で 学ぶ ディ ジタル 回 路 】 ( 仮 ) 
基本 の ロジ ッ ク 回 路 の 動作 を 理解 する と 同時 に , 回 路 を いろ いろ と 応用 で きる よう に , 
教科 書 的 で は な く , 実験 を 通し て わか りや すく 解説 する 。 

① ゲ ダー ト 回 路  ② シ フト レジ スタ 回 路 コンパレータ 回 路 カウ ンタ 回 路  ⑤ 応 用 例 


連載 記事 「 実 


な お, 


馬 で 学ぶ エレ クト ロニ タス 」 
「 違 い が わ か る 98VS マ ッ ク 」 は , 
10 月 号 よ り 新 連載 を 予定 し て お り ま す 。 


ぐ 


9 月 号 で 終了 いた し ます 。 


「 こ れ で わか る OP ア ンプ マス ター 講座 」 


の 表 :: 作 2 カ 


田 7 月 の 人 事 異 動 で 「EL 誌 」 は , 
「 趣 味 文芸 部 」 で 行う こと に な り ま 
し た 。 そ れ に 伴っ て , 雑誌 と 同時 に 
単行 本 の 企画 ・ 編 集 も 進め る こと に 
な り ま し た 。 そ こ で 皆さん に お 願い 
で す 。 雑誌 の 投稿 募集 も も ちろ ん で 
す が , エレ キ に 関係 な く て も 道楽 ・ 
ホビ ー・ 趣 味 の 分 野 で 単行 本 (ムッ ク 
も 含む ) 向 き の ネ タ ・ ア イデ ィ ア ・ 人 
物 を 募集 し ます 。 我 は と 思わ れる 方 
・ こ ん な 人 が いる , な どの 情報 を お 
待ち し て いま す 。 F こ と 藤本 へ <F> 
田 12 年 乗っ た 愛車 を いよ いよ 手放す 
と き が や っ て きた 。10 月 か ら 1 年 車 
検 に な っ て し まう た め , 次 の 候補 を 
物色 し て いた が , ディ ラー の 営業 マ 





副 情 報 ・ 投 稿 原稿 募集 の お 知ら せ 
実験 や 製作 記事 , 情報 な ど を 募集 
し て お り ま す 。 希望 さ れる 方 は 編集 

部 宛 お 送り くだ さい 。 編集 部 な どの 


審査 を 経て , 採 耕 を 決め させ て いた だ 


きま す 。 採 用 され た 原稿 等 は 規定 の 
原稿 料 を お 支払 いい た し ます 。 詳細 


は 編集 部 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
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ーー 


ン の 熱意 に 押し 切ら れ て 決め た 。 実 
は , 購入 車 が 8 月 に モデ ル チ ェ ンジ 
する た だ ため に , いま 購入 する と 値引き 
が 良かっ た と ころ が 本 音 だ 。 条件 は 
ツイ ンカ ム エ ン ジン , オー トマ チッ 
ク , 4 ドア で , 当方 の 購入 額 を 提示 
し て , それ に 見 合う 在庫 が あっ た か 
ら 。 く 有 H > 
較 AV 機器 と 人 と の イン タフ ェ ー ス 
は , 振動 板 ス ピー カ と CRT が 今 も 主 
流 で , 原理 的 に も 画 期 的 な も の は ま 
だ 少な い 。 前 号 で 紹介 され た 摩擦 に 
よる 音声 の 発生 "や や, 今月 号 の ~^ 空 間 
光 増 幅 デ バイ ス ” を 使っ た 高 輝度 ・ 高 
解像度 プロ ジェ クタ な ど , 新しい 話 
題 の ひと つ で し ょ うか ? 小型 で 良質 


圏 記事 に 対す る ご 質問 は 
小 誌 の 記事 に 関す る ご 質問 な ど が : 
ある 場合 は , 何 年 ・ 何 月 号 ・ 何 頁 ・ : 
タイ トル ・ 筆 者 名 ・ 質 問 内 容 ・ 氏 名 : 
・ 住 所 ・ 電 話 番号 な ど を 明記 の うえ , : 
切手 を 貼っ た 返信 用 封筒 を 同封 する : 
か , 往復 ハガキ で 編集 部 宛 に お 送り 
くだ さい 。 


監修 

NHK 放 送 技術 研究 所 長 
編集 顧問 

NHK 放 送 総局 放送 技術 局長 長谷 川 
NHK 技 術 局長 

NHK 営 業 総局 担当 局長 
編集 委員 

NHK 放 送 技術 研究 所 
NHK 放 送 技術 研究 所 
NHK 放 送 技術 研究 所 
NHK 放 送 技術 研究 所 
NHK 技 術 局 

NHK 技 術 局 

NHK 放 送 技 術 局 
NHK 放 送 技 術 局 
NHK 営 業 総局 

NHK 広 報 室 


泉 


逐 上 


斗 装 淵 決 菩 叶 田 針 田 三田 
鹿 存 潜 | 晶 同 注 層 居 涯 ぬ 加 慕 
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昨 型 通 港 刻 秦 瑞 只 学 
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の 弟 低 音 ス ー パ ー ウ ー フ ァ や , 薄型 ・ 
大 画面 の 液晶 や プラ ズ マ ディ スプ レ 
イ な ど が ロー プラ イス で 家庭 に 浸透 
する 日 を 楽し み に し た い 。 <T.U> 
較 炊 々 と 出 て くる 魅力 的 な パソ コン 
の ハー ド ノ ソ フト, 何 を どう 使う か 
この 選択 が 難し いと ころ 。 こ の よう 
な 中 で パソ コン を 使っ て みた い が , 
Ce に mn く て , と いう 人 た ちの た 

め に 設計 され た と いう Macintosh に 
つい て , この Mac に 関心 を 持っ て い 
る 人 , ある い は Mac を 初め て 使い た 
いと いう 人 だ た ち を 対象 に , Mac に 関す る 
基本 的 事項 や その と きど きのみ の 話題 を 取 
り 上 げ 「]Mac ア ・ ラ ・ カ ルト 」 と し て 連載 
を 予定 し て いま す 。 1》 


@ バ ッ ク ナ ン バ ー と 年 間 予 約 の お 知ら せ @ 
書店 に な い 場 合 や 。 バッ ク ナ ン バ 
ー, 年 間 講 読 を ご 希望 の 際 は , 左記 
に 示す 当社 「 電 話 注文 セン ター」 ま 
で お 申し 込み くだ さい 。 な お , 年 間 
講読 料 は 9,000 円 (送料 込み ) です 。 
また , ハガキ で の 注文 6 も で きま す 。 


年 9 月 号 
集 役立つ 電源 装置 の 製作 


10 月 号 


8 革 基 
ET 


藻 ど 基 と 基 ど 基 い 状 


共 @ 


失 


「 


旧 機 種 パ パソコン 活用 大 作戦 

最新 ディ ジタル オー ティ オ DCC の 徹底 解剖 
最新 ディ ジ タ レ オー ティ オ MD の 徹底 解剖 
GPS 最新 情報 / バ ー チ ャ ル ・ リ アリ ティ の 現在 
ビギナー の た め の 新 し い 電 子 工作 基礎 知識 
エレ クト ロニ クス 実用 製作 アラ カル ト 
これ で わか る A-D, D -A 変 換 . 


入門 一 ビデ オ 信 号 と ディ ジタル 回 路 
IBME PC と DOS/Y へ の 招待 

ビデ オ OP ア ンプ の 評価 実験 
多 機能 画像 入出 カシ ステ ム の 製作 


mm 
MD 


六 


> 
m 


Ei 
江 や 消 


多 機能 画像 入出 力 シ ステ ム の 製作 


プロ グラ マデ ブル ・ ロ ジッ ク を 探る 
エレ クト ロニ クス 製作 





】 Z0 


エレ グ クト ロニ クス ラテ イプ ブフ 





中 TI 





放送 ・ 通 信 分 野 の シス テム イン テグ レー ター。 
コミ ュ ニ ティ 放送 局 、 イベ ント 放送 局 、 
移動 無線 、 防 災 行 政 無線 、 通 信 衛 星 地上 局 


SHF 波 、 電 波 吸収 体 の 活用 、 共 同 受信 施設 
ハイ ビジ ョ ン シ ス テム 

導入 計画 、 各 種 産業 応用 、 美術 館 、 展 示 施設 
7 と 


都市 型 CATV 施 設 、MPIS、 光 伝送 


レッ 
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展示 ・ 展 博 


放送 ・ 通 信人 衛星 受信 シス テム 
CATV 施 設 へ の BS・CS 利 用 に よる 番組 導入 、 
企業 内 ネッ トワ ー タ 移動 体 受信 


海外 放送 局 建設 コン サル ティ ング 
東南 アジ アフ リカ 、 中 南米 諸国 な どの 
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地球 上 を めぐ る 全 24 衛 星 に よる 完全 運用 へ 、 ま た 一 歩 近づい た GPS。 世界 中 どこ で も 、 恒 夜 、 天 候 を 間 わ 
すず 正確 な 位置 情報 、 速 度 情報 を キャ ッ チ する GPS の アプ リケーション は 、 い ま 船 舶 、 航 空 、 測 量 な どの 分 野 
を 越え て 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン や レジ ャ ー 用 途 に も 大 きく 広 が ろ うと し て いま す 。 トリ ンプ ブル が お と どけ する 
“SVeeSix-CM" は 、 手 の ひら に 収まる 驚異 的 な 小型 サイ ズ な が ら 、 8 衛星 追 必 ・6 チ ャ ン ネ ル 受 信 、3 次 元 
測位 の フル フィ ー チ ャ ー を 装備 し た GPS コア モジ ュー ル で す 。 ポー タブ プル 機器 に 、 車 載 機器 に 、 コ ンピュータ ー 
機 付 に 、GPS の ヴァ リュ ー を 製品 づく り に 生か す 日 本 の シス テム イン テグ レー ター の 皆さま に お 応え し ます 
@ 受信 チャ ン ネ ル :8 衛 是 追 必 ・6 チ ャ ン ネ ル @ 位 置 精度 :25m (SEP)、100m(2dRMS) 6 チャ ン ネ ル GPS コ アモ ジュ ー ル 


文 . | 量 
S/A が ON の 場合 @ 速 度 精度 :0.02m/sec @ デー タ :WGS-84 @ 電源 :DC+5V 単 一 
電源 @ 大 き さ :46.5X82.5X17.7mm @ 重き :32g ※ フ ォ ー マ ッ ト 、 基 板 レイ アウ ト の 変更 な S い eeS1X 6 IN 4 


ど 、 ご 要望 に 応じ た OEM 供 給 も 承り ます 。 詳し く は 、 弊 社 営業 部 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
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